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    実践報告書 
「生きる力」を育むために 

 
 

        北海道ＮＩＥ推進協議会編 

〇〇主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび  
〇〇体体験験的的なな活活動動  
〇〇言言語語能能力力のの育育成成  
〇〇地地域域・・家家庭庭ととのの連連携携  
  





        ２２００２２３３年年度度「「北北海海道道 NIE 実実践践報報告告書書」」のの発発刊刊にに寄寄せせてて  

  

                                                        北北海海道道 NIE 推推進進協協議議会会  

                                                          会会  長長  菊菊  池池  安安  吉吉  

                                                          （（日日本本 NIE 学学会会  会会員員））  

  

  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告書書「「第第２２７７集集」」をを刊刊行行すするるここととににななりりままししたた。。  

  今今年年度度のの実実践践校校３３５５校校のの先先生生方方がが、、全全道道各各地地ににおおいいてて地地域域やや学学校校のの立立地地条条件件、、児児童童・・生生徒徒・・

学学生生のの実実態態ななどどをを考考慮慮しし、、創創意意工工夫夫ししたたＮＮＩＩＥＥのの実実践践のの成成果果とと課課題題ががままととめめらられれてていいまますす。。報報

告告書書ににはは、、２２００２２００年年、、小小学学校校かからら順順次次実実施施さされれたた学学習習指指導導要要領領のの改改訂訂のの趣趣旨旨をを踏踏ままええてて、、「「主主

体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび」」のの実実現現にに向向けけたた NIE のの取取組組がが多多数数掲掲載載さされれてていいまますす。。今今次次のの指指導導要要

領領でではは、、学学校校でで身身ににつつけけるるべべきき力力をを「「実実社社会会ででもも通通用用すするる力力（（資資質質・・能能力力））」」ととしし、、従従来来のの知知

識識・・理理解解、、思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力にに加加ええてて、、学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性をを学学力力のの３３要要素素ととししまま

ししたた。。学学力力観観もも転転換換期期をを迎迎ええ、、答答ええののなないい問問いいにに対対しし、、自自らら課課題題をを設設定定しし、、探探求求しし、、解解決決策策をを

提提示示すするる「「探探求求活活動動」」がが重重視視さされれてていいまますす。。積積極極性性やや好好奇奇心心がが大大事事でですす。。予予測測不不能能なな時時代代をを生生

きき抜抜くくたためめにに、、創創造造性性やや協協調調性性、、挑挑戦戦すするる力力、、失失敗敗ををおおそそれれなないい態態度度ななどど、、人人間間ななららででははのの能能

力力もも近近年年身身ににつつけけるるべべきき能能力力のの一一つつとと考考ええらられれてていいまますす。。  

  今今回回のの実実践践報報告告のの中中ににはは、、複複数数のの実実践践校校がが学学校校司司書書やや図図書書事事務務、、司司書書教教諭諭ととのの連連携携・・協協力力のの大大切切

ささにに触触れれてていいまますす。。学学校校図図書書館館はは、、「「読読書書」」だだけけででははななくく、、「「学学習習」」やや「「情情報報」」ののセセンンタターーととししてて

のの役役割割をを持持ちちまますす。。情情報報のの一一つつととししてて、、特特にに「「新新聞聞」」はは学学習習指指導導要要領領ににおおいいてて教教材材ととししてて活活用用すするる

ここととがが位位置置づづけけらられれてていいまますす。。図図書書館館にに複複数数紙紙をを配配備備しし、、現現実実社社会会のの諸諸課課題題をを多多面面的的・・多多角角的的にに考考

察察しし、、公公正正にに判判断断すするる力力をを育育ててるるここととがが大大切切でですす。。ししかかしし、、北北海海道道にに多多いい小小規規模模校校でではは、、司司書書教教諭諭

ももおおららずず、、図図書書館館担担当当もも学学級級やや教教科科をを担担当当ししてておおりり、、日日常常的的にに図図書書館館をを軸軸ととししたた NIE 実実践践にに取取りり

組組むむののがが難難ししいい実実態態もも見見ええ隠隠れれししまますす。。児児童童生生徒徒にに育育ててたたいい力力をを明明確確ににしし、、学学年年やや学学校校全全体体をを巻巻きき

込込んんでで実実践践をを進進めめるるエエネネルルギギーーにに期期待待ししまますす。。学学校校経経営営計計画画のの中中にに位位置置づづけけたたりり、、別別海海町町ののよよううにに、、

月月にに一一度度のの「「新新聞聞のの日日」」をを設設定定ししたたりりししてて町町内内のの児児童童生生徒徒全全員員がが新新聞聞にに触触れれ、、学学びびのの土土台台づづくくりりとと

ししてていいるる取取組組ももあありりまますす。。全全校校上上げげててのの継継続続的的なな取取組組がが学学力力向向上上にに結結びびつつきき、、学学校校全全体体でで実実践践すするる

ここととのの効効果果とと有有用用性性はは言言ううままででももあありりまませせんん。。ささららにに、、小小・・中中学学校校ののつつななががりりやや家家庭庭・・地地域域ととのの

連連携携をを意意識識ししてて取取りり組組んんだだりり、、児児童童生生徒徒会会のの委委員員会会活活動動とと連連動動ししたたりりすするるこことともも大大切切でですす。。特特

別別支支援援学学級級やや特特別別支支援援学学校校・・高高等等支支援援学学校校ででのの実実践践もも増増ええててききままししたた。。  

  ２２００２２３３年年夏夏にに愛愛媛媛県県松松山山市市でで開開催催さされれたた NIE 全全国国大大会会ののテテーーママはは、、「「ICT ででひひららくく NIE 新新時時

代代」」。。国国のの GIGA ススククーールル構構想想でで１１人人１１台台端端末末がが配配備備さされれ、、学学習習活活動動のの一一層層のの充充実実がが期期待待さされれてていい

まますす。。デデジジタタルル教教材材もも多多彩彩にに広広ががるる中中でで新新聞聞とと ICT のの特特性性をを生生かかししたた実実践践ををどどののよよううにに展展開開ししてて

いいくくかかがが提提案案さされれままししたた。。今今後後はは、、紙紙媒媒体体ととデデジジタタルルのの活活用用ををどどののよよううにに進進めめるるかか、、ChatGPT
にに代代表表さされれるる対対話話型型生生成成 AI（（人人工工知知能能））ををどどののよよううにに活活用用ししてていいくくかか、、偽偽情情報報のの拡拡散散ををどどううやや

っってて見見抜抜くく力力をを身身ににつつけけるるかか、、課課題題ははたたくくささんんあありりまますすがが、、実実践践のの成成果果とと課課題題をを全全道道でで共共有有しし

ななががらら一一歩歩ずずつつ前前にに進進めめてていいききたたいいとと考考ええまますす。。速速報報性性ががあありり、、記記事事のの鮮鮮度度はは高高いいがが玉玉石石混混淆淆

ののネネッットト記記事事ののみみにに振振りり回回さされれるるここととななくく、、メメデディィアア・・リリテテララシシーーをを身身ににつつけけささせせ、、批批判判的的なな

思思考考をを育育てて、、新新聞聞のの持持つつ信信頼頼性性やや一一覧覧性性ののよよささ、、新新聞聞のの魅魅力力をを再再確確認認ししたたいいとと思思いいまますす。。新新聞聞

をを開開いいたたととききのの思思いいががけけなないい記記事事ととのの出出会会いいはは、、フフィィルルタターーババブブルルののネネッットト記記事事検検索索でではは遭遭遇遇

ででききまませせんん。。ＮＮＩＩＥＥのの裾裾野野をを広広げげ、、「「ＮＮＩＩＥＥのの種種蒔蒔きき」」にに継継続続的的にに取取りり組組んんででいいききまますす。。  

  最最後後にに「「実実践践報報告告書書」」のの発発刊刊にに当当たたっったたＮＮＩＩＥＥ事事務務局局ををははじじめめ、、ＮＮＩＩＥＥ実実践践校校のの先先生生方方、、新新

聞聞関関係係者者のの皆皆ささんんにに大大変変おお世世話話ににななりりままししたたここととをを報報告告ししおお礼礼申申しし上上げげまますす。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、札札幌幌市市北北区区にに位位置置すするる自自然然豊豊かかなな

百百合合がが原原公公園園にに近近いい中中規規模模のの学学校校ででああるる。。      

今今年年度度はは、、どどのの子子ににととっっててもも学学ぶぶここととがが楽楽しし

くく、、挨挨拶拶とと笑笑顔顔ののああふふれれるる「「ああっったたかか百百合合がが

原原」」をを重重点点にに教教育育活活動動をを進進めめてていいるる。。  

  

２.児童の様子 

  明明るるくく素素直直なな児児童童がが多多くく、、意意欲欲的的にに取取りり

組組むむここととががででききるる。。一一方方でで、、学学習習にに対対ししてて

苦苦手手意意識識ををももっってていいるる児児童童もも多多いい。。特特にに読読

書書にに対対ししててはは、、学学校校生生活活アアンンケケーートトでで「「読読

書書がが好好ききででああるる。。」」とといいうう質質問問にに「「ああままりりそそ

うう思思わわなないい」」「「そそうう思思わわなないい」」とと答答ええたたののはは

2233..66％％とと、、活活字字をを読読むむここととにに抵抵抗抗ががああるる児児

童童もも多多いい。。ままたた、、本本校校はは、、小小学学校校区区とと中中学学

校校区区がが同同一一ののたためめ、、ほほぼぼ変変わわららぬぬ人人間間関関係係

でで９９年年間間過過ごごすすここととににななるる。。だだかかららここそそ、、

新新聞聞をを通通ししてて社社会会にに目目をを向向けけ、、様様々々なな「「ひひ

とと・・もものの・・こことと」」へへのの関関心心ををももちち、、広広いい視視

野野でで物物事事をを捉捉ええるる力力をを育育みみたたいい。。  

  

３．実践の内容 

  実実践践をを行行ううににああたたりり、、学学級級のの児児童童にに GGooooggllee  

ffoorrmm をを用用いいてて新新聞聞にに関関すするるアアンンケケーートトをを行行

っったた。。（（3399 人人がが回回答答））  

設設問問１１：：家家でで新新聞聞ををととっってていいまますすかか。。  

 

 

 

 

 

 

（（ととっってていいるる：：2200 件件  ととっってていいなないい：：1199 件件）） 

 

設設問問２２：：新新聞聞はは好好ききでですすかか。。  

    

  

  

  

  

  

（（ははいい：：1144 件件  いいいいええ：：2255 件件））  

  

設設問問３３：：（（設設問問２２にに対対しし））そそのの理理由由はは何何でですすかか。。  

・・文文章章がが長長いいかからら。。読読むむののがが面面倒倒だだかからら。。  

・・文文字字がが小小ささくくてて多多いいかからら。。  

・・全全くく読読んんだだここととががなないいかからら。。  

・・ススポポーーツツのの野野球球をを見見るるののがが楽楽ししみみだだかからら。。  

・・好好ききなな時時間間にに読読めめるるかからら。。  

・・天天気気やや番番組組表表がが書書いいててああるるののでで便便利利だだかからら。。  

・・44 ココママ漫漫画画がが面面白白いいかからら。。  

  

設設問問４４：：新新聞聞とといいええばばどどんんななここととををイイメメーージジ

ししまますすかか。。  

・・ニニュューーススががたたくくささんん書書いいててああるる。。  

・・昔昔のの人人、、おお爺爺ささんんがが読読んんででいいるる。。  

・・文文字字やや文文章章ががびびっっししりりとと書書いいててああるる。。  

・・むむずずかかししいい。。  

・・雑雑巾巾のの代代わわりり。。  

  

アアンンケケーートトのの結結果果かからら、、半半数数近近くくのの家家庭庭でで新新

聞聞ををととっってておおららずず、、新新聞聞をを読読むむ機機会会ががなないいここ

ととががわわかかっったた。。ままたた、、デデジジタタルル化化がが進進むむ現現代代

ににおおいいてて新新聞聞はは子子どどももたたちちににととっってて敬敬遠遠ささ

れれてていいるる。。自自分分かからら文文章章をを読読むむとといいううここととにに

抵抵抗抗ががああるるよよううにに感感じじるる。。そそここでで、、子子どどももたた

ちちががままずずはは新新聞聞にに関関心心ををももつつここととやや、、私私たたちち

のの暮暮ららししにに必必要要ななメメデディィアアででああるるここととをを実実

感感ででききるるよよううにに以以下下のの実実践践をを行行っったた。。  

  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞にに関関心心ををももつつたためめにに  
      

              札札幌幌市市立立百百合合がが原原小小学学校校  教教諭諭  坂坂口口  明明加加理理  
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①①  朝朝のの学学習習時時間間にに新新聞聞をを読読むむ  

ままずずはは、、学学級級全全員員がが新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを確確      

保保すするるたためめにに、、朝朝のの学学習習時時間間「「ゆゆりりっっ子子タタイイ

ムム」」をを活活用用ししてて北北海海道道新新聞聞 NNIIEE ののワワーーククシシーー

トトにに取取りり組組んんだだ。。５５分分間間でで新新聞聞記記事事をを読読みみ、、

記記事事かからら書書きき抜抜いいたたりり自自分分のの考考ええをを書書いいたた

りりしし、、答答ええ合合わわせせををすするる。。全全くく新新聞聞をを読読んんだだ

ここととののなないい児児童童ももいいたたたためめ、、ままずずはは小小学学校校低低

学学年年向向けけのの短短いい記記事事かからら読読むむここととでで、、少少ししずず

つつ新新聞聞をを読読むむここととにに慣慣れれてていいっったた。。  

  

  

 
北北海海道道新新聞聞  

22002233 年年  

６６月月２２日日  

  

  

  

  

②②  ままなな bbeellll のの活活用用  

５５年年生生国国語語科科「「新新聞聞をを読読ももうう」」のの学学習習でで北北

海海道道新新聞聞社社のの小小中中高高校校生生向向けけ総総合合デデジジタタルル

教教材材ままなな bbeellll  をを活活用用ししたた。。ままなな bbeellll はは、、今今

年年度度よよりり札札幌幌市市のの児児童童のの一一人人一一台台端端末末にに搭搭

載載さされれたた。。約約 3355 年年分分のの北北海海道道新新聞聞記記事事をを収収

録録ししたた記記事事デデーータタベベーースス検検索索のの他他、、毎毎日日のの朝朝

刊刊 11 面面やや児児童童生生徒徒向向けけにに厳厳選選ししたたおおすすすすめめニニ

ュューーススがが読読めめ、、新新聞聞作作りりやや、、作作文文入入力力ななどどのの

様様々々なな機機能能ががああるる。。  

今今回回はは、、全全道道版版とと地地方方版版のの記記事事のの内内容容のの違違

いいをを捉捉ええるるたためめにに、、記記事事デデーータタベベーースス検検索索をを

活活用用ししたた。。自自分分のの端端末末でで新新聞聞をを読読むむここととががでで

ききるるののでで、、記記事事をを自自分分ででズズーームムししたたりり、、ペペンン

でで書書きき込込みみががででききるる記記事事にに線線をを引引いいたたりりしし

てていいたた。。紙紙面面よよりりももデデジジタタルルでで新新聞聞をを読読むむ方方

がが１１つつのの記記事事のの内内容容にに集集中中ししてて読読むむここととがが

ででききてていいたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

③③  ５５年年生生社社会会科科「「情情報報産産業業ととわわたたししたたちちのの

くくららしし」」でで新新聞聞をを教教材材化化  

初初めめにに、、「「天天気気予予報報のの情情報報をを手手にに入入れれるるにに

ははどどののメメデディィアアをを使使ううととよよいいかか？？」」とといいうう問問

いいかかららメメデディィアアのの種種類類とと特特徴徴ににつついいてて考考ええ

てていいっったた。。子子どどももたたちちはは新新聞聞ががああままりり便便利利でで

なないいメメデディィアアだだとと感感じじてていいたた。。次次にに、、メメデディィ

アアのの歴歴史史ににつついいてて学学習習ししたた。。新新聞聞がが約約 115500 年年

もも前前かかららああるるここととにに驚驚いいてていいたた。。そそししてて、、実実

際際にに北北海海道道新新聞聞のの朝朝刊刊 11 日日分分をを配配付付ししどどんんなな

種種類類のの情情報報がが毎毎日日私私たたちちののももととにに届届いいてていい

るるののかか調調査査ししたた。。「「文文字字ががびびっっししりり書書いいててああ

るるペペーージジはは株株だだ。。」」「「テテレレビビだだけけででななくく映映画画やや

ララジジオオのの情情報報ももああるるんんだだ。。」」「「競競馬馬のの情情報報がが載載

っってていいるる。。」」「「脳脳トトレレももああるるよよ。。」」ななどど、、新新聞聞をを

じじっっくくりり読読むむここととでで様様々々なな気気付付ききががああっったた。。

そそここかからら、、「「ここれれだだけけたたくくささんんのの情情報報をを毎毎日日

どどののよよううににわわたたししたたちちにに届届けけ続続けけてていいるるのの

だだろろうう。。」」とといいうう問問いいがが生生ままれれたた。。  
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そそここでで、、北北海海道道新新聞聞社社みみららいい教教育育推推進進室室福福元元

ささんんををゲゲスストトテティィーーチチャャーーににおお招招ききしし、、新新聞聞

ががででききるるままででのの過過程程やや記記者者のの苦苦労労・・ややりりががいい

ににつついいてて教教ええてていいたただだいいたた。。新新聞聞社社でで働働くく人人

のの思思いいがが込込めめらられれてていいるるここととをを知知っったたこことと

でで、、「「新新聞聞をを大大切切ににししたたいい。。」」とと関関心心ををももつつ子子

ももいいたた。。ささららにに、、新新聞聞記記事事にに記記者者のの名名がが書書かか

れれてていいるる意意味味をを教教材材化化ししたた。。「「ももしし情情報報がが嘘嘘

だだっったたらら、、取取材材ししたた記記者者のの名名がが書書かかれれてていいるる

とと誰誰がが書書いいたたののかか特特定定ででききてて安安心心ででききるる。。」」

「「新新聞聞をを作作るる人人はは、、読読者者にに信信頼頼ししててももららええるる

よようう工工夫夫ししてていいるる。。」」ななどど、、正正確確なな情情報報をを伝伝ええ

るるたためめにに取取材材さされれ、、新新聞聞のの情情報報がが私私たたちちののもも

ととにに届届いいてていいるるここととをを理理解解ししてていいたた。。単単元元のの

学学習習のの最最後後にに、、西西日日本本新新聞聞「「ああななたたのの特特命命取取

材材班班」」とといいうう取取りり組組みみをを教教材材化化ししたた。。  

  

  

西西日日本本新新聞聞  

22001199 年年  

４４月月 1133 日日  

  

  

  

  

  

「「ななぜぜ、、阪阪本本ささんんはは読読者者のの疑疑問問をを取取材材ししてて記記

事事ににししてていいるるののだだろろうう。。」」とといいうう問問いいにに対対

しし、、子子どどももたたちちはは、、  

「「自自分分のの悩悩みみやや知知りりたたいいここととがが解解決決ししててもも

ららええるるかかももししれれなないいとと思思ううとと信信頼頼ででききるる。。」」  

「「他他ににもも同同じじ悩悩みみををももっってていいるる人人ががいいたたらら

そそのの人人もも助助かかるる。。」」  

「「他他のの新新聞聞ににははなないい記記事事でで読読んんででももららええるる。。」」  

ななどど読読者者のの疑疑問問をを取取材材しし、、記記事事ににすするるここととでで

読読者者とと繋繋ががりり、、新新聞聞がが世世のの中中をを変変ええてていいくく力力

ががああるるここととをを読読者者にに実実感感ししててももららええるるとと子子

どどももたたちちはは具具体体的的にに考考ええてていいたた。。  

４．成果と課題 

（１）成果 

 ①  主主体体的的ななままなな bbeellll のの活活用用  

  社社会会科科「「情情報報産産業業ととわわたたししたたちちののくくららしし」」

のの学学習習のの中中でで不不確確かかなな情情報報がが風風評評被被害害ををもも

たたららすすここととももああるるここととをを教教科科書書のの新新聞聞記記事事

をを活活用用しし学学習習ししたた。。すするるとと、、ああるる児児童童がが「「まま

なな bbeellll でで調調べべたたららここのの記記事事見見れれるるかかなな。。」」とと、、

一一人人一一台台端端末末をを用用いいててままなな bbeellll のの記記事事デデーー

タタベベーーススでで検検索索しし、、教教科科書書にに載載っってていいたたもものの

とと関関連連すするる記記事事をを見見つつけけ読読んんででいいたた。。自自分分のの

関関心心にに合合わわせせてて過過去去のの新新聞聞記記事事をを自自由由にに調調

べべたたりり読読んんだだりりすするるここととががでできき、、調調べべるる力力やや

必必要要なな情情報報をを手手にに入入れれるる力力をを養養ううここととにに効効

果果的的だだとと感感じじたた。。  

  

北北海海道道新新聞聞  

11999999 年年 22 月月 2200 日日  
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②②  新新聞聞へへのの関関心心のの高高ままりり 

  社社会会科科「「情情報報産産業業ととわわたたししたたちちののくくららしし」」

でで、、単単元元のの学学習習のの最最後後にに、、本本実実践践をを行行うう前前にに

行行っったた前前述述ののアアンンケケーートト結結果果をを子子どどももたたちち

にに提提示示ししたた。。すするるとと、、子子どどももたたちちはは「「たたっったた

11 枚枚のの紙紙のの中中ににここんんななにに情情報報がが入入っってていいるるっっ

ててすすごごいい。。」」「「記記者者のの努努力力がが詰詰ままっってていいるるかからら

大大切切ににししたたいい。。」」「「家家でではは新新聞聞をを取取っってていいなないい

けけどど読読んんででみみたたくくななっったた。。」」ななどど、、学学習習をを行行うう

前前よよりりもも新新聞聞にに興興味味ををももちち、、新新聞聞社社でで働働くく人人

のの思思いいにに寄寄りり添添っってて考考ええたたりり自自分分のの生生活活とと

つつななげげてて考考ええたたりりししてていいたた。。本本実実践践をを通通ししてて、、

子子どどももたたちちのの新新聞聞にに対対すするる関関心心のの変変容容がが見見

らられれたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（２）課題 

①①  新新聞聞記記事事にに対対ししてて自自分分のの考考ええををももつつ 

  今今年年度度のの実実践践にに取取りり組組むむ中中でで、、新新聞聞をを読読みみ

自自分分のの考考ええををももつつここととやや自自分分のの生生活活ととののつつ

ななががりりをを考考ええるるここととにに対対ししてて苦苦手手意意識識ののああ

るる子子どどももたたちちのの姿姿もも見見らられれたた。。学学校校とといいうう場場

だだかかららここそそ、、他他者者とと対対話話すするるここととをを通通ししてて一一

つつのの新新聞聞記記事事かかららもも様様々々なな考考ええががででききるるここ

ととをを実実感感しし、、自自分分のの考考ええをを広広げげててほほししいい。。そそ

ののたためめににはは、、ままずず自自分分のの考考ええををももつつここととがが大大

切切ででああるるとと考考ええるる。。苦苦手手意意識識ををももつつ子子どどももたた

ちちはは、、「「何何をを書書いいたたららいいいいかかわわかかららなないい。。」」「「思思

いいつつかかなないい。。」」ななどど、、自自分分のの考考ええにに自自信信ががなないい。。

新新聞聞記記事事にに対対しし自自分分のの立立場場をを決決めめるるななどど少少

ししずずつつ自自信信ををももててるるよよううなな考考ええのの交交流流のの在在

りり方方をを工工夫夫ししてていいききたたいい。。  

②②  新新聞聞へへのの関関心心のの継継続続  

今今回回のの実実践践でではは、、国国語語とと社社会会のの学学習習をを軸軸にに

新新聞聞をを扱扱っったたがが、、子子どどももたたちち自自身身のの中中にに「「新新

聞聞をを読読んんででみみよよううかかなな。。」」とといいうう思思いいはは薄薄いい

よよううにに感感じじるる。。特特にに、、文文字字をを読読むむここととにに抵抵抗抗

ののああるる子子どどももたたちちににととっっててはは自自らら新新聞聞をを手手

ににすするるここととはは考考ええににくくいい。。だだかかららここそそ、、意意図図

的的にに学学習習のの中中でで新新聞聞をを読読んんだだりり、、新新聞聞でで調調べべ

たたりりすするる活活動動をを継継続続ししてて取取りり入入れれてていいくく必必

要要ががああるる。。  

  

５．おわりに 

新新聞聞はは社社会会ののここととをを知知るるここととががででききるるだだ

けけででななくく、、自自分分のの生生活活とと社社会会ととををつつななげげてて考考

ええるるここととののででききるる一一つつのの手手段段ででああるる。。いいつつでで

もも、、どどここででもも、、誰誰ででももすすぐぐにに多多くくのの情情報報をを手手

にに入入れれらられれるる今今、、子子どどももたたちちににととっってて新新聞聞はは

ああままりりななじじみみののなないいももののだだがが、、わわたたししたたちちのの

生生活活にに欠欠かかせせなないいメメデディィアアのの１１つつだだ。。今今回回のの

実実践践をを支支ええてていいたただだいいたた北北海海道道新新聞聞社社のの福福

元元ささんん、、中中井井ささんんにに「「新新聞聞はは全全部部読読ままななくくてて

いいいい。。自自分分のの興興味味ののああるる所所だだけけ読読むむととよよいい。。」」

とといいううここととをを教教ええてていいたただだいいたた。。自自分分にに必必要要

なな情情報報はは何何かかをを考考ええてて読読むむ。。ままささにに、、ここれれかか

ららのの情情報報化化社社会会をを生生ききてていいくく子子どどももたたちちにに

育育みみたたいい情情報報活活用用のの力力ととももいいええるる。。今今回回のの実実

践践でで新新聞聞ががわわたたししたたちちのの生生活活をを支支ええてていいるる

メメデディィアアのの１１つつだだとといいうう意意識識ががよよりり高高ままっっ

たた。。今今後後、、そそのの新新聞聞をを通通ししてて子子どどももたたちちがが自自

らら社社会会とと関関わわろろううととすするる姿姿をを目目指指しし実実践践をを

重重ねねてていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、119955 万万人人のの人人口口をを擁擁すするる札札幌幌市市

のの豊豊平平区区ににああるる児児童童数数 222222 名名、、開開校校２２年年目目

のの私私立立小小学学校校ででああるる。。校校地地内内にに緑緑ああふふれれるる

森森をを有有すするる、、豊豊かかなな自自然然環環境境がが大大ききなな魅魅力力

のの学学校校ででももああるる。。ままたた、、ここりりっっつつ認認定定ここどど

もも園園とと同同一一校校地地内内ににあありり、、豊豊かかなな交交流流がが可可

能能なな環環境境ににああるる。。本本校校児児童童はは、、札札幌幌市市全全域域

ははももととよよりり、、千千歳歳市市等等市市外外かからら通通学学ししてていい

るる。。そそののたためめほほととんんどどのの子子がが自自宅宅かからら学学校校

ままででのの送送りり迎迎ええををすするる「「DDoooorr  ttoo  DDoooorr」」

やや、、ババススななどどのの公公共共交交通通機機関関をを利利用用ししてて通通

学学ししてていいるる。。  

  ままたた本本校校はは、、北北海海道道新新聞聞社社とと連連携携しし、、ＭＭ

ＮＮＩＩ教教育育をを推推進進ししてていいるる。。ＭＭＮＮＩＩ（（MMaasstteerr  

ooff  NNeewwss  &&  IInnffoorrmmaattiioonn  ））教教育育はは  IICCTT  のの  

先先をを行行くく、、よよりり深深くく広広いい、、温温ももりりののああるる学学

びびをを目目指指しし、、イインンタターーネネッットトだだけけででははななくく

人人、、紙紙ももメメデディィアアととしし、、進進んんでで社社会会参参加加すす

るる子子どどももをを育育ててるるここととをを目目的的ととししたた教教科科横横

断断的的なな学学習習ででああるる。。ここのの中中でで子子どどももたたちち

はは、、自自ららをを表表現現すするるたためめににメメデディィアアをを使使

うう。。イインンタターーネネッットトななどどのの情情報報技技術術ははももちち  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ろろんん、、関関わわるる人人もも、、書書籍籍やや新新聞聞ななどどのの紙紙

もも、、知知識識をを深深めめ人人とと交交わわるる時時間間をを豊豊かかにに

しし、、社社会会にに向向けけてて自自ららをを表表現現すするるたためめのの大大

切切ななメメデディィアアととししてて学学びびにに活活用用ししてていいるる。。

そそのの取取組組のの一一つつととししてて、、新新聞聞記記事事をを読読むむ活活

動動ががああるる。。どどのの学学年年もも週週にに１１回回、、北北海海道道新新

聞聞がが選選定定ししたた記記事事をを活活用用ししたたワワーーククシシーートト

にに取取りり組組んんででいいるる。。 

 

２．児童の実態 

  本本学学級級のの児児童童はは、、４４年年生生かかららＭＭＮＮＩＩ教教育育

をを学学んんででききてていいるる。。昨昨年年はは新新聞聞作作成成アアププリリ

ケケーーシショョンン「「ここととままどど」」をを活活用用ししてて研研修修旅旅

行行のの報報告告ななどどををししてていいるる。。ままたた、、総総合合的的なな

学学習習「「ＬＬＩＩＮＮＫＫ学学習習」」のの中中でで、、ゴゴミミ問問題題等等

のの社社会会的的課課題題にに取取りり組組んんででききたたここととももああ

りり、、身身のの回回りりににああるる問問題題ににつついいてて関関心心ををもも

っってていいるる子子がが多多いい。。  

  ままたた、、５５年年生生のの社社会会科科のの学学習習やや毎毎週週ののワワ

ーーククシシーートトのの取取組組をを通通じじてて、、新新聞聞記記事事ややデデ

ジジタタルルココンンテテンンツツのの「「どどううししんんままなな  

ｂｂeellll」」かからら数数多多くく学学んんででいいるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞をを活活用用ししたたＭＭＮＮＩＩ教教育育のの実実践践  

                        田田中中学学園園立立命命館館慶慶祥祥小小学学校校  教教諭諭  山山形形  昇昇平平  
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３．指導案 

第第 55 学学年年  国国語語科科指指導導案案  

日日  時時  1111 月月 22 日日（（木木））  

児児  童童  田田中中学学園園立立命命館館慶慶祥祥小小学学校校 55 年年 22 組組  

男男子子 99 名名  女女子子 1133 名名  計計 2222 名名  

授授業業者者  山山形形昇昇平平  

⑴⑴  単単元元名名「「調調べべるる時時にに使使おおうう  統統計計資資料料のの読読みみ方方」」  

⑵⑵  単単元元とと新新聞聞のの関関わわりり  

  本本単単元元はは、、情情報報にに関関すするる学学習習ででああるる。。情情報報とと情情報報ととのの関関係係付付けけのの仕仕方方、、図図ななどどにによよるる語語

句句とと語語句句ととのの関関係係のの表表しし方方をを学学ぶぶここととををねねららいいととしし、、ググララフフやや表表をを使使いい学学んんででいいくく。。まま

たた、、ググララフフはは同同じじ内内容容ででもも、、単単位位やや目目盛盛りりにによよっってて印印象象がが大大ききくく変変わわるるののでで、、数数値値ををししっっ

かかりりとと確確かかめめるるここととのの大大切切ささをを学学ぶぶ。。ままたた表表でではは、、同同じじ内内容容ででもも調調べべたた時時期期やや対対象象にによよっっ

てて結結果果がが異異ななるるここととをを学学ぶぶ。。新新聞聞記記事事内内ののググララフフやや表表「「宅宅配配便便取取扱扱個個数数のの変変化化」」「「全全道道とと

主主産産地地ののメメロロンン栽栽培培面面積積」」「「一一戸戸建建てて住住宅宅のの室室温温、、全全国国 5522 都都市市冬冬ののアアイイススククリリーームムシシャャーー

ベベッットトのの支支出出金金額額ラランンキキンンググ」」ななどどをを活活用用ししてて学学習習をを進進めめたた。。そそれれぞぞれれのの資資料料をを通通じじてて、、

分分かかるる事事実実やや、、考考ええらられれるるここととをを話話しし合合っってていいっったた。。  

記記事事はは、、「「22002233 年年９９月月９９日日付付道道新新ここどどもも新新聞聞ままななぶぶんん」」「「22002233 年年８８月月 2288 日日北北海海道道新新聞聞」」

「「22002233 年年８８月月 2266 日日北北海海道道新新聞聞」」「「22002233 年年９９月月２２日日北北海海道道新新聞聞」」をを使使用用ししたた。。  

⑶⑶  本本時時のの学学習習展展開開  

おもな学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実は「個数が増えてい
る」「感染が広がった時期に
増えた」「飛行機よりトラッ
クが多い」。考えられる事は
「コロナの影響でスーパー
に行かずネットで買う人が
増えたのではないか」。 

 

事実は「メロンで有名
な夕張市で栽培面積は
減少している。「全道
的に栽培面積は減って
いる」 

二つの資料  の それぞれの事実を考えてみよう。二つ
の資料の組み合わせから「考えられること」を話し合
った。考えられることは「北海道は冬の室温が高いこ
と（事実）だから札幌では冬にアイスクリームを買う
人が多いのではないか」   

資料から分かる「事実」  と  「  考えられること  」  を  区別 して捉え  

自分の考えをまとめよう。 

「事実」  と  「  考えられること  」  を  区別  して捉え 

自分の考えをまとめることができた。 
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第第 55 学学年年  社社会会科科指指導導案案  

日日  時時  1122 月月 1155 日日（（金金））  

児児  童童  田田中中学学園園立立命命館館慶慶祥祥小小学学校校 55 年年 22 組組  

男男子子 99 名名  女女子子 1133 名名  計計 2222 名名  

授授業業者者  山山形形昇昇平平  

⑴⑴  単単元元名名「「情情報報化化ししたた社社会会とと産産業業のの発発展展」」  

⑵⑵  単単元元とと新新聞聞のの関関わわりり  

  本本単単元元はは、、我我がが国国のの産産業業とと情情報報ととのの関関わわりりににつついいててのの学学習習ででああるる。。ここここでではは放放送送、、新新聞聞

ななどどのの産産業業にに関関すするる内内容容とと情情報報やや情情報報通通信信技技術術をを活活用用すするる産産業業をを学学習習すするる。。放放送送やや新新聞聞なな

どどのの産産業業にに関関すするる内内容容ににつついいててはは、、例例ええばば、、新新聞聞記記者者がが情情報報をを集集めめ発発信信すするるままででのの工工夫夫やや

努努力力ななどどにに着着目目すするる。。  

  本本時時はは北北海海道道新新聞聞をを活活用用しし、、新新聞聞記記者者のの記記事事づづくくりりにに臨臨むむ思思いいをを紐紐解解いいてていいくく学学習習ででああ

るる。。ままずず、、全全国国紙紙とと地地方方紙紙、、地地方方紙紙のの全全道道面面とと地地方方面面ななどどのの違違いいをを考考ええるるここととかからら始始めめ、、

知知床床でで起起ききたた観観光光船船のの事事故故にに焦焦点点をを当当てて新新聞聞のの使使命命やや新新聞聞記記者者のの記記事事づづくくりりににおおけけるる思思いい

にに迫迫っってていいくく。。  

  記記事事はは、、「「22002233 年年 1100 月月 3311 日日毎毎日日新新聞聞」」「「22002233 年年 1100 月月 3311 日日北北海海道道新新聞聞」」「「22002222 年年４４

月月２２５５日日北北海海道道新新聞聞」」をを使使用用ししたた。。  

⑶⑶  本本時時のの学学習習展展開開  

おもな学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊の話題は北
海道の住民にと
って気になる話
題だ。北海道の
人にとって大事
な話題を頭の記
事にしているの
だろう。 

全国紙と地方紙、地方紙の全道面と地方面の違いを考えながら 

新聞社の使命について考えてみよう 

その土地に住んでいる人と共に考えながら 

地域の役に立つ情報を伝え、地域を元気にしていくのが新聞の使命だ  

日本に住んで
いる人ならだれ
でも感じる、世
界的に見て大事
な話題を頭の記
事にしているの
だと思う。 

重要な内容は、社会面全
体を使って情報を提供す
る。 
 

地方面では地元ががんば
っていることや、地元の人
が困っていることを伝えて
いる。 
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４．成果と課題 

 国国語語「「調調べべるる時時にに使使おおうう  統統計計資資料料のの読読

みみ方方」」ににつついいてて  

  資資料料ととななるるググララフフやや表表かからら分分かかるる「「事事

実実」」とと「「考考ええらられれるるこことと」」をを区区別別ししてて捉捉

ええ、、自自分分のの考考ええををままととめめるるここととががででききてていい

たた。。ググルルーーププででググララフフににつついいてて考考ええたたりり、、

自自分分のの考考ええをを交交流流ししたたりりすするる際際ににはは、、意意欲欲

的的にに意意見見交交流流すするる子子がが多多くくみみらられれたた。。そそれれ

はは新新聞聞記記事事ががメメロロンンややアアイイススククリリーームムななどど

身身近近なな話話題題をを取取りり上上げげてていいたたかかららだだとと考考ええ

るる。。ままたた、、北北海海道道のの地地名名やや、、北北海海道道ななららでで

ははののここととがが題題材材ににななっってていいたたこことともも子子どどもも

たたちちのの意意欲欲喚喚起起ににつつななががっったたののででははなないいかか

とと考考ええてていいるる。。  

一一方方でで、、ググララフフはは同同じじ内内容容ででもも、、単単位位やや

目目盛盛りりにによよっってて印印象象がが大大ききくく変変わわるるののでで、、

数数値値ををししっっかかりりとと確確かかめめるるここととのの大大切切ささにに

つついいててはは、、本本時時のの中中ででああままりり話話題題にに上上ががらら

ななかかっったた。。今今後後ははここここでで学学んんだだここととをを生生かか

しし、、ググララフフでではは単単位位やや目目盛盛りりががググララフフをを読読

むむ側側のの印印象象をを大大ききくく変変ええるるこことと、、ままたた表表でで

はは同同じじ内内容容ででもも調調べべたた時時期期やや対対象象にによよっってて

結結果果がが異異ななるるここととをを表表現現活活動動にに取取りり組組まませせ

てていいききたたいいとと考考ええてていいるる。。  

  

社社会会科科「「情情報報化化ししたた社社会会とと産産業業のの発発展展」」

ににつついいてて  

  本本単単元元はは、、我我がが国国のの産産業業とと情情報報ととのの関関わわ

りりににつついいててのの学学習習でであありり、、放放送送、、新新聞聞ななどど

のの産産業業にに関関すするる内内容容とと情情報報やや情情報報通通信信技技術術

をを活活用用すするる産産業業をを学学習習すするる。。本本校校はは北北海海道道

新新聞聞とと連連携携ししＭＭＮＮＩＩ教教育育をを推推進進ししてていいるるのの

でで、、教教科科書書をを通通ししててのの学学びびよよりりももささららにに深深

くく内内容容をを理理解解ででききたたとと考考ええてていいるる。。ままたた本本

時時のの学学習習のの数数日日前前ににはは、、北北海海道道新新聞聞社社のの見見

学学ををししたた。。北北海海道道新新聞聞のの歴歴史史をを調調べべたたりり、、

新新聞聞記記者者にに直直接接イインンタタビビュューーををししたたりりすするる

ここととでで、、よよりり一一層層情情報報産産業業のの一一つつででああるる新新

聞聞ににつついいてて深深くく理理解解すするるととととももにに、、ささららにに

知知りりたたいいとといいうう気気持持ちちをを持持つつここととががででききたた

とと考考ええてていいるる。。ここのの学学習習ををすするるままでではは、、新新

聞聞のの使使命命はは「「事事実実ををよよりり早早くく正正確確にに伝伝ええるる

こことと」」だだけけだだとと捉捉ええてていいるる子子がが多多かかっったた。。

ししかかしし全全国国紙紙とと地地方方紙紙、、全全道道面面とと地地方方面面をを

比比較較すするるここととでで、、新新聞聞はは事事実実のの提提供供ににととどど

ままららなないい、、地地方方のの人人々々をを元元気気づづけけるる役役割割がが

ああるるここととにに気気づづくくここととががででききたた。。  

ここのの学学習習でで学学習習ををままととめめるる活活動動をを行行わわなな

かかっったたここととがが課課題題ででああろろうう。。ままととめめととしし

てて、、自自分分たたちちでで読読んんででももららうう人人をを定定めめ、、そそ

のの人人にに向向けけてて情情報報をを発発信信すするる新新聞聞づづくくりりのの

活活動動ををししててくくここととががででききれればばよよりり一一層層のの力力

のの高高ままりりにに貢貢献献ででききたたとと考考ええてていいるる。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

本本校校はは、、IICCTT  のの先先をを行行くくよよりり深深くく広広いい、、

温温ももりりののああるる学学びびをを目目指指ししＭＭＮＮＩＩ教教育育をを推推

進進ししててききたた。。ここのの中中でで子子どどももたたちちはは、、自自らら

をを表表現現すするるたためめににメメデディィアアをを使使っっててききたた。。

新新聞聞づづくくりりをを通通じじてて、、社社会会にに向向けけてて自自分分をを

発発信信すするる力力をを身身にに着着けけててききたた。。ままたた、、毎毎週週

行行っってていいるる記記事事をを使使っったたワワーーククシシーートトでで

はは、、記記事事をを読読むむ読読解解力力とと、、ままなな bbeellll をを活活

用用ししてて検検索索すするる力力をを身身にに着着けけててききたた。。加加ええ

ててＭＭＮＮＩＩのの理理念念をを生生かかしし、、国国語語やや社社会会のの学学

習習をを中中心心ととししてて全全校校でで教教育育活活動動をを推推進進ししてて

ききたた。。本本稿稿ででははそそのの一一端端をを紹紹介介ししたた。。今今後後

もも全全ススタタッッフフででＭＭＮＮＩＩ教教育育のの更更ななるる研研究究をを

進進めめ、、全全国国ににそそのの成成果果をを発発信信ししてていいききたたいい

とと考考ええてていいるる。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは道道東東のの漁漁業業とと酪酪農農地地帯帯ににああるる児児

童童数数７７１１名名のの小小規規模模校校ででああるる。。地地域域ににはは、、

幼幼稚稚園園、、小小学学校校、、中中学学校校ががあありり、、読読書書ややＮＮ

ＩＩＥＥをを推推進進すするる学学びびのの土土台台作作りりとと、、地地域域のの

教教育育資資源源をを生生かかししてて学学びびをを深深めめるるふふるるささ

ととキキャャリリアア教教育育「「野野付付学学」」をを軸軸ににししてて、、幼幼

小小中中一一貫貫「「野野付付型型教教育育」」のの充充実実ををＣＣＳＳ（（学学

校校運運営営協協議議会会委委員員））とと共共にに進進めめてていいるる。。  

本本校校児児童童はは各各種種調調査査結結果果のの分分析析よよりり、、複複

数数条条件件にに基基づづいいてて説説明明すするる記記述述式式問問題題のの

正正答答率率がが低低いい傾傾向向ががあありり、、問問題題をを捉捉ええ解解決決

すするる思思考考をを言言語語化化すするる力力にに課課題題ががああるる。。学学

校校課課題題のの解解決決ののたためめににもも、、学学びびのの土土台台ととなな

るる資資質質・・能能力力をを高高めめるるＮＮＩＩＥＥのの取取組組はは有有効効

とと考考ええるる。。興興味味・・関関心心やや視視点点、、問問題題意意識識をを

ももちちななががらら新新聞聞をを読読みみ、、語語彙彙力力をを高高めめ、、新新

聞聞をを活活用用ししてて書書くく活活動動、、交交流流すするる場場面面をを日日

課課表表にに位位置置付付けけ、、意意図図的的、、組組織織的的、、継継続続的的

にに取取りり組組んんででいいるる。。  

 
２２．．実実践践のの概概要要  

((１１))  新新聞聞とと出出会会うう「「朝朝新新聞聞」」  

児児童童一一人人一一人人にに『『北北海海道道新新聞聞』』とと『『道道

新新ここどどもも新新聞聞ままななぶぶんん』』がが配配付付さされれるる

『『別別海海町町新新聞聞のの日日』』をを「「朝朝新新聞聞」」ととししてて

日日課課表表にに位位置置付付けけ、、全全児児童童がが新新聞聞にに出出会会

いい新新聞聞をを読読むむ機機会会をを設設定定ししたた。。  

 

 

 

 

 

 

見見出出ししやや写写真真にに着着目目しし興興味味関関心心ののああるる記記

事事ややおお気気にに入入りりののシシリリーーズズななどど、、ここだだわわ

りりやや個個性性をを発発揮揮ししななががららどどんんどどんん新新聞聞をを

読読むむここととをを通通ししてて、、児児童童はは社社会会のの情情報報やや

新新ししいい知知識識、、自自分分のの好好ききやや楽楽ししいいここととにに

もも出出会会っってていいるる。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
((２２))  新新聞聞ワワーーククシシーートトでで交交流流  

年年間間をを通通じじてて、、全全校校でで新新聞聞ワワーーククシシーートト

にに取取りり組組みみ、、交交流流活活動動にに生生かかししてていいるる。。ワワ

ーーククシシーートトはは発発達達段段階階やや学学習習内内容容にに合合っっ

たたももののをを選選びび、、読読んんででわわかかっったたこことと、、考考ええ

たたこことと、、見見出出しし、、要要約約ななどどをを書書いいてて、、廊廊下下

にに掲掲示示しし交交流流ししてていいるる。。ココモモンンススペペーーススにに

掲掲示示しし、、付付箋箋紙紙をを貼貼っってて全全校校児児童童がが交交流流すす

るる機機会会もも設設定定ししてていいるる。。「「同同じじ記記事事をを読読んん

２２００２２３３年年度度 NNIIEE 実実践践報報告告  

ＮＮＩＩＥＥでで学学びびのの土土台台ととななるる資資質質・・能能力力をを育育むむ  
別別海海町町立立野野付付小小学学校校  教教諭諭  荒荒井井  咲咲子子  図図書書事事務務  宮宮向向  伸伸子子 
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だだよよ」」「「ぼぼくくももここんんちちゅゅううがが好好ききだだよよ」」「「知知

ららななかかっったた！！びびっっくくりりししたた！！」」ななどど思思いいやや

関関心心がが広広ががりり、、廊廊下下ややココモモンンススペペーーススはは共共

感感がが生生ままれれ学学びびがが深深ままるる交交流流ススポポッットトにに

ななっってていいるる。。  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

((３３))  新新聞聞ココーーナナーーでで興興味味関関心心 UUPP!! 

図図書書室室前前ののススペペーーススをを活活用用しし、、複複数数のの

新新聞聞をを読読みみ比比べべ、、生生活活とと関関連連ががああるる記記事事

をを読読むむここととががででききるるよよううににししてていいるる。。担担

当当者者ががカカーードドややククイイズズななどどでで新新聞聞へへのの興興

味味関関心心がが高高ままるるよよううにに工工夫夫ををししてていいるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

((４４))  「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」でで交交流流  

中中学学校校体体育育館館をを会会場場にに学学校校区区のの「「ままわわしし

読読みみ新新聞聞」」をを実実施施ししたた。。活活動動のの主主催催はは、、野野

付付校校区区学学校校運運営営協協議議会会のの学学びびのの土土台台づづくく

りり部部会会。。中中学学３３年年生生がが進進行行ととフファァシシリリテテーー

タターーをを担担当当しし、、小小学学５５年年生生とと中中学学、、にに野野付付

学学校校区区 CCSS メメンンババーーがが加加わわりり、、総総勢勢６６１１人人

がが９９つつののググルルーーププにに分分かかれれてて新新聞聞記記事事をを

切切りり抜抜いいてて壁壁新新聞聞をを作作成成しし交交流流ししたた。。  

活活動動ののねねららいいはは下下記記のの 44 つつででああるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動のねらい】 
⑴ 興味をもった新聞記事を選び、切り

とった記事について子ども（小学
生・中学生）と大人のグループで語
り合い壁新聞にする活動を通して、
情報リテラシー及び「思考力・表現
力・判断力」を高める。 

⑵中学生の姿（関わり方）から、「中１
ギャップ」の軽減を図り、目指す姿
を体験できる合同活動を行う一貫教
育の活動とする。 

⑶野付学校区学校運営協議会メンバー
が児童生徒の活動に加わることで、
地域と学校の相互理解を深め、地域
との協働体制を構築する。 

⑷中学３年生がリーダー性を発揮する
機会とする。 
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大大ききくく分分けけてて４４つつのの活活動動をを展展開開ししたた。。 

① 読んで切りぬく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② グループで説明する 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 模造紙に貼る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 他のグループに説明する 

xxxxxx

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ははじじめめははちちょょっっとと緊緊張張気気味味のの小小学学生生だだ

っったたがが、、中中学学生生ののリリーードドややＣＣＳＳのの方方のの声声かか

けけでで、、次次第第にに話話がが弾弾みみ笑笑顔顔ががここぼぼれれてていいたた。。  

見見出出ししにに着着目目すするるとと読読みみややすすいい、、気気ににななるる

記記事事がが同同じじ人人ががいいたた、、一一人人でで読読むむよよりりみみんん

ななでで読読むむととおおももししろろいいななどど、、活活動動をを通通ししてて

発発見見ししたたここととががいいっっぱぱいいああっったた。。事事後後のの感感

想想ににはは、、「「ととててもも楽楽ししかかっったたでですす。。中中学学生生とと

のの交交流流はは少少しし緊緊張張ししままししたたがが、、小小ささななこことと

もも気気ににかかけけててくくれれてて、、ままたたややりりたたいいとと思思いい

ままししたた。。今今度度他他のの人人ととももややっっててみみたたいいとと思思

いいままししたた。。」」「「中中学学生生はは集集中中ででききてていいててすすごご

いいとと思思いいままししたた。。」」「「小小学学生生、、中中学学生生、、大大人人

とと幅幅広広くく交交流流ででききててととててもも良良かかっったたでですす。。」」

ななどど、、新新聞聞交交流流をを通通ししてて出出会会っったた楽楽ししささやや

次次ににつつななががるる思思いいがが表表現現さされれてていいたた。。  
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((５５))  各各教教科科ののねねららいいをを達達成成すするるたためめ

にに新新聞聞素素材材をを活活用用  

 「「いいっっししょょにに読読ももうう新新聞聞ココンンククーールル」」

のの取取組組やや壁壁新新聞聞作作りり、、新新聞聞をを活活用用ししたた情情

報報活活用用等等、、新新聞聞素素材材をを活活用用ししてて各各教教科科でで

身身にに付付けけるる資資質質能能力力をを高高めめるる授授業業にに取取りり

組組んんだだ。。  
 
 
 
 
 
 
 

記記事事をを通通ししてて友友だだちちにに自自分分のの考考ええをを伝伝

ええ、、記記事事やや身身近近なな人人ととのの対対話話をを通通ししてて自自

分分のの考考ええをを形形成成ししてていいくく姿姿がが見見らられれたた。。

見見出出ししのの付付けけ方方やや情情報報のの伝伝ええ方方はは、、自自分分

がが探探究究ししたた学学習習内内容容をを発発信信すするる際際ににモモデデ

ルルととななりり、、表表現現力力をを高高めめるる学学びびにに生生かかささ

れれてていいたた。。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

３３．．成成果果とと課課題題  
  成成果果ととししててはは、、日日課課表表をを工工夫夫しし年年間間をを通通

じじてて新新聞聞をを読読むむ時時間間をを設設定定ししたたここととでで、、限限

らられれたた時時間間にに多多くくのの情情報報をを読読みみ、、見見出出ししやや

写写真真ななどどをを手手掛掛かかりりににししてて興興味味ののああるる情情

報報をを選選んんでで読読むむ力力やや、、視視点点ををももっってて記記事事をを

選選んんでで読読むむ力力がが高高ままっったた。。ワワーーククシシーートトをを

活活用用しし、、新新聞聞をを読読んんでで知知っったたこことと、、思思っったた

こことと、、考考ええたたここととをを文文章章でで書書くく取取組組をを継継続続

ししたたここととでで、、限限らられれたた時時間間でで思思いいやや考考ええをを

書書くく力力がが身身にに付付いいててききたた。。作作成成ししたたワワーークク

シシーートトでで交交流流すするる活活動動をを通通ししてて、、共共感感ししたた

りり、、考考ええをを広広げげたたりり深深めめたたりりすするる姿姿がが見見らら

れれたた。。語語彙彙力力やや表表現現力力のの高高ままりりはは見見取取りりがが

難難ししいいがが、、多多読読、、速速読読、、熟熟読読がが場場面面にによよっっ

てて必必要要ととななるるＮＮＩＩＥＥのの取取組組をを通通ししてて高高まま

っってていいるるとと感感じじてていいるる。。  

  ＣＣＳＳ主主催催のの「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」のの取取組組でで

はは、、中中学学生生やや地地域域のの大大人人とと新新聞聞をを通通ししてて交交

流流すするる楽楽ししささやや、、中中学学生生ののリリーーダダーーシシッッププ

やや新新聞聞記記事事ののままととめめ方方、、説説明明のの仕仕方方にに接接しし、、

ななりりたたいい自自分分のの姿姿にに出出会会っってていいたた。。小小中中一一

貫貫でで教教育育目目標標をを掲掲げげるる当当地地区区のの教教育育をを実実

現現すするる上上ででもも、、ＮＮＩＩＥＥはは有有効効ででああるるとと感感じじ

たた。。  

  授授業業ででのの活活用用ににつついいててはは課課題題ががああるる。。各各

教教科科ののねねららいいをを明明確確にに捉捉ええ、、単単元元をを見見通通しし

てて効効果果的的にに活活用用すするる計計画画がが必必要要ででああるる。。次次

年年度度はは教教科科書書がが改改訂訂さされれるるたためめ教教育育課課程程

がが再再編編さされれるるここととををチチャャンンススととととららええ、、新新

聞聞素素材材のの活活用用をを図図っってていいききたたいい。。 

４４．．おおわわりりにに  

  別別海海町町がが推推進進ししてていいるる子子供供一一人人一一冊冊のの

新新聞聞配配付付がが、、実実践践をを支支ええ様様々々なな可可能能性性をを

実実感感ででききるる要要因因ににななっってていいるる。。「「ここどどもも新新

聞聞」」ははルルビビががああるるここととでで低低学学年年もも読読みみやや

すすくく、、そそれれぞぞれれ好好ききななココーーナナーーももああるるよよ

ううでで、、読読みみっっぷぷりりががかかっっここいいいい。。ここのの環環

境境要要因因をを強強みみととしし、、実実践践をを積積みみ重重ねね、、新新

聞聞ををももととににししたた学学びびをを深深めめてていいききたたいい。。  

新新聞聞記記事事をを活活用用しし総総合合的的なな学学習習「「野野付付学学」」をを展展開開   

新新聞聞記記事事をを家家庭庭学学習習（（自自学学））にに活活用用   
 

19



 
 
 
 

 

 
 
  
１１  ははじじめめにに  

  本本校校はは北北海海道道札札幌幌市市南南区区にに位位置置すするる、、全全校校

児児童童 224433 名名のの中中規規模模校校ででああるる。。「「自自らら学学びび、、自自

らら考考ええ、、学学ぶぶ意意欲欲ににああふふれれるる子子のの育育成成」」をを重重

点点目目標標にに教教育育活活動動をを進進めめてていいるる。。ままたた、、今今年年

度度はは「「自自らら課課題題ををももちち、、学学びび続続けけるる子子」」をを研研

究究テテーーママととししてて、、子子どどもも主主体体のの授授業業にに向向けけたた

授授業業研研究究やや授授業業改改善善をを全全教教職職員員でで進進めめてていい

るる。。  

 

２２  児児童童（（生生徒徒））のの様様子子  

  近近年年、、本本校校のの学学力力面面でで課課題題のの一一つつととななっってて

いいるるここととにに「「子子どどもものの読読書書へへのの意意欲欲」」ががああるる。。

学学校校図図書書館館がが整整備備さされれ、、保保護護者者にによよるる本本のの読読

みみ聞聞かかせせななどどもも行行わわれれてていいるるもものののの、、ななかかなな

かか読読書書習習慣慣のの醸醸成成ににつつななががっってていいなないいとといい

うう実実態態ががああるる。。ここれれににはは読読書書ののみみにに関関わわららずず、、

活活字字にに対対すするる苦苦手手意意識識ををももっってていいるる子子がが多多

いいとといいううここととがが原原因因ととししてて考考ええらられれるる。。そそここ

でで、、今今年年度度 NNIIEE 教教育育実実践践指指定定校校ととししてて取取組組をを

ススタターートトすするるににああたたりり、、新新聞聞をを子子どどもものの身身近近

ななととこころろにに置置きき、、いいつつででもも読読むむここととががででききるる

状状態態ににすするるここととでで、、新新聞聞にに親親ししみみ、、ままたた活活字字

ににもも親親ししみみ、、読読書書習習慣慣のの醸醸成成ににもも繋繋げげてていいけけ

るるののででははなないいかかとと考考ええたた。。  

 

３３  実実践践のの内内容容  

①①学学級級文文庫庫にに新新聞聞ココーーナナーーをを設設置置  

  本本校校でではは火火・・木木のの週週にに２２回回、、１１００分分間間のの朝朝

読読書書のの時時間間がが設設定定さされれてていいるる。。図図書書館館でで借借りり

たた本本のの他他にに自自分分でで持持っっててききたた本本やや、、学学級級文文庫庫

のの本本をを読読むむ時時間間ととななっってていいるる。。そそここでで、、学学級級

文文庫庫横横にに新新聞聞ココーーナナーーをを設設置置しし、、いいつつででもも児児

童童がが手手にに取取れれるるよよううににししたた。。ととはは言言ええ、、ななかか

ななかか自自分分かからら新新聞聞をを手手にに取取るる児児童童はは最最初初少少

ななかかっったた。。  

 

②②新新聞聞記記事事をを紹紹介介ししよようう  

  国国語語のの時時間間をを使使いい、、新新聞聞をを読読んんでで気気ににななっっ

たた記記事事やや面面白白いいとと思思っったたココーーナナーーななどどをを紹紹

介介すするる取取組組をを行行っったた。。最最初初にに子子どどもも新新聞聞ななどど

をを例例にに、、どどここににどどんんななここととがが書書いいててああるるかかをを

紹紹介介しし、、そそれれにに対対すするる感感想想ななどどをを交交流流ししたた。。

家家庭庭でで新新聞聞をを取取っってていいなないい子子もも多多くく、、新新聞聞をを

ああままりり読読んんだだここととががなないい子子、、どどののよよううにに読読めめ

ばばよよいいかか分分かかららなないい子子もも多多かかっったた。。そそここでで、、

新新聞聞ををじじっっくくりり読読むむ時時間間をを取取りり、、いいくくつつかか気気

ににななっったた記記事事をを切切りり抜抜きき、、ノノーートトにに貼貼りり付付けけ

てて感感想想ななどどをを書書いいてていいっったた。。  

授授業業のの後後半半でで記記事事ややそそのの感感想想をを紹紹介介しし合合

ううここととでで、、同同じじニニュューーススででもも新新聞聞にによよっってて使使

っってていいるる写写真真やや記記事事のの書書かかれれ方方がが違違ううこことと、、

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

児児童童のの身身近近ななととこころろにに新新聞聞をを  
      

              札札幌幌市市立立藤藤野野小小学学校校  教教諭諭  立立野野  弘弘高高  
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ままたた同同じじ記記事事ででああっっててもも読読むむ人人にによよっってて気気

ににななるるここととやや受受けけ取取りり方方がが異異ななるるここととななどど

にに気気付付くく子子ががいいたた。。  

 

③③国国語語「「アアッッププととルルーーズズでで伝伝ええるる」」  

（（４４年年光光村村図図書書））ででのの活活用用  

本本教教材材ははテテレレビビででののササッッカカーーのの試試合合をを例例

にに、、「「アアッッププ（（ああるる部部分分をを細細かかくく伝伝ええるる））」」とと

「「ルルーーズズ（（広広いい範範囲囲のの様様子子をを伝伝ええるる））」」をを対対比比

ささせせななががらら、、目目的的にに応応じじてて使使いい分分けけるるここととのの

有有効効性性ににつついいてて書書かかれれてていいるる。。  

教教材材文文のの中中でで、、新新聞聞ででもも紙紙面面のの広広ささにに合合わわ

せせてて、、「「アアッッププ」」とと「「ルルーーズズ」」をを使使いい分分けけてていい

るるここととがが紹紹介介さされれてていいるる。。そそここでで、、新新聞聞記記事事

でで「「アアッッププ」」とと「「ルルーーズズ」」のの写写真真がが使使わわれれてて

いいるるももののをを紹紹介介しし、、どどののよよううなな意意図図でで使使いい分分  

  

  

  

けけらられれてていいるるかかををノノ

ーートトにに書書いいてて交交流流しし

たた。。  

  新新聞聞記記事事をを読読むむここ

ととでで、、教教科科書書をを読読んん

でで学学習習ししたた「「アアッッププ」」

とと「「ルルーーズズ」」がが実実際際にに

新新聞聞ででもも使使わわれれてていい

るるここととがが分分かかりり、、まま

たたそそのの意意図図ににつついいてて

考考ええるるここととでで、、新新聞聞

のの制制作作側側がが何何ををどどのの

よよううににししてて伝伝ええよようう

ととししてていいるるののかかとといいうう意意図図ににつついいててもも気気付付

くくここととががででききたた。。ここのの後後、、他他のの記記事事ににおおいいてて

もも「「アアッッププ」」やや「「ルルーーズズ」」のの写写真真のの使使いい分分けけ

をを探探そそううととすするる子子もも出出ててききたた。。  

 

 

④④国国語語「「新新聞聞をを作作ろろうう」」（（４４年年光光村村図図書書））  

総総合合的的なな学学習習「「野野菜菜をを育育ててよようう」」ででのの活活用用  

新新聞聞がが子子どどももににととっってて身身近近ににななっっててききたた

ととこころろでで、、新新聞聞作作りりにに取取りり組組んんだだ。。教教科科書書でで

はは、、ググルルーーププででのの新新聞聞作作りりがが示示さされれてていいるるがが、、

今今回回はは個個人人のの技技能能ををよよりり高高めめててほほししいいとといい

うう思思いいかからら、、個個人人ででのの新新聞聞作作りりととししたた。。ままずず、、

単単元元前前半半でではは、、実実際際のの新新聞聞をを例例にに新新聞聞ににはは

「「新新聞聞名名」」「「発発行行者者」」「「見見出出しし」」「「記記事事」」「「写写真真

やや図図」」ななどどがが見見ややすすくく配配置置さされれてていいるるここととをを

北海道新聞  
2023 年  
6 月 2 日  
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紹紹介介ししたた。。題題材材ににつついいててはは、、総総合合的的なな学学習習にに

おおいいてて、、北北方方自自然然教教育育園園ででかかぼぼちちゃゃのの苗苗植植ええ

ををししたた時時期期ででああっったたののでで、、かかぼぼちちゃゃににつついいてて

調調べべたたここととをを新新聞聞ににままととめめてていいくくここととににしし

たた。。  

最最初初、、「「見見出出しし」」とと「「記記事事」」のの関関係係をを掴掴めめてて

いいなないい子子もも多多くく、、見見出出ししががそそののまままま記記事事ののよよ

ううににななっっててししままうう子子ががいいたた。。そそここでで、、ワワーークク

シシーートトをを活活用用しし、、調調べべてて分分かかっったたここととををままずず

はは分分類類ししてて見見出出ししでで分分けけてていいきき、、そそれれをを記記事事

にによよっってて詳詳ししくく説説明明ししてていいくくよよううににししたた。。そそ

のの後後、、記記事事ををどどここにに配配置置すするるかかとといいうう割割りり付付

けけをを考考ええててワワーーククシシーートトにに書書きき、、新新聞聞用用紙紙にに

ままととめめてていいっったた。。  

 ここれれままでで国国語語のの学学習習でで新新聞聞をを扱扱っっててききたた

ここととももあありり、、調調べべててききたたここととをを分分かかりりややすすくく

伝伝ええるるたためめにに、、紙紙面面ををどどののよよううにに構構成成すすれればば

よよいいかか、、絵絵やや図図ななどどををどどののよよううにに活活用用すすれればば

よよいいかか、、子子どどももたたちちももよよくく分分かかっってておおりり、、スス

ムムーーズズにに取取りり組組むむここととががででききたた。。完完成成ししたた新新

聞聞ににもも子子どどももたたちちはは満満足足ししてていいたた。。中中ででもも、、

ああままりり書書くくここととがが得得意意ででははなないい子子どどももににとと

っってて、、紙紙面面をを文文字字でで埋埋めめるるののはは大大変変なな作作業業でで

ああるるがが、、今今回回ののよよううにに見見出出ししごごととにに記記事事をを分分

けけてて書書きき、、割割りり付付けけをを考考ええててかからら記記事事をを配配置置

ししてていいくくとといいうう方方法法ははそそれれほほどど難難ししささをを感感

じじるるここととななくく取取りり組組むむここととががででききたた。。ままたた、、

今今回回はは初初めめててのの取取組組とといいううここととででＡＡ４４ササイイ

ズズのの用用紙紙にに書書いいてていいっったたこことともも取取りり組組みみやや

すすいい要要因因のの一一つつででああっったた。。一一度度、、新新聞聞作作りりにに

取取りり組組むむここととでで新新聞聞作作りりにに慣慣れれたたここととももああ

りり、、そそのの後後、、社社会会科科「「アアイイヌヌ民民族族のの昔昔ののくくらら

ししとと今今ににつつななががるる文文化化」」のの学学習習のの中中でで、、ササッッ

ポポロロピピリリカカココタタンンにに見見学学にに行行っったた際際ののままとと

めめのの新新聞聞もも同同様様のの方方法法でで作作成成ししたた。。今今回回はは

「「北北海海道道新新聞聞小小学学生生新新聞聞ググラランンププリリ」」のの用用紙紙

をを使使っってて作作っってていいっったた。。前前回回よよりりもも広広いい紙紙面面

ででああっったたがが、、そそここままでで抵抵抗抗感感ななくく取取りり組組むむ子子

どどももがが多多かかっったた。。ままたた２２回回目目とといいううここととももああ

りり、、記記事事のの内内容容やや割割りり付付けけ、、見見出出ししとと記記事事のの

ババラランンススななどど新新聞聞のの完完成成度度もも上上ががっったたとと感感

じじらられれたた。。  
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４４  成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①①新新聞聞にに親親ししむむ  

子子どどももががいいつつででもも手手にに取取れれるるととこころろにに新新

聞聞をを置置いいてておおくくここととでで、、最最初初ははななかかななかか手手にに

取取るる子子はは少少ななかかっったたもものののの、、授授業業ななどどででのの活活

用用にによよりり少少ししずずつつ読読むむ子子がが出出ててききたた。。  

②②新新聞聞作作りりのの継継続続  

  新新聞聞をを授授業業でで読読むむここととでで、、新新聞聞作作りりににおおいい

ててもも「「見見出出しし」」やや「「割割りり付付けけ」」ををイイメメーージジすす

るるここととががででききたた。。ままたた、、１１回回目目ででははななかかななかか

ううままくく書書けけななかかっったた子子もも回回数数をを重重ねねてていいくく

ここととででススムムーーズズにに書書けけるるよよううににななりり、、継継続続しし

てて取取りり組組むむ重重要要性性をを感感じじたた。。  

（（２２））課課題題  

①①子子どどももたたちちがが主主体体的的にに記記事事をを選選択択すするる  

多多くくのの新新聞聞はは大大人人向向けけにに書書かかれれてておおりり、、

子子どどももたたちちがが自自分分のの目目的的にに合合わわせせてて記記事事をを

選選択択しし、、読読むむとといいううここととははななかかななかか難難しし

いい。。今今回回はは教教師師にによよっってて授授業業にに合合うう記記事事をを

意意図図的的にに選選択択しし子子どどももにに紹紹介介すするるここととがが多多

かかっったた。。少少ししずずつつ記記事事選選択択をを子子どどももにに委委ねね

らられれるるよよううににななるるとと、、そそのの他他のの新新聞聞をを活活用用

ししたた学学習習活活動動ににもも広広ががっってていいくくとと考考ええらられれ

るる。。  

②②新新聞聞をを読読んんでで内内容容をを理理解解すするる力力  

活活字字のの苦苦手手なな子子ににととっってて新新聞聞をを読読んんでで内内

容容をを理理解解すするるここととはは難難ししくく、、新新聞聞かかららもも離離

れれててししままいいががちちででああるる。。子子どどもも新新聞聞ななどどをを

有有効効にに活活用用ししななががらら新新聞聞にに親親ししめめるる環環境境をを

作作っってていいくくここととがが求求めめらられれるる。。 

５５  おおわわりりにに  

 家家庭庭でで新新聞聞をを取取っってていいるる子子がが少少ななくく、、新新聞聞

がが子子どどももににととっってて馴馴染染みみがが薄薄くくななっってていいるる。。

新新聞聞ががいいつつででもも手手にに取取れれるる環環境境をを作作りり、、積積極極

的的にに授授業業でで活活用用ししてていいくくここととでで、、少少ししででもも新新

聞聞をを子子どどももににととっってて身身近近ななももののににししてていいけけ

るるよようう、、実実践践をを継継続続ししてていいききたたいい。。  

（（上上））１１回回目目にに取取りり組組んんだだ「「かかぼぼちちゃゃ新新聞聞」」  
  
（（下下））２２回回目目にに取取りり組組んんだだ「「アアイイヌヌ新新聞聞」」  

23



 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 

  本本校校はは、、2277 学学級級  児児童童数数約約 990000 名名でで、、中中央央

区区のの中中ででもも大大規規模模校校とと呼呼ばばれれるる学学校校ででああるる。。

「「心心がが動動くく学学校校～～ああここががれれととあありりががととううでで

つつななががるるみみどどりりっっ子子」」をを重重点点にに教教育育活活動動をを進進

めめてていいるる。。日日常常のの授授業業研研究究をを推推進進すするるににああたた

りり、、研研究究主主題題をを「「学学びびにに自自分分のの意意志志ををももつつ子子」」、、

研研究究のの重重点点をを「「自自己己決決定定力力のの連連続続」」ととしし、、子子

どどももがが自自分分自自身身のの行行動動をを決決めめるるととききにによよりり

よよいい行行動動をを選選択択ででききるるよよううにに研研究究をを進進めめてて

いいるる。。  

  今今回回はは来来年年度度中中学学生生ににななるる６６年年生生でで実実践践

をを行行うう。。中中学学校校ででははよよりり多多くくのの出出会会いいががあありり、、

人人間間関関係係をを築築いいてていいくく。。多多様様なな考考ええををももっったた

人人たたちちととどどうう関関わわっってていいくくかか考考ええるる機機会会にに

ししたたいいとと思思っったた。。ままたた本本校校のの研研究究のの重重点点ででああ

るる「「自自己己決決定定のの連連続続」」にに関関わわっっててもも自自分分がが人人

ととのの関関わわりり方方をを決決めめるる上上でで多多様様なな性性のの在在りり

方方ににつついいてて考考ええるるここととはは必必要要不不可可欠欠ででああるる。。

来来年年度度のの教教科科書書ににもも多多様様性性ににつついいててのの教教材材

がが扱扱わわれれるる。。そそれれにに先先立立っってて、、新新聞聞にに掲掲載載ささ

れれてていいるる身身近近なな出出来来事事かからら性性のの在在りり方方ににつつ

いいてて考考ええてていいくく。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

２．実践の内容 

目目標標：：LLGGBBTTQQ＋＋ににつついいてて知知りり、、多多様様なな性性のの在在りり

方方ににつついいてて考考ええるるここととががででききるる。。  

LLGGBBTTQQ++ととはは、、セセククシシュュアアルルママイイノノリリテティィ

（（性性的的少少数数者者））をを代代表表すするるレレズズビビアアンン、、ゲゲイイ、、

ババイイセセククシシュュアアルル、、トトラランンススジジェェンンダダーー、、クク

エエススチチョョニニンンググのの５５つつのの頭頭文文字字をを取取っったた言言

葉葉にに、、「「+（（ププララススアアルルフファァ））」」をを付付けけたた通通称称。。  
LGBT 理理解解増増進進法法（（正正式式名名称称：：性性的的指指向向及及

びびジジェェンンダダーーアアイイデデンンテティィテティィのの多多様様性性にに

関関すするる国国民民のの理理解解のの増増進進にに関関すするる法法律律））がが

2023 年 6 月 23 日にに公公布布・・施施行行さされれてていいるる。。

そそれれとと同同時時期期にに行行わわれれたた小小樽樽ププラライイドドをを扱扱

っってていいるる。。  

  

単単元元構構成成  

１１時時間間目目   

LLGGBBTTQQ＋＋ににつついいてて、、ままたたそそのの人人のの悩悩みみににつついい

てて知知るる。。((NNHHKKffoorrsscchhooooll))  

２２時時間間目目   

小小樽樽ププラライイドドパパレレーードドにに参参加加ししてていいるる人人のの

思思いいににつついいてて知知りり、、自自分分はは多多様様なな社社会会ととどどうう

関関わわっってていいくくかか考考ええるる。。((二二つつのの新新聞聞記記事事))  

  

小小樽樽ププラライイドドパパレレーードドににつついいてて  

PRIDE とは、「セクシュアル・マイノリティ

（性的少数者）のパレード」を指すものとし

て、広く国際的に認知されています。欧米諸

国をはじめ世界の主要な都市では、この「プ

ライド」と称されるセクシュアル・マイノリ

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

  

よよりり身身近近ななＬＬＧＧＢＢＴＴＱＱ＋＋ににつついいてて考考ええるる  
札札幌幌市市立立緑緑丘丘小小学学校校  教教諭諭  長長谷谷川川  美美雪雪  
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ティのパレードイベントが恒例行事として、

毎年開催されています。中には、ニューヨー

クやサンパウロといった、100 万～300 万人の

動員を記録する巨大な規模のものもあります。 

((TTOOKKYYOO  RRAAIINNBBOOWW  PPRRIIDDEE  HHPP よよりり参参照照))  

ここののよよううななパパレレーードドはは、、性性的的少少数数者者をを含含むむ

すすべべててのの人人がが「「自自分分ららししくく」」生生ききるるたためめにに行行

っってていいるる。。日日本本ででもも多多数数のの都都道道府府県県ででププラライイ

ドドパパレレーードドがが行行わわれれてておおりり、、今今回回はは小小樽樽でで開開

催催さされれたたププラライイドドパパレレーードド「「小小樽樽ププラライイドド」」

をを取取りり上上げげてて授授業業をを行行っったた。。  

ここののよよううなな活活動動のの成成果果かか、、小小樽樽市市でではは令令和和

６６年年１１月月かかららパパーートトナナーーシシッッププ制制((人人生生ののパパ

ーートトナナーーととししてて歩歩むむ性性的的ママイイノノリリテティィをを公公

的的にに承承認認すするるここととにによよりり、、生生活活上上のの困困りりごごとと

のの軽軽減減やや当当事事者者方方々々のの暮暮ららししややすすいい環環境境づづ

くくりりににつつななげげるるここととをを目目的的ととししたた制制度度))がが導導

入入さされれたた      

LLGGBBTTQQ++ににつついいてて知知るるこことと、、そそししてて自自分分たたちち

ががここれれかからら出出会会ううででああろろうう人人々々ととどどうう関関わわ

っってていいくくかかをを考考ええるる学学習習ににししたたいいとと考考ええたた。。  
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３．子どもの振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

①LLGGBBTTQQ++ににつついいてて知知るるここととががででききたた 

ククララススののおおよよそそ８８割割のの子子どどももがが「「LLGGBBTTQQ++」」

とといいうう言言葉葉をを知知ららななかかっったた。。ままずずはは知知識識とと

ししてて世世のの中中ににはは多多様様なな性性ががああるるこことと、、ままたた

性性のの多多様様性性をを認認めめててももららううたためめにに悩悩んんだだ

りり、、行行動動ししたたりりししてていいるる人人ががいいるるここととをを子子

どどももたたちちがが知知るるここととががででききたたここととがが成成果果

ででああるる。。  

  

②②自自分分ごごととととししてて捉捉ええるる身身近近なな記記事事  

    子子どどももたたちちがが修修学学旅旅行行ででいいっったた小小樽樽のの

パパレレーードドをを題題材材ににすするるここととでで、、よよりり身身近近なな

出出来来事事ととししてて捉捉ええるるここととががででききたたののでではは

なないいかかとと思思うう。。ままたた、、ネネッットトののニニュューーススでで

はは大大ききいい事事件件やや世世界界的的ななここととがが取取りり上上げげ

らられれるるここととがが多多くく、、地地域域的的ななここととはは北北海海道道

新新聞聞ななどどのの地地方方紙紙でで知知るるここととがが多多いい。。地地方方

紙紙ななららででははのの良良ささをを生生かかすすここととががででききたた

とと思思うう。。 

  

（（２２））課課題題  

  ○○扱扱うう内内容容のの難難ししささ  
今今回回はは小小学学校校６６年年生生でで実実践践をを行行っったたがが、、

内内容容ががデデリリケケーートトだだっったたりり、、理理解解ししににくく

かかっったたりりすするるここととががああるる。。女女性性がが女女性性をを

好好ききににななるるこことと、、体体はは男男性性ななののにに心心はは女女

性性ででああるるここととがが理理解解ででききなないい子子ももいいるる。。

性性のの多多様様性性をを利利用用ししたた犯犯罪罪ももああるるたためめ、、

子子どどももにによよっっててはは、、LLGGBBTTQQ++ににつついいてて批批判判

的的なな考考ええををももつつここととががああるるこことともも視視野野にに

いいれれてておおかかななけけれればばななららなないい。。そそのの子子のの

考考ええをを批批判判すするるののででははななくく、、認認めめたた上上でで

「「ププラライイドドパパレレーードド」」ななどどのの活活動動ををししてて

いいるる人人ももいいるるここととをを知知るるここととがが大大切切ででああ

るる。。道道徳徳のの教教材材ととししてて扱扱っったたがが、、答答ええががなな

いい教教材材ででああるるたためめ、、子子どどももにによよっってて考考ええ

方方がが偏偏っったたりり、、浅浅かかっったたりりししたた。。批批判判的的なな

考考ええのの扱扱いい方方もも吟吟味味ししてていいかかななけけれればばなな

ららなないいとと思思っったた。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

 教教科科書書はは改改訂訂さされれるるままででにに時時間間ががかかかかりり、、

時時事事的的なな内内容容がが遅遅れれてていいるるここととががああるる。。今今のの

社社会会にに合合わわせせたた学学習習ををすするるののにに新新聞聞はは適適しし

てていいるる。。今今回回のの LLGGBBTTQQ++ももそそううだだがが、、世世のの中中のの

出出来来事事をを知知るるこことと、、そそのの出出来来事事ににつついいてて自自分分

のの考考ええををももつつここととははととててもも大大切切ななここととででああ

るる。。新新聞聞ををつつかかっったた学学習習はは継継続続ししてていいききたたいい

とと思思っったた。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、札札幌幌市市東東区区にに位位置置すするる中中規規模模のの学学

校校ででああるる。。今今年年度度はは「「たたくくままししいい子子のの育育成成」」

にに重重点点をを置置きき、、ああたたたたかかなな人人間間関関係係をを基基盤盤とと

ししたた教教育育活活動動をを通通ししてて、、知知・・徳徳・・体体のの調調和和のの

ととれれたた力力のの育育成成にに向向けけたた教教育育活活動動をを行行っってて

いいるる。。そそののたためめにに、、「「分分かかるる」」「「ででききるる」」をを目目

指指すす授授業業づづくくりりのの向向上上にに全全教教職職員員でで取取組組をを

進進めめてていいるる。。  

以以上上のの教教育育活活動動をを推推しし進進めめるる手手段段ととししてて、、

新新聞聞活活用用のの有有効効性性をを探探っったた。。本本校校はは NNIIEE 実実践践

のの継継続続校校２２年年目目ででああるる。。昨昨年年かからら継継続続ししてて、、

次次のの２２点点をを重重点点にに教教育育活活動動をを行行っったた。。１１つつ目目

はは新新聞聞にに親親ししみみななががらら子子どどももたたちちがが主主体体的的

にに学学ぶぶ姿姿をを目目指指すすこことと。。２２つつ目目はは、、新新聞聞をを活活

用用すするるここととでで、、必必要要感感ををももっってて学学びび合合うう姿姿をを

醸醸成成すするるここととででああるる。。  

以以上上のの２２点点をを通通ししてて、、子子どどももたたちちににととっってて、、

新新聞聞活活用用がが「「分分かかるる・・ででききるる・・楽楽ししいい」」学学習習

のの展展開開にに寄寄与与すするる学学びびににななっってていいるるかかをを検検

証証ししてていいくく。。  

 

２.児童（生徒）の様子 

  本本校校のの児児童童はは素素直直でで明明朗朗なな子子がが多多くく、、ののびび

ののびびとと学学校校生生活活をを送送っってておおりり、、仲仲間間とと協協力力しし、、

集集団団行行動動ややききままりりをを遵遵守守すするる姿姿勢勢ももみみらられれ

るる。。一一方方でで、、子子どどもも自自身身がが「「意意見見をを自自分分とと比比

べべてて聞聞くく」」「「詳詳ししくく話話すす」」ここととがが身身にに付付いいたた実実

感感ををももててるるよよううににししてていいくくここととがが課課題題にになな

っってていいるる。。（（明明園園小小学学校校ホホーームムペペーージジ    令令

和和５５年年度度「「学学ぶぶ力力」」育育成成ププロロググララムム参参照照））  

  

そそここでで、、授授業業にに新新聞聞をを活活用用すするるここととがが、、課課

題題をを解解決決すするる一一助助ににななるるとと考考ええたた。。本本学学級級のの

児児童童はは新新聞聞をを読読むむ機機会会ががああるる子子はは２２割割とと少少

ななくく、、新新聞聞にに初初めめてて触触れれるる子子もも多多いい。。国国語語のの

学学習習でで新新聞聞のの特特徴徴やや読読みみ方方をを学学習習ししてていいるる

がが、、実実際際ににはは新新聞聞をを継継続続的的にに読読んんだだここととががなな

いい子子がが多多くく、、親親ししむむ機機会会がが必必要要ででああっったた。。  

新新聞聞をを授授業業にに活活用用すするるここととでで、、学学びびにに対対しし

てて関関心心がが広広ががるる姿姿やや意意欲欲的的にに学学びび合合うう姿姿をを

期期待待ししてていいるる。。  

                     

３．実践の内容 

  昨昨年年のの実実践践かからら記記事事をを扱扱うう際際にに配配慮慮すすべべ

ききここととととししてて、、以以下下のの２２点点がが実実践践をを通通ししてて確確

認認すするるここととががででききたた。。  

  ・・発発達達段段階階にに則則ししたた記記事事活活用用のの在在りり方方  

  ・・学学ぶぶ必必然然性性がが伴伴うう記記事事活活用用のの在在りり方方  

  今今年年度度もも上上記記のの２２点点をを大大切切ににししつつつつ、、本本校校

児児童童のの課課題題ででああるる部部分分（（意意見見をを比比べべてて聞聞くく・・

詳詳ししくく話話すす））のの改改善善にに向向けけてて以以下下のの取取組組をを重重

視視ししてていいききたたいい。。  

・・受受信信とと発発信信のの双双方方向向ののややりり取取りりががああるる記記

事事活活用用のの在在りり方方  

実実践践内内容容はは以以下下のの３３点点ででああるる。。  

  

実実践践１１  考考ええのの形形成成をを目目的的ととししたた、、家家庭庭学学習習

ででのの新新聞聞活活用用  

学学年年でで毎毎週週金金曜曜日日ににタタブブレレッットト型型パパソソココ

ンンをを持持ちち帰帰りり、、11 週週間間のの振振りり返返りりやや家家庭庭学学習習

ななどどをを行行っってていいるる。。そそのの際際にに、、子子どどももたたちちがが

興興味味ををももちちそそううなな新新聞聞記記事事ををデデジジタタルルでで掲掲

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞をを活活用用ししたた分分かかるる･･ででききるる･･楽楽ししいい学学習習のの展展開開  
      

                      札札幌幌市市立立明明園園小小学学校校  教教諭諭  檜檜  克克博博  
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示示しし、、感感想想ををアアンンケケーートトアアププリリにに書書きき込込むむよよ

ううににししてていいるる。。  

  例例ええばば、、「「ドドレレッッシシンンググ購購入入  最最下下位位」」とといい

うう内内容容ででああるる。。意意外外性性とと子子どどももたたちちのの生生活活にに

もも接接点点ががあありり、、率率直直なな感感想想がが見見ええたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

          ＜＜子子どどももたたちちのの感感想想＞＞  

・・私私はは結結構構ドドレレッッシシンンググをを買買っってていいたたかからら、、

最最下下位位ははすすごごくくびびっっくくりりししままししたた。。  

・・母母にに聞聞いいたたととこころろ、、ササララダダににかかけけるるののははドド  

レレッッシシンンググのの方方がが多多いいののでで、、他他のの家家ででははママ

ヨヨネネーーズズのの方方がが多多いいののかかななぁぁとと思思っったた。。  

・・圧圧倒倒的的にに少少なないいここととをを初初めめてて知知りりままししたた。。

ここのの新新聞聞をを読読んんでで、、知知ららなないいここととがが沢沢山山ああ

るるここととがが分分かかっったたののでで、、他他ののこことともも知知りりたた

いいとと思思いいままししたた。。  

・・北北海海道道でではは売売れれなないい分分、、廃廃棄棄ししててししままううとと

いいううここととだだかからら、、ととててもも食食品品ロロススにに関関係係しし

てていいるるとと思思いいままししたた。。  

  

  上上記記かからら分分かかるるここととはは、、以以下下ののよよううなな様様々々

なな学学びびがが生生ままれれ、、かかつつそそのの内内容容はは幅幅広広いいとといい

ううここととででああるる。。  

・・新新ししいいここととをを知知るる  

・・実実生生活活ととのの比比較較  

・・簡簡単単なな調調査査（（保保護護者者にに聞聞くくななどど））  

・・今今後後のの展展望望  

・・様様々々なな学学習習ととのの関関連連ししたた思思考考  

調調査査後後にに共共有有すするるここととでで、、どどののよよううなな観観点点

でで記記事事をを読読むむののかかをを理理解解しし、、友友達達とと交交流流すするる

際際のの見見方方やや考考ええ方方をを広広げげるる面面白白ささをを知知っってて

ももららううここととががででききたた。。ここののよよううななここととをを無無理理

ななくく積積みみ重重ねねてていいっったた。。  

  

実実践践２２  受受信信とと発発信信をを目目的的ととししたた新新聞聞活活用用  

国国語語「「新新聞聞をを読読ももうう」」のの学学習習でではは、、実実際際のの

新新聞聞紙紙をを使使いい様様々々なな記記事事をを読読んんででももららっったた。。

紙紙面面をを読読んんででももららっったた意意図図はは次次のの５５点点をを理理

解解すするるたためめででああるる。。  

・・新新聞聞ににはは何何がが書書いいててああるるかか内内容容のの大大体体をを  

把把握握すするるこことと。。  

・・興興味味ののももっったた記記事事をを選選びび取取るるこことと。。  

・・話話題題にによよっってて紙紙面面のの大大ききささがが変変わわるるとといいうう

こことと。。  

・・見見出出ししにに注注目目ししてて読読みみ、、新新聞聞記記事事ににははどどんん

なな内内容容ががああるるののかかをを知知るるこことと。。  

・・知知りりももししなないいしし考考ええももししなないい偶偶然然のの出出会会いい

ががああるるとといいううこことと。。  

  

  

  

北海道新聞  
2023 年 6 月 17 日  

北海道新聞  
2023 年 6 月 27 日  

子どもたちが使った

Google クラスルーム  
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実実際際のの紙紙面面をを読読むむとと、、読読みみたたいい記記事事のの比比較較  

とと選選択択がが常常ににななさされれるる。。デデジジタタルルだだとと上上記記のの

５５点点がが難難ししいいののでで、、今今回回はは学学習習ののねねららいいにに沿沿

っってて、、紙紙面面をを利利用用ししたた。。  

子子どどももたたちちはは紙紙面面をを読読んんでで、、感感想想とと共共にに紙紙

面面のの写写真真をを GGooooggllee ククララススルルーームムにに投投稿稿ししたた。。  

投投稿稿さされれたた中中でで、、興興味味ををももっったた新新聞聞記記事事をを選選

びび、、ココメメンントトをを書書きき込込んんだだ。。デデジジタタルルのの回回しし

読読みみ新新聞聞ののよよううななももののででああるる。。  

  ここのの学学習習でではは、、子子どどももたたちちがが選選んんだだののはは一一  

つつのの記記事事ででああるるがが、、友友達達のの選選んんだだ記記事事をを読読むむ  

ここととでで、、多多読読ににつつななががりり、、様様々々なな種種類類のの記記事事  

にに触触れれるる機機会会ととななっったた。。互互いいのの発発見見やや反反応応をを  

楽楽ししんんでで交交流流すするる姿姿がが見見らられれ、、受受信信とと発発信信のの  

ややりり取取りりをを経経験験すするる良良いい場場ととななっったた。。特特にに  

IICCTT のの活活用用にによよっってて、、いいつつででももココメメンントトのの追追  

加加がが可可能能ななこことととと、、他他のの記記事事もも閲閲覧覧ででききたたここ  

ととでで、、多多様様なな交交流流をを生生むむここととががででききたた。。  

  

実実践践３３  立立場場をを決決めめ、、根根拠拠ととすするる新新聞聞活活用用  

国国語語「「ああななたたはは、、どどうう考考ええるる」」のの学学習習でではは、、

自自分分のの立立場場をを明明ららかかににすするる学学習習活活動動をを行行なな

っったた。。子子どどももたたちちはは総総合合的的なな学学習習のの時時間間でで

SSDDGGss ののここととをを学学んんででいいたたののでで、、SSDDGGss にに関関わわ

りりののああるる内内容容でで、、自自分分ががどどののよよううにに考考ええるるかか

をを問問うう授授業業をを行行ななっったた。。  

ままずず初初めめにに、、「「日日本本のの SSDDGGss のの取取組組はは進進んんでで

いいるるかか」」子子どどももたたちちにに問問ううててみみたた。。  

 

  ここのの時時点点ででははわわずずかか４４分分のの１１のの子子どどももたた

ちちししかか進進んんででいいるるとと考考ええてていいななかかっったた。。ここここ

ででははああくくままでで印印象象でであありり、、総総合合的的なな学学習習のの時時

間間でで、、日日本本のの取取組組のの課課題題をを学学んんででいいるるここととにに

引引っっ張張らられれたた様様子子もも見見らられれたた。。  

  次次にに、、道道内内ででもも EEVV のの普普及及がが広広ががりりつつつつああ

るる事事例例をを以以下下のの記記事事をを使使っってて紹紹介介ししたた。。  

  
  ここのの記記事事をを読読んんでで話話しし合合っったた後後、、先先程程とと同同

様様にに日日本本のの SSDDGGss はは進進んんででいいるるかかににつついいてて再再

度度アアンンケケーートトををととっったた。。  

記記事事をを読読んんだだ後後もも微微増増にに留留ままりり、、ああままりり変変

化化ははななかかっったた。。教教師師がが範範読読ををししてて内内容容をを認認識識

ししたたがが、、判判断断をを変変ええううるるににはは至至ららななかかっったたここ

北海道新聞  
2023 年 9 月 2 日  
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ととがが分分かかるる。。  

最最後後にに、、充充電電装装置置拡拡充充事事業業のの記記事事をを子子どどもも

たたちちにに提提示示ししたた。。  

  

  

読読んんだだ後後にに電電動動化化をを推推進進すするる資資料料２２つつとと

主主要要国国一一人人当当たたりりのの年年間間電電力力消消費費量量やや国国別別

電電力力消消費費量量のの割割合合ののググララフフ（（北北海海道道新新聞聞  

22002233 年年 22 月月 77 日日））とと対対比比ささせせななががらら、、日日本本はは

SSDDGGss がが進進んんででいいるるののかかににつついいてて議議論論ををささせせ

たた。。以以下下、、児児童童のの反反応応ででああるる。。  

＜＜日日本本はは SSDDGGss がが進進んんででいいるる＞＞  

・・車車だだけけででははななくく充充電電器器もも増増ええてていいるる。。  

・・風風力力発発電電もも 2200 年年間間でで急急激激にに増増ええてていいるる。。  

・・22002233 年年かからら EEVV のの所所有有者者がが増増ええてていいるる。。  

＜＜日日本本はは SSDDGGss がが進進んんででいいなないい＞＞  

・・一一人人当当たたりりのの電電力力消消費費量量がが２２番番目目にに多多いい。。  

・・国国別別でではは４４番番目目にに多多いい。。たたくくささんん消消費費。。  

・・風風力力発発電電量量はは世世界界 1199 位位でで低低すすぎぎるる。。  

 

議議論論後後にに３３回回目目ののアアンンケケーートトををととっったた。。そそ

ううすするるとと、、約約半半分分のの子子がが「「進進んんででいいるる」」とと考考

ええたた。。２２回回目目とと違違ううののはは、、議議論論をを経経ててかかららアア

ンンケケーートトをを取取っったたとといいううここととででああるる。。賛賛否否両両

論論をを踏踏ままええ、、考考ええ直直ししたた子子がが少少ななかかららずずいいたた

とといいううここととににななるる。。  

  

４．成果と課題 

（１）成果 

 本本校校のの児児童童のの課課題題をを解解決決すするるたためめにに、、受受信信

とと発発信信のの双双方方向向ののややりり取取りりががああるる授授業業をを目目

指指しし、、記記事事活活用用のの在在りり方方をを探探るるここととががででききたた。。  

①①  IICCTT のの活活用用にによよりり、、手手軽軽にに記記事事のの保保存存やや

考考ええのの記記録録ををすするるここととががででききたた。。  

②②  読読後後のの交交流流がが、、思思考考のの深深ままりりににななっったた。。 

③③  対対立立すするる記記事事をを扱扱ううここととでで、、迷迷いいやや揺揺れれ  

をを生生むむここととががででききたた。。  

上上記記のの３３点点ののよよううにに、、子子どどもものの考考ええをを「「見見

ええるる化化」」しし「「共共有有化化」」すするるここととでで、、対対話話へへのの

「「意意欲欲化化」」をを図図るるここととががででききたた。。自自分分ななりりのの

答答ええににななるる根根拠拠をを、、実実生生活活ととのの接接点点かからら記記事事

をを通通ししてて見見出出すすここととががででききたた。。 

 

（２）課題 

 考考ええのの形形成成ををすするるこことと、、受受信信とと発発信信ををすするる

こことと、、根根拠拠ととななるる内内容容をを見見付付けけ立立場場をを決決めめるる

こことと。。ここれれららはは、、子子どどももたたちちのの思思考考力力やや表表現現

力力をを身身にに付付けけるる上上でで、、欠欠かかせせなないいとと考考ええ、、教教

育育活活動動をを行行っったた。。新新聞聞活活用用のの意意図図をを明明確確ににしし

てて行行わわななけけれればば、、たただだ記記事事のの内内容容をを知知るるこことと

でで終終わわっっててししままうう。。今今後後どどののよよううなな活活用用のの仕仕

方方がが可可能能ななののかか、、考考ええてていいくく必必要要ががああるる。。  

  

５．おわりに 

 昨昨年年にに続続きき、、本本校校のの実実践践をを新新聞聞にに掲掲載載ししてて

いいたただだいいたた。。子子どどももたたちちがが真真剣剣にに学学ぶぶ様様子子をを

丁丁寧寧にに取取材材ししてていいたただだいいたた北北海海道道新新聞聞社社  

麻麻植植記記者者にに重重ねねてておお礼礼をを申申しし上上げげたたいい。。  

北海道新聞 2023 年 10 月 31 日  
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１．はじめに 

  本本校校はは今今年年度度でで開開校校１１２２６６年年ととななるる，，歴歴史史

ああるる学学校校ででああるる。。  

  前前年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥ実実践践校校にに指指定定さされれ，，子子どど

もも達達がが新新聞聞をを身身近近ななももののととししてて感感じじらられれるる

よよううなな取取組組をを進進めめててははききたたもものののの，，実実際際ににはは

学学級級内内ででのの活活用用ががほほととんんどどののももののととななっってて

いいるる。。  

そそんんなな中中ででもも，，ででききるる範範囲囲でで学学年年内内のの取取組組

ととししてて「「ままわわししよよみみ新新聞聞」」ををつつくくっっててみみたたりり，，

他他学学年年かからら「「新新聞聞あありりまますすかか？？」」とと聞聞かかれれたた

りりすするる機機会会がが増増ええたたここととをを考考ええるるとと，，少少ししはは

「「学学校校ににはは新新聞聞ががああるる」」とといいうう状状態態がが一一般般化化

さされれててききたたよよううなな気気ははすするる。。  

  ででききそそううななここととをを，，ここつつここつつとと継継続続すするる。。

そそんんなな感感覚覚でで，，２２年年目目をを過過ごごししててききたた。。  

  

２.児童の様子 

  本本校校のの児児童童数数はは５５６６００名名（（ＲＲ６６．．１１．．１１現現

在在））でであありり，，市市内内でで２２番番目目のの規規模模だだがが，，年年々々

減減少少ししててききてていいるる。。  

昨昨年年度度，，全全児児童童にに聞聞いいたた結結果果でではは，，新新聞聞をを

購購読読ししてていいるる家家庭庭はは，，おおよよそそ３３００％％だだっったた。。

今今年年度度ももそそうう大大ききくく変変わわるる数数字字ででははなないいとと

思思ううがが，，決決ししてて多多いい数数字字ででははなないいだだろろうう。。担担

当当すするる５５年年生生のの学学級級ででもも，，購購読読率率はは２２８８％％でで  

  

ああっったた。。ままたた，，市市内内ののほほぼぼ全全家家庭庭とと近近郊郊のの町町

（（約約１１７７万万部部））ににはは，，週週２２回回フフリリーーペペーーパパーー

ががポポスステティィンンググさされれてておおりり，，ここれれとと一一般般的的なな

新新聞聞のの違違いいをを理理解解ししてていいなないい児児童童もも多多いい。。  

  本本校校ににはは，，所所謂謂「「フフリリーーススペペーースス」」とと言言わわ

れれるる場場所所がが存存在在せせずず，，教教室室とと廊廊下下とと体体育育館館のの

みみとといいっったた校校舎舎ででああるる。。今今後後，，児児童童数数のの減減少少

にに伴伴いい，，そそののよよううななススペペーーススがが少少ししででもも確確保保

ででききるるととよよいいののだだがが，，そそのの見見通通ししははなないい。。本本

来来ででああれればば，，そそののよよううなな場場所所にに新新聞聞ココーーナナーー

をを設設置置ででききれればば，，ももうう少少しし身身近近ななももののととししてて

新新聞聞をを手手にに取取るるここととももででききるるののかかももししれれなな

いい。。そそののたためめ，，今今年年度度もも図図書書室室のの一一角角をを貸貸しし

てていいたただだきき，，簡簡素素ななＮＮＩＩＥＥココーーナナーーをを設設けけてて

いいるる。。学学校校司司書書がが非非常常にに協協力力的的でで，，いいろろいいろろ

ととアアイイデディィアアをを出出しし，，常常にに新新聞聞にに触触れれらられれるる

よようう工工夫夫をを凝凝ららししたた場場をを提提供供ししてていいたただだいい

てていいるるここととがが本本当当ににあありりががたたいい。。  

  基基本本的的ににはは，，活活字字にに弱弱くく，，文文字字のの量量にに比比例例

ししてて興興味味もも薄薄れれてていいくく傾傾向向ががああるるののはは，，本本校校

にに限限ららずず多多くくのの学学校校でで見見らられれるる光光景景ででははなな

いいだだろろううかか。。文文字字やや数数字字よよりりももイイララスストトやや写写

真真とといいっったた直直感感的的にに判判断断ででききるる情情報報ばばかかりり

にに目目がが行行きき，，そそここでで終終わわっっててししままううここととががもも

っったたいいなないい。。ククリリッッククししななくくててももすすぐぐそそここにに

詳詳細細なな情情報報がが待待っってていいるる新新聞聞ののよよささをを，，よよりり

多多くくのの子子がが感感じじらられれるるたためめににはは，，ととににかかくく触触

れれるるここととがが何何よよりりもも大大切切だだとと思思うう。。  

  メメデディィアアリリテテララシシーーをを高高めめるるたためめににもも，，特特

にに高高学学年年ににはは新新聞聞がが必必須須だだとと，，年年々々強強くく感感じじ

るるよよううににななっっててききたた。。  

２２００２２３３年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

少少ししずずつつ  新新聞聞をを身身近近なな存存在在へへ  
  

              旭旭川川市市立立永永山山小小学学校校  教教  諭諭  牧牧野野  広広太太    

学学校校司司書書  中中島島    環環    
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３．実践の内容 

①①  ままわわししよよみみ新新聞聞  

  

今今年年度度はは，，新新年年度度開開始始２２週週目目にに，，体体育育館館

をを舞舞台台にに学学年年全全体体でで取取りり組組むむととこころろかからら

ススタターートトししててみみたた。。所所狭狭ししとと一一度度にに１１００００  

  

人人 以以 上上 がが 新新 聞聞 をを 広広

げげ，，紙紙面面ををココミミュュニニ

ケケーーシショョンンツツーールルとと

ししてて盛盛りり上上ががるる様様子子

はは，，ななかかななかかのの迫迫力力  

ががああっったた。。本本来来のの「「ままわわししよよみみ新新聞聞」」のの目目

的的にに沿沿っったた活活動動だだっったたののででははなないいかかとと思思

うう。。普普段段手手ににすするるここととののなないい新新聞聞をを，，初初めめ

ててじじっっくくりりとと読読んんだだ子子もも非非常常にに多多かかっったた。。  

  

そそのの後後はは，，自自分分のの学学級級ににおおいいてて，，よよくくああ

るる１１分分間間ススピピーーチチとと同同じじよよううなな感感覚覚でで，，毎毎

日日帰帰りりのの会会でで班班毎毎（（３３～～４４名名））にに発発表表ししてて

いいるる。。継継続続性性をを第第一一にに考考ええ，，無無理理ななくく楽楽しし

みみななががららややるるここととがが大大切切だだとと考考ええてていいるる。。  

  

    取取組組のの意意図図はは次次ののよよううななももののででああるる。。  

  

 

 

 

 

 

  

  

過過去去何何年年ににももわわ

たたりり同同じじよよううにに取取

りり組組んんででいいるるがが，，

今今年年度度ははここのの活活動動

をを通通ししてて感感じじらられれ

るる成成長長がが特特にに大大きき

くく，，担担任任とと子子どどもも

達達のの間間でで上上記記のの意意

図図ががすすべべてて共共有有ささ

れれてていいるるよよううにに思思

うう。。そそののたためめかか，，  

学級での取組が，「第
１３回道北小中学生新聞
スクラップコンクール」
において【学級賞】とい
う形で表彰されました。  

  

発発表表すするる側側もも聞聞くく側側もも楽楽ししくく，，そそししてて日日常常

のの授授業業とと結結びびつつくくここととでで，，確確かかなな学学びびににもも

繋繋ががっってていいるるとと感感じじるるここととがが多多いい。。  

  
今今後後，，更更ななるるレレベベルルアアッッププにに向向けけたた進進化化

のの可可能能性性をを感感じじてていいるるののでで，，次次年年度度にに向向けけ

模模索索ししててみみたたいい。。  

〈〈１１〉〉広広くく社社会会にに目目をを向向けけててほほししいい。。   

〈〈２２〉〉タタイイムムリリーーなな活活字字にに触触れれててほほししいい。。   

〈〈３３〉〉情情報報をを選選びび詳詳ししくく読読むむ力力をを付付けけててほほししいい。。

〈〈４４〉〉文文章章をを要要約約すするる力力をを付付けけててほほししいい。。   

〈〈５５〉〉集集団団のの前前でで声声をを出出すす経経験験をを積積んんででほほししいい。。

〈〈６６〉〉集集中中ししてて話話をを聞聞くく力力をを付付けけててほほししいい。。   
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②②  学学校校図図書書館館ででのの取取組組  

新新聞聞はは本本校校のの児児童童ににととっってて難難易易度度がが高高

いい。。理理由由ととししててはは，，文文章章ががぎぎっっししりりつつままっっ

てていいるるこことと，，難難ししいい漢漢字字ががたたくくささんん出出ててくく

るるここととななどどがが考考ええらられれるる。。特特にに読読書書がが好好きき

ででははなないい子子どどももににととっっててはは，，文文字字数数にに抵抵抗抗

をを感感じじるるよよううだだ。。新新聞聞をを広広げげてておおくくとと「「字字

ががいいっっぱぱいいでで読読むむ気気ががししなないい」」とと言言うう子子もも

いいるる。。ままたた，，新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭もも少少

ななくくななっってておおりり（（図図工工ななどどでで利利用用ししたたくくてて

もも，，家家庭庭かかららはは集集めめらられれなないいとともも聞聞くく）），，育育

つつ環環境境にに新新聞聞ががななけけれればば，，関関心心ををももててなないい

ののはは仕仕方方ががなないいののかかももししれれなないい。。  

そそここでで，，ままずずはは新新聞聞をを読読んんででももららうう（（見見

ててももららうう））ききっっかかけけををつつくくりりたたいいとと考考ええたた。。

  

視視覚覚的的ににわわかかりりややすすいい新新聞聞広広告告かからら，，話話

題題ををととりりああげげててみみたた。。ＡＡＣＣのの広広告告はは世世相相をを

反反映映ししたたテテーーママでで，，思思考考をを促促すす問問いいかかけけがが

短短いい文文でで書書かかれれてていいるる。。そそれれををささららににおおもも

ししろろそそううだだとと感感じじててももららううたためめ，，簡簡単単なな質質

問問形形式式にに置置きき換換ええ，，自自分分のの回回答答をを選選びび，，シシ

ーールルをを貼貼るるよよううににししててみみたた。。すするるとと，，新新聞聞  

のの前前にに立立ちち止止ままるる時時間間がが長長くくななりり，，自自分分がが

考考ええたたここととをを選選びび確確認認すするるここととががででききたた

よよううだだっったた。。子子どどももたたちちがが貼貼っったたシシーールルのの

位位置置はは，，広広告告がが意意図図すするる結結果果ににななっってていいたた。。  

次次にに，，男男女女のの役役割割がが家家庭庭ででもも社社会会ででもも固固

定定化化ししてていいるるここととにに気気付付いいててほほししいいとといい

うう願願いいかからら，，北北海海道道新新聞聞のの記記事事もも利利用用ししてて

みみたた。。『『料料理理ががででききなないいととダダメメでですすかか』』とといい

うう中中学学２２年年生生男男子子のの質質問問へへ回回答答ししたた記記事事

ででああるる。。男男のの子子もも料料理理ががででききたた方方ががよよいいとと

考考ええるる母母親親とと，，男男はは料料理理ななんんかかででききななくくてて

もも困困ららなないいかからら，，大大ききななここととををししろろとといいうう

父父親親のの考考ええにに対対しし，，「「料料理理はは面面倒倒だだがが，，でできき

るるよよううににななららなないいととだだめめかか？？」」とといいうう質質問問

へへのの回回答答がが記記事事ととななっってていいるる。。男男女女平平等等にに

触触れれ，，具具体体的的にに分分かかりりややすすくく回回答答さされれてていい

たたののでで，，高高学学年年ににはは十十分分読読めめるる内内容容ででああっっ

たた。。数数人人のの子子どどももはは，，シシーールルをを貼貼りり終終ええたた

後後，，周周囲囲のの新新聞聞記記事事ななどどににもも目目をを通通ししてていい

たた。。単単純純だだがが，，シシーールルをを用用いいたただだけけででもも効効

果果がが得得らられれたたとと感感じじてていいるる。。  

  

新新聞聞はは社社会会へへのの関関心心をを高高めめ，，自自分分事事ととしし

てて考考ええるるここととにに繋繋ががるるとと思思っってていいるる。。ススママ

ホホをを好好むむ子子どどももたたちちはは，，好好ききななもものの，，好好きき

ななこことと以以外外のの情情報報ににななかかななかか関関心心ををももてて

なないい。。ススママホホはは，，使使用用ととととももににそそのの人人にに合合

わわせせてて情情報報がが選選ばばれれ集集ままっっててくくるる。。いいろろいい

ろろななジジャャンンルルやや物物事事をを検検索索ししななけけれればば，，偏偏

っったた情情報報ににととららわわれれててししままうう懸懸念念ががああるる。。
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ペペーーパパーーレレススのの時時代代とと言言わわれれるるがが，，新新聞聞＝＝

ニニュューーススペペーーパパーーははままだだままだだ身身近近ななもものの

ででああっっててほほししいい。。そそののたためめににはは，，たただだ読読むむ

ここととをを勧勧めめるるののででははななくく，，新新聞聞とと子子どどももをを

繋繋げげるる手手立立ててがが必必要要だだとと考考ええてていいるる。。  

ままたた，，新新聞聞をを通通ししてて地地域域のの話話題題ににもも目目をを

向向けけささせせたたいい。。『『北北のの縄縄文文世世界界とと国国宝宝』』がが北北

海海道道博博物物館館でで開開催催さされれ，，夏夏休休みみ中中にに足足をを運運

んんだだ子子ももいいたた。。新新聞聞ででもも数数回回ににわわたたりりシシリリ

ーーズズでで紹紹介介さされれてていいたたののでで，，そそれれをを切切りり抜抜

いいてて展展示示ししててみみたたととこころろ，，写写真真やや地地図図はは眺眺

めめてていいててもも，，記記事事をを読読むむ子子はは少少ななかかっったた。。

ややははりり，，記記事事のの切切りり抜抜ききだだけけでではは，，興興味味関関

心心ををももっっててももららううののはは難難ししいいとと感感じじたた。。  

文文章章にに慣慣れれてていいるる子子どどももはは，，吹吹きき出出ししにに

書書かかれれてていいるる文文字字やや，，短短いいココメメンントトななどどはは

読読んんででくくれれるる。。すすららすすらら文文章章がが読読めめなないい子子

どどももはは，，数数行行のの文文章章ででもも読読ももううととははししなないい。。

文文章章がが苦苦手手なな子子どどももはは，，書書かかれれてていいるる言言葉葉

のの意意味味がが分分かかららなないいこことともも多多くく，，内内容容をを理理

解解ででききなないい。。新新聞聞記記事事はは難難ししくくてて読読むむ気気にに

ななららなないいとと言言わわれれててししままううののもも納納得得でできき

るる。。難難ししいい漢漢字字やや言言葉葉をを拾拾いい出出ししててみみるるここ

ととでで，，語語彙彙がが増増ええ，，表表現現力力のの幅幅もも広広ががるるとと

いいうう可可能能性性をを考考ええ，，次次回回のの取取組組にに希希望望ををもも

っってて挑挑戦戦ししたたいいとと考考ええてていいるる。。  

  

４．成果と課題 

 実実践践校校２２年年目目ととななりり，，活活用用方方法法はは様様々々ででああ

るるもものののの，，学学校校ににははいいつつででもも新新聞聞ががああるるとといい

うう状状況況はは浸浸透透さされれててききたたよよううにに感感じじるる。。ししかか

しし，，学学校校図図書書館館ででのの取取組組でで触触れれたたよよううにに，，本本

校校のの児児童童がが学学びびやや成成長長，，楽楽ししささのの手手段段ととししてて

新新聞聞をを身身近近なな存存在在とと認認識識ででききるるままででににはは，，いい

くくつつももののスステテッッププがが必必要要ででああるる。。  

  学学校校ににはは新新聞聞ががああるるとといいうう感感覚覚がが校校内内全全

体体にに広広ががっっててききたたここととがが【【成成果果】】でであありり，，そそ

のの感感覚覚をを体体験験的的なな成成長長やや喜喜びびにに繋繋げげてていいくく

たためめのの引引きき出出ししをを増増ややすすここととがが【【課課題題】】ででああ

るるとと捉捉ええ，，次次年年度度のの取取組組をを検検討討ししてていいききたたいい。。  

  

５．おわりに 

  

22002233..1122..1122  読読売売新新聞聞   

記記事事ににははここののよよううににああ

るるがが，，本本校校ででははＮＮＩＩＥＥ実実践践

校校ととししててののププレレゼゼンントトがが

ななけけれればば，，新新聞聞購購読読ははゼゼロロ

ででああるる。。  

次次年年度度でで実実践践校校ととししてて

のの役役割割はは終終ええるる予予定定ででああ

るるがが，，必必要要だだとと感感じじたた時時

にに，，すすっっとと新新聞聞をを手手にに取取るる

ここととががででききるる環環境境がが整整うう

ここととををめめざざしし続続けけつつつつ，，

日日々々楽楽ししんんででいいききたたいい。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、全全校校児児童童４４９９名名のの小小規規模模校校ででああるる。。

複複式式学学級級がが２２学学級級にに増増ええ、、児児童童のの減減少少はは進進んん

ででいいるるがが、、そそのの分分学学年年にに関関わわららずず広広くく交交流流しし

てていいるる様様子子がが伺伺ええるる。。校校舎舎はは海海やや漁漁港港にに近近いい

立立地地ににあありり、、周周囲囲ににはは牧牧場場もも多多いい土土地地柄柄でで軽軽

種種馬馬産産業業もも盛盛んんなな地地域域ででああるる。。  

昨昨年年度度はは、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間ののカカリリキキ

ュュララムム改改善善のの一一環環ととししてて「「探探究究的的なな学学びび」」

のの場場ををつつくくるるここととをを課課題題ととすするる自自校校研研修修のの

取取りり組組みみとと連連携携ししてて、、情情報報活活用用能能力力やや自自分分

のの考考ええをを明明確確ににすするる力力、、主主体体的的にに課課題題にに向向

きき合合うう態態度度のの育育成成にに、、新新聞聞をを使使っったた取取りり組組

みみがが役役立立つつののででははなないいかかとと考考ええ、、ＮＮＩＩＥＥ教教

育育にに向向きき合合っっててききたた。。実実践践指指定定校校２２年年目目のの

本本年年はは、、１１年年目目のの課課題題ででももああっったた、、環環境境整整

備備やや国国語語のの授授業業実実践践をを全全校校的的なな取取りり組組みみとと

すするるここととをを目目標標にに取取りり組組んんででききたた。。  

    

２.児童（生徒）の様子 

本本校校はは、、町町内内のの図図書書館館かかららババススでで本本をを運運びび、、

学学校校でで借借りりるる「「移移動動図図書書」」をを楽楽ししみみににししてていい

るる児児童童もも多多くく、、読読書書にに意意欲欲的的にに取取りり組組んんででいい

るる様様子子もも伺伺ええるる。。一一方方、、児児童童やや対対応応ででききるる教教

員員数数のの少少ななささももああっってて図図書書室室のの開開館館日日がが限限

らられれてていいるるここととやや図図書書室室のの冊冊数数自自体体がが少少なな

いいここととももあありり、、興興味味ののなないい児児童童ににおおいいててはは全全

くく読読書書ををししなないいこことともも課課題題ででああっったた。。ＮＮＩＩＥＥ

のの取取りり組組みみととししてて、、たただだ新新聞聞をを見見ええるるととこころろ

にに置置くくだだけけででなないい、、興興味味をを引引くくここととののででききるる

工工夫夫やや取取りり組組みみがが必必要要ででああっったた。。  

                      

３．実践の内容 

  児児童童がが主主体体的的にに表表現現活活動動にに取取りり組組めめるる環環

境境ををつつくくるるににはは、、  

・・目目的的意意識識ををももててるる活活動動のの工工夫夫。。  

・・自自分分のの思思いいをを表表現現すするる取取りり組組みみにに肯肯定定的的なな

感感情情ををももててるるよよううなな工工夫夫。。  

のの２２つつのの視視点点がが必必要要ででああるるとと考考ええ、、「「つつなながが

りり」」をを大大切切にに取取りり組組みみをを進進めめててききたた。。対対象象をを

「「学学級級のの友友達達」」→→「「学学校校全全体体」」→→「「地地域域」」→→

「「社社会会」」とと広広げげななががらら、、自自分分のの思思いいをを伝伝ええるる

意意味味をを認認識識しし、、伝伝ええ合合うう喜喜びびをを実実感感ででききるるここ

ととがが主主体体的的なな取取りり組組みみににつつななががるるここととをを期期

待待ししたた。。  

  

①①新新聞聞にに親親ししめめるる環環境境整整備備  

昨昨年年度度かからら、、校校内内のの人人通通りりのの多多いい場場所所にに新新

聞聞ココーーナナーー、、新新聞聞収収納納ココーーナナーーをを設設置置しし、、日日

常常的的にに新新聞聞にに触触れれらられれるる環環境境をを整整備備ししたた。。  

  地地元元のの情情報報がが書書かかれれたた記記事事やや興興味味ををももっっ

ててほほししいい記記事事をを赤赤くく線線でで囲囲みみ、、児児童童がが注注目目しし

ややすすいいよよううにに工工夫夫ししたた。。  

ままたた、、掲掲示示をを終終ええたた新新聞聞はは、、地地方方紙紙（（地地域域

ののここととがが分分かかるる新新聞聞））、、全全国国紙紙、、小小学学生生新新聞聞にに

分分けけてて新新聞聞ココーーナナーーのの近近くくにに収収納納しし、、活活用用しし

ややすすくくししたた。。  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞をを通通ししててつつくくるるつつななががりり  

～～自自分分のの思思いいををももちち、、主主体体的的にに課課題題にに取取りり組組むむたためめのの新新聞聞のの活活用用～～  

                    日日高高町町立立厚厚賀賀小小学学校校  教教諭諭  大大平平  真真紀紀  
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②②朝朝学学習習やや国国語語科科ででのの新新聞聞のの活活用用  

（（児児童童⇔⇔学学級級のの児児童童ととののつつななががりり））  

 ２２年年生生以以上上のの学学級級でで、、新新聞聞をを活活用用ししたた学学習習

にに取取りり組組んんだだ。。２２、、３３年年生生はは、、新新聞聞かからら気気にに

ななるる写写真真をを切切りり抜抜いいてて、、自自分分のの感感想想をを添添ええたた。。  

作作成成ししたたププリリンントトはは、、友友達達にに見見せせるるこことと、、友友

達達はは紹紹介介さされれたた記記事事やや感感想想ににココメメンントトををすす

るるここととをを活活動動ののゴゴーールルととししたた。。自自分分のの気気にになな

るるここととににつついいてて理理由由ををつつけけてて説説明明ししたたりり、、相相

手手にに伝伝わわるるよよううなな表表現現をを考考ええたたりりすするるこことと

ににつつななががりり、、感感想想をを共共有有すするるここととでで自自分分ととのの

感感じじ方方のの違違いいににもも着着目目すするるここととががででききたた。。 

  

  

  

  

  

  

  

  

↑↑初初めめてて取取りり組組んんだだ３３年年生生ののププリリンントト  

  

③③新新聞聞掲掲示示ココーーナナーーのの設設置置  

（（児児童童⇔⇔学学校校全全体体ととののつつななががりり））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

作作成成ししたた新新聞聞をを全全校校のの児児童童でで見見合合ええるるよよ

ううにに新新聞聞掲掲示示ココーーナナーーをを設設置置しし、、下下学学年年がが次次

学学年年へへ見見通通ししををももっったたりり、、児児童童がが学学習習内内容容をを

伝伝ええたたりりすするる場場ととししたた。。  

④④いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル  

  ぶぶんんぶぶんん ttiimmee へへ挑挑戦戦  

（（児児童童⇔⇔社社会会ととののつつななががりり））  

  ３３、、４４年年生生はは、、１１年年間間のの学学習習のの集集大大成成ととしし

てて、、北北海海道道新新聞聞のの『『ぶぶんんぶぶんん ttiimmee』』にに意意見見文文

をを応応募募ししてていいるる。。説説明明分分のの書書きき方方ををももととにに、、

順順序序立立てて、、具具体体例例をを踏踏ままええてて書書くくここととががでできき

るるよよううににななっったた。。文文章章をを書書くくここととにに苦苦手手意意識識

ををももっってていいたた児児童童もも、、自自分分達達のの考考ええがが学学校校外外

のの人人々々にに認認めめらられれるる経経験験にによよりり、、「「伝伝ええたたいい」」

とといいうう気気持持ちちがが大大ききくくななりり、、家家庭庭学学習習でで意意見見

文文をを書書いいててくくるる児児童童もも出出ててききたた。。  

  ４４年年生生はは、、ＮＮＩＩＥＥのの『『いいっっししょょにに読読ももうう！！

新新聞聞ココンンククーールル』』ににもも挑挑戦戦ししたた。。自自分分のの考考ええ

をを整整理理ししてて表表現現すするるここととははももちちろろんん、、保保護護者者

やや友友達達のの考考ええとと自自分分のの考考ええをを比比較較ししたたりり、、統統

合合ししたたりりししななががらら整整理理ししてていいくく過過程程にに難難しし

ささをを感感じじななががららもも、、活活動動にに取取りり組組んんででいいたた。。  

保保護護者者のの協協力力ももああっってて、、取取りり組組みみ後後もも家家庭庭でで

ニニュューーススやや新新聞聞にに興興味味ををももっっててままととめめたたりり、、

家家族族でで話話しし合合っったたりりすするる児児童童ももいいたた。。  

  学学級級でではは取取りり組組みみ以以降降、、ニニュューースス係係やや新新聞聞

係係ななどど、、情情報報をを集集めめてて発発信信すするる係係をを作作りりたたいい

とといいうう要要望望がが表表れれ、、発発表表者者もも聞聞くく側側もも係係活活動動

のの時時間間をを楽楽ししみみににししてていいたた。。 

 

 

 

 

 

北北海海道道新新聞聞   ぶぶんんぶぶんん ttiimmee  22002233 年年 88 月月 2233 日日   

 

 

 

 

 

 

北北海海道道新新聞聞   ぶぶんんぶぶんん ttiimmee  22002233 年年 88 月月 3300 日日   
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⑤⑤総総合合的的なな学学習習のの時時間間ででのの情情報報活活用用  

（（児児童童⇔⇔地地域域ととののつつななががりり））  

  ３３年年生生のの総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの中中でで、、地地域域

のの良良ささをを調調べべ、、アアピピーールルすするるチチララシシをを作作成成しし

てていいるる。。作作成成ししたたチチララシシはは、、地地元元のの新新聞聞販販売売

所所をを通通ししてて地地域域のの家家庭庭にに配配らられれるる。。子子どどももたた

ちちはは地地域域のの人人々々にに厚厚賀賀のの良良ささをを再再認認識識ししてて

ももららううこことと、、ささららににそそれれをを周周りりにに伝伝ええててももらら

ううここととをを目目標標にに活活動動にに取取りり組組んんででいいるる。。  

  チチララシシをを作作成成すするる上上でで、、新新聞聞をを活活用用ししてて学学

んんだだ情情報報のの伝伝ええ方方をを生生かかししてて、、キキャャッッチチフフレレ

ーーズズをを工工夫夫ししたたりり、、写写真真ややイイララスストトのの配配置置をを

考考ええたたりりししななががらら取取りり組組むむここととががででききたた。。  

  チチララシシににははＱＱＲＲココーードドをを貼貼りり付付けけてておおりり、、

地地域域のの方方々々かからら子子どどももたたちちへへ励励ままししののココメメ

ンントトををももららううここととががででききるるよよううににししてていいるる。。

昨昨年年度度ももたたくくささんんのの地地域域のの方方ににごご協協力力いいたた

だだくくここととががででききたた。。  

ままたた、、昨昨年年いいたただだいいたたココメメンントトかからら、、今今年年

度度ののチチララシシでで改改善善ししたたいいここととやや続続けけてて載載せせ

たた方方がが良良いい情情報報をを精精選選ししてて作作成成ししてていいるる。。  

  昨昨年年度度、、同同様様のの活活動動にに取取りり組組んんだだ４４年年生生のの

中中ににはは、、情情報報をを集集めめ、、精精選選しし、、配配置置をを考考ええるる

経経験験をを生生かかしし、、北北海海道道新新聞聞のの『『小小学学生生新新聞聞ググ  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

↑↑子子どどももたたちちとと作作成成ししたた総総合合のの年年間間計計画画  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

↑↑作作成成途途中中のの地地域域ををアアピピーールルすするるチチララシシ  

ラランンププリリ』』にに挑挑戦戦すするる児児童童ももいいたた。。過過去去のの新新

聞聞かからら、、改改善善点点をを見見つつけけたたりり、、受受賞賞作作品品をを参参

考考にによよりりよよいい新新聞聞をを分分析析ししたたりりししてていいたた。。  

〇〇33 年年生生のの総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの中中でで、、新新聞聞をを活活用用ししたた活活動動のの例例  

めめああてて  児児童童のの活活動動  

どどんんなな情情報報をを集集めめたたららよよいいかか考考ええよようう。。  国国語語科科とと関関連連ささせせてて、、新新聞聞記記事事をを参参考考にに読読

みみ手手にに正正確確にに分分かかりりややすすくく伝伝ええるるたためめににはは、、

どどんんなな情情報報((55WW11HH 等等))がが必必要要かか考考ええるる。。  

取取材材のの仕仕方方をを知知ろろうう。。    どどののよよううににイインンタタビビュューーををししたたららよよいいかか、、

どどんんなな写写真真がが必必要要かか等等ににつついいてて考考ええるる。。  

集集めめたた情情報報かからら、、必必要要なな情情報報をを選選ぼぼうう。。  見見学学ししてて分分かかっったたここととやや集集めめたた情情報報とと共共

にに、、昨昨年年度度ののチチララシシとと地地域域のの方方ののココメメンントトもも

見見直直しし、、どどんんなな情情報報ががああるるとと良良いいかか考考ええるる。。  

キキャャッッチチフフレレーーズズのの作作りり方方をを考考ええよようう。。  商商品品ののパパッッケケーージジやや新新聞聞広広告告にに書書かかれれてていいるる

キキャャッッチチフフレレーーズズをを参参考考にに、、地地域域のの良良ささをを伝伝

ええらられれるる言言葉葉をを考考ええるる。。  

QR
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↑↑昨昨年年度度ににいいたただだいいたた地地域域のの方方かかららのの

励励ままししののココメメンントトのの一一例例  

  

  児児童童ににととっってて学学校校外外のの人人にに認認めめらられれるる経経

験験はは非非常常にに大大ききなな影影響響をを与与ええたたよよううにに思思うう。。

活活動動のの目目的的意意識識がが明明確確ににななりり、、自自らら学学びびたたいい

内内容容をを定定めめてて活活動動にに取取りり組組ももううととすするる意意欲欲

ををももちち、、チチララシシをを作作成成すするるここととががででききたた。。まま

たた、、発発信信ししたた情情報報をを受受けけ取取っったた方方かかららももココメメ

ンントトををいいたただだけけたたここととはは、、児児童童のの自自己己有有用用感感

やや自自信信とといいっったた肯肯定定的的なな感感情情へへととつつななががっっ

てていいたた。。  

内内容容やや文文章章表表現現ととししててはは拙拙いい部部分分もも多多かか

っったたがが、、人人口口のの少少なないい地地域域だだかかららここそそででききるる

地地域域のの方方々々ののああたたたたかかささののおおかかげげでで実実行行すす

るるここととののででききたた活活動動ででああっったた。。本本年年度度はは、、チチ

ララシシ作作成成にに関関わわるる学学年年がが増増ええるる予予定定ででああるる。。  

４．成果と課題 

（１）成果 

①①校校内内体体制制のの変変化化  

実実践践指指定定校校１１年年目目はは、、個個々々のの教教員員ががそそれれぞぞ

れれのの考考ええででＮＮＩＩＥＥのの実実践践にに携携わわっってていいたた。。昨昨

年年度度のの課課題題ととししてて、、「「学学校校ととししてて」」取取りり組組むむたた

めめにに、、本本年年度度はは校校務務分分掌掌のの中中ににＮＮＩＩＥＥのの担担当当

がが盛盛りり込込ままれれるるここととににななりり、、研研修修部部がが主主体体とと

ななっってて情情報報をを発発信信すするるここととががででききたた。。  

②②児児童童のの変変化化  

  昨昨年年度度はは一一つつのの学学年年、、本本年年度度はは二二つつのの学学年年

へへとと学学校校外外へへ発発信信すするる活活動動にに取取りり組組むむ学学年年

をを増増ややししたた。。児児童童同同士士ででココメメンントトしし合合うう活活動動

にに取取りり組組むむ中中でで、、ももととももととああっったた文文章章でで表表現現

すするるここととへへのの抵抵抗抗感感がが薄薄れれ、、学学校校外外へへのの発発信信

にによよっってて、、自自身身のの表表現現にに自自信信ををももつつここととののでで

ききたた児児童童がが多多かかっったたよよううにに思思うう。。  

 

（２）課題 

自自分分のの考考ええををももちち、、表表現現すするるここととにに主主体体的的

にに取取りり組組めめてていいるるかかとといいうう点点ににおおいいててはは、、活活

動動ががすすぐぐにに結結果果にに結結びびつつくくももののででももなないい。。簡簡

単単なな取取りり組組みみをを６６年年間間をを通通ししてて積積みみ上上げげてて

いいくく必必要要ががああるるがが、、全全校校的的なな取取りり組組みみととししてて

いいくくににはは、、活活動動内内容容のの精精選選やや時時間間とと人人員員のの確確

保保、、取取りり組組みみややすすささのの工工夫夫等等のの点点でで、、改改善善しし

てていいかかななけけれればばななららなないい。。  

 

５．おわりに 

 児児童童数数がが減減少少しし、、学学級級内内ででのの交交流流がが限限らられれ

ててくくるる中中でで、、子子どどももたたちちのの「「知知りりたたいい」」「「伝伝ええ

たたいい」」とといいうう思思いいをを引引きき出出せせるる範範囲囲がが狭狭ままっっ

てていいるるよよううにに感感じじてていいたた。。学学校校外外のの地地域域のの

人人々々ととのの直直接接的的、、間間接接的的関関わわりりにによよるる子子どどもも

へへのの影影響響をを、、ここのの取取りり組組みみをを通通ししてて肌肌でで感感じじ

るるここととががででききたた。。ここのの学学校校だだかかららここそそででききるる、、

学学級級、、学学校校、、地地域域、、社社会会ととののつつななががりりをを見見つつ

けけてて活活動動がが続続けけらられれるるここととをを期期待待ししてていいるる。。  

近所の方に頼まれて代理で感想をお伝え

します。「大自然かけまわれるよ」を読んで小

学 3 年生が作った作品とはとても思えませ

んでした。本当に素晴らしいものだと思いま

した。頑張ったんだろうとつくづく思いまし

た。子供達と先生に感謝します。これからの

皆さんの活躍が今からとても楽しみです。本

当にありがとう。とのことでした。   

他にも清畠の酪農関係の方から、チラシみ

ましたよ。良くできていて感心しました。子

供達頑張っているので私も頑張ろうという

気になりました。というメッセージをいただ

きました。  

地元の人も厚賀の良さを再確認できて皆

さんの頑張りが伝わったのではないでしょ

うか。自分の住んでいるところのここがすご

いって言えるのは素晴らしいことだと思い

ます。きっと皆さん素敵な大人になって厚賀

をより盛り上げてくれるのではないでしょ

うか。私も影ながら応援したいと思います。

制作がんばりましたね！お疲れさまでした。 
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11..    ははじじめめにに  

  本本校校はは、、明明治治 3377 年年にに開開校校しし、、今今年年でで開開校校１１

２２００周周年年をを迎迎ええたた。。かかつつてて広広尾尾線線でで「「愛愛のの国国

かからら幸幸福福へへ」」ののキキャャッッチチフフレレーーズズととととももににブブ

ーームムをを巻巻きき起起ここししたた愛愛国国駅駅ががああるる農農村村地地帯帯

のの小小規規模模校校でで、、全全校校児児童童数数 2255 名名ででああるる。。  

  近近年年、、情情報報のの中中かからら重重要要なな本本質質のの部部分分をを素素

早早くく掴掴みみ、、ままととめめるる、、文文章章をを要要約約すするる力力がが求求

めめらられれてていいるる。。そそここでで、、国国語語のの授授業業だだけけでではは

ななくく継継続続的的なな取取組組でで、、子子どどもも達達のの要要約約のの力力をを

付付けけるるたためめにに、、朝朝学学習習でで新新聞聞をを活活用用ししてて子子どど

もも達達のの書書くく力力をを高高めめるるここととががででききるるよよううにに

取取りり組組むむよよううににししたた。。  

  

  以以下下にに、、本本校校のの NNIIEE 実実践践指指定定校校２２年年目目のの実実

践践内内容容をを紹紹介介すするる。。  

  

２２．．実実践践のの内内容容  

（（１１））新新聞聞ススククララッッププのの取取りり組組みみ  

    ～～１１・・２２年年生生のの実実践践〜〜  

①①児児童童のの実実態態  

  本本校校１１・・２２年年生生児児童童はは、、１１年年生生２２名名、、２２年年

生生３３名名のの合合計計５５名名のの複複式式学学級級ででああるる。。昨昨年年、、

２２年年生生はは単単式式学学級級だだっったたがが、、今今年年度度はは 11 年年生生

がが加加わわりり、、複複式式学学級級ななののでで、、何何かか困困っったたりり解解

ららなないいここととががああっったたりりししたたらら、、先先輩輩ととししてて後後

輩輩にに優優ししくく教教ええよよううととししてていいるる。。  

新新聞聞ススククララッッププにに 11 学学期期かからら取取りり組組みみたたかか

っったたがが、、複複式式学学級級とといいううここととももあありり、、11 年年生生

  

  

  

はは、、新新聞聞ススククララッッププにに取取りり組組むむここととににししたた。。  

  

②②自自分分でで興興味味ののああるる記記事事をを選選ぶぶ。。  

  ままずず、、小小学学生生新新聞聞（（子子どどもも新新聞聞））のの中中かからら、、

自自分分のの興興味味ののああるる記記事事をを選選んんでで読読むむここととにに

ししたた。。１１・・２２年年生生のの児児童童がが興興味味ををももつつののはは、、  

一一番番目目ににつつくく写写真真ででああっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

朝朝日日小小学学生生新新聞聞  ２２００２２３３年年５５月月２２２２日日  

  

③③記記事事をを読読んんでで、、大大事事ななととこころろにに線線をを引引

くく。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２３３年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告 

新新聞聞をを読読みみ、、要要約約すするる活活動動をを通通ししてて、、  

子子どどももたたちちのの書書くく力力をを高高めめるる。。  
帯帯広広市市立立愛愛国国小小学学校校  教教諭諭  平平岡岡  ああゆゆみみ、、大大石石  秀秀雄雄              
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  小小学学生生新新聞聞のの良良いいととこころろはは、、漢漢字字にに読読みみ仮仮

名名ががふふっっててああるるここととででああるる。。１１・・２２年年生生ででもも、、

自自分分のの力力でで読読むむここととががででききたた。。  

  ままたた、、自自分分でで大大事事だだとと思思ううととこころろにに、、蛍蛍光光

ペペンンででササイイドドラライインンをを引引くくここととががででききたた。。  

  慣慣れれててくくるるとと、、普普通通のの新新聞聞ででもも、、読読んんででササ

イイドドラライインンをを引引くくここととががででききたた。。  

  

④④わわかかららなないい言言葉葉ががででててききたたととききはは、、調調

べべるるチチャャンンスス！！  

  新新聞聞をを読読んんででいいくくとと、、いいくくつつもも自自分分のの知知らら

なないい言言葉葉がが出出ててくくるる。。知知ららなないい言言葉葉がが出出ててくく

るる度度にに、、友友達達やや先先生生にに聞聞いいたたりり、、辞辞書書でで調調べべ

たたりり、、ククロローームムブブッッククでで調調べべたたりりとと、、学学びびがが

広広ががっってていいっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤記記事事をを要要約約すするる。。  

  自自分分のの読読んんだだ記記事事をを、、「「いいつつ・・どどここでで・・だだれれ

とと・・だだれれがが・・どどううししたた」」とと、、ままととめめたた。。最最初初

はは、、どどここにに書書いいててああるるののだだろろううとと探探ししてていいたた

がが、、慣慣れれててくくるるとと、、低低学学年年ででももポポイインントトをを見見

つつけけてて書書いいてていいたた。。  

  

⑥⑥自自分分のの感感想想をを書書くく。。  

  記記事事をを読読んんでで、、自自分分ののわわかかっったたここととやや思思っっ

たたここととをを書書くくよよううににししたた。。児児童童はは、、記記事事かからら

「「日日本本犬犬はは色色々々なな種種類類ががいいるるんんだだ。。」」「「月月にに行行

けけるるよよううににななるるかかももししれれなないい。。」」ななどど感感想想をを

書書いいてていいたた。。  

⑦⑦題題名名をを書書くく。。  

  自自分分のの調調べべたた記記事事のの要要約約にに、、題題名名をを付付けけたた。。  

  最最初初はは、、どどうう書書いいたたららいいいいかか迷迷っってていいたたがが、、

慣慣れれててききたたらら要要約約のの中中かからら言言葉葉をを見見つつけけてて

書書くくここととががででききるるよよううににななっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑧⑧「「知知ららなないいここととをを知知るるっってて、、楽楽ししいい！！」」  

  児児童童がが感感想想をを書書くくとときき、、「「ここんんななここととががわわ

かかっったたよよ。。」」「「新新聞聞っってて、、色色々々ななここととががわわかかるる

んんだだねね。。」」「「知知ららななかかっったたここととがが、、たたくくささんんああ

っったたよよ。。」」とと、、目目をを輝輝かかせせてて話話ししてていいたた。。  

  児児童童のの興興味味がが、、最最初初はは写写真真にに向向いいてていいたたがが、、

記記事事をを読読んんでで、、知知識識をを得得てて、、色色々々ななここととががわわ

かかるる経経験験ををすするるここととでで、、どどんんどどんん面面白白くくななっっ

てていいきき文文章章にに興興味味がが向向いいてていいっったた。。新新聞聞ススクク

ララッッププはは、、要要約約のの力力をを付付けけるるだだけけででははななくく、、

子子どどもも達達のの世世界界のの視視野野をを広広げげるるののににととててもも

役役立立っったた。。  

  

（（２２））新新聞聞をを使使っったた要要約約力力のの育育成成とと新新聞聞

ススククララッッププ〜〜５５・・６６年年生生のの実実践践〜〜  

今今年年のの高高学学年年のの新新聞聞をを使使っったた研研究究はは２２つつののアア

ププロローーチチでで深深めめててききたた。。  

 

１１．．新新聞聞をを使使っったた要要約約力力のの育育成成  

ここちちららのの取取組組はは昨昨年年にに続続きき、、22 年年目目のの取取組組

ででああるる。。担担当当すするる学学年年がが新新年年度度でで変変更更ががああっっ

たたがが、、第第５５学学年年はは昨昨年年にに引引きき続続きき、、担担任任ををもも

つつここととががででききたたののでで、、児児童童のの変変容容をを紹紹介介ししてて

いいここううとと思思うう。。  
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①①要要約約すするる問問題題作作成成のの基基本本  

１１、、最最近近のの新新聞聞記記事事をを活活用用すするる。。  

２２、、児児童童にに目目をを向向けけててほほししいい、、記記事事をを使使用用すす

るる。。  

３３、、写写真真だだけけででははななくく、、ななるるべべくく資資料料やや表表がが

入入っってていいるるももののをを活活用用すするる。。  

４４、、要要約約文文ははだだいいたたいい 9900 字字程程度度ででままととめめささ

せせるる。。  

５５、、設設問問ににはは、、新新聞聞記記事事かかららキキーーワワーードドととなな

るる記記事事がが 22 かか所所程程度度かかららななるるよよううにに設設定定

すするる。。  

６６、、朝朝学学習習のの 1155 分分間間でで終終わわららせせるる。。  

 

 

 

 

 

 

以以上上のの点点をを踏踏ままええたた上上でで問問題題作作成成ををししてて

ききたた。。22 年年目目のの第第 55 学学年年はは、、慣慣れれたたももののでで、、

決決めめらられれたた字字数数内内でで要要約約すするる力力ははつついいててきき

たた。。ししかかしし傾傾向向ととししてて、、問問わわれれてていいるる部部分分 11

かか所所をを選選ぶぶここととがが多多かかっったた。。ここれれはは、、22 かか所所

かからら選選ぶぶとと、、指指定定さされれたた 9900 字字以以内内のの要要約約がが

ででききななかかっったたこことともも考考ええらられれるるがが、、児児童童のの実実

態態をを踏踏ままええるるとと問問わわれれてていいるる内内容容をを完完全全にに

理理解解ででききてていいななくく、、書書けけななかかっったたとといいううののがが

実実態態ののよよううにに思思ええるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

第第 66 学学年年のの児児童童はは今今年年度度初初めめててとといいううこことと

ももあありり、、最最初初はは 9900 字字以以内内にに要要約約ししててままととめめ

るるここととががででききずず、、字字数数をを超超ええてて要要約約ししててくくるる

ここととがが多多かかっったたがが、、問問わわれれてていいるる内内容容ををししっっ

かかりり理理解解ししてていいたたたためめ、、指指定定さされれたた字字数数内内でで

おおささめめるるここととががででききななかかっったたよよううででああるる。。  

以以上上ののここととかからら 22 学学年年をを比比べべてて見見らられれたたここ

ととはは、、設設問問のの内内容容ををししっっかかりりとと理理解解すするる力力がが

要要約約力力のの差差にに表表れれたたとといいううここととででああるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

ままたた 1155 分分間間とといいうう限限らられれたた時時間間内内でで、、設設

問問のの内内容容をを理理解解しし、、該該当当すするる記記事事のの場場所所をを、、

全全体体をを読読みみ進進めめななががらら目目星星をを付付けけ、、設設問問のの内内

容容にに合合わわせせてて決決めめらられれたた字字数数内内にに要要約約すするる

とといいうう作作業業だだがが、、ここれれににはは回回数数ををここななししてていい

くくここととでで、、ススピピーードドアアッッププがが見見らられれたた。。  

  

②②ままととめめ  

  新新聞聞をを使使っったた要要約約力力のの育育成成はは、、限限らられれたた時時

間間内内でで指指定定さされれたた部部分分をを見見つつけけ出出しし、、そそここをを

聞聞かかれれてていいるる内内容容にに沿沿っってて要要約約すするる力力をを育育

成成すするる上上でで、、有有効効でであありり活活用用ししややすすかかっったた。。

ままたた読読みみ進進めめるる記記事事もも、、児児童童がが興興味味ををももたたなな

いい内内容容にに触触れれるるいいいい機機会会ででももあありり、、そそのの後後、、

関関連連すするるニニュューーススをを調調べべるる様様子子もも見見らられれたた。。

よよっってて新新聞聞をを使使っったた要要約約力力のの育育成成ににはは大大きき

なな効効果果ががああっったたとと感感じじてていいるる。。  

  

２２．．新新聞聞ススククララッッププのの取取組組  

  

  今今年年はは上上述述のの「「新新聞聞をを使使っったた要要約約文文」」とと「「新新

聞聞ススククララッッププ」」のの取取組組をを半半々々ぐぐららいいのの比比率率でで

行行っっててききたた。。新新聞聞ススククララッッププはは、、学学校校のの図図書書

室室でで掲掲示示がが終終わわっったた新新聞聞をを活活用用ししてていいるる。。  

  

新新聞聞ススククララッッププのの取取組組はは  

１１、、11 週週間間分分のの小小学学生生新新聞聞をを用用意意すするる。。  

２２、、そそのの中中かからら児児童童はは気気ににななるる記記事事のの新新聞聞をを

選選ぶぶ。。  

３３、、関関連連記記事事をを切切りり抜抜きき、、書書かかれれてていいるる内内容容

をを読読むむ  

４４、、ノノーートトにに貼貼りり、、要要約約ししたた文文やや感感想想をを書書くく。。  

新新聞聞記記事事  

新新聞聞記記事事  
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  以以上上ののよよううにに行行っっててききたた。。ここれれをを最最初初にに行行

っったたととききにに児児童童かからら出出ててききたた言言葉葉がが「「ええーー、、

新新聞聞ススククララッッププ。。ややだだななぁぁ」」だだっったた。。ででもも、、

朝朝学学習習のの時時間間にに要要約約文文とと同同じじよよううににややっってて

ききたたののでで、、児児童童ににははややららななけけれればばいいけけなないいとと

いいうう気気持持ちちでで取取りり組組んんででいいたたとと思思うう。。そそんんなな

最最初初のの頃頃のの新新聞聞ススククララッッププをを見見てていいくくとと、、自自

分分がが興興味味ああるる記記事事がが中中心心ににススククララッッププさされれ

てていいたた。。ままたた興興味味ああるる新新聞聞がが手手にに取取れれななかかっっ

たた時時にに、、「「なないい」」「「ややりりたたくくなないい」」とと言言っってていい

たたよよううにに思思ええるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

   北海道新聞「まなぶん」６月１１日 

 ししかかしし 22 学学期期こころろぐぐららいいかからら、、新新聞聞ススククララ

ッッププののややりり方方にに慣慣れれててくくるるとと、、最最近近、、テテレレビビ

でで話話題題やや聞聞いいたたここととののああるるニニュューーススををススクク

ララッッププすするる児児童童がが出出ててききたた。。ここれれはは知知っってていい

るる内内容容をを読読みみ深深めめるる意意味味ででももよよいい効効果果がが出出

ててききたたとと感感じじてていいたた。。ままたた 22 学学期期途途中中かからら、、  

  

・・選選んんだだ記記事事のの「「見見出出しし」」ををつつけけるるこことと。。  

・・効効果果的的ににノノーートトにに残残すすたためめにに、、ククーーピピーーやや

色色ペペンンをを使使用用ししててももよよいい。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道小学生新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    

   北海道小学生新聞１０月２３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  北海道小学生新聞１１月１８日 

  ととすするるとと、、「「新新聞聞ススククララッッププ、、楽楽ししいい」」「「やや
りりたたいい」」「「冬冬休休みみ中中ももややっっててききてていいいいかか」」とといい
うう声声がが児児童童かからら出出ててききたた。。毎毎週週水水曜曜日日のの朝朝学学
習習 11 回回のの取取組組でではは足足りりなないいとといいうう反反応応だだっったた。。      
児児童童にに理理由由をを聞聞くくとと、、  
・・新新聞聞ススククララッッププををししてていいるるととおおももししろろいいかか      

らら。。  
・・自自分分がが知知ららなないい情情報報をを知知れれたたこことと。。  
・・書書いいたたああととにに絵絵をを描描いいたたりり、、ままととめめたたりりすす

るる作作業業がが楽楽ししいい。。  
  とといいうう理理由由かかららだだっったた。。児児童童のの自自主主性性をを伸伸
ばばしし取取りり組組んんででいいくくとと、、上上記記ののよよううなな思思いいがが
育育ままれれるるここととががわわかかっったた。。  
  以以上上がが今今年年 11 年年取取りり組組んんだだ実実績績ででああるる。。  

1100 月月 2255 日日  

北海道小学生新聞１０月２３日 

1100 月月 2266 日日  
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１．はじめに 

  本本校校はは，，昭昭和和 6611 年年にに旧旧上上芦芦別別小小学学校校とと東東

芦芦別別小小学学校校がが統統合合しし，，芦芦別別市市立立上上芦芦別別小小学学校校

ととししてて開開校校ししたた。。全全校校児児童童数数はは 6666名名でで，，校校下下

をを流流れれるる空空知知川川とと国国道道 3388号号線線のの間間にに位位置置しし、、

自自然然豊豊かかなな地地域域ににああるる学学校校ででああるる。。  

  継継続続校校ととししてて 33年年目目のの実実践践にに取取りり組組んんでできき

たた。。今今年年度度 33年年生生担担任任とと言言ううここととでで新新聞聞にに親親

ししむむここととかからら始始めめるるここととととななっったた。。家家庭庭でで新新

聞聞をを購購読読ししてていいなないい児児童童がが多多くく，，自自費費でで小小学学

生生新新聞聞をを購購読読しし，，活活用用すするるここととととししたた。。  

２．児童の様子 

  33年年生生 1144名名ののううちち，，11名名はは特特別別支支援援学学級級のの

児児童童ででああっったたたためめ，，1133名名ででのの取取りり組組みみをを始始めめ

たた。。始始めめてて新新聞聞をを手手にに取取っったたととききはは，，小小学学生生

新新聞聞ででななかかっったたここととももあありり，，漢漢字字がが読読めめなないい，，

どどここかからら読読みみ始始めめたたらら良良いいかか，，意意味味ががわわかからら

なないいななどど，，多多くくのの壁壁がが見見ええててききたた。。そそここでで，，

小小学学生生新新聞聞をを中中心心にに与与ええたたととこころろ，，徐徐々々にに興興

味味をを持持ちち始始めめ，，廊廊下下にに掲掲示示ししててああるる新新聞聞ににもも

目目をを向向けけるるよよううににななっったた。。    

  

３．実践報告 

（（１１））新新聞聞をを身身近近ににすするる取取りり組組みみ  

 新新聞聞をを読読むむ習習慣慣ががなないい児児童童ががほほととんんどどでで

ああっったたたためめ,,今今年年ももままずずはは新新聞聞をを目目ににすするる機機

会会をを増増ややすすここととかからら始始めめたた。。様様々々なな授授業業ででのの

取取りり組組みみをを新新聞聞社社のの方方にに取取材材ししてていいたただだきき,,

記記事事ととななっったたももののをを掲掲示示ししたた。。  

  いいつつででもも新新聞聞をを見見るるここととががででききるるよようう，，廊廊

下下のの長長机机にに新新聞聞をを並並べべてておおくく取取りり組組みみもも行行

っったた。。  

  

  

（（２２））朝朝のの活活動動をを利利用用ししてて  

次次にに取取りり組組んんだだののはは,,週週にに一一度度,,朝朝学学習習のの

時時間間にに新新聞聞をを読読みみ,,わわかかっったたここととやや考考ええたたここ

ととををワワーーククシシーートトにに書書きき込込みみ，，発発表表すするる活活動動

ででああるる。。  

  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

新新聞聞をを活活用用ししたたメメデディィアアリリテテララシシーーのの育育成成  
芦芦別別市市立立上上芦芦別別小小学学校校  教教諭諭  中中西西  亜亜美美、、大大林林  幸幸子子、、寺寺川川  三三奈奈  
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ワワーーククシシーートトはは自自作作しし，，「「記記事事のの見見出出しし」」

「「記記事事をを読読んんででわわかかっったたこことと」」「「記記事事をを読読んん

でで考考ええたたこことと」」をを書書くくよよううににししままししたた。。ああまま

りり難難ししいいここととはは言言わわずず，，読読んんででみみんんななにに伝伝ええ

たたいいとと思思っったたここととにに線線をを引引きき，，ワワーーククシシーートト

にに書書きき込込めめるるよよううににししままししたた。。最最初初はは戸戸惑惑っっ

てていいたた子子どどももたたちちもも，，11 年年のの夏夏休休みみ明明けけ頃頃にに

はは，，すすららすすらら書書けけるるよよううににななっっててききままししたた。。  

  

（（３３））授授業業ででのの新新聞聞活活用用 

３３年年生生のの国国語語科科ににああるる『『「「発発見見ノノーートト」」をを作作

ろろうう』』とといいうう単単元元でで新新聞聞をを取取りり扱扱ううここととににしし

たた。。日日常常生生活活ででのの発発見見だだけけででななくく，，新新聞聞記記事事

かからら新新ししいい発発見見ををすするるここととでで，，視視野野をを広広げげてて

ほほししいいとといいうう思思いいとと，，見見出出ししのの工工夫夫ににつついいてて

気気ががつついいててほほししいいとといいうう願願いいかからら，，授授業業作作りり

にに取取りり組組んんだだ。。  

ここのの活活動動はは，，本本来来自自分分のの中中でで発発見見ををノノーートト

にに書書きき留留めめてていいくく活活動動でであありり，，他他者者意意識識のの必必

要要なないい教教材材ででああっったた。。ししかかしし，，公公開開授授業業をを行行

うう際際，，課課題題をを「「読読みみ手手ののここととをを考考ええてて，，伝伝ええ

たたいいここととををははっっききりりささせせたた発発見見ノノーートトをを書書

ここうう」」ととししててししままっったたたためめ，，趣趣旨旨ががぼぼややけけてて

ししままっったた。。  

ままたた，，66 月月とといいうう早早いい時時期期だだっったたここととももああ

りり，，ままだだ新新聞聞をを読読むむここととにに慣慣れれてていいなないい状状況況

ででああっったた。。そそののたためめ，，新新聞聞をを読読むむここととにに多多くく

のの時時間間をを割割かかれれててししままっったたこことと，，大大事事ななこことと

をを見見つつけけるるここととがが難難ししかかっったたここととでで書書くく時時

間間がが十十分分にに確確保保ででききななくくななっっててししままっったた。。個個

人人のの活活動動がが中中心心ににななっっててししままっったたがが，，ペペアア学学

習習ななどどをを取取りり入入れれ,,短短時時間間でで書書ききたたいいここととをを

明明確確ににででききるるとと良良かかっったた。。  

書書きき方方のの例例ととししてて,,児児童童のの発発見見ノノーートトをを提提

示示ししたたがが,,「「大大事事ななここととをを示示すすたためめににもも先先生生

がが作作成成ししたたももののがが良良かかっったた」」とといいうう反反省省ももいい

たただだいいたた。。ねねららいいをを達達成成すするるたためめにに必必要要なな資資

料料ににつついいてて,,選選択択すするる力力をを磨磨くくここととがが自自分分のの

課課題題ででああるるととわわかかっったた。。  

今今回回のの経経験験をを通通ししてて,,たたくくささんんのの貴貴重重ななごご

意意見見ををいいたただだくくここととががでできき,,多多くくののここととをを学学

ぶぶここととががででききたた。。今今後後のの自自分分のの取取りり組組みみにに生生

かかししてていいききたたいい。。  

  

（（４４））学学校校ととししててのの取取りり組組みみ  

  今今年年度度もも 11階階ホホーールルにに新新聞聞をを掲掲示示ししてていいるる。。

図図書書担担当当のの教教員員がが,,毎毎朝朝子子どどももたたちちにに読読んんでで

ももららいいたたいいペペーージジをを開開いいてて設設置置ししてていいるる。。本本

校校児児童童がが取取りり上上げげらられれたた際際ににはは,,メメッッセセーージジ

ももそそええてて目目立立つつ工工夫夫ももししてていいたた。。ままたた,,校校長長

室室のの前前ににもも各各 NNIIEEのの取取りり組組みみににつついいてて書書かかれれ

たた新新聞聞記記事事やや本本校校児児童童,,卒卒業業生生がが取取りり上上げげらら

れれたた記記事事をを掲掲示示すするるななどど,,管管理理職職のの協協力力もも得得

ななががらら,,新新聞聞をを教教育育にに取取りり入入れれるる活活動動をを行行うう

ここととががででききたた。。  

  

玄玄関関前前→→  

  

校校長長室室前前↓↓  

  

３．おわりに 

  今今年年度度はは,,公公開開授授業業ををささせせてていいたただだくくこことと

ももでできき,,33 年年間間ののままととめめとといいうう気気持持ちちでで取取りり

組組んんだだ学学びびのの大大ききいい 11年年間間ととななっったた。。  

メメデディィアアリリテテララシシーーのの育育成成とといいううテテーーママ

でで取取りり組組んんででききたたがが,,新新聞聞をを定定期期的的にに読読んんでで

いいるるここととでで,,  33 年年生生ででもも,,社社会会にに目目がが向向くくよよ

ううににななっったたここととはは事事実実ででああるるとと感感じじたた。。気気がが

つつけけばば日日々々ののニニュューーススにに目目やや耳耳をを向向けけ,,話話題題

ににすするるよよううににななっったたかかららででああるる。。  

情情報報社社会会でで生生きき抜抜くくたためめににもも,,必必要要なな力力でで

ああるるとと実実感感ししてていいるる。。  
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国語科学習指導案 
                                 ２０２３年６月１４日 

第３学年１組 １４名  指導者 中西 亜美 

１．単元名（題材名） 「発見ノート」を作ろう 

２．教材観 

 本教材は、生活の中で発見したこと、不思議に思ったことを書きためていき、書く活動に生かしたり身のまわりを

観察したりする目を育てたりすることをねらいとしている。また、観察したことを項目立てて書くことや内容を短い言

葉で表す「見出し」をつけるよさを味わわせたい。学習後も定期的に活動を続けていき、日常の中から新しいこと

を発見する力や疑問を解決する力を身につけていきたい。 

今回は終末に新聞を扱って、発見ノートを作る活動を取り入れた。学校と家の間を行き来するだけの生活を送っ

ている児童やゲームやＳＮＳだけで社会の動きを知らずに過ごしている児童もいる。その中で、社会に目を向けたり

真偽を出しかめたりする機会を作れたらと思い、新聞を取り入れることとした。これからの情報社会を生きていく上

で必要な情報の受信者・発信者としてのメディアリテラシーを養っていきたい。  

３．児童観 

 日頃から取り組んでいる日記や振り返りをノートに書く活動で、考えを整理して長文を書ける児童は５名ほどであ

る。勉強のこと＝学校のことという意識が強く、日常生活と学習を結びつけるのが難しい児童が多い。与えられた課

題には取り組むが自発的に学ぶ児童は少ない。そのため、興味関心の幅が狭く、何かを見て「なぜだろう？」と不

思議に思うほど気にとめないことが多いようである。また、発見したことも知った時点で「過去のもの」となり、発見

ととらえられない児童が数名いる。あるものの名前を知っているだけで、そのものをわかっている気になっており、

「○○じゃない？」とあいまいなままで情報を処理し、誰かに聞いたり調べたりせずに流してしまう状況である。 

 ４．指導観 

本教材では「見出し」をつけるよさも味わわせるため、新聞を紹介して見出しの工夫を話し合った。子どもたちが

つける「見出し」は「○○のこと」や「○○のひみつ」などがほとんどであり、工夫の仕方を知ることが大切である

と考えた。ただ何が書いてあるかわかれば良いのではなく、読む人に興味を持ってもらえるような工夫をする大切

さを伝えていきたい。 

また、新聞を使うことで視野や興味の幅を広げたいと考えた。新聞には普段意識を向けていないものも多くのっ

ている。知らないことがたくさんのっている新聞は発見の宝庫である。より詳しく知りたいと感じられる記事を出会

えるよう様々な記事を用意しておく。また、文字を読んだり書いたりすることが難しい児童もいるため、ノートの書き

方について丁寧に指導していきたい。本やインターネットでの調べ学習については、今後の継続した活動の中で重

きをおき、今回は早く終わった児童にのみ取り組ませる。 

５．指導計画 

 

時  学習活動 評価規準 

１  「発見ノート」の書き方を理解する。身のまわりで発見したことを「発見ノート」に書く。 知・技（１）ア，態 

２ 書いたノートを読み合い、話し合う。新聞から「見出し」の工夫を見つける。 思・判・表Ｂア，態 

３ 新聞から発見したことや不思議に思ったことを見つけ、「発見ノート」を書く。 思・判・表Ｂア，態 

46



授業プランシート ３ 年 １ 組  ６ 月 14 日 ５ 限 （ 12 ： 50 ～ 13 ： 35 ） 

《教科:  国語 》 単元名 【 「発見ノート」をつくろう  】 教P ３２ 

( ３ ／ ３ ) ⇦(本時/単元の総時数) 授業者： 中西 亜美 
 

１．本時のねらい 

相手や目的を意識して書くことを選び、 
伝えたいことを明確にする。 

（評価場面・方法）※評価場面や方法等 
  新聞記事へのメモ 
  ノートの記述 
  発言 

２．まとめ、振り返り、めあて 
（まとめ）※何を学んだか （めあて）※まとめに正対し、子どもの視点に立っためあて 
 読み手を意識して、伝えたいことを 
はっきりさせた発見ノートを書くことができた。 

  読み手のことを考えて、伝えたいこと 
をはっきりさせた発見ノートを書こう。 

（振り返り）※本時のねらいや単元の流れ等から、子どもたちから「引き出したい振り返り」 
・興味を持ってもらえるように、見出しを工夫できた。 
・伝えたいことをはっきりさせて書く方法がわかった。 
・わかりやすい発見ノートを書くことができた。 
・読む人のことを考えて新聞記事から大事なことを選ぶことができた。 
３．時間配分と本時の展開 ※学習の流れや工夫点、留意点などを記入 
12：50    

13：00  

  

  

13：15  

  

  

  

13：35 振り返り 

４．板書レイアウト等 ５．授業者から 
 

記事の内容に付け加えて自分の考
え（感想）を書けているか、見出し
を工夫しているかを見てほしいで
す。 

 

正対 

前時の振り返りと本時の見通し 
課題の確認 

書くことを選ぶ（事前に選んだ新聞を配布） 

 ・記事を読み、友達に伝えたいことを決める。 

 ・伝えたいことが書いてあるところに線を引く。 

発見ノートを書く 

 ・いつ、どこで→全員で確認 

 ・発見したこと 

 ・思ったこと、考えたこと 

※調べてわかったこと 

・見出しをつける 

記事を選び直す児童のた

め、新聞を多めに用意し

ておく。 

使えそうな資料をあらかじめ用意しておく。 

６
／
⒕ 

Ｐ
． 

（
か
）読
み
手
の
こ
と
を
考
え
て
、伝

え
た
い
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
発

見
ノ
ー
ト
を
書
こ
う
。 

伝
え
た
い
こ
と 

発
見
ノ
ー
ト
の
書
き
方 

・
見
出
し 

・
い
つ
（
六
月
十
四
日
） 

・ど
こ
で（
学
校
の
朝
日
小
学
生

新
聞
） 

・
発
見
し
た
こ
と 

・
思
っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と 

・
調
べ
て
わ
か
っ
た
こ
と 

発
見
ノ
ー
ト 

↓

こ
こ
か
ら
書
き
始
め
る 
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１１  全全校校でで取取組組をを行行ううたためめにに  

  今今年年度度、、岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校はは NNIIEE 実実

践践指指定定校校５５年年目目ととななっったた。。今今年年度度もも中中央央小小

でではは、、３３５５２２名名のの全全校校児児童童にに対対すするる NNIIEE のの

取取組組をを全全教教職職員員総総意意ののももとと進進めめてていいるる。。  

  

初初年年度度実実践践校校ににななるるににああたたりり、、特特にに重重視視

ししたたののがが『『全全校校ででのの取取組組ととすするる』』ここととででああ

っったた。。担担当当者者はは前前任任校校かからら NNIIEE のの取取組組をを通通

じじてて、、NNIIEE がが子子どどもも達達にに与与ええるる変変容容をを実実感感

ししててききたた。。ししかかししここれれままでで NNIIEE とと関関わわるるここ

ととががななかかっったた先先生生方方ににととっっててはは、、教教育育課課程程

外外のの余余分分ななここととととししてて捉捉ええらられれかかねねなないいとと

考考ええたた。。授授業業時時数数確確保保やや働働きき方方改改革革のの観観点点

かかららもも、、ここのの取取組組がが先先生生方方のの負負担担やや指指導導内内

容容のの圧圧迫迫ととななるるここととはは本本意意ででははなないい。。  

そそここでで提提案案ににああたたりり『『学学力力向向上上』』とといいうう

キキーーワワーードドをを掲掲げげてて、、先先生生方方へへのの理理解解をを求求

めめるるここととととししたた。。実実際際、、複複数数のの学学年年ににおおいい

てて、、教教科科書書教教材材ととししてて新新聞聞記記事事のの比比べべ読読みみ

やや、、新新聞聞をを作作るる表表現現活活動動がが掲掲載載さされれてていいるる。。

全全国国学学力力学学習習状状況況調調査査やや北北海海道道チチャャレレンンジジ

テテスストトででもも、、新新聞聞記記事事やや新新聞聞のの資資料料をを扱扱っっ

たた問問題題がが出出題題さされれてていいるる。。  

昨昨今今のの家家庭庭のの状状況況かかららもも、、新新聞聞にに身身近近にに

接接ししてていいるる子子どどももはは減減っってていいるる。。一一覧覧性性やや

記記事事のの信信頼頼性性、、非非連連続続テテキキスストトととのの照照合合やや

論論理理的的文文章章構構造造等等多多くくのの利利点点をを持持つつ新新聞聞をを

通通じじてて、、児児童童のの学学力力をを向向上上ささせせるる共共通通認認識識

をを持持つつここととでで、、他他のの先先生生方方のの同同意意やや協協力力をを

得得るるここととががでできき、、全全校校体体制制ででススタターートトをを切切

っったた。。  

  

ままずずはは、、目目のの前前のの子子どどもも達達のの実実態態にに応応じじ

てて、、各各教教職職員員ががややりりややすすいい場場面面かからら取取組組をを

始始めめたた。。各各先先生生方方のの創創意意工工夫夫にによよりり、、家家庭庭

学学習習ででのの切切りり抜抜きき、、ココララムム書書きき写写しし、、新新聞聞

作作成成等等をを共共有有しし、、試試行行錯錯誤誤ししななががららもも取取組組

をを進進めめたた。。  

そそのの後後もも年年度度にに 11 枚枚以以上上のの個個人人作作成成ししたた

新新聞聞をを２２月月のの一一ヶヶ月月間間、、一一斉斉にに掲掲示示ししてて鑑鑑

賞賞しし合合うう『『校校内内新新聞聞展展示示会会』』をを開開催催しし、、外外部部

のの方方ににもも見見てていいたただだくくななどど NNIIEE をを学学校校だだけけ

ででななくく地地域域にに発発信信すするる活活動動をを行行っったた。。  

  今今年年度度はは担担当当者者がが担担当当分分掌掌（（研研修修部部））かか

らら外外れれたたここととももあありり、、校校内内ででのの NNIIEE 担担当当者者

をを研研修修部部のの先先生生にに担担っっててももららっったた。。ここののここ

ととにによよりり、、一一層層学学校校にに根根付付いいたた特特色色ああるる活活

動動ととししててのの NNIIEE のの存存在在がが確確かかななももののととななっっ

たた。。  

NNIIEE 実実践践校校ととななっっててかからら、、標標準準学学力力検検査査

（（NNRRTT））やや全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの国国語語学学

力力ののポポイインントトがが多多少少のの上上下下ははああるるももののののどど

22002233 年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

NNIIEE をを学学校校でで根根付付かかせせるる  
岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校  教教諭諭  冨冨樫樫  いいずずみみ  
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のの学学年年もも年年々々上上昇昇ししてていいるる。。ここのの結結果果かからら、、

全全校校ををああげげててのの NNIIEE のの取取組組がが学学力力向向上上のの一一

助助ととななっってていいるるここととをを改改めめてて教教職職員員がが実実感感

ししてていいるる。。  

  

学学校校全全体体でで NNIIEE 実実践践をを行行ええるる学学校校はは、、実実

践践校校のの中中ででもも数数少少なないい。。教教育育効効果果のの高高いいNNIIEE

をを学学校校全全体体ととししてて取取りり組組むむここととでで、、よよりり多多

くくのの子子どどもも達達をを変変容容ささせせるるここととはは、、他他校校でで

個個人人的的にに実実践践ををさされれてていいるる先先生生方方のの望望みみでで

ももああるるとと考考ええるる。。本本校校はは幸幸運運ににもも、、教教職職員員

がが価価値値をを実実感感ししてて全全校校でで取取りり組組むむ体体制制がが整整

いい、、新新聞聞展展示示会会ををははじじめめ定定着着ししたた活活動動がが軌軌

道道にに乗乗っってていいるる。。  

全全校校でで取取りり組組むむたためめ、、全全教教職職員員にに理理解解をを

得得るるたためめにに重重要要ななポポイインントトはは、、以以下下のの２２点点

とと捉捉ええるる。。  

  

１１  教教育育課課程程にに位位置置付付けけるる  

  ～～『『学学力力向向上上』』とといいうう共共通通目目標標をを持持ちち

現現在在のの指指導導事事項項ととののリリンンククをを明明確確にに

すするる  

２２  校校務務分分掌掌にに位位置置付付けけるる  

  ～～個個のの取取組組かからら学学校校のの取取組組へへ、、年年数数をを

かかけけてて学学校校のの文文化化にに定定着着ささせせるる  

  

学学校校全全体体でで、、NNIIEE のの効効果果をを実実感感ででききるる取取

組組をを継継続続ししてて行行ううこことと、、そそのの取取組組のの経経過過やや

現現状状をを発発信信すするるここととがが他他校校のの取取組組ににおおいいてて

もも何何ららかかののヒヒンントトととななるるとと捉捉ええ、、岩岩見見沢沢市市

立立中中央央小小学学校校ととししててのの NNIIEE へへのの貢貢献献ににももなな

るるとと考考ええてていいるる。。  

  

２２  校校内内新新聞聞展展示示会会  

  今今年年度度もも２２月月のの一一ヶヶ月月間間でで『『校校内内新新聞聞展展

示示会会』』をを行行うう。。原原稿稿をを書書いいてていいるる現現時時点点でで

はは地地域域のの方方にに選選考考ををいいたただだくく賞賞がが決決ままっってて

いいなないいがが、、どどののよよううなな内内容容でで各各学学年年がが取取りり

組組んんででいいるるののかか、、写写真真でで紹紹介介ををししたたいい。。  
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３３  各各学学年年のの取取組組とと教教職職員員のの意意識識 

  以以下下はは、、昨昨年年度度もも行行っったた各各学学年年のの国国語語担担

当当者者がが、、今今年年度度のの取取組組とと NNIIEE のの効効果果ににつついい

てて記記述述ししたたももののででああるる。。どどのの学学年年のの担担当当者者

もも効効果果をを実実感感ししてていいるるこことと、、NNIIEE のの継継続続がが

本本校校児児童童ににととっってて有有意意義義ででああるるとと捉捉ええてていい

るるここととがが再再確確認認ででききたた。。  

＜＜１１年年＞＞  

取取組組内内容容  効効果果  

おおすすすすめめのの公公

園園新新聞聞作作りり  

（（生生活活科科））  

初初めめてて新新聞聞ららししいいもものの

をを作作りり、、満満足足そそううだだっっ

たた。。  

＜＜２２年年＞＞  

取取組組内内容容  効効果果  

おおももちちゃゃ紹紹介介

新新聞聞作作りり  

((生生活活科科))  

新新聞聞をを読読みみ親親

ししむむ((国国語語))    

  

読読んんででももららええるるよよううなな

見見出出ししのの工工夫夫、、文文字字のの大大

ききささななどど考考ええるるここととがが

ででききたた。。  

教教室室にに道道新新ここどどもも新新聞聞

をを掲掲示示すするるここととでで、、ななにに
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げげななくく読読むむここととががでできき

るる。。今今後後ははイイララスストトやや川川

柳柳ななどどをを投投書書ししたたいい。。  

＜＜３３年年＞＞  
取取組組内内容容  効効果果  

新新聞聞作作りり（（国国

語語・・総総合合・・見見学学

旅旅行行））  
  

新新聞聞のの作作りり方方（（見見出出しし・・

割割りり付付けけ等等））をを学学びび、、実実

際際にに作作るるここととでで理理解解をを

深深めめたた。。  
＜＜４４年年＞＞  

取取組組内内容容  効効果果  

・・国国語語｢｢新新聞聞をを

つつくくろろうう｣｣  

・・総総合合｢｢わわたたしし

たたちちににででききるる

こことと｣｣((アアイイヌヌ

文文化化新新聞聞づづくく

りり))  

・・｢｢割割りり付付けけ｣｣｢｢トトッッププ記記

事事｣｣のの実実際際のの工工夫夫をを見見たた

りり、、見見比比べべたたりりすするるこことと

をを通通ししてて、、よよりり伝伝わわりりやや

すすいい記記事事ががななににかかをを考考

ええるる機機会会ととななっったた。。  

＜＜５５年年＞＞  

＜＜６６年年＞＞  

取取組組内内容容  効効果果  

・・歴歴史史新新聞聞作作

りり（（国国語語・・社社

・・新新聞聞ににままととめめるる発発表表

形形式式にに、、年年間間をを通通じじてて取取

会会））  

・・エエススココンンフフ

ィィーールルドド北北海海

道道 新新 聞聞 作作 りり

（（総総合合・・社社会会））  

・・説説得得力力ののああ

るる文文章章をを書書ここ

うう  

「「社社説説」」（（国国

語語））  

・・運運動動会会作作文文、、

ぶぶんんぶぶんんタタイイ

ムム へへ のの 投投 稿稿

（（国国語語））  

・・炭炭鉄鉄港港ははがが

きき 新新 聞聞 作作 りり

（（総総合合））  

・・ジジョョンン万万次次

郎郎ははががきき新新聞聞

作作りり（（総総合合））  

・・時時事事にに関関すす

るる新新聞聞記記事事紹紹

介介（（社社会会・・国国

語語・・特特活活））  

・・回回しし読読みみ新新

聞聞（（国国語語））  

・・天天声声ここどどもも

語語書書きき写写しし・・

道道新新ワワーーククシシ

ーー トト のの 活活 用用

（（国国語語のの週週末末

課課題題））  

りり組組んんだだ。。繰繰りり返返すすこことと

でで「「誰誰にに読読んんででももららううかか

（（目目的的意意識識））」」「「事事実実とと意意

見見をを分分けけてて書書くく（（記記事事とと

社社説説））」」「「わわかかりりややすすくく相相

手手にに伝伝ええるるこことと（（表表現現方方

法法））」」ななどどににつついいてて、、多多くく

のの子子がが身身ににつつけけるるこことと

がが出出来来たた。。  

・・教教科科・・特特活活問問わわずず新新聞聞

記記事事のの紹紹介介やや共共有有ををしし

ててききたた。。時時事事問問題題にに関関すす

るる話話題題をを子子どどもも達達がが自自

らら話話すすここととがが多多くくななっっ

たた。。イインンタターーネネッットト上上のの

情情報報よよりりもも、、正正確確でで速速いい

とといいうう新新聞聞のの特特性性をを理理

解解しし、、メメデディィアアセセンンタターー

ににああるる新新聞聞にに目目をを通通すす

子子ももいいたた。。  

・・新新聞聞をを身身近近にに感感じじるる

よようう、、回回しし読読みみ新新聞聞やや投投

稿稿ななどどをを行行っったた。。ままたた、、

国国語語のの基基礎礎学学力力向向上上をを

図図るるたためめ、、週週末末のの課課題題とと

ししてて「「天天声声ここどどもも語語」」のの

書書きき写写ししとと「「道道新新ワワーークク

シシーートト」」をを活活用用ししたた。。  

 

今今後後もも NNIIEE のの新新たたなな可可能能性性をを模模索索しし、、全全

教教職職員員のの創創意意工工夫夫とと効効果果のの共共有有ををししななががらら

学学校校全全体体でで日日々々実実践践をを重重ねねてていいききたたいい。。  

取取組組内内容容  効効果果  

・・国国語語「「新新聞聞をを

読読ももうう」」  

・・国国語語「「言言葉葉とと

事事実実」」  

・・国国語語「「ミミニニデデ

ィィベベーートト」」  

・・総総合合「「学学びびまま

とと めめ 新新 聞聞 作作

りり」」  

・・社社会会「「情情報報をを

生生かかすす産産業業」」  

・・新新聞聞自自体体にに触触れれるる機機

会会がが減減っっててししままっったた児児

童童たたちちににととっってて、、生生ききたた

教教材材ととななっったた。。  

・・「「事事例例とと解解説説ををももとと

にに、、言言葉葉とと事事実実のの関関係係をを

考考ええるる」」「「考考ええをを広広げげ深深

めめるるたためめにに立立場場をを決決めめ

てて話話しし合合うう」」「「工工夫夫さされれ

たた表表現現をを見見つつけけるる」」等等のの

学学習習でで活活用用しし、、理理解解をを深深

めめるるここととががででききたた。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、１１００学学級級、、児児童童数数１１４４３３名名のの市市内内

唯唯一一のの小小学学校校ででああるる。。  

  夕夕張張市市はは炭炭鉱鉱のの町町ととししてて栄栄ええ、、最最盛盛期期のの人人

口口はは１１１１万万超超ででああっったたがが、、炭炭鉱鉱がが閉閉山山ししててかか

ららはは人人口口減減がが進進みみ、、伴伴っってて児児童童数数がが減減少少ししたた

ここととにによよりり、、平平成成２２３３年年、、市市内内にに６６校校ああっったた

小小学学校校がが１１つつにに統統合合さされれたた。。  

  夕夕張張市市はは大大ききくく「「本本町町、、富富野野、、清清水水沢沢、、沼沼

ノノ沢沢・・真真谷谷地地、、紅紅葉葉山山・・滝滝のの上上、、南南部部」」のの６６

地地域域にに分分けけるるここととががででききるる。。そそれれぞぞれれのの地地域域

でで特特色色ああるる取取組組がが行行わわれれてていいるる中中でで、、子子どどもも

たたちちはは育育っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２．．児児童童のの様様子子  

  明明るるくく純純朴朴でで素素直直なな児児童童がが多多くく、、行行事事ななどど

のの取取組組はは熱熱心心にに行行ううここととががででききるる。。指指示示さされれ

たたここととににはは忠忠実実にに取取りり組組むむここととががででききるるがが、、

自自らら進進んんでで活活動動すするるここととがが少少なないい。。そそののたためめ、、

学学校校教教育育目目標標ににはは「「進進んんでで学学習習にに取取りり組組むむ子子

どどもも」」ををキキーーワワーードドととししてて取取りり組組んんででいいるる。。  

新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭はは少少なないいがが、、実実践践

校校ととししてて新新聞聞をを提提供供ししてていいたただだくくここととにによよ  

                                      

  

りり、、児児童童がが新新聞聞にに触触れれるるここととががででききてていいるる。。  

提提供供ししてていいたただだいいたた新新聞聞はは、、児児童童玄玄関関前前ホホ

ーールルのの新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーーででいいつつででもも読読めめるる

よよううににななっってていいるる。。ままたた、、職職員員室室前前のの掲掲示示板板

にに、、学学校校長長がが夕夕張張市市ややゆゆううばばりり小小学学校校のの児児童童

にに関関すするる新新聞聞記記事事をを掲掲示示すするるななどど、、新新聞聞をを身身

近近にに感感じじらられれるる取取組組がが継継続続さされれてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

新聞閲覧コーナー 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

   「発見！ゆうばり News」掲示板 

３３．．実実践践のの内内容容  

  年年度度初初めめにに、、係係かからら本本校校のの今今ままででののＮＮＩＩＥＥ

実実践践やや、、実実践践例例をを紹紹介介ししたたりりすするるななどど、、今今年年

度度もも様様々々なな教教科科やや場場面面でで新新聞聞をを活活用用ででききるる

よようう取取りり組組んんででききたた。。  

  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

効効果果的的なな活活用用をを目目指指ししてて  
夕夕張張市市立立ゆゆううばばりり小小学学校校  教教諭諭  佐佐藤藤  優優子子  
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①①ははががきき新新聞聞のの実実践践（（３３年年生生））  

  ３３年年生生はは、、見見学学やや校校外外学学習習ななどどののままととめめをを

AA５５ササイイズズのの新新聞聞形形式式のの原原稿稿用用紙紙にに書書くく活活動動

にに取取りり組組んんででききたた。。  

取取組組のの前前にに、、学学校校ににああるる実実際際のの新新聞聞をを読読んん

でで、、新新聞聞ににははどどののよよううななももののがが載載っってていいるるのの

かか発発表表すするる活活動動をを行行っったた。。ママンンガガやや広広告告、、写写

真真、、ググララフフ、、気気ににななるる記記事事ななどど興興味味ををももっってて

見見つつけけてていいたた。。そそのの中中でで、、題題字字やや見見出出ししににつつ

いいててもも知知っったた。。  

新新聞聞作作りりでではは、、学学習習のの中中でで一一番番印印象象にに残残っっ

たたここととをを選選びび、、見見出出ししをを工工夫夫しし、、伝伝ええたたいいここ

ととをを短短くくままととめめてて書書くくここととにに取取りり組組んんでできき

たた。。  

  小小ささいいササイイズズななののでで、、児児童童ににととっってて取取りり組組

みみややすすささががあありり、、制制作作ににもも時時間間ががかかかかららずず、、

イイララスストトをを入入れれたたりり、、文文字字のの飾飾りりやや着着色色をを工工

夫夫ししたたりりすするるここととももでできき、、書書くくここととにに苦苦手手意意

識識ののああるる児児童童もも楽楽ししくく取取りり組組んんででいいるる様様子子

だだっったた。。  

  総総合合的的なな学学習習のの時時間間にに、、夕夕張張メメロロンンににつついい

てて学学習習ししたたととききににはは、、教教ええててくくれれたた農農協協青青年年

部部ののみみななささんんにに読読んんででももららううたためめにに新新聞聞をを

書書いいたた。。おお世世話話ににななっったた方方々々にに楽楽ししくく読読んんでで

ももららううたためめにに、、みみんんなな意意欲欲的的にに取取りり組組んんででいい

たた。。  

  出出来来上上ががっったた新新聞聞をを読読みみ合合いい、、感感想想をを交交流流

すするる時時間間もも設設けけたた。。「「見見出出ししががおおももししろろくくてて、、

読読んんででみみたたくくななっったた。。」」「「イイララスストトががわわかかりりやや

すすくくてていいいい。。」」「「文文字字ののデデザザイインンやや色色ががききれれ

いい。。」」ななどど、、友友達達のの作作品品のの良良いいととこころろをを見見つつけけ

てていいたた。。  

見見出出ししをを考考ええたたりり、、限限らられれたた字字数数でで書書いいたた

りりすするるここととでで、、ままととめめるる力力ががつついいたた。。ままたた、、

見見出出ししやや記記事事、、イイララスストトをを自自分分ななりりにに配配置置すす

るる活活動動をを通通ししてて、、表表現現力力もも向向上上ししたたよよううにに感感

じじてていいるる。。  
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②②総総合合的的なな学学習習のの時時間間ででのの実実践践（（４４年年生生））    

４４年年生生はは、、「「校校舎舎周周辺辺のの草草花花観観察察」」、、「「枝枝打打ちち体体

験験」」、、「「川川のの学学習習」」ななどどのの夕夕張張のの自自然然にに関関すするる

体体験験学学習習にに取取りり組組んんだだ。。  

  「「校校舎舎周周辺辺のの草草花花観観察察」」はは、、草草花花のの移移りり変変

わわりりにによよるる四四季季のの変変化化をを感感じじててほほししいいとといい

うう願願いいかからら、、草草花花がが入入れれ替替わわるる度度にに、、時時間間をを

見見つつけけてて行行っってていいるる。。ナナズズナナややイイヌヌノノフフググリリ、、

タタチチツツボボノノススミミレレのの他他、、校校舎舎前前ににたたくくささんん咲咲

いいてていいるるオオオオババナナノノエエンンレレイイソソウウななどどもも観観

察察ししたた。。オオオオババナナノノエエンンレレイイソソウウににつついいててはは、、

ああるる新新聞聞にに「「北北海海道道のの在在来来種種」」ととししてて記記事事がが

載載っってていいたたののでで、、そそのの記記事事をを子子どどももたたちちにに紹紹

介介ししたた。。  

  

体体験験活活動動のの後後、、国国語語科科「「新新聞聞をを作作ろろうう」」のの

学学習習とともも連連携携ささせせ、、学学習習ののままととめめのの新新聞聞作作りり

にに取取りり組組んんだだ。。  

今今回回はは、、そそれれをを「「どどううししんん小小学学生生新新聞聞ググララ

ンンププリリ」」にに応応募募すするるここととをを目目標標ととすするるここととでで、、

子子どどももたたちちへへのの意意欲欲付付けけととななっったた。。  

国国語語科科でで、、新新聞聞のの「「構構成成」」、、「「見見出出しし」」、、「「記記

事事」」ななどどをを学学習習ししたた後後、、学学校校ににああるる様様々々なな新新

聞聞をを見見せせたた。。本本物物をを見見るるここととでで、、読読みみややすすいい

構構成成やや、、読読みみたたくくななるる見見出出ししのの工工夫夫のの大大切切ささ

をを実実感感すするるここととががででききたた。。  

ここれれままでで学学習習ししたたここととががままととめめててああるる「「総総

合合フファァイイルル」」かからら、、自自分分がが新新聞聞でで紹紹介介ししたたいい

ここととをを選選ばばせせたた。。ままたた、、記記事事にに合合わわせせてて写写真真

もも用用意意ししたた。。そそのの後後、、どどここににどどのの記記事事をを置置くく

かか、、構構成成やや、、興興味味をを引引くく見見出出ししをを考考ええささせせたた

後後、、新新聞聞作作りりにに取取りり組組まませせたた。。  
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４４．．成成果果とと課課題題  

  児児童童はは、、読読んんだだりり書書いいたたりりすするる活活動動にに親親しし

むむ機機会会をを多多くく持持つつここととががでできき、、表表現現のの楽楽ししささ  

                                      

もも感感じじななががらら学学習習をを進進めめるるここととががででききたた。。  

他他のの学学年年ででもも、、新新聞聞のの写写真真やや見見出出ししをを使使っっ

たた学学習習やや、、調調べべ学学習習ななどどのの取取組組ががああっったた。。  

ままたた、、今今年年度度途途中中かからら、、「「どどううししんん  ままなな

bbeellll」」がが利利用用ででききるるよよううににななっったた。。調調べべるるとと

ききののツツーールルがが増増ええ、、高高学学年年でではは、、総総合合的的なな学学

習習のの時時間間やや社社会会科科のの授授業業でで使使用用すするる場場面面がが

ああっったた。。今今年年度度のの実実践践内内容容ににつついいてて全全体体でで交交

流流しし、、効効果果的的なな活活用用をを模模索索ししてていいききたたいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

朝読書の時間にまなぶんデジタルを読む３年生 

 

５５．．おおわわりりにに  

  本本校校のの新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーーやや、、記記事事掲掲示示のの取取

組組はは長長年年継継続続さされれてておおりり、、児児童童がが新新聞聞をを身身近近

にに感感じじるる環環境境ににななっってていいるる。。  

ここれれかかららもも今今ままでで積積みみ重重ねねらられれててききたた実実

践践をを全全体体でで共共有有しし、、児児童童がが新新聞聞にに触触れれるる機機会会

をを大大切切ににししてて、、児児童童のの実実態態にに応応じじたた取取組組をを考考

ええてていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに   

  本本校校はは、、ここれれままででＮＮＩＩＥＥ教教育育をを進進めめてて

ききたた過過去去ががああるる。。ししかかしし、、実実践践をを長長くくささ

れれててききたた先先生生方方がが異異動動さされれ、、取取組組のの具具体体

をを知知るる方方法法はは過過去去のの資資料料ののみみだだっったた。。児児

童童 がが 自自 らら 新新 聞聞 をを 手手 にに 取取 るる よよ うう にに なな るる たた

めめにに、、どどののよよううにに活活用用ししてていいけけばばよよいいのの

かかをを模模索索ししななががらら取取りり組組んんででききたた。。   

  

２２．．児児童童のの様様子子   

  私私がが受受けけ持持つつ学学級級でではは、、初初めめはは新新聞聞にに

対対 しし てて 興興 味味 をを ああ まま りり 示示 しし てて いい なな かか っっ たた 。。

ままたた、、新新聞聞のの記記事事かからら感感じじたたここととやや考考ええ

たた ここ とと なな どど をを 文文 章章 でで まま とと めめ るる ここ とと にに もも

多多 少少 のの 抵抵 抗抗 感感 がが ああ っっ たた よよ うう だだ 。。 しし かか しし 、、

取取組組をを続続けけてていいるる中中でで、、新新聞聞をを自自らら手手にに

取取るる姿姿がが見見らられれ、、一一定定のの効効果果がが見見らられれるる

よよううににななっっててききたた。。   

  

３３．．実実践践のの内内容容   

  ①①   新新聞聞ココーーナナーーのの設設置置   
    本本校校でではは、、３３階階のの高高学学年年のの教教室室前前のの   

    廊廊 下下 にに 新新 聞聞 ココ ーー ナナ ーー をを 設設 けけ てて いい るる 。。  

    テテレレビビででもも大大 々々的的にに報報道道さされれてていい   

    るるニニュューースス記記事事ががああれればば、、開開いいてて置置   

    きき、、児児童童がが通通りりすすががりりにに見見れれるるよようう   

    ににししてていいるる。。足足をを止止めめてて手手にに取取るる児児   

    童童がが見見らられれたた。。   

  

  

  

  

  

  
②②   朝朝学学習習のの取取組組   

  私私がが受受けけ持持つつ学学級級でではは、、朝朝学学習習のの時時   

間間をを活活用用ししてて、、新新聞聞記記事事かからら自自分分のの考考   

  ええをを文文章章ににままととめめるる取取組組をを行行っってていい   

  るる。。「「事事実実」」、、「「意意見見とと根根拠拠」」、、「「提提案案」」をを   

  専専用用のの用用紙紙にに記記述述ししてていいきき、、教教室室のの後後   

  ろろにに掲掲示示ししてていいるる。。自自分分のの考考ええをを明明確確   

  ににももつつここととががででききるるよよううににななっっててきき   

  たた。。   

  
  

  

    

 

２２００２２３３年年度度   NNIIEE 実実践践報報告告   

新新聞聞をを活活用用ししたた実実践践～～自自らら手手にに取取るる姿姿～～   
  

登登別別市市立立富富岸岸小小学学校校   教教諭諭   赤赤木木   俊俊也也   
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 ③③ニニュューーススのの紹紹介介  

    朝朝のの会会をを活活用用ししてて、、日日直直がが今今日日のの

ニニ ュュ ーー スス をを 発発 表表 しし てていい るる 。。 ここ れれ はは、、

新新聞聞ややテテレレビビ、、ススママホホななどど、、どどここかか

らら でで もも 情情 報報 をを 集集 めめ てて もも よよ いい とと いい うう

ルルーールルににししてていいるる。。目目的的はは、、「「世世のの中中

のの出出来来事事にに興興味味ををももつつ」」ここととででああるる。。  

  興興 味味 をを もも つつ ここ とと はは 自自 らら 新新 聞聞 をを 手手 にに

取取 っっ てて 読読 むむ ここ とと にに 繋繋 がが るる とと 私私 はは 考考

ええ、、２２学学期期のの初初めめかからら毎毎日日行行っっててきき

てていいるる。。みみんんなながが知知ららなないいよよううななニニ

ュュ ーー スス をを 紹紹 介介 しし てて くく れれ るる 児児 童童 もも 居居

るる中中でで、、一一定定のの効効果果ががああっったたとと実実感感

ししてていいるる。。   

  

④④学学級級新新聞聞   
    私私のの学学級級でではは、、月月にに１１度度ののペペーースス

でで、、「「〇〇〇〇新新聞聞」」をを作作成成ししててききたた。。初初

めめ のの 頃頃 はは 作作 成成 ググ ルル ーー ププ をを 固固 定定 しし てて

いいたたがが、、途途中中かかららメメンンババーーををそそのの都都

度度募募集集ししてて取取りり組組んんででききたた。。内内容容とと   

  

  

  

ししててはは、、主主にに学学級級やや学学校校行行事事をを紹紹介介すす   

るる新新聞聞をを作作っっててききたた。。年年度度内内ににはは、、学学   

級級全全員員がが一一度度はは作作成成すするる経経験験ををししてて   

おおくくとといいううルルーールルににししたた。。   
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⑤⑤家家庭庭学学習習ででのの取取組組   

今今年年度度、、実実践践をを続続けけるる中中でで、、児児童童

のの 家家 庭庭 学学 習習 のの 取取 りり 組組 みみ 方方 がが 変変 化化 しし

ててききたた。。児児童童はは実実にに様様 々々なな学学習習ををしし

ててくくるるがが、、新新聞聞記記事事かからら自自分分のの考考ええ

をを まま とと めめ るる 取取 組組 がが 家家 庭庭 でで もも 行行 わわ れれ

るるよよううににななっったたののだだ。。ここれれはは、、実実践践

がが生生んんだだ効効果果ででああるるとと実実感感ししたた。。   
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  ４４．．成成果果とと課課題題   

    

  （（１１））成成果果   
      学学級級内内のの取取組組ととししてて、、朝朝学学習習のの文文

づづ くく りり やや 朝朝 のの 会会 でで のの ニニ ュュ ーー スス 紹紹 介介 、、

休休 みみ 時時 間間 でで のの 学学 級級 新新 聞聞 づづ くく りり をを 通通

ししてて、、ニニュューーススにに触触れれるる機機会会をを増増やや

しし たた ここ とと にに よよ りり 、、「「 世世 のの 中中 のの 出出 来来 事事

にに興興味味ををももつつ」」とといいうう目目的的はは達達成成しし

たたとと言言ええるるだだろろうう。。ままたた、、家家庭庭学学習習

でで もも 新新 聞聞 をを 活活 用用 すす るる 児児 童童 もも 増増 ええ たた

ここととかからら、、「「自自らら新新聞聞をを手手にに取取るる姿姿」」

もも見見らられれるるよよううににななっったた。。３３階階廊廊下下

にに新新聞聞をを置置くくここととでで、、他他学学年年もも新新聞聞

をを 手手 にに 取取 るる 様様 子子 がが 見見 らら れれ たた ここ とと はは

成成果果とと言言ええるるだだろろうう。。   

  

  （（２２））課課題題   
      上上 記記 でで 述述 べべ たた よよ うう にに 他他 学学 年年 もも 手手

にに 取取 るる よよ うう にに なな っっ たた ここ とと はは 一一 定定 のの

効効果果ががああっったたがが、、高高学学年年にに焦焦点点をを当当

てて取取りり組組んんででいいたたののでで、、下下のの学学年年がが

新新 聞聞 にに 触触 れれ るる 機機 会会 はは ああ まま りり 無無 かか っっ

たたよよううにに感感じじるる。。ままたた、、朝朝のの会会ででのの

ニニュューースス紹紹介介でではは、、見見忘忘れれててししままっっ

たた 子子 がが 居居 たた ここ とと もも 取取 組組 のの 工工 夫夫 がが 必必

要要だだとと感感じじたた。。学学級級新新聞聞のの取取組組ににおお

いいててはは、、「「終終わわららせせるる」」ここととがが目目的的とと

なな っっ てて しし まま っっ てて いい るる 様様 子子 もも 見見 受受 けけ

らられれたた。。「「何何ととななくく」」でで終終わわららせせてて遊遊

びび にに 出出 かか けけ るる 児児 童童 がが 居居 たた ここ とと はは 今今

後後のの取取組組のの課課題題とと言言ええるるだだろろうう。。   

  

  
  

  ５５．．終終わわりりにに   

  

      今今年年度度、、ＮＮＩＩＥＥ教教育育のの実実践践ををししてて

みみてて、、「「情情報報をを読読みみ取取るる力力」」やや「「情情報報

をを整整理理すするる力力」」、、「「社社会会にに目目をを向向けけるる

力力 」」、、「「 批批 判判 的的 思思 考考 のの もも ちち 方方 」」 なな どど 、、

子子 どど もも たた ちち のの 成成 長長 をを 感感 じじ るる ここ とと がが

ででききたた。。何何よよりり児児童童かからら「「ややっっててよよ

かかっったた」」とといいうう声声がが上上ががっったた   

    ここととはは、、ととててもも嬉嬉ししくく感感じじたた。。私私自自

身身、、今今後後のの教教育育活活動動にに活活かかししてていいけけ

るるよよううなな手手ごごたたええをを感感じじ、、貴貴重重なな経経

験験ととななっったた。。   
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１．はじめに 

  本本校校はは、、２２００２２２２年年度度よよりり学学校校祭祭ででのの取取組組

をを大大幅幅にに変変更更しし、、学学級級でで様様々々なな部部門門にに分分かかれれ

取取りり組組むむススタタイイルルととななりりままししたた。。33 学学年年とともも

同同じじ内内容容のの部部門門にに分分かかれれ、、学学年年がが上上ががるるににつつ

れれ、、自自分分達達でで進進んんでで活活動動ででききるる力力もも備備わわっってて

いいきき、、作作品品もも年年々々よよりり良良いいももののににななっってていいくく

成成果果もも期期待待しし、、ここのの取取組組でで２２年年目目をを迎迎ええまましし

たた。。  

昨昨年年度度はは、、NNIIEE のの申申しし込込みみがが間間にに合合わわずず、、

校校内内ににああっったた新新聞聞等等でで行行ななっってていいままししたたがが、、

今今年年度度はは学学年年毎毎にに同同じじ時時期期、、異異ななるる新新聞聞社社のの

ももののをを題題材材ととししてて行行いいままししたた。。そそししてて、、参参考考

ととささせせてて頂頂いいたたののはは、、北北海海道道新新聞聞社社でで長長年年行行

わわれれてていいるる新新聞聞切切りり抜抜ききココンンテテスストトでですす。。よよ

りり良良いいももののはは北北海海道道新新聞聞社社ににおお送送りりささせせてて

頂頂くくこことともも考考ええてておおりりままししたたがが、、１１人人でで１１枚枚

にに取取りり組組んんだだももののとといいううここととでで、、本本校校のの活活動動

ととはは異異ななっったたたためめ、、おお送送りりででききまませせんんででししたた。。

ししかかししななががらら、、長長期期休休みみをを利利用用ししてて、、個個人人的的

にに取取りり組組むむ生生徒徒がが自自主主的的にに出出ててくくれれれればばとと

のの思思いいもも踏踏ままええ、、行行ななっっててままいいりりままししたた。。  

 

２.生徒の様子 

  本本校校はは 11 学学年年６６学学級級、、22 学学年年５５学学級級、、33 学学

年年４４学学級級、、特特別別支支援援学学級級でで構構成成さされれてていいまますす。。

部部活活動動もも多多くく、、加加入入生生徒徒のの割割合合もも高高くく、、活活発発

にに活活動動をを行行ななっってていいまますす。。近近年年、、ククロローームムブブ

ッッククのの導導入入ももあありり、、生生徒徒会会、、学学級級、、委委員員会会活活

動動、、授授業業等等でで活活用用ししてていいまますす。。自自分分達達でで考考ええ、、

取取りり組組まませせるる場場面面をを、、総総合合等等のの特特別別活活動動のの時時  

  

間間でで取取りり入入れれ、、自自分分でで考考ええ取取りり組組むむ生生徒徒のの育育

成成をを図図るるここととをを積積極極的的にに行行ななっってていいまますす。。学学

校校祭祭ででもも、、そそののよよううなな活活動動がが意意欲欲的的にに行行わわれれ

てていいまますす。。新新聞聞切切りり抜抜ききココンンテテスストトはは特特別別支支

援援学学級級をを除除くく、、全全ててのの学学級級でで行行わわれれままししたた。。  

  

３．実践の内容 

((11))次次ののよよううなな計計画画でで  

学学年年毎毎にに１１〜〜２２名名のの教教師師がが担担当当ととななりり、、進進

行行具具合合をを担担任任のの先先生生とと連連絡絡をを取取りりななががらら進進

めめてていいききままししたた。。総総合合のの時時間間をを計計１１６６時時間間使使

用用ししてて完完成成ししまますす。。１１年年生生ははややははりり時時間間ががかか

かかりり、、放放課課後後のの活活動動ももししままししたたがが、、３３年年生生はは

放放課課後後活活動動せせずずにに完完成成にに至至りりままししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

学学校校祭祭ででのの新新聞聞切切りり抜抜ききココンンテテスストトのの実実践践  
      

              札札幌幌市市立立澄澄川川中中学学校校  教教諭諭  白白瀬瀬  功功美美  
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((22))テテーーママ決決定定、、作作業業開開始始  

取取りり上上げげるる新新聞聞のの記記事事はは、、特特にに指指定定せせずず、、

興興味味をを持持っったた記記事事ををととににかかくくピピッッククアアッッププ

ししままししたた。。そそのの中中かからら、、ココンンテテスストトにに載載せせらら

れれるるだだけけのの記記事事がが揃揃ううももののをを選選びび、、テテーーママをを

決決めめててココンンテテスストトのの作作品品のの制制作作をを始始めめてていい

ききままししたた。。切切りり抜抜ききををどどののよよううにに扱扱ううかか、、そそ

ししてて、、そそれれをを見見ややすすいいよよううにに提提示示すするるににははどど

ののよよううなな工工夫夫やや配配置置がが必必要要かか。。ままたた、、興興味味関関

心心をを引引くくたためめのの言言葉葉のの選選びび方方、、そそのの記記事事にに対対

ししてて考考ええたたこことと、、伝伝ええたたいいこことと、、そそれれららをを計計

画画ををももととにに活活動動ををススタターートトししままししたた。。２２人人１１

組組でで１１枚枚のの作作品品をを作作りりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

((33))テテーーママはは？？  

  テテーーママはは、、LL  GG  BB  TT、、政政治治、、ススポポーーツツ、、社社会会

問問題題にに関関すするるもものの様様々々でですす。。学学年年がが上上ががるるにに

つつれれ、、色色のの使使いい方方、、内内容容のの深深ままりり、、視視点点がが変変

わわっっててききまますす。。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  原原稿稿やや見見出出ししのの下下書書きき行行いい、、教教員員のの点点検検をを

受受けけ、、よよりり良良いい内内容容ににししてていいききまますす。。  

  下下記記のの用用紙紙はは下下書書ききにに使使用用ししたたももののでですす。。 
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３年生の優秀作品１ 

 
 

３年生の優秀作品２ 

 

((44))表表彰彰とと当当日日のの様様子子  

  ここのの部部門門のの担担当当はは、、１１年年生生はは、、各各学学級級

22 人人でで１１枚枚作作成成、、２２、、３３年年生生はは６６人人でで３３

枚枚作作成成しし、、学学級級毎毎でで教教員員のの担担当当がが審審査査をを

しし、、金金賞賞銀銀賞賞をを選選びびまますす。。学学級級毎毎のの審審査査

のの他他、、特特にに優優れれたた作作品品はは MM  VV  PP ととししてて選選

びびまますす。。そそのの様様子子はは学学校校祭祭のの閉閉祭祭式式でで発発

表表さされれままししたた。。  

  

((55))審審査査基基準準  

  

教教員員のの審審査査ととはは別別にに、、各各学学級級のの作作品品のの

感感想想をを一一人人一一人人ががメメモモををししてていいまますす。。  

     

選んだ記事について  
1 テーマにそっているか  

 
学級担当者の文章について  
 1 適切な文章でわかりやすいか  

 2 自分の考えをきちんと述べているか  

 

デザインについて  
 1 全体的な色合いや工夫  

 2 字が丁寧に書かれているか  

 3 見出し等の工夫  

 

まとめについて  
1 テーマを選んだ理由やまとめの意見  

が書かれていて、見出しにつながる内

容になっているか  
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当当日日のの１１人人ひひととりりののメメモモををククロローームムブブッッ

ククのの jjaamm  bbooaarrdd にに学学級級でで手手分分けけししてて入入力力しし、、

各各学学級級のの部部門門そそれれぞぞれれにに送送りりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  そそれれぞぞれれのの部部門門にに向向けけてて学学級級かからら送送らられれ

たたももののはは、、廊廊下下のの掲掲示示板板にに載載せせてて閲閲覧覧ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 

４．成果と課題 

（１）成果と課題 

 学学校校祭祭ででののここのの部部門門のの担担当当生生徒徒はは、、生生徒徒数数

がが少少なないい１１年年生生でではは学学級級でで２２人人、、多多いい２２、、３３

年年生生でではは６６人人とと大大人人数数のの取取組組ででははなないいににもも

関関わわららずず、、昨昨年年度度取取りり組組んんだだ生生徒徒ははももうう一一度度

同同じじ部部門門をを希希望望しし、、よよりり良良いい作作品品をを作作ろろううとと

意意欲欲をを持持っってて参参加加しし、、大大変変有有意意義義なな活活動動ととなな

っってていいまますす。。普普段段新新聞聞をを目目ににすするるここととがが少少なな

いい生生徒徒もも、、題題材材選選びびのの段段階階かからら多多くくのの記記事事にに

目目をを触触れれるるここととににななりり、、ままたた、、そそれれとと同同時時にに

関関心心のの広広ががりりもも見見らられれるるよよううににななりりまますす。。まま

たた、、テテーーママをを選選んんだだ後後はは、、そそれれにに対対すするる自自分分

のの考考ええををままととめめ、、そそれれもも記記事事ににししてていいききまますす。。

何何をを伝伝ええたたいいかか、、そそののたためめににははどどんんなな工工夫夫がが

必必要要かか、、ここのの総総合合のの取取組組でで大大ききなな力力をを養養ううここ

ととががででききてていいるるとと感感じじまますす。。作作文文ととはは違違いい、、

社社会会のの内内容容にに触触れれ、、そそれれにに対対すするる自自分分のの考考ええ

ををままととめめるる機機会会はは大大変変貴貴重重ななももののででああるるとと

感感じじまますす。。ここれれががよよりり深深めめらられれるるよようう、、ままたた、、

文文章章表表現現のの力力ををつつけけるるたためめににもも、、学学校校のの図図書書

館館ととのの連連携携もも今今後後考考ええてていいくくここととがが必必要要でで

ああるるとと思思いいまますす。。  

 

５．おわりに 

  生生徒徒達達にに、、新新聞聞ととのの関関わわりりをを持持たたせせてていいたた

だだきき、、感感謝謝申申しし上上げげまますす。。ここのの学学校校祭祭ののみみなな

ららずず、、本本校校ににはは職職員員室室前前にに年年間間通通ししてて新新聞聞をを

展展示示すするるここととももででききままししたた。。あありりががととううごござざ

いいままししたた。。    
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１．はじめに

本本校校はは、、北北海海道道札札幌幌市市のの北北区区屯屯田田にに位位置置しし

てておおりり、、全全校校生生徒徒７７００００名名をを超超ええるる大大規規模模校校

ででああるる。。ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校ととななるるののはは初初めめてて

ででああるるがが、、学学校校図図書書館館司司書書教教諭諭がが中中心心ととななりり、、

伝伝統統的的にに新新聞聞記記事事とと関関連連ししたた図図書書のの紹紹介介がが

行行わわれれててききたた。。

実実践践指指定定校校１１年年目目ででああるる今今年年度度はは、、３３学学年年

国国語語科科ででのの授授業業実実践践をを中中心心にに活活動動をを行行っったた。。

２ 児童（生徒）の様子

出出さされれたた課課題題ににははままじじめめにに取取りり組組ももううとと

すするる素素直直でで元元気気なな生生徒徒がが多多くく、、ののびびののびびととしし

たた学学校校生生活活をを送送っってていいるる。。各各家家庭庭のの新新聞聞購購読読

率率のの低低ささかからら日日常常的的にに新新聞聞をを読読んんででいいるる生生

徒徒のの割割合合はは高高くくははなないいもものの、、朝朝読読書書でで活活字字にに

親親ししんんででいいるる効効果果ももあありり、、新新聞聞記記事事をを読読むむここ

ととにに抵抵抗抗感感ののああるる生生徒徒はは少少なないい。。

ままたた、、 をを活活用用ししたた授授業業もも浸浸透透しし

てておおりり、、イインンタターーネネッットトをを活活用用ししたた調調べべ学学習習

やや ススラライイドドででののププレレゼゼンン資資料料作作成成にに

つついいててもも抵抵抗抗ななくく活活動動すするるここととががででききるる。。課課

題題はは新新聞聞がが身身近近なな存存在在ででははなないい生生徒徒がが多多くく、、

情情報報収収集集のの選選択択肢肢にに入入ららなないい点点ででああるる。。

３．実践の内容

（（１１））「「ススピピーーチチでで社社会会にに思思いいをを届届けけるる」」

①①取取りり組組みみ

３３学学年年国国語語「「説説得得力力ののああるる構構成成をを考考ええよようう

～～ススピピーーチチでで社社会会にに思思いいをを届届けけるる～～」」でではは、、

単単元元目目標標ととししてて次次のの二二つつがが掲掲げげらられれてていいるる。。

・・根根拠拠ととななるる情情報報のの信信頼頼性性をを確確かかめめるる。。

・・社社会会生生活活のの中中かからら話話題題をを決決めめ、、相相手手をを説説得得

ででききるるよよううにに、、話話のの構構成成をを工工夫夫すするる。。

ここのの単単元元目目標標をを達達成成すするるたためめにに、、「「新新聞聞記記

事事をを活活用用ししてて社社会会生生活活のの中中かからら話話題題をを決決めめ

ててススピピーーチチををすするる活活動動」」をを設設定定ししたた。。

授授業業をを行行っったた１１学学期期時時点点でではは「「ままなな 」」

をを使使用用ででききななかかっったたたためめ、、北北海海道道新新聞聞デデジジタタ

ルル、、毎毎日日新新聞聞、、朝朝日日新新聞聞のの３３紙紙をを使使用用ししたた。。

②②単単元元のの流流れれとと各各授授業業のの目目標標

１１．．「「過過去去のの発発表表作作品品のの評評価価活活動動をを通通ししてて、、自自

分分のの単単元元目目標標をを明明確確化化すするる。。」」

単単元元のの導導入入ととししてて、、過過去去ののススピピーーチチ発発表表動動

画画をを視視聴聴ししてて、、単単元元をを通通ししてて目目指指すす姿姿のの明明確確

化化ををししたた。。

２２．．「「新新聞聞記記事事をを活活用用ししてて、、社社会会生生活活のの中中かからら

ススピピーーチチテテーーママをを決決めめるる。。」」

新新聞聞紙紙のの用用意意ががででききたた３３紙紙とと北北海海道道新新聞聞

デデジジタタルルをを使使用用ししてて、、ススピピーーチチテテーーママととななるる

記記事事探探ししをを行行っったた。。

２２００２２３３年年度度 実実践践報報告告

生生徒徒のの主主体体的的なな学学びびににつつななががるる新新聞聞活活用用

札札幌幌市市立立屯屯田田北北中中学学校校 教教諭諭 福福井井 剛剛史史
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３３．．「「情情報報のの信信頼頼性性をを意意識識ししてて、、テテーーママにに沿沿っっ

たた情情報報をを収収集集・・整整理理すするる。。」」

新新聞聞記記事事かからら決決定定ししたたススピピーーチチテテーーママにに

対対すするる情情報報をを収収集集・・整整理理すするるななかかでで、、根根拠拠とと

主主張張のの明明確確化化をを進進めめたた。。新新聞聞記記事事ののススククララッッ

ププににつついいててはは、、 ススラライイドドをを使使用用ししたた。。

４４．．「「構構成成をを工工夫夫ししてて、、社社会会にに思思いいをを届届けけるるスス

ピピーーチチのの原原稿稿をを書書くく。。」」

ススピピーーチチ発発表表にに向向けけたた原原稿稿作作りり。。ススピピーーチチ

発発表表ががメメイインンででああるるたためめ、、原原稿稿作作りりににつついいてて

はは原原稿稿用用紙紙へへのの手手書書ききででもも 上上にに

打打ちち込込んんででもも良良いいももののととししたた。。

５５．．「「ススピピーーチチでで社社会会にに思思いいをを届届けけるる」」

学学級級生生徒徒のの前前ででススピピーーチチ発発表表をを行行っったた。。

③③成成果果

日日常常的的にに新新聞聞をを読読ままなないい生生徒徒ににととっってて、、

「「ススピピーーチチにに必必要要なな情情報報収収集集」」とといいええばばネネッッ

トト検検索索でであありり、、ニニュューーススをを見見るるののももイインンタターー

ネネッットトででああるる。。そそううししたた生生徒徒たたちちがが、、新新聞聞紙紙

をを実実際際ににめめくくりりななががらら興興味味ののああるる記記事事をを探探

すす経経験験はは貴貴重重ななももののででああっったた。。ななかかににはは、、授授

業業終終了了後後もも新新聞聞をを読読んんでで、、気気ににななっったた記記事事のの

そそのの後後をを追追跡跡すするるななどど、、新新聞聞のの面面白白ささをを感感じじ

るるここととががででききたたよよううででああるる。。

ままたた、、北北海海道道新新聞聞デデジジタタルルででのの記記事事検検索索やや

各各紙紙一一月月分分程程度度のの新新聞聞紙紙をを用用意意ししたたここととでで、、

事事件件・・事事故故ががそそのの後後どどううななっったたかかをを追追跡跡すするる

楽楽ししささにに気気がが付付いいたた生生徒徒もも見見らられれたた。。

④④課課題題

本本校校３３学学年年はは７７ククララスス、、２２６６３３人人がが在在籍籍しし

てておおりり、、複複数数のの学学級級でで国国語語がが実実施施さされれるるこことと

もも多多くく、、新新聞聞紙紙不不足足ををままねねいいたた。。結結果果、、北北海海

道道新新聞聞デデジジタタルルをを活活用用すするる生生徒徒がが増増ええててしし

ままいい、、ここれれままででののネネッットト検検索索にによよるる調調べべ学学習習

ととのの差差異異がが小小ささくくななっっててししままっったた。。

（（２２））「「報報道道文文をを比比較較ししてて読読ももうう」」

①①取取りり組組みみ

３３学学年年国国語語「「報報道道文文をを比比較較ししてて読読ももうう」」でで

はは、、東東京京五五輪輪ボボラランンテティィアアににつついいてて報報道道ししたた

２２紙紙のの記記事事をを比比較較しし、、気気がが付付いいたたここととやや自自分分

のの考考ええをを書書くく活活動動ををすするる単単元元ででああるる。。２２紙紙のの

見見出出ししはは五五輪輪ボボラランンテティィアアにに肯肯定定的的・・否否定定的的

のの両両面面かからら報報道道ししたたももののででああるる。。

記記事事ＡＡ「「東東京京２２００２２００へへままずず１１００００万万人人募募集集」」

記記事事ＢＢ「「五五輪輪ボボラランンテティィアア議議論論尽尽ききぬぬ中中募募集集

ススタターートト」」

今今回回はは「「ままなな 」」をを活活用用ししてて、、教教科科書書掲掲

載載のの東東京京五五輪輪ボボラランンテティィアアにに関関すするる報報道道がが、、

そそのの後後どどうう変変化化ししたたののかか、、「「時時間間経経過過にによよるる

新新聞聞報報道道のの比比較較」」とといいうう視視点点でで実実践践をを行行っったた。。

②②単単元元のの流流れれとと各各授授業業のの目目標標

１１．．「「ままなな のの使使いい方方とと記記事事検検索索方方法法」」

検検索索のの練練習習ととししてて、、教教科科書書にに掲掲載載さされれたた記記

事事とと同同日日のの、、北北海海道道新新聞聞にによよるる東東京京五五輪輪ボボララ

ンンテティィアアのの記記事事探探ししをを行行っったた。。

２２．．「「東東京京五五輪輪ボボラランンテティィアアののそそのの後後をを追追跡跡」」

東東京京五五輪輪ボボラランンテティィアアはは「「そそのの後後どどううななっっ

たたののかか」」ままたた「「周周囲囲のの評評価価ははどどううだだっったたののかか」」

ををままなな のの記記事事検検索索をを使使っってて調調べべ、、

２２００１１８８年年９９月月２２７７日日のの記記事事とと比比較較ししててわわ

かかっったたここととをを、、 ススラライイドドをを使使っってて書書くく

活活動動をを行行っったた。。
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ななおお、、記記事事のの選選定定はは新新聞聞紙紙にに掲掲載載さされれたた際際

のの紙紙面面のの切切抜抜画画像像ででああるる、、「「切切抜抜イイメメーージジ」」がが

ああるるももののにに限限定定ししたた。。

次次ののススラライイドド画画像像はは、、生生徒徒がが実実際際にに切切抜抜イイ

メメーージジののああるる記記事事とと教教科科書書のの記記事事ＢＢ「「五五輪輪ボボ

ラランンテティィアア議議論論尽尽ききぬぬ中中募募集集ススタターートト」」ととをを

比比較較ししたたももののででああるる。。

生生徒徒にによよっっててはは、、複複数数のの年年度度ににままたたががっってて

追追跡跡・・比比較較ををすするるななどど学学びびをを深深めめたた。。

③③成成果果とと課課題題

同同時時にに１１００００人人ままででアアククセセスス可可能能なな「「ままなな

」」をを使使用用ししたたここととにによよりり、、新新聞聞紙紙不不足足がが

解解消消さされれててススムムーーズズにに活活動動をを進進めめるるここととがが

ででききたた。。時時間間がが余余っったた生生徒徒はは自自分分のの誕誕生生日日のの

新新聞聞記記事事をを閲閲覧覧すするるななどど、、新新聞聞記記事事検検索索のの楽楽

ししささをを知知るるここととががででききたたよよううででああるる。。

（（３３））「「おおすすすすめめニニュューースス」」でで面面接接対対策策

「「ままなな 」」でではは、、当当日日のの北北海海道道新新聞聞のの一一

面面記記事事ややおおすすすすめめニニュューーススのの紹紹介介ががああるる。。普普

段段新新聞聞をを読読ままなないい生生徒徒ででもも、、最最新新ニニュューーススにに

触触れれらられれるるののでで、、高高校校入入試試のの面面接接対対策策にに役役立立

つつとと考考ええ、、積積極極的的にに活活用用すするるよようう働働ききかかけけたた。。

（（４４））学学校校図図書書館館のの取取りり組組みみ

本本校校のの学学校校図図書書館館でではは、、数数年年前前かからら独独自自にに

ＮＮＩＩＥＥのの取取りり組組みみをを継継続続ししてて行行っってておおりり、、学学

校校図図書書館館司司書書がが中中心心ととななっってて新新ししいい情情報報をを

常常にに更更新新しし、、新新聞聞のの面面白白ささをを伝伝ええてていいるる。。

①①掲掲示示物物「「特特集集記記事事」」「「記記事事のの比比較較」」

新新聞聞記記事事ををたただだ掲掲示示すするるののででははななくく、、写写真真

ののよよううにに大大谷谷選選手手のの関関連連記記事事をを特特集集ととししてて

掲掲示示すするるここととでで読読みみ手手のの興興味味をを引引くく工工夫夫がが

ななさされれてていいるる。。普普段段新新聞聞をを読読ままなないい生生徒徒ででもも、、

大大谷谷選選手手のの記記事事なならら思思わわずず立立ちち止止ままるるよようう

ででああるる。。

２２枚枚目目のの写写真真はは新新聞聞記記事事のの比比較較ででああるる。。能能

登登地地震震関関連連記記事事をを、、地地方方紙紙のの北北海海道道新新聞聞とと全全

国国紙紙のの読読売売新新聞聞両両紙紙でで掲掲示示ししてていいるる。。記記事事のの

比比較較ににつついいててはは、、国国語語科科ででもも授授業業実実践践をを行行っっ

てていいるる部部分分ででああるる。。
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②②図図書書館館ででのの特特集集「「新新聞聞記記事事とと関関連連図図書書」」

図図書書館館前前のの廊廊下下ににはは、、新新聞聞記記事事にに関関連連ししたた

図図書書がが並並べべらられれてていいるる。。新新聞聞記記事事かからら興興味味をを

ももっったた本本にに手手をを伸伸ばばすす生生徒徒ははももちちろろんんだだがが、、

自自分分がが読読んんだだ本本とと関関連連ののああるる新新聞聞記記事事ににたた

どどりり着着きき、、知知識識のの幅幅をを広広げげるるききっっかかけけととななるる

こことともも考考ええらられれるる。。

４．成果と課題

（１）成果

授授業業実実践践をを通通ししてて感感じじたたののはは、、「「ままなな 」」

のの利利便便性性のの高高ささででああるる。。ここれれままでではは、、生生徒徒数数

分分のの新新聞聞紙紙がが必必要要ででああっったたがが、、「「ままなな 」」

ががああれればば生生徒徒がが自自分分のの端端末末ででアアククセセスス可可能能

ででああるる。。ささららにに、、授授業業以以外外ででもも新新聞聞記記事事をを読読

むむここととががででききるるののはは大大ききななメメリリッットトででああるる。。

ここれれはは新新聞聞にに触触れれるる機機会会のの少少ななかかっったた生生徒徒

たたちちがが、、ニニュューーススにに対対ししてて自自分分のの考考ええやや感感情情

をを豊豊かかににししてて新新聞聞とと向向きき合合ううききっっかかけけととなな

っったたとと考考ええらられれるる。。そそししてて、、何何よよりりもも「「主主体体

的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」のの育育成成にに向向けけててはは、、

いいかかにに教教材材をを工工夫夫ししてて生生徒徒のの興興味味関関心心をを引引

きき出出すすかかがが重重要要ででああるる。。ここのの点点にに関関しし、、新新聞聞

のの教教材材的的価価値値がが高高いいののはは間間違違いいなないい。。

（２）課題

新新聞聞をを教教育育にに活活用用すするるここととのの効効果果はは大大きき

くく、、生生徒徒のの主主体体性性をを育育むむここととはは間間違違いいなないいがが、、

教教科科のの実実践践だだけけににととどどめめててししままううとと、、どどううしし

ててもも継継続続ししたた取取りり組組みみににななららなないい。。本本校校でではは、、

学学校校図図書書館館司司書書がが積積極極的的にに取取りり組組みみをを行行っっ

ててくくれれてていいるるがが、、連連携携にに向向けけたた働働ききかかけけををすす

るるここととははででききななかかっったた。。今今回回のの実実践践発発表表にに向向

けけてて取取りり組組みみ紹紹介介のの許許可可をを得得たたここととををききっっ

かかけけにに、、連連携携をを図図っってていいききたたいい。。

ななおお、、「「ままなな 」」をを活活用用すするるううええででのの注注

意意点点はは利利用用時時間間のの制制限限ががああるるこことと。。平平日日のの午午

前前８８時時かからら午午後後７７時時ままででととななっってておおりり、、教教材材

研研究究やや授授業業準準備備のの際際はは注注意意がが必必要要ででああるる。。

５．おわりに

効効果果的的なな新新聞聞活活用用ををよよりり確確かかななももののににすす

るるたためめににはは、、学学校校ととししてて継継続続的的にに取取りり組組んんでで

いいくく必必要要ががああるる。。今今後後はは、、学学校校図図書書館館やや各各学学

級級担担任任ととのの連連携携ななどど、、 をを学学校校のの活活動動ととすす

るる道道をを探探っってていいききたたいい。。
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１１．．本本校校生生徒徒とと新新聞聞ととのの距距離離感感  

旭旭川川市市立立永永山山中中学学校校はは、、今今年年度度かからら実実践践指指

定定校校のの仲仲間間入入りりををささせせてていいたただだきき、、日日常常のの学学

校校教教育育のの中中にに、、NNIIEE をを展展開開すするる機機会会をを増増ややしし

てていいるる最最中中ででああるる。。年年度度当当初初、、NNIIEE をを今今後後のの

教教育育課課程程にに位位置置付付けけてていいくくににああたたりり、、ままずず、、

生生徒徒がが「「新新聞聞」」ををどどののよよううにに捉捉ええてていいるるののかか

をを確確認認すするる必必要要ががああっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全全国国学学力力学学習習状状況況調調査査生生徒徒質質問問紙紙 

 

ここののよよううにに、、新新聞聞ととのの距距離離感感がが近近いい生生徒徒のの

割割合合はは年年々々減減少少傾傾向向（（令令和和５５年年度度はは８８．．３３％％））

ににあありり、、どどんんなな形形ににせせよよ、、新新聞聞ににふふれれるる機機会会

をを増増ややししてていいくくここととがが肝肝要要ででああろろううとと考考ええ

たた。。  

本本校校ににおおいいててもも、、新新聞聞をを定定期期購購読読ししてていいるる  

家家庭庭はは多多くくなないい。。実実践践校校ととししてて指指定定ししてていいたた

  

 

 

だだいいたたおおかかげげでで、、新新聞聞ににふふれれるる機機会会がが徐徐々々にに

増増ええててききてていいるる。。  

 

  

各各階階にに設設置置ししたた新新聞聞ココーーナナーー 

 
ままたた、、図図書書館館司司書書とと協協力力ししてて、、特特にに北北海海道道

やや旭旭川川にに関関わわるる「「地地元元」」をを取取材材ししたた新新聞聞記記事事

をを図図書書館館前前廊廊下下にに掲掲示示ししてていいるる。。後後述述すするるがが、、

本本校校のの総総合合的的なな学学習習のの時時間間はは、、旭旭川川とといいうう

「「ママチチ」」をを多多角角的的にに考考ええたたりり、、自自分分のの興興味味のの

ああるる分分野野をを探探究究ししたたりりすするる活活動動をを行行っってていい

るる。。旭旭川川ののイインンフフララかからら、、旭旭川川のの各各方方面面でで働働

くく人人々々、、旭旭川川のの市市政政ままでで、、３３年年間間でで系系統統立立てて

てて学学習習をを展展開開ししてておおりり、、そそのの資資料料ととししててのの役役

割割もも果果たたししてていいるる。。  

自自分分ののレレポポーートト作作成成にに参参照照すするる場場合合ももああ

りり、、繰繰りり返返しし確確認認ししにに来来るる生生徒徒ももいいるるよよううだだ。。

中中学学生生にに読読んんででほほししいい記記事事もも一一緒緒にに掲掲示示しし

ててくくれれてておおりり、、協協力力ししてて NNIIEE をを展展開開ししてていいくく

準準備備がが整整いいつつつつああるる。。  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

情情報報活活用用能能力力をを育育成成すするるＮＮＩＩＥＥをを目目指指ししてて  

                  旭旭川川市市立立永永山山中中学学校校  教教諭諭  鏡鏡  拓拓也也  
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図図書書館館前前新新聞聞掲掲示示ココーーナナーー 

 

  ああるる生生徒徒ががここうう言言うう、、「「iiPPaadd ががああるるののだだかか

らら、、知知りりたたいいここととははイインンタターーネネッットトでで検検索索しし

たた方方がが早早いい」」とと。。でではは、、端端末末ににああっってて新新聞聞にに

なないいもものの、、端端末末ににななくくてて新新聞聞ににああるるももののととはは

何何だだろろううかか。。NNIIEE ににつついいてて考考ええてていいくく中中でで、、

ここのの問問にに明明確確にに答答ええるるここととががででききななけけれればば、、

生生徒徒とと新新聞聞ととのの溝溝はは、、ななかかななかか埋埋ままららなないいよよ

ううにに感感じじたた。。  

 NNIIEE をを展展開開ししてて１１年年目目。。ままだだままだだ、、実実践践をを

積積みみ重重ねね、、試試行行錯錯誤誤ししてていいくく過過程程ででははああるるがが、、

前前述述のの問問にに対対すするる私私のの答答ええととししててはは、、「「自自分分

をを取取りり巻巻くく社社会会にに関関わわるるトトピピッッククににふふれれるる

機機会会のの保保証証」」ででああるる。。  

  現現行行のの学学習習指指導導要要領領ににつついいてて議議論論すするる上上

ででののキキーーワワーードドととししてて、、「「将将来来のの予予測測がが難難しし

いい社社会会」」がが挙挙げげらられれるる。。ここののよよううなな社社会会にになな

っってていいくくかかららここそそ、、様様々々なな情情報報をを主主体体的的にに捉捉

ええななががらら、、何何がが重重要要ななののかかをを自自分分ななりりにに考考ええ、、

そそここかからら見見出出ししたた情情報報をを活活用用ししてて、、他他者者とと協協

働働ししてていいくく能能力力がが求求めめらられれるる。。  

  様様々々ななトトピピッッククにに触触れれ、、自自分分かからら捉捉ええたた情情

報報をを用用いいてて他他者者にに働働ききかかけけ、、そそここかからら新新たたなな

価価値値をを見見出出すすこことと、、ここれれここそそがが新新聞聞ににふふれれなな

けけれればば身身ににつつかかなないい能能力力でであありり、、端端末末とと新新聞聞

そそれれぞぞれれがが共共存存ししてていいくくたためめのの大大切切なな要要素素

ににななるるののででははなないいだだろろううかか。。  

２２．．本本校校のの実実践践ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

 
「「どどううししんん  ままなな bbeellll」」ののホホーームム画画面面 

 
本本校校がが仲仲間間入入りりささせせてていいたただだくくタタイイミミンン

ググにに合合わわせせてて、、記記事事デデーータタベベーースス「「ままななｂｂｅｅ

ｌｌｌｌ」」をを導導入入ささせせてていいたただだいいたた。。ここののデデーータタ

ベベーーススににはは、、北北海海道道新新聞聞のの記記事事がが蓄蓄積積さされれてて

おおりり、、本本校校でではは、、主主にに総総合合的的なな学学習習ににおおけけるる

資資料料ととししてて活活用用ししてていいるる。。ままたた、、「「ままなな bbeellll」」

はは、、22002233 年年 1111 月月にに小小中中高高生生向向けけのの総総合合デデジジ

タタルル教教材材「「どどううししんん  ままなな bbeellll」」ととししててリリニニ

ュューーアアルルさされれたた。。  

  従従来来のの機機能能にに加加ええ、、毎毎日日のの主主要要ななニニュューースス

ががわわかかるる「「今今日日のの朝朝刊刊１１面面」」やや、、週週３３回回配配信信

さされれるる「「おおすすすすめめニニュューースス」」ななどどのの機機能能がが追追

加加さされれ、、生生徒徒ががよよりり様様々々ななトトピピッッククにに触触れれるる

ととががででききるるよよううににななっったた。。  

NNIIEE をを展展開開ししてていいくく上上でで最最もも活活用用ででききるる記記

事事はは、、ややははりり「「地地域域面面」」ででああろろうう。。生生徒徒ににとと

っってて、、「「旭旭川川」」にに関関係係ししたた記記事事はは興興味味ががあありり、、

読読みみ進進めめたたくくななるる。。ももっっとと関関連連記記事事をを読読みみたた

いいとと思思っったた時時にに、、すすぐぐにに調調べべらられれるる利利便便性性がが

よよいい。。今今後後もも、、IICCTT をを活活用用ししたた探探究究活活動動をを支支

ええるる教教材材ととししてて期期待待さされれるる。。  

ままだだままだだ、、NNIIEE をを展展開開ししてていいくくたためめのの試試行行

錯錯誤誤ををししてていいるる最最中中ででははああるるがが、、年年間間をを通通しし

たた取取組組のの中中でで、、根根付付ききつつつつああるる学学習習活活動動をを次次

にに紹紹介介ししてていいくく。。  

69



①①  朝朝のの NNIIEE タタイイムム  

  

  

朝朝のの NNIIEE タタイイムムのの様様子子  

  

  本本校校でではは、、登登校校後後のの１１００分分間間をを朝朝のの学学習習時時

間間ととししてて、、読読書書ややタタイイピピンンググのの練練習習ななどど、、日日

替替わわりりでで様様々々なな活活動動をを行行っってていいるる。。  

そそのの中中のの一一つつ、、毎毎週週金金曜曜日日はは「「朝朝のの NNIIEE タタ

イイムム」」とと題題ししてて、、北北海海道道新新聞聞社社ののワワーーククシシーー

トトにに取取りり組組んんででいいるる。。前前述述ししたた通通りり、、新新聞聞記記

事事のの魅魅力力はは、、一一つつのの紙紙面面にに様様々々ななトトピピッッククがが

ああるるここととででああるる。。時時間間がが限限らられれてていいるるののでで、、

毎毎回回１１枚枚ののワワーーククシシーートトししかか取取りり組組むむこことと

ががででききなないいがが、、年年間間をを通通ししてて考考ええててみみるるとと、、

かかななりりののトトピピッッククににふふれれるるここととががででききるる。。  

特特にに、、旭旭川川にに関関わわるる記記事事ににつついいててはは、、よよりり

主主体体的的にに読読ももううととすするる意意欲欲をを感感じじるる。。自自分分をを

取取りり巻巻くく社社会会のの出出来来事事をを、、自自分分事事ととししてて捉捉ええ

るるここととががででききなないい生生徒徒もも散散見見さされれるるがが、、「「地地

元元」」にに関関わわるる記記事事ににはは興興味味ががああるる。。身身近近なな事事

象象にに、、自自分分ななりりのの意意見見やや感感想想ををももつつここととにによよ

りり、、思思考考力力やや判判断断力力はは、、徐徐々々にに磨磨かかれれてていいくく。。  

新新聞聞にに親親ししむむ機機会会をを保保証証でできき、、ささららにに意意図図

ののああるるワワーーククシシーートトにに取取りり組組むむここととでで、、各各種種

能能力力もも向向上上ししてていいくくとと、、一一石石二二鳥鳥のの取取組組ででああ

るる。。担担任任のの先先生生方方かかららはは、、特特にに文文章章のの要要点点をを

捉捉ええるる能能力力がが向向上上ししてていいるるととごご好好評評いいたただだ

きき、、本本校校生生徒徒のの課課題題ででああるる読読解解力力のの指指導導ににもも

一一役役買買っってていいるる。。  

②②  総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの資資料料ととししてて  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

北北海海道道新新聞聞夕夕刊刊（（22001144 年年 1111 月月 1199 日日））  

  

本本校校のの総総合合的的なな学学習習のの時時間間はは、、旭旭川川とといいうう

「「ママチチ」」をを多多角角的的にに考考ええたたりり、、自自分分のの興興味味のの

ああるる分分野野をを探探究究ししたたりりすするる活活動動をを行行っってていい

るる。。特特にに３３年年次次でではは、、「「１１００年年後後のの旭旭川川のの市市政政」」

ににつついいてて考考ええるる学学習習ししてていいるる。。  

  旭旭川川市市のの広広報報広広聴聴課課のの取取組組にに「「未未来来創創造造ポポ

スストト」」とといいううももののががああるる。。ここののポポスストトににはは「「アア

イイデデアアポポスストト」」とと「「改改善善ポポスストト」」のの２２種種類類がが

あありり、、特特にに前前者者はは、、市市政政ややままちちづづくくりりにに対対すす

るる提提案案をを自自由由にに投投稿稿ででききるるももののととななっってていい

るる。。  

  本本校校のの生生徒徒はは総総合合的的なな学学習習のの時時間間をを通通しし

てて、、２２年年次次ままででにに、、市市内内ののイインンフフララやや未未来来をを

拓拓くく人人材材のの育育成成ににつついいてて探探究究活活動動をを行行ううここ

ととにに  ななっってていいるる。。３３年年次次でではは、、ここれれままででのの

知知識識のの蓄蓄積積をを活活用用ししてて、、「「医医療療・・福福祉祉・・観観光光・・

教教育育・・治治安安」」ななどど、、授授業業者者がが示示ししたたいいくくつつかか

のの分分野野かからら、、最最もも興興味味ががああるるももののをを選選びび、、そそ

のの分分野野にに関関わわるる自自分分のの提提案案をを「「アアイイデデアアポポスス

トト」」にに投投稿稿すするるここととをを課課題題ととししてていいるる。。  

  そそももそそもも、、斬斬新新ななアアイイデデアアをを旭旭川川市市はは求求めめ
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てていいるるののでで、、ここれれままででのの各各分分野野ににおおけけるるアアイイ

デデアアをを遡遡るる必必要要ががああるる。。そそののたためめにに「「どどううしし

んん  ままなな bbeellll」」をを活活用用ささせせ、、自自分分のの提提案案ををまま

ととめめるる上上でで参参考考ににななるる記記事事ををススククララッッププささ

せせたた。。ままたた、、同同じじ分分野野をを選選んんだだ生生徒徒同同士士ででスス

ククララッッププししたた記記事事をを交交流流ささせせ、、多多角角的的にに提提案案

をを考考ええるるよよううにに促促ししたた。。  

次次のの記記事事はは、、旭旭川川市市政政施施行行１１００００年年をを記記念念

ししたたイイベベンントトのの概概要要をを報報じじたたももののででああるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北北海海道道新新聞聞朝朝刊刊（（22002222 年年 1100 月月 1155 日日））  

  

  秋秋のの「「食食べべママルルシシェェ」」やや冬冬のの「「雪雪ままつつりり」」

ななどど既既存存のの大大ききななイイベベンントト以以外外ににもも、、人人をを集集

めめるるイイベベンントトををししたたいいとといいうう提提案案をを考考ええたた

生生徒徒がが、、北北海海道道やや旭旭川川のの各各種種イイベベンントトのの関関連連

記記事事をを主主体体的的にに読読みみ込込みみ、、旭旭川川ののススイイーーツツにに

特特化化ししたたイイベベンントトのの企企画画をを提提案案ししてていいたた。。将将

来来ははパパテティィシシエエをを目目指指ししてておおりり、、そそうういいうう魅魅

力力的的ななイイベベンントトにに溢溢れれるる「「ママチチ」」にに帰帰っっててきき

たたいいとといいうう志志をを周周囲囲にに発発表表ししてていいたた。。  

ささららにに、、「「地地域域面面」」をを読読みみ進進めめてていいくく中中でで、、

買買いい物物公公園園のの集集客客力力のの衰衰退退にによよるる空空きき地地化化

やや駐駐車車場場のの増増加加をを問問題題視視ししたた記記事事ににふふれれたた

生生徒徒がが、、次次のの記記事事ののよよううなな、、広広場場やや空空きき地地のの

有有効効活活用用にに関関連連ししたた記記事事をを積積極極的的にに読読みみ込込

みみ、、自自分分ののアアイイデデアアのの参参考考ににししてていいたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北北海海道道新新聞聞朝朝刊刊（（22001177 年年 88 月月 22 日日））  

  

 授授業業者者のの願願いいととししてて、、３３年年間間のの探探究究活活動動をを

通通ししてて、、自自分分のの「「ママチチ」」のの魅魅力力をを再再発発見見しし、、

ゆゆくくゆゆくくはは地地元元でで力力をを発発揮揮ししててほほししいいとといい

うう思思いいががああるる。。系系統統立立てててて丁丁寧寧にに学学習習ををししてて

いいくくとと、、３３年年次次ににはは自自立立ししたた学学習習者者ととししてて、、

「「ママチチ」」のの将将来来像像をを主主体体的的にに考考ええるるここととががでで

ききるるよよううににななるる。。今今回回のの取取組組でではは、、113300 以以上上

のの提提案案をを広広報報広広聴聴課課にに投投稿稿ででききたた。。自自分分のの提提

案案をを実実現現ででききるる旭旭川川人人ととししてて、、ここつつここつつととそそ

のの努努力力をを積積みみ上上げげてていいっっててほほししいいももののででああ

るる。。  

 
３３．．おおわわりりにに  

本本校校のの２２年年生生をを対対象象（（１１５５４４名名））ににししたたアア

ンンケケーートトでではは、、新新聞聞をを定定期期購購読読ししてていいるる家家庭庭

はは１１００％％にに満満たたなないい。。たただだ、、「「新新聞聞掲掲示示ココーーナナ

ーー」」やや「「今今日日のの朝朝刊刊１１面面」」にによよっってて、、翌翌日日のの

新新聞聞をを楽楽ししみみにに待待っっててくくれれてていいるる生生徒徒がが増増

ええてていいるる。。ままたた、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間をを通通しし

てて、、記記事事デデーータタベベーーススのの活活用用のの仕仕方方もも向向上上しし、、

自自分分のの意意見見にに過過去去のの記記事事をを参参照照すするる生生徒徒もも

増増ええててききたた。。  

今今後後はは、、全全学学年年ににおおいいてて新新聞聞記記事事をを自自分分のの

意意図図通通りりにに活活用用ででききるる情情報報活活用用能能力力のの育育成成

をを目目指指ししてて、、NNIIEE をを展展開開ししてていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

 ２２年年前前にに NNIIEE 全全国国大大会会でで授授業業ををささせせてていいたた

だだいいたたここととかからら始始ままりり、、実実践践はは今今年年度度でで３３年年

目目ででああるる。。昨昨年年度度のの実実践践でではは、、「「三三角角ロロジジッックク」」

とと新新聞聞記記事事をを比比較較ししてて読読むむここととでで、、読読解解力力のの

向向上上ををねねららうう取取りり組組みみをを中中心心にに行行っったた。。  

  課課題題ととししてて、、三三角角ロロジジッッククのの難難易易度度がが高高いい

とと感感じじるる生生徒徒がが一一定定数数いいるるここととががああげげらられれ

たた。。ししたたががっってて、、①①生生徒徒がが自自分分ででロロジジッッククをを

使使用用ででききるるよよううにに、、難難易易度度のの設設定定ををよよりり細細かか

くくししてていいくくこことと。。②②投投書書ななどど、、意意見見文文ののよようう

なな形形式式のの記記事事をを多多くく取取りり扱扱ううここととでで、、論論理理のの

展展開開へへのの理理解解がが深深ままるるとと考考ええたた。。  

  ままたた、、私私がが新新聞聞記記事事をを選選んんでで配配布布ししてていいるる

ここととかからら、、やややや内内容容のの偏偏りりががああるるこことともも課課題題

ととししてて考考ええらられれたた。。  

 

２.児童（生徒）の様子 

  本本校校のの生生徒徒はは、、国国語語にに対対すするる学学習習意意欲欲がが高高

くく、、難難ししいい学学習習課課題題にに対対ししててもも楽楽ししみみななががらら

取取りり組組むむここととががででききるる。。一一方方でで、、読読解解力力やや記記

述述にに対対すするる力力ははままだだ努努力力をを要要すするる段段階階ででああ

るる。。そそののたためめ、、授授業業でではは学学習習課課題題とと多多くく向向きき

合合ううここととががででききるるよよううにに意意識識ししてて設設定定ししてて

いいるる。。  

  ままたた、、家家庭庭ででのの新新聞聞購購読読率率がが高高くくなないい現現状状

ががああるる。。新新聞聞がが生生徒徒かからら遠遠いい存存在在ととななっってていい

るるここととがが原原因因ととななりり、、新新聞聞がが単単ななるる事事実実ののみみ

がが記記載載さされれたた文文章章、、ととししててししかか生生徒徒がが捉捉ええらら

れれてていいなないいここととがが課課題題ととななっってていいるる。。  

 

 

３．実践の内容 

①①  授授業業ででのの継継続続的的なな取取組組  

過過去去２２年年間間のの実実践践でではは、、新新聞聞をを読読むむ機機会会をを

多多くく設設けけるるここととがが、、生生徒徒のの力力をを伸伸ばばすす方方法法でで

ああるる、、とと考考ええたた。。そそののたためめ、、週週一一回回授授業業中中にに

新新聞聞記記事事をを読読みみ比比べべるるここととをを年年間間通通ししてて取取

りり組組みみ続続けけたた。。  

今今年年度度はは、、過過去去のの取取りり組組みみをを継継続続ししななががらら

たただだ読読むむだだけけででははななくく、、「「根根拠拠」」にによよりり注注目目しし

てて、、三三角角ロロジジッッククをを含含めめたた論論理理のの展展開開ににつついい

てて考考ええるるここととをを中中心心にに据据ええたた。。そそののううええでで、、

「「ぶぶんんぶぶんん ttiimmee」」にに三三角角ロロジジッッククをを用用いいてて自自

分分のの意意見見をを明明確確ににししたた文文章章をを投投稿稿すするるこことと

をを行行っったた。。  

    

②②  ３３年年間間のの国国語語学学習習ののままととめめととししたた取取組組  

 三三角角ロロジジッッククをを使使うう際際のの難難易易度度をを適適度度にに

すするるここととをを考考ええ、、３３年年間間のの既既習習事事項項をを用用いいたた

学学習習をを設設定定ししたた。。題題材材はは、、小小学学生生にに向向けけたた文文

章章でで、、中中学学生生ににななるる前前にに「「小小学学生生ののううちちににしし

てておおくくととよよいいこことと」」ととししたた。。文文章章のの内内容容ははもも

ちちろろんんののこことと、、構構成成やや形形式式、、文文体体、、表表現現ににつつ

いいてて一一切切指指定定すするるここととををせせずず、、生生徒徒自自身身がが伝伝

わわるる方方法法ととししてて何何がが最最良良ななののかかをを考考ええ表表現現

すするるここととををねねららいいととししたた。。  

ままたた、、教教師師側側ででのの記記事事のの偏偏りり解解消消、、多多くくのの

新新聞聞記記事事をを扱扱いいたたいいここととかからら「「ままなな bbeellll」」をを

使使用用ししたた。。多多くくのの記記事事をを比比較較ししてて読読めめるるだだけけ

ででななくく、、自自分分ににととっってて有有用用なな新新聞聞記記事事をを探探しし、、

根根拠拠ととししてて引引用用すするるここととががででききるるたためめ、、有有用用

性性がが高高いいとと考考ええたた。。  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

伝伝わわるる表表現現をを目目指指ししてて  
      

              札札幌幌市市立立真真栄栄中中学学校校  教教諭諭  遠遠藤藤  翔翔太太  
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 自自分分にに必必要要なな情情報報をを複複数数のの記記事事をを読読みみなな

ががらら求求めめるるここととでで、、表表面面的的にに読読んんででいいててはは適適

当当なな根根拠拠ととななるるももののはは探探せせなないい。。ししたたががっってて、、

似似たたよよううなな記記事事をを比比較較ししななががらら生生徒徒がが深深くく

読読みみ進進めめてて理理解解すするるここととををねねららいいととししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

 大大ききなな成成果果ととししててああげげらられれるるここととはは、、①①三三

角角ロロジジッッククををよよりり良良いい形形でで使使用用ででききたたこことと。。  

②②様様々々なな内内容容のの記記事事をを比比較較ししてて読読むむここととがが

ででききたたこことと。。③③記記事事のの根根拠拠ににつついいてて深深くく読読みみ

ととれれたたこことと。。ががああげげらられれるる。。  

①①  三三角角ロロジジッッククのの最最適適なな使使用用  

昨昨年年度度のの課課題題ででああるる、、「「三三角角ロロジジッッククのの難難

ししささ」」へへのの対対処処ととししてて、、文文章章のの内内容容をを生生徒徒自自

身身がが伝伝ええたたいいこことと、、にに設設定定すするるここととととししたた。。

今今ままででののよよううにに三三角角ロロジジッッククをを使使っってて文文章章

をを書書くく、、ののででははななくく、、「「自自分分のの伝伝ええたたいいここととをを

伝伝ええるるたためめににロロジジッッククをを使使うう」」ここととででよよりり平平

易易ににななっったたよよううにに思思うう。。  

ままたた、、多多くくのの記記事事をを読読むむここととでで論論理理のの展展開開

ににつついいてて考考ええるる機機会会がが多多かかっったたこことともも、、ロロジジ

ッッククのの理理解解ににつつななががっったたとと考考ええるる。。  

②②  「「ままなな bbeellll」」のの有有用用性性  

  昨昨年年度度ままででもも比比較較ししてて読読むむここととのの効効果果をを

実実感感ししてていいたたがが、、自自分分がが求求めめてていいるる情情報報をを得得

るるたためめにに比比較較ししてて読読むむここととはは、、よよりり効効果果がが得得

らられれるるよよううにに思思うう。。理理由由ととししてて、、根根拠拠にに対対しし

ててのの読読みみ取取りりがが深深くくななるるこことと、、自自分分のの文文章章にに

適適ししたた論論拠拠（（理理由由））ででああるるののかか、、にに注注視視すするる

たためめででああるる。。  

ままたた、、今今ままでではは多多くくてて３３つつのの記記事事をを比比較較すす

るるここととにに留留ままっってていいたたがが、、「「ままなな bbeellll」」をを使使

ううここととでで少少ななくくとともも８８～～１１００以以上上のの記記事事をを

比比較較ししてて読読むむここととががででききたた。。ここれれだだけけのの数数をを

比比較較すするるとと、、よよりり良良いい根根拠拠ににたたどどりり着着けけるるだだ

けけででななくく、、多多くくのの記記事事とと自自分分のの文文章章のの内内容容をを

比比較較ししななががらら文文章章のの推推敲敲もも同同時時ににででききるるたた

めめ、、表表現現ががよよりり良良いいももののににななっったた。。  

  

（２）課題 

 ３３年年間間のの継継続続はは大大ききなな成成果果ををももたたららししたた。。

今今年年度度のの取取りり組組みみでではは、、生生徒徒自自身身がが伝伝ええたたいい

ここととをを設設定定すするるここととでで、、表表現現力力やや読読解解力力のの伸伸

長長、、興興味味関関心心をを伸伸ばばせせるるここととももわわかかっったた。。そそ

ののたためめ、、①①よよりり自自分分のの考考ええをを表表現現すするる機機会会をを

設設けけるるこことと。。ががああげげらられれるる。。ままたた、、「「ままなな bbeellll」」

はは優優れれたたツツーールルででああるるこことともも実実感感ででききたたがが、、

②②生生徒徒がが新新聞聞でで使使わわれれてていいるる言言葉葉でで検検索索でで

ききなないい場場面面ががあありり、、記記事事がが見見つつかかららなないい。。とと

いいうう課課題題ももああっったた。。  

  ①①ははぶぶんんぶぶんん ttiimmee をを年年一一回回ででははななくく、、学学

期期ごごととにに取取りり組組まませせるるここととでで、、表表現現のの機機会会がが

確確保保ででききるる。。②②にに関関ししててはは、、基基礎礎的的なな語語彙彙力力

のの向向上上やや、、和和語語とと漢漢語語のの知知識識がが求求めめらられれるるがが、、

教教科科書書教教材材でではは限限界界ががああるるたためめ、、「「ままなな bbeellll」」

をを継継続続ししてて使使用用しし、、多多くくのの記記事事にに触触れれるるこことと

でで自自ずずとと語語彙彙力力がが伸伸びびるるとと考考ええるる。。  

 

５．おわりに 

 今今年年度度のの実実践践をを経経てて、、生生徒徒ははここのの三三年年間間でで

新新聞聞教教材材をを通通ししてて着着実実にに読読解解力力、、表表現現力力をを伸伸

ばばししてていいるるとと実実感感ししたた。。ままたた、、「「ままなな bbeellll」」

をを活活用用すするるここととでで、、ででききるるここととのの幅幅ががささららにに

広広ががっったたよよううにに思思うう。。次次年年度度もも継継続続ししてて取取りり

組組みみ、、効効果果的的なな活活用用方方法法ににつついいてて深深めめてていいきき

たたいい。。  
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【【単単元元のの目目標標（（単単元元構構成成））】】   
・・情情報報のの信信頼頼性性のの確確かかめめ方方をを理理解解しし使使ううここととががででききるる。。        （（２２））イイ  （（知知識識・・技技能能））  

・・「「書書くくこことと」」ににおおいいてて，，文文章章のの種種類類をを選選択択しし，，多多様様なな読読みみ手手をを説説得得ででききるるよよううにに論論理理のの展展  

開開ななどどをを考考ええてて，，文文章章のの構構成成をを工工夫夫すするるここととががででききるる。。BB  ((１１))イイ  （（思思考考・・判判断断・・表表現現））  

・・言言葉葉ががももつつ価価値値をを認認識識すするるととととももにに、、読読書書をを通通ししてて自自己己をを向向上上ささせせ、、我我がが国国のの言言語語文文化化  

にに関関わわりり、、思思いいやや考考ええをを伝伝ええああおおううととししてていいるる。。    （（主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度））  

  

【【説説明明的的文文章章ににおおけけるる年年間間指指導導計計画画】】   
１１  「「作作らられれたた物物語語をを超超ええてて」」  

①①根根拠拠とと意意見見をを段段落落ごごととにに区区別別すするる。。  

②②具具体体とと抽抽象象のの表表現現をを捉捉ええるる。。  

③③多多段段階階式式三三角角ロロジジッッククのの構構成成をを捉捉ええるる。。  

④④論論説説文文をを参参考考ににししななががらら意意見見文文をを書書くく。。  

  

２２  「「人人工工知知能能ととのの未未来来」」  

  ①①論論拠拠のの段段落落とと事事実実的的主主張張をを捉捉ええるる。。  

②②論論説説文文のの文文章章構構成成とと、、論論理理のの展展開開（（類類似似のの事事例例））をを考考ええるる。。  

③③三三角角ロロジジッッククでで根根拠拠、、論論拠拠、、結結論論をを捉捉ええるる。。  

  

３３  「「人人間間とと人人工工知知能能とと創創造造性性」」  

①①論論拠拠のの段段落落とと事事実実的的主主張張をを捉捉ええるる。。  

②②「「人人工工知知能能ととのの未未来来」」とと論論理理のの展展開開をを比比較較すするる。。  

③③三三角角ロロジジッッククでで「「人人工工知知能能ととのの未未来来」」をを比比較較しし、、論論拠拠とと根根拠拠のの違違いいにによよるる表表現現にに  

つついいてて考考ええるる。。  

④④AAII ににつついいてて書書かかれれたた新新聞聞記記事事をを３３つつ比比較較ししてて読読みみ、、cchhaattGGPPTT をを教教科科でで効効果果的的にに使使用用  

ででききるる場場面面ににつついいててのの論論文文をを書書くく。。  

    

４４  「「誰誰かかのの代代わわりりにに」」  

①①具具体体的的表表現現とと抽抽象象的的表表現現をを捉捉ええるる。。  

②②論論理理のの展展開開をを捉捉ええるる。。  

③③解解説説文文のの文文章章構構成成とと論論理理のの展展開開をを捉捉ええるる。。  

  

５５  「「小小学学生生ののううちちににややっったたほほううががいいいいこことと」」  

①①よよりり良良いい中中学学校校生生活活ののたためめにに、、小小学学生生ででししてておおいいたたほほううがが良良いいここととをを考考ええるる。。  

②②文文章章のの構構成成やや表表現現ななどど、、伝伝わわるる方方法法ににつついいてて考考ええるる。。  

③③考考ええにに基基づづいいてて文文章章をを書書くく。。  

④④「「ままなな bbeellll」」をを使使用用ししてて、、文文章章のの根根拠拠をを明明確確ににしし、、論論理理のの展展開開ななどどをを考考ええてて文文章章をを  

推推敲敲すするる。。  

⑤⑤推推敲敲ししたた内内容容ををももととにに、、文文章章をを完完成成すするる。。  

  

74



 【【本本時時のの目目標標】】   
①①本本時時のの目目標標   
・・情情報報のの信信頼頼性性のの確確かかめめ方方をを理理解解すするるここととががででききるる。。        （（２２））イイ  （（知知識識・・技技能能））  

・・「「書書くくこことと」」ににおおいいてて，，文文章章のの種種類類をを選選択択しし，，多多様様なな読読みみ手手をを説説得得ででききるるよよううにに論論理理  

のの展展開開ななどどをを考考ええてて，，文文章章のの構構成成をを工工夫夫すするるここととががででききるる    

BB  ((１１))イイ（（思思考考・・判判断断・・表表現現））  

・・新新聞聞記記事事かかららふふささわわししいい根根拠拠ににつついいてて粘粘りり強強くく考考ええ，，学学習習のの見見通通ししををももっってて考考ええたたここ

ととをを文文章章ににままととめめよよううととししてていいるる  。。                      

  （（主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度））  

  
  

【【指指導導計計画画】】   
②②本本時時のの展展開開（（４４//５５時時間間目目））  

・・前前時時ままででにに書書いいたた自自分分のの文文章章のの根根拠拠ににつついいてて考考ええるる。。  

・・「「ままなな bbeellll」」をを使使用用しし、、新新聞聞記記事事をを比比較較ししてて読読むむここととでで自自分分のの文文章章のの根根拠拠がが明明確確  

ににななるるよようう、、適適切切にに引引用用すするる。。  

・・４４人人１１組組のの学学習習形形態態でで自自分分がが見見つつけけたた記記事事やや検検索索ワワーードドのの交交流流ををすするる。。  

・・交交流流ししたた意意見見をを参参考考ににししななががらら，，ささららにに記記事事をを比比較較ししてて読読みみ、、よよりりよよいい根根拠拠をを  

探探すす。。  

・・論論理理のの展展開開ににつついいてて考考ええななががらら、、文文章章のの修修正正ををすするる。。  

 

 

③③評評価価ににつついいてて  

・・情情報報のの信信頼頼性性のの確確かかめめ方方をを理理解解ししてていいるる。。  

（（知知識識・・技技能能））  

・・多多様様なな読読みみ手手をを説説得得ででききるるよよううにに論論理理のの展展開開ななどどをを考考ええてて，，文文章章のの構構成成をを工工夫夫しし  

  てていいるる。。（（思思考考・・判判断断・・表表現現））  

・・自自分分のの文文章章ににふふささわわししいい根根拠拠をを探探しし、、論論理理のの展展開開にに役役立立ててよよううととししてていいるる    

（（主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度））  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、札札幌幌市市東東区区にに位位置置すするる生生徒徒数数 553355

名名、、学学級級数数 2200 学学級級（（通通常常級級 1144、、特特別別支支援援級級

66））のの中中学学校校ででああるる。。NNIIEE 実実践践指指定定校校 22 年年目目とと

ななりり、、昨昨年年度度同同様様、、学学校校図図書書館館をを中中心心にに NNIIEE

活活動動をを行行っってていいるる。。  

  実実践践代代表表者者はは週週 1155 時時間間勤勤務務のの会会計計年年度度任任

用用職職員員のの学学校校司司書書ででああるるがが、、司司書書教教諭諭ををははじじ

めめ各各教教科科やや特特別別支支援援級級のの教教諭諭のの協協力力ののももとと、、

今今年年度度はは授授業業やや各各種種活活動動のの中中でで新新聞聞をを活活用用

ししたた取取りり組組みみをを広広げげるるここととががででききたた。。 

 

２２．．実実践践のの内内容容  

（（１１））新新聞聞をを身身近近にに読読めめるる環環境境整整備備  

①①ススキキママ時時間間にに NNIIEE  

今今年年度度もも、、生生徒徒やや教教職職員員のの目目にに留留ままりりややすす

いい 22 階階職職員員室室前前ホホーールルとと 33 階階のの学学校校図図書書館館前前

掲掲示示板板のの 22 かか所所にに「「ススキキママ時時間間にに NNIIEE」」ココーー

ナナーーをを設設置置しし、、休休みみ時時間間やや放放課課後後ののわわずずかかなな

時時間間ででもも新新聞聞にに触触れれるるここととががででききるるよようう整整

備備ししたた。。注注目目記記事事ををピピッッククアアッッププししてて掲掲示示すす

るるここととでで新新聞聞本本紙紙にに誘誘導導しし、、併併せせてて関関連連図図書書

等等をを展展示示すするるここととでで記記事事へへのの理理解解をを深深めめ、、興興

味味関関心心をを広広げげるるここととににつつななげげたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②99 月月～～1122 月月限限定定「「新新聞聞読読みみ放放題題月月間間」」  

新新聞聞がが複複数数紙紙届届くく 99 月月～～1122 月月をを「「新新聞聞読読みみ

放放題題月月間間」」ととしし、、「「新新聞聞はは比比べべるるととおおももししろろ

いい！！」」をを実実施施ししたた。。毎毎日日のの 11 面面比比べべののほほかか、、

同同じじテテーーママでで書書かかれれたたココララムムやや社社説説をを比比較較

ししてて読読めめるるよようう掲掲示示しし、、ささららにに新新聞聞のの見見方方やや

比比較較ののポポイインントトをを示示すすここととでで、、生生徒徒のの理理解解をを

ササポポーートトししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

（（２２））新新聞聞をを読読んんでで読読解解力力アアッッププ  

「「記記事事をを読読めめばば必必ずず解解けけるる！！新新聞聞ククイイズズ」」  

新新聞聞記記事事ををししっっかかりり読読まませせるるたためめにに、、学学校校

図図書書館館前前のの掲掲示示板板にに「「読読めめばば必必ずず解解けけるる！！新新

聞聞ククイイズズ」」をを週週替替わわりりでで提提供供ししたた。。一一問問一一答答、、

三三択択、、穴穴埋埋めめななどどささままざざままなな形形式式でで問問題題をを作作

成成しし、、記記事事とと一一緒緒にに掲掲示示ししたた。。休休みみ時時間間やや放放

課課後後にに、、答答ええささががししののゲゲーームム感感覚覚でで友友人人とと問問

題題をを解解きき合合っってていいるる姿姿ががよよくく見見らられれたた。。 

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

学学校校図図書書館館かからら広広ががるるＮＮＩＩＥＥ  
～～生生徒徒のの学学びびととメメデディィアアををつつななぐぐ学学校校司司書書がが支支援援すするる NNIIEE 活活動動～～  

                  札札幌幌市市立立栄栄町町中中学学校校  学学校校司司書書  児児玉玉  優優子子  

新新聞聞比比べべ上上級級編編「「社社説説をを比比較較ししてて読読ももうう」」   

テテーーママはは、、「「大大谷谷翔翔平平選選手手ののドドジジャャーーズズ移移籍籍」」。。   
北北海海道道新新聞聞、、毎毎日日新新聞聞、、産産経経新新聞聞のの社社説説とと、、日日本本経経済済
新新聞聞ののココララムム（（いいずずれれもも 22002233 年年 1122 月月 1122 日日））をを掲掲示示。。

朝朝日日新新聞聞とと読読売売新新聞聞はは別別日日ででもも社社説説ででのの取取りり扱扱いいががなな
いいここととをを記記しし、、新新聞聞社社にによよるる報報道道のの違違いいをを示示ししたた。。   
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（（３３））教教科科・・授授業業ででのの活活用用  

①①新新聞聞レレポポーートト／／国国語語科科（（全全学学年年））  

  生生徒徒のの読読解解力力向向上上をを図図るるたためめ、、毎毎月月全全学学年年

でで新新聞聞ココララムムをを視視写写・・要要約約すするる課課題題「「新新聞聞レレ

ポポーートト」」にに取取りり組組んんだだ。。学学年年にに応応じじたた内内容容とと

ななるるよようう、、使使用用すするるココララムムのの選選択択ににはは学学校校司司

書書もも協協力力ししてていいるる。。  

  回回をを重重ねねるるごごととにに、、課課題題にに取取りり組組むむ生生徒徒のの

要要約約のの精精度度がが上上ががっっててききてていいるるののをを見見取取るる

ここととががででききたた。。  

【【使使用用ココララムムのの一一例例】】  

〇〇11 年年生生「「ゾゾウウのの赤赤ちちゃゃんん」」  

（（北北海海道道新新聞聞  卓卓上上四四季季  22002233 年年 88 月月 2222 日日））  

〇〇33 年年生生「「便便利利ととはは何何だだろろうう？？」」  

（（朝朝日日新新聞聞  天天声声人人語語  22002233 年年 99 月月 2244 日日））  

②②新新聞聞記記事事ででススピピーーチチ／／国国語語科科（（全全学学年年））  

昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、国国語語科科ののススピピーーチチ単単元元

でで新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた。。学学校校図図書書館館でで保保管管しし

てていいるる最最近近のの新新聞聞かからら興興味味ををももっったた記記事事をを

選選びび、、要要約約、、そそれれにに対対すするる意意見見をを作作文文ににままとと

めめ発発表表ししたた。。今今年年度度はは全全学学年年でで取取りり組組みみ、、作作

文文をを北北海海道道新新聞聞「「ぶぶんんぶぶんん ttiimmee」」にに応応募募ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

③③報報道道文文をを比比較較ししてて読読ももうう／／国国語語科科（（33 年年））  

  報報道道記記事事をを読読みみ比比べべ、、情情報報のの伝伝ええ方方にによよっっ

てて相相手手にに与与ええるる印印象象がが変変化化すするるここととをを知知りり、、

日日常常生生活活ででのの情情報報へへのの触触れれ方方をを考考ええるるこことと

ををねねららいいととししてて、、33 年年生生国国語語科科でで実実施施ししたた。。

使使用用すするる記記事事ににつついいててはは、、授授業業者者とと内内容容やや文文

字字量量、、比比較較・・評評価価ののししややすすささをを共共有有しし、、最最近近

のの話話題題かからら生生徒徒がが意意欲欲的的にに取取りり組組めめるる記記事事

ををいいくくつつかかピピッッククアアッッププししたた。。実実際際にに使使用用しし

たたののはは「「米米国国版版ははややぶぶささ帰帰還還」」のの記記事事（（22002233

年年 99 月月 2255 日日付付））でで、、生生徒徒はは北北海海道道新新聞聞、、読読売売

新新聞聞、、朝朝日日新新聞聞のの各各記記事事をを読読みみ、、見見出出ししやや内内

容容、、伝伝ええ方方のの比比較較をを行行っったた。。  

  

④④新新聞聞記記事事でで言言葉葉調調べべ／／特特別別支支援援級級（（国国語語））  

  特特別別支支援援級級でではは、、国国語語科科のの授授業業ととししてて、、新新

聞聞記記事事ににルルビビががふふっっててあありり読読みみ解解ききややすすいい

『『北北海海道道小小学学生生新新聞聞』』をを活活用用ししてて、、「「好好ききなな漢漢

字字、、気気ににななっったた漢漢字字をを調調べべよようう！！」」「「ししららなないい

単単語語をを書書いいててみみよようう」」ののワワーーククにに取取りり組組んんだだ。。  

北北海海道道新新聞聞  22002233 年年 1111 月月 1177 日日  

北北海海道道新新聞聞  22002233 年年 88 月月 2244 日日  

77



  新新聞聞はは学学校校図図書書館館でで保保管管ししてていいたた昨昨年年のの

ババッッククナナンンババーーでで、、情情報報はは古古いいがが教教材材ととししてて

使使用用すするるににはは十十分分ででああるる。。ささままざざままなな言言葉葉やや

漢漢字字にに出出会会ううききっっかかけけににななっったたほほかか、、国国語語辞辞

典典をを使使っってて調調べべるる学学習習ににももつつななががっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤新新聞聞ワワーーククシシーートト／／特特別別支支援援級級（（国国語語））  

  学学校校図図書書館館でで登登録録ししてていいるる「「読読売売ワワーーククシシ

ーートト通通信信」」をを特特別別支支援援級級にに提提供供ししたた。。学学習習のの

進進度度にに合合わわせせてて定定期期的的にに活活用用ししてていいるる。。ワワーー

ククシシーートトかからら関関連連ししたた話話題題にに発発展展すするるこことと

もも多多くく、、自自らら発発表表ししたたりり、、他他者者のの意意見見をを聞聞いい

たたりりすするる機機会会ににななっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（４４））「「どどううししんん  ままなな bbeellll」」のの活活用用  

①①全全校校生生徒徒へへのの広広報報  

22 学学期期かからら導導入入さされれたた北北海海道道新新聞聞記記事事デデーー

タタベベーースス「「どどううししんん  ままなな bbeellll」」ににつついいてて、、

学学校校図図書書館館だだよよりりでで全全校校生生徒徒にに伝伝ええたた。。利利用用

方方法法ののほほかか、、記記事事検検索索ののココツツをを簡簡潔潔ににままととめめ、、

生生徒徒のの利利用用をを促促ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

②②図図書書局局活活動動ででのの活活用用  

 新新たたにに追追加加さされれたた新新聞聞制制作作機機能能をを活活用用しし

てて、、冬冬休休みみ長長期期貸貸出出イイベベンントト情情報報をを掲掲載載ししたた

「「町町中中図図書書局局新新聞聞」」をを図図書書局局員員でで作作成成しし、、各各

学学級級にに掲掲示示ししたた。。  

  新新聞聞名名ををははじじめめ見見出出ししとと記記事事のの入入力力ややデデ

ザザイインンのの選選択択がが画画面面上上ででわわかかりりややすすくく、、生生徒徒

かからら「「ととててもも簡簡単単にに作作業業ががででききたた」」「「新新聞聞作作りり

ははおおももししろろいい」」とといいうう感感想想ががああががっったた一一方方、、

「「見見出出ししのの文文字字数数がが決決ままっってていいるるののでで、、言言葉葉

選選びびがが難難ししかかっったた」」とといいうう声声もも聞聞かかれれたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【 使使 用用 ワワ ーー クク シシ
ーートトのの一一例例】】  
  
22002233 年年 1111 月月 11 日日  
配配信信   読読売売新新聞聞ワワ
ーーククシシーートト通通信信  
「「辰辰」」カカララフフルルにに
愛愛ららししくく  
  
自自 分分 やや 周周 りり のの 人人
のの 干干 支支 にに つつ いい てて
話話ししたたりり、、干干支支にに
出出 てて くく るる 動動 物物 をを
調調 べべ たた りり すす るる 学学
習習ににつつななががっったた。。  

栄栄町町中中学学校校図図書書館館だだよよりり  

  （（22002233 年年 1122 月月 1133 日日号号））よよりり抜抜粋粋  

実実際際のの新新聞聞をを見見てて、、紙紙面面
構構 成成 をを 確確 認認 しし なな がが らら 作作
業業をを進進めめたた。。  
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（（５５））古古新新聞聞のの活活用用  

  学学校校図図書書館館ででのの新新聞聞保保存存期期間間ににつついいてて、、特特

にに定定めめははなないいがが、、本本校校でではは、、学学習習にに役役立立つつ記記

事事ををフファァイイリリンンググししたたののちち、、司司書書室室でで 11 年年間間

保保存存ししてていいるる。。廃廃棄棄すするる前前のの活活用用ににつついいててもも

考考ええたたいい。。  

①①チチーームムワワーーククのの向向上上にに「「新新聞聞タタワワーー対対決決」」  

  「「新新聞聞タタワワーー対対決決」」はは、、どどののググルルーーププがが新新

聞聞紙紙でで一一番番高高いいタタワワーーをを作作れれるるかかをを競競ううゲゲ

ーームムでで、、チチーームムワワーーククややココミミュュニニケケーーシショョンン

力力をを養養ううここととががででききるるとと言言わわれれてていいるる。。22 学学

年年のの学学年年集集会会でで行行わわれれたた「「新新聞聞タタワワーー対対決決」」

でで、、学学校校図図書書館館にに保保存存ししてていいたた 11 年年前前のの新新聞聞

（（廃廃棄棄予予定定））をを活活用用すするるここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

②②エエココババッッググ・・災災害害ググッッズズ工工作作  

 廃廃棄棄予予定定のの新新聞聞のの中中かからら、、ききれれいいなな広広告告やや

写写真真ななどど見見栄栄ええののすするる紙紙面面をを選選んんででエエココババ

ッッググをを作作成成しし、、図図書書館館内内でで作作りり方方のの本本とと共共にに

展展示示ししたた。。ままたた、、緊緊急急時時にに知知っってていいるるとと役役にに

立立つつ新新聞聞紙紙ススリリッッパパやや紙紙皿皿もも作作成成しし、、現現物物展展

示示ととししてて防防災災にに関関すするる本本とと共共にに展展示示ししたた。。  

ここれれららのの新新聞聞工工作作はは、、希希望望者者をを募募っっててワワーー

ククシショョッッププをを開開催催ししたたいいとと考考ええてていいたたがが、、今今

年年度度はは計計画画ででききずず断断念念ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

３３．．成成果果とと課課題題  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

アアンンケケーートト集集計計をを見見るるとと、、「「学学校校でで新新聞聞やや

記記事事をを読読んんだだここととががああるる」」とと回回答答ししたた生生徒徒がが

今今年年度度はは 44 割割近近くくおおりり、、ままたた、、学学校校でで新新聞聞がが

読読めめるるここととににつついいてて「「読読むむ力力ががつつくく」」とと感感じじ

てていいるる生生徒徒がが昨昨年年度度よよりり大大ききくく増増ええたた。。回回答答

者者がが同同じじででははなないいののでで一一概概にに比比較較ははででききなな

いいがが、、新新聞聞ココーーナナーーがが定定着着しし、、「「読読めめばば必必ずず解解

けけるる！！新新聞聞ククイイズズ」」ををははじじめめ掲掲示示ややココメメンントト

のの工工夫夫、、そそししてて毎毎月月のの新新聞聞レレポポーートトななどど学学習習

場場面面ででのの活活用用のの成成果果だだとと考考ええててよよいいだだろろうう。。  

ささららにに、、今今年年度度はは教教科科やや各各種種活活動動でで新新聞聞活活

用用のの場場がが広広ががりり、、生生徒徒のの学学びびににもも新新聞聞とといいうう

新新たたななアアイイテテムムがが加加わわっったた。。確確実実なな情情報報をを入入

手手すするる手手段段ととししててははももちちろろんん、、限限らられれたた字字数数

でで書書かかれれるる整整っったた文文章章ににふふれれるる機機会会かかららのの

学学びびのの蓄蓄積積をを注注視視ししてていいききたたいい。。  

最最後後にに、、NNIIEE 活活動動ににおおいいてて、、新新聞聞のの収収集集整整

理理かからら提提供供、、教教諭諭へへのの活活用用事事例例紹紹介介ななどど、、地地

道道なな取取りり組組みみででははああるるがが、、学学校校図図書書館館がが担担うう

役役割割はは大大ききいい。。今今後後もも学学校校図図書書館館とと連連携携ししたた

NNIIEE 活活動動がが展展開開さされれるるここととをを期期待待ししてていいるる。。  

校校内内「「読読書書とと図図書書館館ににつついいててののアアンンケケーートト」」  
◆◆回回答答数数：：22002222 年年度度 330022 名名  22002233 年年度度 331155 名名  

【
参
考
資
料
】 
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１１．．ははじじめめにに  

「「日日本本でで最最もも美美ししいい村村」」連連合合にに加加盟盟すするる

人人口口約約 55,,000000 人人のの標標津津町町。。ポポーー川川史史跡跡自自然然

公公園園はは、、国国指指定定史史跡跡「「伊伊茶茶仁仁カカリリカカリリウウスス

遺遺跡跡」」とと国国指指定定天天然然記記念念物物「「標標津津湿湿原原」」かか

ららななるる総総面面積積 663300ｈｈａａのの広広大大なな保保護護区区域域ででああ

りり、、歴歴史史文文化化ののスストトーーリリーー「「鮭鮭のの聖聖地地のの物物

語語～～根根室室海海峡峡１１万万年年のの道道程程～～」」はは 22002200 年年にに

文文化化庁庁主主催催のの日日本本遺遺産産にに認認定定さされれてていいるる。。  

町町内内ににはは、、認認定定ここどどもも園園２２園園・・小小学学校校２２

校校・・中中学学校校２２校校、、高高等等学学校校１１校校のの教教育育施施設設

ががああるる。。標標津津中中学学校校はは、、現現在在５５学学級級((特特別別支支

援援２２学学級級をを含含むむ))でで生生徒徒数数はは 7744 人人ででああるる。。  

町町のの教教育育にに対対すするる理理解解はは深深くく、、今今年年度度

はは、、多多様様なな性性にに対対応応すするるたためめにに、、標標準準服服をを

詰詰襟襟・・セセーーララーーかかららブブレレザザーー型型へへ変変更更。。標標

準準服服購購入入費費にに相相当当すするる額額をを入入学学祝祝金金ととししてて

支支給給ししたた。。ままたた「「ググロローーカカルル人人材材」」のの育育成成

をを目目指指ししてて修修学学旅旅行行のの行行先先をを長長野野県県・・東東京京

都都にに変変更更しし、、旅旅行行費費用用のの一一部部をを補補助助。。昨昨年年

度度かかららはは、、「「個個別別最最適適なな学学びび」」をを促促進進すするるたた

めめににＡＡＩＩ教教材材をを導導入入すするるななどど、、未未来来をを担担うう

子子どどももたたちちとと教教育育現現場場へへのの支支援援がが手手厚厚いい。。  

標標津津町町のの新新聞聞購購読読数数はは全全世世帯帯のの約約 5500%%。。  

標標津津中中学学校校のの生生徒徒でで、、新新聞聞をを購購読読ししてていいるる

家家庭庭はは約約 3300%%。。全全国国学学力力学学習習調調査査質質問問紙紙ににおお

いいててはは、、新新聞聞ををほほととんんどど、、全全くく読読ままなないい生生

徒徒のの割割合合はは下下記記のの通通りりででああるる。。  

  

実実践践指指定定１１年年目目のの 22002222 年年度度はは、、生生徒徒たたちち

がが自自らら進進んんでで新新聞聞をを読読んんででししままうう((読読ままささ

るる))環環境境づづくくりりにに取取りり組組んんだだ。。  

  ２２年年目目ととななるる 22002233 年年度度はは、、各各教教科科のの単単元元

やや 11 単単位位時時間間のの「「ねねららいい」」にに近近づづくくたためめ

にに、、深深いい思思考考をを促促すす((フファァシシリリテテーートトすするる))

ツツーールルととししてて新新聞聞をを活活用用ししたた。。そそのの一一部部をを

記記すすととととももにに「「新新聞聞好好きき」」をを自自認認すするる本本校校 33

年年生生へへののイインンタタビビュューー内内容容をを紹紹介介すするる。。  

  

２２．．実実践践のの概概要要  

((11))  新新聞聞デデーータタベベーーススをを活活用用ししたた授授業業  

①①  単単元元名名 

11 学学年年理理科科  新新ししいい科科学学 11  ((東東京京書書籍籍))  

単単元元 44  「「大大地地のの変変化化」」  

第第 33 章章「「地地層層かからら読読みみ取取るる大大地地のの変変化化」」  

  

②②  どどううししんん記記事事デデーータタベベーースス「「ままなな

bbeellll」」でで化化石石にに関関すするる記記事事をを検検索索すするる  

    

  

  

  

  

  

  
  「「ままなな bbeellll」」はは 11 アアカカウウンントトでで同同時時にに 110000

端端末末がが接接続続可可能能でであありり、、調調べべたたいいキキーーワワーー

ドドをを入入力力すするるだだけけでで、、過過去去 3355 年年分分のの記記事事をを

閲閲覧覧すするるここととががででききるる。。道道内内やや身身近近なな地地域域

のの記記事事がが多多くく、、生生徒徒たたちちがが「「自自分分事事」」ととしし

てて主主体体的的にに考考ええるるここととにに有有効効ででああるる。。  

２０２３年度 NIE 実践報告 

深い思考をファシリテートする新聞活用 

標津町立標津中学校 教諭 外川 篤司 

年度 標津中 全国平均 
3 年度 91.3% 76.7% 

4 年度 87.5% 79.0% 

55 年年度度  6688..22%%  7799..44%%  

★新聞を「ほとんど、全く読まない」中 3 の割合 
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③③  興興味味をを持持っったた記記事事をを各各自自 11 つつ選選ぶぶ  
  

  

  

  

  

  

  
  新新聞聞記記事事のの優優れれてていいるる点点のの 11 つつがが「「見見出出

しし文文」」ののわわかかりりややすすささででああるる。。検検索索結結果果一一

覧覧ににはは、、そそれれぞぞれれのの記記事事のの「「見見出出しし」」がが表表

示示さされれてておおりり、、生生徒徒たたちちににととっっててはは興興味味関関

心心にに合合っったた記記事事をを選選びびややすすいい。。  

  

  

  

  

  

  
  本本単単元元ににおおいいてて生生徒徒たたちちがが選選んんだだ「「化化

石石」」にに関関すするる記記事事はは、、国国際際的的なな出出来来事事かからら

根根室室管管内内ののここととままでで多多種種多多様様でであありり、、興興味味

関関心心のの幅幅のの広広ささとと「「個個性性」」ががううかかががええたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

④④  「「手手書書きき機機能能」」をを使使っってて、、記記事事にに

自自分分のの考考ええやや感感想想をを書書きき込込むむ  
  

  

  

  

  

  

  「「ままなな bbeellll」」ににはは簡簡単単・・便便利利なな手手書書きき機機

能能ががあありり、、考考ええたたこことと・・感感じじたたここととをを書書きき

ここんんだだりり、、タタッッチチペペンンでで手手書書きき風風ののココメメンン

トトをを入入れれたたりりすするるここととももででききるる。。ままたた、、強強

調調ししたたいい部部分分ににママーーカカーーでで色色をを付付けけるるこことと

ももででききるるたためめ、、新新聞聞記記事事をを素素材材ににししてて自自分分

のの考考ええをを主主張張すするる「「オオリリジジナナルル作作品品」」にに仕仕

上上げげるるここととがが可可能能ででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤  「「作作品品」」をを画画像像ととししてて保保存存しし、、  

ククララウウドド上上ににアアッッププししてて共共有有すするる。。  
「「オオリリジジナナルル作作品品」」はは「「ままなな bbeellll」」のの機機

能能をを使使っってて画画像像ととししてて保保存存ででききるる。。  

  

  

  

  

  
そそのの画画像像ををククララウウドド((MMiiccrroossoofftt    TTeeaammss))

にに投投稿稿すするるここととでで、、友友達達のの作作品品をを生生徒徒全全員員

がが閲閲覧覧すするるここととがが可可能能ででああるる。。  

  一一人人一一台台端端末末＋＋新新聞聞デデーータタベベーーススでで「「個個

別別最最適適なな学学びび」」とと「「協協働働的的なな学学びび」」ののハハイイ

ブブリリッッドドがが可可能能ととななりり、、深深いい思思考考ををフファァシシ

リリテテーートトででききるるとと考考ええてていいるる。。  
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((22))  特特別別支支援援学学級級ににおおけけるる新新聞聞をを活活用用

ししたた取取りり組組みみ①①  

①①ままわわしし読読みみ新新聞聞  

 「「興興味味・・関関心心」」かからら記記事事をを選選ぶぶ。。見見出出ししかからら

じじっっくくりり読読むむ。。（（集集中中力力））読読めめるる文文字字かからら探探すす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②紹紹介介すするるたためめにに切切りり取取るる  

 「「作作業業」」がが入入るるここととでで動動ききがが入入りり、、「「ワワククワワ

クク」」ししてて取取りり組組むむ。。  

 

 

 

 

 

 

 

③③選選んんだだ記記事事をを紹紹介介  

 丁丁度度よよいい緊緊張張感感のの中中、、選選んんだだ理理由由ななどど「「自自

分分のの考考ええ」」をを整整理理ししななががらら取取りり組組めめるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

④④貼貼るる  

 「「貼貼るる」」とといいうう活活動動もも動動ききががあありり、、どどここにに

貼貼るるかかななどどのの「「レレイイアアウウトト」」をを仲仲間間とと考考ええるる

ここととでで自自然然にに交交流流がが生生ままれれるる。。  

⑤⑤感感想想  

 選選んんだだ記記事事ににつついいてて、、感感想想をを伝伝ええ合合ううこことと

でで、、ささららににおお互互いいをを深深くく知知るるここととががででききるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（３３））特特別別支支援援学学級級ににおおけけるる新新聞聞をを活活

用用ししたた取取りり組組みみ②②  

①①新新聞聞ワワーーククシシーートトのの活活用用  

 生生活活単単元元学学習習やや個個別別学学習習のの導導入入ににおおいいてて、、

学学習習のの内内容容にに合合っったた新新聞聞ワワーーククシシーートトをを利利

用用ししてて問問題題解解決決ののききっっかかけけととししたた。。低低学学年年向向

けけのの内内容容をを取取りり扱扱ううここととがが多多いいがが、、記記事事をを

「「読読むむ」」、、内内容容をを「「把把握握すするる」」、、自自分分のの考考ええをを

「「アアウウトトププッットト」」すするるとといいっったた活活動動をを個個にに合合

わわせせてて学学ぶぶここととがが可可能能ででああるる。。「「自自分分のの考考ええ」」

をを仲仲間間とと交交流流すするるここととでで、、励励ままししやや驚驚ききななどど

生生徒徒のの心心ををくくすすぐぐるる 11つつのの活活動動ととななっってていいるる。。  
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３３．．成成果果とと課課題題 
地地域域やや日日本本、、世世界界のの未未来来をを創創るる人人材材ににななれれ

るるよようう、、よよりり多多くくのの子子どどももたたちちがが、、正正確確性性・・

網網羅羅性性にに優優れれたた新新聞聞にに触触れれ、、親親ししみみをを感感じじてて

ほほししいい。。今今後後のの NNIIEE のの方方向向性性をを探探るるたためめにに、、  

本本校校入入学学後後にに新新聞聞をを日日常常的的にに読読むむよよううにになな

りり「「新新聞聞好好きき」」をを自自認認すするる 33 学学年年在在籍籍のの島島田田

蒼蒼太太ささんん((1155))へへ取取材材をを行行っったた。。  

  

((11))  新新聞聞をを週週にに何何日日くくららいい読読んんででいいまますすかか。。  

平平日日はは学学校校でで毎毎日日読読んんででいいるる。。家家でではは購購読読

ししてていいなないいののでで、、週週末末はは祖祖父父母母のの家家でで読読むむ。。  

  

((22))  新新聞聞をを読読むむよよううににななっったたききっっかかけけはは。。  

中中学学校校入入学学後後にに、、廊廊下下にに新新聞聞架架けけととベベンンチチ

がが設設置置ししててあありり、、社社会会科科のの学学習習内内容容にに興興味味がが

ああっったたここととかからら、、国国内内・・海海外外ののニニュューーススをを読読

むむよよううににななっったた。。22 年年生生かかららはは新新聞聞閲閲覧覧台台がが

設設置置さされれたたりり、、新新聞聞のの種種類類がが増増ええたたりりししてて読読

むむ機機会会がが多多くくななっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  
((33))  ネネッットト記記事事とと新新聞聞記記事事のの違違いいはは??  

ネネッットトはは最最新新ののニニュューーススがが瞬瞬時時ににアアッッププ

さされれ、、動動画画やや音音声声ででもも報報道道ししててくくれれるるののででわわ

かかりりややすすいい。。新新聞聞はは記記事事のの内内容容がが様様々々でで、、読読

んんででいいるるとと他他のの記記事事もも目目にに飛飛びび込込んんででくくるる。。

そそれれままででああままりり興興味味ががななかかっったた((自自らら検検索索しし

よよううとと思思わわなないいよよううなな))内内容容のの中中ににもも、、役役にに立立

つつ情情報報がが多多くくああるるここととをを気気づづかかせせててくくれれるる

ののがが新新聞聞。。ままたた、、地地方方版版ななどどでで身身近近なな情情報報がが

たたくくささんん得得らられれるるののもも新新聞聞のの良良ささででああるる。。  

  

((44))  テテレレビビででももニニュューーススをを観観まますすかか。。  

テテレレビビででももニニュューーススをを観観るるがが、、時時間間がが決決めめ

らられれてていいるるしし、、くくわわししくく知知りりたたくくててもも次次かからら

次次へへとと流流れれてていいっっててししままううののでで、、じじっっくくりりとと

考考ええるるここととがが出出来来なないい。。そそのの点点、、新新聞聞ははいいくく

ららででもも見見返返すす、、読読みみ直直すすここととももででききてて、、ささらら

にに詳詳ししくく調調べべたたけけれればばネネッットトでで検検索索ししてて補補

ううここととももででききるる。。  

  

  

  

  

  

  

((55))  どどううししたたらら、、多多くくのの中中学学生生がが新新聞聞をを読読むむよよ

ううににななるるとと思思いいまますすかか。。  

学学校校でではは毎毎日日「「朝朝読読書書」」をを行行っってていいるるがが、、

曜曜日日をを決決めめてて「「朝朝新新聞聞」」ににすするるととよよいいとと思思うう。。

今今はは新新聞聞ををココピピーーししてて配配るるししかかなないいののかかもも

ししれれなないいがが、、別別海海町町ののよよううにに時時々々新新聞聞がが生生徒徒

全全員員にに配配らられれるるとと、、そそれれぞぞれれのの興興味味にに合合わわせせ

てて「「朝朝新新聞聞」」がが出出来来るるよよううににななるる。。役役にに立立つつ、、

おおももししろろいいとと感感じじるるききっっかかけけががああれればば、、ももっっ

とと多多くくのの人人がが新新聞聞をを読読むむよよううににななるるののでではは

なないいかか。。  

  

((66))  最最後後にに、、新新聞聞のの良良ささやや魅魅力力ははどどんんななととこころろ

でですすかか。。  

記記者者ささんんにによよっってて書書きき方方にに個個性性ががああるる。。書書

くく人人のの「「思思いい」」やや「「大大切切ににししてていいるるこことと」」がが

文文ににはは表表れれるるののががおおももししろろいい。。僕僕はは社社会会科科のの

学学習習にに興興味味ががああるる

ののでで、、全全国国各各地地のの

出出来来事事やや世世界界でで起起

ここっってていいるるここととをを

知知るるここととががででききるる

新新聞聞がが大大好好ききででああ

るる。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、今今年年度度実実践践指指定定校校ととししてて２２年年目目のの認認定定をを

受受けけ、、全全校校でで NNIIEE活活動動にに取取りり組組んんででききたた。。昨昨年年度度はは

北北海海道道新新聞聞社社にによよるる出出前前授授業業をを活活用用ししななががらら実実践践

をを重重ねねたたままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動ににおおいいてて、、本本校校でで身身

にに付付けけささせせたたいい資資質質・・能能力力のの育育成成ををめめざざすすここととががでで

ききるるここととをを実実感感すするるここととががででききたたここととがが成成果果ででああ

っったた。。  

一一方方でで、、教教育育課課程程へへのの位位置置づづけけがが課課題題ととししてて残残りり、、

本本校校ででめめざざすす資資質質・・能能力力やや、、学学習習のの基基盤盤ととななるる「「情情

報報活活用用能能力力」」のの育育成成をを目目指指ししたたカカリリキキュュララムム開開発発のの

必必要要性性をを感感じじてていいたた。。  

そそのの課課題題解解決決へへ向向けけてて昨昨年年度度末末よよりり検検討討をを始始めめたた

ととこころろかからら、、２２年年目目のの実実践践ががススタターートトししたた。。例例年年同同

様様にに NNIIEE環環境境のの整整備備ににもも取取りり組組んんだだがが、、本本実実践践報報告告

でではは主主にに教教育育課課程程にに位位置置づづけけたた NNIIEE活活動動のの実実践践をを紹紹

介介すするる。。  

 

２２..実実践践のの内内容容  

全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査等等のの各各種種調調査査結結果果かからら、、

学学習習のの基基盤盤ととななるる資資質質・・能能力力のの育育成成がが数数年年ににわわたたるる

本本校校のの課課題題ででああるるとと考考ええらられれるる。。ここのの課課題題のの解解決決へへ

向向けけてて、、令令和和２２年年度度ににはは「「問問題題発発見見・・解解決決能能力力」」のの

育育成成ををめめざざししてて、、各各教教科科等等でで身身にに付付けけたた力力がが総総合合的的

なな学学習習のの時時間間ににおおいいてて活活用用さされれるるよようう、、単単元元一一覧覧表表

をを用用いいてて資資質質・・能能力力ののつつななががりりをを整整理理しし、、授授業業改改善善

をを行行っったた。。ままたた、、令令和和３３年年度度はは国国語語科科をを中中心心ととししなな

ががらら全全ててのの教教科科等等ににおおけけるる言言語語活活動動のの充充実実をを図図りり、、

「「言言語語活活用用能能力力」」のの育育成成をを目目指指ししたた。。今今年年度度はは、、「「情情

報報活活用用能能力力」」のの育育成成とと、、教教育育課課程程へへのの位位置置づづけけがが課課

題題ででああっったた NNIIEE活活動動ととをを関関連連付付けけ、、総総合合的的なな学学習習のの

 

 

別別海海町町でで推推進進すするる「「ふふるるささととキキャャリリアア教教育育」」にに取取

りり組組むむににああたたりり、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間をを核核ととししたたカカ

リリキキュュララムムママネネジジメメンントトのの必必要要性性をを感感じじてていいたた。。そそ

ここでで、、昨昨年年度度末末にに総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの見見直直ししをを行行

いい、、「「ふふるるささとと学学習習」」とと「「キキャャリリアア学学習習」」をを軸軸ととししてて

全全体体計計画画をを整整備備ししたた。。本本単単元元ははそそのの学学びびのの下下支支ええとと

ななるる情情報報活活用用能能力力のの育育成成をを目目指指ししたたももののででああるる。。  

 

（（１１））単単元元のの概概要要  

総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの目目標標  

探探求求的的なな見見方方・・考考ええ方方をを働働かかせせ、、自自分分のの生生活活とと地地

域域やや社社会会のの人人・・もものの・・ここととととのの関関わわりりににつついいてて横横断断

的的・・総総合合的的なな学学習習をを行行ううここととをを通通ししてて、、目目的的やや根根拠拠

をを明明確確ににししななががらら課課題題をを解解決決しし、、自自己己のの生生きき方方をを

考考ええてていいくくここととががででききるるよよううににすするるたためめにに、、以以下下

のの資資質質・・能能力力をを育育成成すするる。。  

（（１１））自自分分のの生生活活とと地地域域やや社社会会のの人人・・もものの・・ここととにに

関関わわるる探探求求的的なな学学習習のの過過程程ににおおいいてて、、課課題題のの

解解決決にに必必要要なな知知識識及及びび技技能能をを身身にに着着けけらられれるる

よよううににすするるととととももにに、、地地域域のの特特徴徴やや良良ささにに気気

づづきき、、問問題題解解決決にに向向けけてて取取りり組組むむ人人々々のの努努力力

やや工工夫夫にによよりり支支ええらられれてていいるるこことと気気づづくく。。  

（（２２））自自分分のの生生活活とと地地域域やや社社会会のの人人・・もものの・・ここととのの

中中かからら問問いいをを見見いいだだしし、、そそのの解解決決へへ向向けけてて仮仮

説説をを立立ててたたりり、、調調査査ししてて得得たた情情報報をを基基にに考考ええ

たたりりすするる力力をを身身にに着着けけるるととととももにに、、考考ええたたここ

ととをを、、根根拠拠をを明明ららかかににししててままととめめ、、表表現現すするる

力力をを身身にに付付けけるる。。  

（（３３））自自分分のの生生活活とと地地域域やや社社会会のの人人・・もものの・・ここととにに

関関わわるる探探求求的的なな学学習習にに主主体体的的・・協協働働的的にに取取りり

組組むむととととももにに、、互互いいののよよささをを生生かかししななががらら、、

地地域域にに対対すするる愛愛着着をを深深めめ、、持持続続可可能能なな社社会会をを

実実現現すするるたためめのの行行動動のの仕仕方方をを考考ええ、、自自らら社社会会

にに参参画画ししよよううととすするる態態度度をを育育成成すするる。。  

  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

教教育育課課程程にに位位置置付付けけたたＮＮＩＩＥＥのの実実践践をを通通ししてて  

～～ココンンピピテテンンシシーーベベーーススにに基基づづいいたた NNIIEEののカカリリキキュュララムム開開発発～～  

                    別別海海町町立立上上西西春春別別中中学学校校  主主幹幹教教諭諭  早早瀬瀬  香香織織  
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探探究究  

課課題題  

情情報報化化のの進進展展ととそそれれにに伴伴うう日日常常生生活活やや消消

費費行行動動のの変変化化（（情情報報））  

学学習習  

事事項項  

目目的的にに応応じじたた責責任任ああるる情情報報のの選選択択とと発発信信  

単単元元名名  特特集集○○○○新新聞聞！！  

単単元元のの  

目目標標  

特特集集新新聞聞のの作作成成をを行行ううここととをを通通ししてて、、情情

報報のの収収集集やや選選択択・・活活用用・・発発信信のの方方法法やや自自

分分達達のの生生活活とと地地域域やや社社会会がが情情報報をを通通ししてて

相相互互ににつつななががっってていいるるここととをを理理解解すするるとと  

ととももにに、、目目的的にに応応じじたた効効果果的的なな伝伝ええ方方にに

つついいてて考考ええ、、日日常常生生活活ににおおけけるる情情報報のの選選

択択やや発発信信のの仕仕方方ににつついいてて考考ええ行行動動ででききるる

よよううににすするる。。  

観観点点別別評評価価規規準準  

知知識識・・

技技能能  

①①新新聞聞のの役役割割やや特特徴徴をを踏踏ままええてて、、目目的的にに

合合っったた情情報報のの収収集集やや活活用用のの方方法法ににつついい

てて理理解解ししてて、、適適切切ににででききるる。。  

②②新新聞聞やや新新聞聞のの作作成成をを通通ししてて、、自自分分達達のの

生生活活とと地地域域やや社社会会ととのの関関連連にに気気づづきき、、

責責任任ああるる情情報報のの選選択択やや発発信信のの必必要要性性にに

つついいてて理理解解ししてていいるる。。  

思思考考・・

判判断断・・  

表表現現  

①①地地域域住住民民のの希希望望をを叶叶ええるるたためめのの課課題題設設

定定しし、、見見通通ししをを持持っってて計計画画ししてていいるる。。  

②②目目的的にに合合わわせせてて記記事事やや情情報報をを収収集集ししてて

いいるる。。  

③③収収集集ししたた記記事事やや情情報報をを比比較較ししたたりり、、分分

類類ししたたりりししてて、、目目的的にに合合っったた記記事事やや紙紙

面面のの構構成成ににつついいてて考考ええてていいるる。。  

④④目目的的にに合合わわせせてて記記事事のの書書きき方方やや構構成成をを

工工夫夫しし、、特特集集新新聞聞ににままととめめてていいるる。。  

⑤⑤日日常常生生活活ににおおけけるる情情報報のの選選択択やや発発信信のの

仕仕方方ににつついいてて、、ここれれかかららのの情情報報ととのの関関

わわりり方方ににつついいてて考考ええたたここととをを表表現現ししてて

いいるる。。  

主主体体的的

にに学学習習

にに取取りり

①①課課題題解解決決へへ向向けけてて、、新新聞聞のの役役割割やや特特徴徴

をを活活かかししてて目目的的にに合合わわせせたた特特集集新新聞聞のの

作作成成にに取取りり組組ももううととししてていいるる。。  

組組むむ  

態態度度  

②②課課題題解解決決へへ向向けけてて、、自自他他のの考考ええをを生生かか  

ししななががらら協協力力ししてて取取りり組組ももううととししてていい

るる。。  

③③情情報報のの選選択択やや発発信信のの仕仕方方ににつついいてて振振りり

返返っってて、、自自分分のの生生活活のの中中ででのの情情報報ととのの

責責任任ああるる関関わわりり方方ににつついいてて考考ええてていい

るる。。  

本本質質的的

なな問問いい  

届届けけたたいい情情報報をを届届けけたたいい相相手手にに伝伝ええるる  

たためめにに大大切切ななここととはは何何だだろろうう。。  

永永続続的的

理理解解  

情情報報のの収収集集・・選選択択・・活活用用のの仕仕方方やや用用いいるる媒媒

体体・・表表現現のの仕仕方方にに関関すするる知知識識・・技技能能をを身身にに

付付けけるるここととでで、、目目的的にに応応じじたた情情報報のの発発信信

がが適適切切ににででききるるだだろろうう。。  

  

  今今年年度度はは本本単単元元のの実実施施１１年年目目でであありり、、全全学学年年共共通通

のの内内容容でで学学ぶぶここととととししたた。。  

時時  学学習習過過程程  学学習習内内容容  

１１  課課題題設設定定  

情情報報収収集集  

整整理理分分析析  

オオリリエエンンテテーーシショョンン、、課課題題設設定定  

新新聞聞のの価価値値、、特特徴徴、、構構成成やや読読みみ方方  

（（出出前前講講座座））  

22  新新聞聞のの構構成成調調査査、、記記事事のの書書きき方方  

（（出出前前講講座座））  

33  

整整理理・・分分

析析  

ままととめめ・・表表現現  

ままわわしし読読みみ新新聞聞のの作作成成  

44  
課課題題設設定定  

信信頼頼さされれるる紙紙面面づづくくりり  

（（出出前前講講座座））  

55  企企画画会会議議①①  

66  情情報報収収集集  記記事事材材料料集集めめ  

77  整整理理分分析析  企企画画会会議議②②  

88  

ままととめめ・・表表現現  

特特集集新新聞聞作作成成①①  

99  特特集集新新聞聞作作成成②②  

1100  特特集集新新聞聞作作成成③③  

1111  特特集集新新聞聞作作成成④④  

1122  発発表表・・振振りり返返りり  
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（（２２））小小単単元元１１    

第第１１時時はは、、単単元元のの学学習習ののオオリリエエンンテテーーシショョンン及及びび

新新聞聞ととのの出出会会いいのの時時間間ととししたた。。別別海海町町でではは令令和和２２年年

度度よよりり「「別別海海町町新新聞聞のの日日」」がが設設定定さされれ、、毎毎月月１１回回全全

校校生生徒徒へへ北北海海道道新新聞聞がが配配布布さされれてていいるる。。本本校校ででもも、、

NNIIEE タタイイムムとと称称ししてて新新聞聞にに親親ししむむ活活動動かからら新新聞聞ススクク

ララッッププ、、そそししてて昨昨年年度度ののままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動ななどど、、

段段階階をを踏踏みみななががらら実実践践をを継継続続ししててききたた。。例例年年、、年年度度

初初めめのの新新聞聞配配布布日日にに合合わわせせてて、、各各学学級級でで新新聞聞のの価価値値

やや新新聞聞をを読読むむここととのの意意義義、、NNIIEE タタイイムムのの内内容容等等ににつつ

いいててオオリリエエンンテテーーシショョンンをを行行っってていいるるがが、、今今年年度度はは

新新聞聞のの構構成成やや読読みみ方方のの基基本本をを学学ぶぶここととをを通通ししてて、、新新

聞聞のの特特徴徴ににつついいてて知知りり、、NNIIEE のの取取りり組組みみにに向向けけてて意意

欲欲をを持持つつここととををねねららいいととししてて、、北北海海道道新新聞聞社社のの出出前前

講講座座「「新新聞聞  読読めめばばここんんななににおおももししろろいい」」をを活活用用すす

るるここととととししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講講座座でではは、、初初めめにに新新聞聞のの構構成成をを学学んんだだ後後、、新新聞聞全全

体体にに目目をを通通ししてて、、気気ににななるる記記事事ををじじっっくくりりとと読読んんだだ。。    

 

 

 

 

 

 

 

  

 前前年年度度、、新新聞聞をを読読むむ際際にに「「選選んんだだ記記事事ののポポイインントト

ととななるる部部分分にに線線をを引引いいてて要要点点ををつつかかむむ。。」」ここととをを積積

みみ重重ねねててききたた２２年年生生のの生生徒徒たたちちはは、、自自分分のの選選んんだだ記記

事事にに線線をを引引ききななががらら、、要要点点をを捉捉ええたたりり、、自自分分のの経経験験

やや考考ええとと結結びび付付けけたたりりししてて読読むむ姿姿がが見見らられれたた。。  

  個個人人ででじじっっくくりりとと新新聞聞をを読読んんだだ後後はは、、ググルルーーププでで

選選んんだだ記記事事をを紹紹介介しし合合っったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここのの講講座座をを通通ししてて、、生生徒徒はは「「いいろろいいろろなな見見出出ししをを

見見てて、、何何ががどどううななっったたののかかをを見見出出ししとと最最初初のの一一文文でで

分分かかるるののでで、、新新聞聞ははすすごごいいななとと思思っったた。。」」「「いいろろいいろろ

なな記記事事をを読読みみ取取れれるるよよううににななりりたたいい。。」」とと新新聞聞にに関関

心心をを持持つつここととががででききたた。。ままたた、、記記事事をを紹紹介介しし合合うう活活

動動ででもも、、「「他他のの人人ののププレレゼゼンンをを聞聞いいてて、、同同じじ記記事事ででもも

考考ええ方方がが違違ううここととがが分分かかっってて、、ととててもも楽楽ししかかっったた。。」」  

「「そそのの記記事事のの感感想想をを書書いいてて、、ささららにに記記事事のの内内容容をを理理

解解ししややすすくくてて、、ととててもも楽楽ししくく、、勉勉強強ににななっったた。。」」「「交交

流流すするるここととでで新新たたなな情情報報をを共共有有ででききてて良良かかっったた。。伝伝

ええたたいい内内容容をを一一番番にに話話せせるるよよううにに心心ががけけたたいい。。」」とと、、

新新聞聞をを通通ししてて、、自自分分のの考考ええをを広広げげたたりり、、深深めめたたりりすす

るるここととががででききたたよよううででああっったた。。  

  第第２２時時もも、、新新聞聞のの構構成成やや記記事事のの書書きき方方ににつついいてて体体

験験的的にに理理解解すするるここととをを目目的的ととししてて、、北北海海道道新新聞聞社社のの

出出前前講講座座「「『『ままわわしし読読みみ新新聞聞』』をを楽楽ししももうう」」をを活活用用しし

たた。。１１年年生生ににととっっててはは初初めめててののままわわしし読読みみ新新聞聞ででああ

るる。。講講師師のの方方かからら作作成成のの仕仕方方をを教教ええてていいたただだくくだだけけ

ででななくく、、同同じじ会会場場でで昨昨年年度度のの経経験験をを生生かかししてて取取りり組組

んんででいいるる２２，，３３年年生生のの姿姿やや昨昨年年度度のの作作品品をを参参考考ににしし

ななががらら、、徐徐々々にに手手順順をを理理解解ししてていいっったた。。  

  どどのの班班ででもも、、記記事事のの配配置置やや自自分分達達のの新新聞聞のの特特徴徴をを

表表すすたためめののタタイイトトルルををどどううすするるかか、、どどんんななココメメンントト

をを記記入入すするるとと良良いいかかななどど、、各各ググルルーーププでで相相談談しし合合いい

ななががらら活活動動すするる様様子子がが見見らられれたた。。  
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講講師師ででああるる北北海海道道新新聞聞社社のの方方々々かかららはは、、生生徒徒がが複複

数数のの記記事事ののつつななががりりをを理理解解ししてて読読むむ様様子子やや、、記記事事とと

自自分分のの生生活活をを結結びび付付けけてて読読むむ姿姿をを褒褒めめてていいたただだいい

たた。。  

出出前前講講座座後後にに行行っったた第第３３時時はは、、各各学学級級ででままわわしし読読

みみ新新聞聞にに取取りり組組んんだだ。。どどのの学学級級ででもも、、協協働働的的ににままわわ

しし読読みみ新新聞聞のの作作成成にに取取りり組組みみ、、自自分分のの考考ええやや思思いいをを

表表現現すするる姿姿がが見見らられれたた。。  

  

（（２２））小小単単元元２２  

第第４４時時かかららはは信信頼頼さされれるる紙紙面面づづくくりりににつついいてて学学びび、、

実実際際にに新新聞聞をを作作成成すするる。。ここれれままでではは読読者者のの視視点点でで新新

聞聞をを捉捉ええててききたたがが、、今今後後はは新新聞聞記記者者のの視視点点をを持持っってて

捉捉ええるるここととががででききるるよようう、、北北海海道道新新聞聞社社のの出出前前講講座座

「「新新聞聞記記者者のの仕仕事事」」をを活活用用すするるここととととししたた。。ここれれまま

ででのの２２回回のの出出前前講講座座もも含含めめてて、、本本単単元元のの学学習習ののねねらら

いいにに合合わわせせてて、、講講座座のの内内容容ににつついいてて要要望望ををささせせてていい

たただだいいたた。。ここのの講講座座ににつついいててもも、、「「情情報報のの選選択択やや発発信信

のの必必要要性性ににつついいてて理理解解しし、、自自分分のの生生活活のの中中でで情情報報とと

のの責責任任ああるる関関わわりり方方ににつついいてて考考ええるる」」ここととををねねららいい

ととししてて学学習習活活動動をを検検討討ししたた。。現現役役のの記記者者ささんんかからら学学

ぶぶここのの出出前前講講座座はは、、生生徒徒自自身身がが新新聞聞をを作作成成すするる際際にに、、

必必要要なな情情報報をを収収集集・・選選択択しし、、責責任任ああるる発発信信ががででききるる

よよううににすするるたためめにに①①取取材材のの仕仕方方②②記記事事のの書書きき方方のの

２２つつのの内内容容でで実実施施すするるここととととししたた。。  

  ままずずはは、、取取材材ををすするる前前のの準準備備ややイインンタタビビュューーのの仕仕

方方をを学学びび、、実実際際ににイインンタタビビュューーをを体体験験ししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

体体験験はは代代表表生生徒徒ととししたたがが、、他他のの生生徒徒もも同同じじよよううにに

取取材材メメモモをを取取りりななががらら聞聞いいたた。。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情情報報をを聞聞きき出出すすここととやや、、正正確確にに記記録録すするるここととはは非非

常常にに難難ししいい作作業業ででああっったた。。イインンタタビビュューー後後はは取取材材メメ

モモをを互互いいにに交交流流ししたたがが、、「「聞聞きき取取れれななかかっったた」」「「全全然然

87



メメモモででききななかかっったた・・・・・・」」とと感感想想をを漏漏ららすす生生徒徒がが大大

半半ででああっったた。。そそのの様様子子をを見見たた講講師師かからら、、ああららかかじじめめ、、

記記事事にに必必要要なな情情報報をを整整理理ししてておおくくここととのの大大切切ささをを

教教ええてていいたただだいいたた。。  

続続いいてて、、そそのの情情報報をを基基にに読読みみ手手をを意意識識ししたた記記事事をを

書書くくたためめのの方方法法やや、、見見出出ししのの書書きき方方をを学学んんだだ。。そそのの

後後取取材材メメモモをを基基ににししてて見見出出ししづづくくりりにに挑挑戦戦ししたたがが、、

生生徒徒たたちちはは、、記記事事のの内内容容をを端端的的にに表表現現すするるここととやや、、

読読みみ手手にに関関心心をを持持たたせせるるたためめのの表表現現のの工工夫夫にに苦苦労労

ししてていいたた。。  

講講座座後後のの生生徒徒のの振振りり返返りりはは次次のの通通りりででああるる。。  

「「読読者者にに読読んんででももららううたためめのの見見出出ししををどどうう書書くくかか

のの工工夫夫やや、、５５WW11HH でで新新聞聞はは書書かかれれてていいてて、、取取材材すするる

時時ははどどののよよううにに深深くく聞聞くくかかななどど、、新新聞聞をを作作るるううええでで

大大事事ななここととがが今今回回のの授授業業でで分分かかっったた。。」」  

「「新新聞聞のの記記事事のの内内容容にに合合っったた見見出出ししやや、、一一番番大大切切

ななここととをを全全面面にに書書きき出出すすここととでで、、読読者者ににどどののよよううなな

情情報報をを得得てて欲欲ししいいかかをを考考ええてて、、記記事事をを書書くくここととがが大大

切切だだとと思思っったた。。」」  

「「新新聞聞がが情情報報入入手手のの手手段段ととししててととててもも信信頼頼さされれてて

いいるる理理由由がが分分かかっったた。。」」「「新新聞聞をを作作るるたためめにに必必要要ななのの

はは、、５５WW11HHとと分分かかっったた。。実実際際にに５５WW11HHのの順順番番でで記記事事をを

見見ててみみたたらら、、確確かかににここのの方方がが内内容容ががわわかかりりややすすいいとと

思思っったた。。」」  

ここのの時時間間をを通通ししてて、、記記者者のの目目線線でで新新聞聞をを捉捉ええるるここ

ととががででききたたよよううででああっったた。。  

  第第５５時時以以降降はは、、各各学学級級でで新新聞聞作作成成にに取取りり組組むむ。。作作

成成ににああたたっっててはは、、デデジジタタルル新新聞聞をを作作成成ででききるるククララウウ

ドド型型アアププリリ「「ここととままどどアアププリリ」」をを使使用用すするる。。総総合合的的

なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる他他のの単単元元ででののままととめめ・・表表現現のの

方方法法ととししてて新新聞聞をを作作成成ししたたりり、、生生徒徒個個人人ががテテーーママをを

持持っってて新新聞聞をを作作成成ししたたりりすするるななどど学学級級のの裁裁量量でで活活

動動をを進進めめたた。。  

別別海海町町新新聞聞のの日日にに配配布布さされれるる北北海海道道新新聞聞はは、、２２カカ

月月にに１１回回程程度度学学級級ごごととににままわわしし読読みみ新新聞聞でで活活用用すす

るる他他、、新新聞聞をを読読んんでで気気ににななるる記記事事ををススククララッッププすするる

活活動動もも行行っってておおりり、、そそのの記記事事をを活活用用ししたた新新聞聞作作成成にに

取取りり組組んんだだ学学級級ももああっったた。。ここのの学学級級はは他他ににもも、、道道新新

記記事事デデーータタベベーースス「「ままなな bbeellll」」をを活活用用ししてて新新聞聞作作成成

をを進進めめたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

①①  新新聞聞ととキキャャリリアア教教育育  

ままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動でではは、、好好ききななここととにに関関すす

るる記記事事をを選選びび、、他他者者にに何何ととかか伝伝ええよよううとと熱熱くく語語るる

生生徒徒のの姿姿ががああっったた。。そそののよよううなな姿姿かからら、、新新聞聞をを読読

んんでで自自分分ががどどんんななここととにに関関心心ががあありり、、どどんんなな風風にに

感感じじるるののかかにに気気づづくくここととがが、、自自分分自自身身のの生生きき方方にに

関関わわっってていいっったたりり、、他他者者とと交交流流すするるここととももままたた自自

己己理理解解ににつつななががるるののででははなないいかかとと感感じじてていいるる。。新新

聞聞をを読読むむここととはは、、自自分分をを発発見見すするるここととででももああるるのの

ででははなないいだだろろううかか。。ままささににここれれははキキャャリリアア教教育育にに

おおけけるる自自己己理理解解ににつつななががるるももののとと考考ええるる。。  

本本単単元元のの学学習習ととはは別別のの時時間間ででははああるるがが、、今今年年度度

はは２２度度、、保保護護者者とと一一緒緒ににままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動にに

取取りり組組んんだだ。。生生徒徒はは自自分分達達だだけけでで取取りり組組むむ活活動動とと

比比べべ、、多多様様なな視視点点ににふふれれるるここととががでできき、、新新鮮鮮味味やや

楽楽ししささをを感感じじたたよよううででああるる。。参参加加ししたた保保護護者者ももまま

たた、、新新聞聞にに関関心心をを持持つつききっっかかけけととななっったたりり、、同同じじ

記記事事をを選選んんででもも考考ええ方方がが違違ううここととのの面面白白ささにに気気づづ

いいたたりりししたたとと感感想想をを述述べべてていいたた。。キキャャリリアア教教育育にに

おおけけるる基基礎礎的的・・汎汎用用的的能能力力のの育育成成ににおおいいてて、、ままわわ

しし読読みみ新新聞聞のの活活動動もも効効果果的的ででああるるとと考考ええるる。。  

  新新聞聞のの中中にに見見つつけけたた遠遠くく離離れれたた国国やや地地域域のの記記事事

とと、、自自分分のの住住むむふふるるささととととをを比比較較ししたたりり、、関関連連付付

けけたたりりししてて考考ええるるここととやや、、ググロローーババルルなな視視点点をを持持

っっててふふるるささととをを見見つつめめ直直すすここととはは、、別別海海町町がが推推進進
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すするる「「ふふるるささととキキャャリリアア教教育育」」ににつつななががるるももののでで

ああるる。。  

「「新新聞聞ににはは世世界界がが広広ががっってていいるる。。」」昨昨年年度度のの生生徒徒

のの言言葉葉ででああるるがが、、生生徒徒のの学学びびのの姿姿がが、、「「ふふるるささととキキ

ャャリリアア教教育育」」ににおおけけるる新新聞聞のの価価値値をを教教ええててくくれれたた。。  

  

 

②②  教教育育課課程程へへのの位位置置づづけけ  

総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの単単元元ととししてて、、新新聞聞をを教教材材

ととししたた探探究究的的なな学学習習をを構構想想ししてて NNIIEE活活動動をを行行っったた

ここととにによよりり、、資資質質・・能能力力のの育育成成ののたためめのの NNIIEE活活動動

とといいうう意意識識をを持持つつここととががででききたた。。ままわわしし読読みみ新新聞聞

ややススククララッッププななどどのの活活動動はは、、ととももすすれればばそそのの活活動動

がが目目的的ととななりり、、いいわわゆゆるる「「ココンンテテンンツツ」」ととししてて捉捉

ええががちちででああろろううがが、、資資質質・・能能力力のの育育成成ののたためめとといい

うう「「ココンンピピテテンンシシーーベベーースス」」のの考考ええ方方にに立立っったた活活

用用のの大大切切ささをを感感じじてていいるる。。ココンンピピテテンンシシーーかからら本本

単単元元のの生生徒徒のの学学びびをを見見つつめめるるとと、、ねねららいいはは概概ねね達達

成成さされれたたとと判判断断ししたた。。  

ままたた、、本本単単元元はは「「情情報報活活用用能能力力」」ととのの関関連連やや、、

国国語語科科のの指指導導事事項項ととのの関関連連もも図図っってて構構想想ししたたとと共共

にに、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの他他のの単単元元ととのの関関連連もも図図

っったた教教科科内内横横断断的的なな位位置置づづけけででああるる。。併併せせてて、、本本

単単元元でで身身にに付付いいたた資資質質・・能能力力がが教教科科等等をを横横断断ししてて

相相互互にに働働くくこことともも期期待待ししてて構構想想ししたた。。本本単単元元のの改改

善善のの必必要要性性ははああるるもものののの（（課課題題でで述述べべるるここととととすす

るる））、、授授業業者者ががそそのの関関連連をを図図りりななががらら、、カカリリキキュュララ

ムムママネネジジメメンントトをを行行っってていいくくここととでで、、資資質質・・能能力力

のの育育成成ををめめざざししてていいくくここととががででききるるののででははなないいだだ

ろろううかか。。  

（２）課題 

 総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの単単元元ととししてて NNIIEE活活動動をを実実践践

ししたたがが、、３３かか年年のの系系統統性性をを持持たたせせたた単単元元へへとと改改善善すす

るる必必要要ががああるる。。加加ええてて、、令令和和８８年年度度かからら小小中中一一貫貫校校

ととななるる本本校校でではは、、小小学学校校ととのの系系統統性性もも必必要要ででああるる。。

現現在在校校内内教教育育課課程程検検討討委委員員会会ににおおいいてて、、見見直直ししをを進進

めめてていいるるととこころろででああるる。。  

ままたた、、単単元元ののゴゴーールルととししてて設設定定ししたた新新聞聞作作成成はは果果

たたししてて資資質質・・能能力力のの育育成成ににああたたりり、、効効果果的的ででああっったた

だだろろううかか？？本本単単元元のの目目標標をを新新聞聞作作成成をを通通ししてて達達成成

ででききたたかかどどううかかはは、、検検証証すするる必必要要ががああるる。。併併せせてて、、

新新聞聞作作成成アアププリリ使使用用のの際際のの操操作作場場面面ででのの職職員員のの負負

担担もも課課題題ととししてて考考ええらられれるるがが、、ここれれはは北北海海道道新新聞聞社社

のの新新機機能能をを利利用用すするるここととでで軽軽減減ででききそそううででああるる。。  

  今今年年度度はは学学級級裁裁量量のの時時間間ままでではは、、担担当当がが中中心心ととなな

りり学学習習をを進進めめたたがが、、各各学学年年がが組組織織的的にに本本単単元元をを実実践践

すするる体体制制をを整整ええるる必必要要ががああるる。。そそのの際際、、成成果果でで述述べべ

たたよよううなな、、ココンンピピテテンンシシーーベベーーススのの探探究究的的なな学学習習とと

ななるるここととがが肝肝要要だだとと考考ええるる。。  

 

５．おわりに 

 本本単単元元のの実実施施ににああたたりり、、北北海海道道新新聞聞社社のの出出前前講講座座

をを３３度度活活用用ささせせてていいたただだいいたた。。どどのの講講座座ににおおいいててもも、、

本本単単元元ののねねららいいにに合合わわせせてて、、講講座座のの内内容容をを柔柔軟軟にに変変

更更ししててくくだだささっったたとと共共にに、、何何度度もも打打ちち合合わわせせををささせせ

てていいたただだいいたたここととでで、、ねねららいいがが達達成成ででききたたここととにに感感

謝謝申申しし上上げげるる。。  

今今年年度度ももままたた、、NNIIEE 活活動動とと本本校校ででめめざざすす資資質質・・能能

力力のの育育成成ととのの関関連連をを十十分分にに感感じじるるここととががででききたた。。新新

聞聞のの教教育育的的効効果果をを十十分分にに活活用用ししななががらら、、今今後後はは持持続続

可可能能なな取取りり組組みみととししててののカカリリキキュュララムム開開発発ををししてて

いいくくここととがが重重要要ででああるる。。ままたた、、NNIIEE のの実実践践にに迷迷っったた

時時ににはは、、「「何何ののたためめにに」」取取りり組組むむののかかにに立立ちち戻戻るるこことと

がが必必要要ででああるる。。そそここににはは、、「「子子どどももたたちちににどどんんなな力力をを

つつけけささせせたたいいかか」」とといいううめめざざすすココンンピピテテンンシシーーがが必必

ずずああるるののだだかからら。。    
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１１．．ははじじめめにに  

 幕幕別別町町でではは、、「「ふふるるささととにに誇誇りりををももつつ子子どど

ももをを育育むむ幕幕別別のの一一貫貫教教育育」」をを目目指指しし、、令令和和元元

年年度度よよりり町町内内のの中中学学校校区区内内ににああるる小小学学校校とと

中中学学校校をを１１つつのの学学園園ととししてて、、５５つつのの学学園園をを設設

置置ししたた。。  

忠忠類類中中学学校校のの校校区区内内ににはは忠忠類類小小学学校校がが１１

校校ののみみでで、、本本校校をを含含むむ““ちちゅゅううるるいい学学園園””はは、、

小小学学校校１１校校、、中中学学校校１１校校型型のの小小中中一一貫貫教教育育をを

行行っってていいるる。。  

忠忠類類中中学学校校でではは、、令令和和３３年年度度かからら幕幕別別町町教教

育育目目標標のの「「郷郷土土をを愛愛しし、、自自らら学学びび、、心心豊豊かかにに

生生ききるる人人」」のの実実現現にに向向けけてて、、総総合合的的なな学学習習のの

時時間間のの目目標標をを「「ふふるるささととののよよささをを知知りり、、持持続続

可可能能なな忠忠類類のの未未来来にに向向けけたた課課題題をを解解決決しし、、自自

己己のの生生きき方方をを考考ええるるここととががででききるる。。」」とと設設定定

ししたた。。ままたた、、令令和和５５年年度度かかららはは学学園園目目標標をを「「新新

ししいい  つつななががりり」」ととしし、、「「地地域域ととととももににああるる学学

校校づづくくりり」」をを推推進進ししててききたた。。  

  
２２．．生生徒徒のの様様子子  

  本本校校はは、、全全校校生生徒徒３３２２名名のの小小規規模模校校ででああるる。。

前前述述ののととおおりり小小学学校校かからら同同じじ顔顔ぶぶれれでで過過ごご

ししてていいるるたためめ学学年年のの壁壁ががななくく、、非非常常ににアアッットト

ホホーームムなな雰雰囲囲気気ででああるる。。  

  本本校校でではは昨昨年年度度かからら主主にに総総合合的的なな学学習習のの

時時間間をを中中心心にに NNIIEEのの実実践践にに取取りり組組んんででいいるるがが、、

生生徒徒のの新新聞聞へへのの興興味味・・関関心心ははどどううもも薄薄いいよようう

にに感感じじたた。。新新聞聞記記事事をを読読まませせててもも、、どどここかからら

どどここままででががそそのの内内容容ななののかかわわかかららなないい生生徒徒

もも  

  
  
  
ももいいたたほほどどででああるる。。  

  そそここでで、、全全校校生生徒徒をを対対象象ににいいつつくくかかアアンンケケ

ーートトををととっっててみみたた。。  

  
  

  
  
  
  
  
  

  
本本校校はは生生徒徒数数がが少少ななくく、、一一概概ににはは言言ええなないい

面面ももああるるがが、、自自宅宅でで新新聞聞ををととっってていいるる生生徒徒はは
約約８８割割とと高高めめででああるる。。一一方方、、新新聞聞ををととっってていいるる
生生徒徒にに普普段段かからら新新聞聞をを読読むむかか聞聞いいたたととこころろ、、
約約６６割割ににととどどままっったた。。ままたた、、読読むむとと答答ええたた生生徒徒
もも「「テテレレビビ欄欄ののみみ」」「「自自分分のの好好ききななススポポーーツツ欄欄
ののみみ」」とと答答ええたた生生徒徒がが多多くく、、決決ししてて社社会会的的なな事事
象象にに目目をを向向けけてていいるるわわけけででははななかかっったた。。  

  
３３．．実実践践のの内内容容  

（（１１））私私ののイイチチオオシシ！！（（おお薦薦めめのの記記事事紹紹介介））  

  期期間間限限定定ととははいいええ、、せせっっかかくく６６紙紙もも新新聞聞がが
そそろろっってていいるるののにに、、並並べべてて置置いいてておおくくだだけけでで
ははももっったたいいなないい。。どどううににかか興興味味をを高高めめらられれなな
いいももののかかとと考考ええたた苦苦肉肉のの策策がが「「私私ののイイチチオオ
シシ！！」」ででああるる。。  

 

２２００２２３３年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

新新聞聞をを活活用用ししたた実実践践  ～～総総合合的的なな学学習習のの時時間間・・国国語語科科ででのの実実践践～～  

幕幕別別町町立立忠忠類類中中学学校校  教教諭諭  千千葉葉  優優子子  

QQ11..  家家でで新新聞聞をを  

ととっってていいまますすかか。。  

QQ22..  普普段段かからら家家でで新新聞聞をを

読読みみまますすかか。。  
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  毎毎週週初初めめにに、、６６名名のの生生徒徒にに各各社社のの新新聞聞をを渡渡

しし、、そそのの中中かかららみみんんななにに読読んんででももららいいたたいい記記

事事をを枠枠でで囲囲みみ、、廊廊下下にに掲掲示示ししたた。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１週週間間掲掲示示ししたたらら、、ままたた翌翌週週ににはは違違うう生生徒徒にに

イイチチオオシシのの記記事事をを選選んんででももららうう。。小小ささなな学学校校

ななののでで５５週週間間ででだだいいたたいい１１周周ででききるるしし、、誰誰がが

どど んん なな 記記

事事 をを 選選 んん

だだかか、、ちちょょ

っっ とと しし たた

話話 題題 にに もも

ななっったた。。じじ

っっくくりり読読みみ込込むむととこころろままででははいいかかななくくててもも、、

““関関心心をを高高めめるる””一一助助ににななっったたののででははとと思思っっ

てていいるる。。  

（２）総合的な学習の時間 

① 新聞記者による講話 

 十十勝勝毎毎日日新新聞聞社社ででＮＮＩＩＥＥココーーデディィネネーータタ

ーーととししてて活活躍躍さされれてていいるる舟舟越越洋洋二二氏氏ををおお招招

ききしし、、「「新新聞聞記記事事ののででききるるままでで  ～～読読みみ解解きき方方

をを学学ぶぶ～～」」とといいううテテーーママででおお話話ををいいたただだいいたた。。  

  生生徒徒たたちちははトトッッププ記記事事のの見見出出ししのの付付けけ方方

やや読読みみ方方ののココツツ、、相相手手やや目目的的にに応応じじてて調調べべたた

内内容容がが伝伝わわるるよようう様様々々なな工工夫夫ががななさされれてていい

るるここととななどどをを知知っったた。。  

  忠忠類類中中学学校校でではは３３年年間間のの総総合合的的なな学学習習のの

時時間間をを通通ししてて、、「「ふふるるささととちちゅゅううるるいい発発展展」」にに

つついいてて考考ええるる取取りり組組みみをを行行っってていいるるがが、、自自分分

たたちちののアアイイデディィアアをを練練るるたためめにに新新聞聞をを有有効効

にに活活用用しし、、学学んんででいいここううととすするる意意欲欲付付けけががでで

ききたた。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

②②  新新聞聞記記事事ののススククララッッププ  

  総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの中中でで、、２２年年生生はは「「十十

勝勝管管内内のの他他町町村村をを知知りり、、ちちゅゅううるるいいとと他他町町村村

をを比比較較ししよようう」」とといいううテテーーママでで活活動動ししてていいるる。。 

 

91



方面ごとに記事を掲示していく様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
他他市市町町村村をを知知りり比比較較すするるここととでで、、地地元元ちちゅゅうう

るるいいのの良良ささやや課課題題をを改改めめてて知知るるここととががねねらら

いいででああるる。。  

十十勝勝管管内内のの各各市市町町村村でで町町おおここししととししてて取取

りり組組んんででいいるる記記事事やや町町おおここししににつつななががりりそそ

ううなな記記事事をを探探しし、、切切りり抜抜くく。。そそのの記記事事をを帯帯広広

市市ととそそのの周周りりのの東東西西南南北北のの地地域域、、計計５５つつにに分分

けけ、、５５つつののブブロロッッククごごととにに新新聞聞記記事事ののススククララ

ッッププをを掲掲示示ししたた。。全全国国紙紙でではは身身近近なな情情報報がが得得

らられれににくくいいここととかからら、、使使用用すするるののはは北北海海道道新新

聞聞とと十十勝勝毎毎日日新新聞聞にに限限定定ししたた。。  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 廊廊下下にに掲掲示示すするるここととでで、、他他学学年年のの興興味味関関心心

をを引引くくここととががででききるる。。特特にに１１年年生生ににととっっててはは、、

次次年年度度取取りり組組むむここととののおおおおままかかなな内内容容をを知知

るるここととががででききるるとと同同時時にに、、新新聞聞をを読読むむこことと・・

地地域域のの情情報報にに目目をを向向けけるるここととににつつななががっったた。。

ままたた、、昨昨年年同同様様のの取取りり組組みみをを行行っったた３３年年生生はは、、

今今年年度度はは他他支支庁庁ととのの比比較較をを行行っってていいるる。。主主にに

函函館館・・札札幌幌ととのの比比較較ででああるるがが、、ここここででもも新新聞聞

授業の板書。新聞を活用する目的が明確にされている。 

実際に掲示された新聞 
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にによよるる情情報報収収集集はは欠欠かかせせなないいももののととななっったた。。 

 
（３）国語科の授業で 

「新聞が伝える情報を考える」 

 ３３年年生生のの単単元元ででああるる。。新新聞聞をを構構成成すするる情情報報

ににつついいてて整整理理しし、、そそれれぞぞれれのの効効果果ににつついいてて考考

ええるるととととももにに、、社社説説をを比比較較ししてて読読みみ、、内内容容のの

特特徴徴をを理理解解すするるここととがが目目標標ににななっってていいるる。。  

比比較較自自体体はは教教科科書書のの内内容容でで行行っったたがが、、導導入入

ににああたたりり実実際際のの新新聞聞のの社社説説をを読読みみ、、どどののよようう

なな観観点点かかららででききごごととをを見見てていいるるののかか、、どどののよよ

ううなな課課題題をを提提示示ししてていいるるののかかななどどをを学学習習しし

たた。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「新聞を読み比べよう 

 ～共通点・相違点を明確に～」 

２２年年生生でで行行っったた授授業業ででああるる。。同同じじ記記事事をを各各

新新聞聞社社ががどどののよよううにに伝伝ええてていいるるかかをを読読みみ、、共共

通通点点・・相相違違点点をを考考ええ、、どどちちららのの記記事事にに共共感感でで

ききるるかかをを考考ええたた。。五五輪輪のの招招致致かからら札札幌幌がが撤撤退退

ししたたここととややオオススププレレイイのの墜墜落落事事故故ののこことと、、ＬＬ

ＩＩＮＮＥＥのの情情報報流流出出ななどど、、そそののとときき話話題題ににななっっ

てていいたた記記事事をを選選んんだだ。。  

２２紙紙のの記記事事をを比比較較ししてて読読むむここととでで、、写写真真やや

図図をを入入れれるるここととのの効効果果、、ググララフフとと記記事事のの関関連連

性性、、ままたた批批判判的的なな見見方方ををししてていいるるののかかそそううでで

なないいののかかななどど、、様様々々なな気気づづききががああっったた。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４４．．成成果果とと課課題題  

（１）成果 

２２年年間間のの取取りり組組みみのの成成果果ととししてて、、生生徒徒がが新新

聞聞にに触触れれるる機機会会がが増増ええたたここととがが挙挙げげらられれるる。。

ここのの間間のの取取りり組組みみをを通通ししてて「「新新聞聞にに対対すするる関関

心心はは高高ままりりままししたたかか」」とといいうう質質問問にに８８割割のの生生

徒徒がが「「ははいい」」とと答答ええてていいるるここととかかららもも、、そそのの

成成果果ががううかかががええるる。。  

ままたた、、生生徒徒かかららはは「「読読解解力力をを高高めめるるたためめにに

新新聞聞をを活活用用ししたたいい」」「「ネネッットトのの記記事事はは出出所所がが

不不確確かかだだかからら普普段段かからら新新聞聞をを読読むむよよううににしし

たたいい」」ななどどのの声声がが聞聞かかれれたた。。  

 

（２）課題 

情情報報源源ははイインンタターーネネッットトがが当当たたりり前前にになな

っったた今今、、ああええてて新新聞聞をを手手ににととるる生生徒徒ははややははりり

少少なないい。。せせっっかかくく高高ままっっててききたた新新聞聞へへのの関関心心

ををどどうう継継続続ししてていいくくかかがが課課題題ででああるる。。  

ままたた、、一一人人一一台台端端末末とと NNIIEEのの効効果果的的なな活活用用

方方法法ににつついいててもも今今後後探探究究ししてていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、十十勝勝平平野野西西部部にに位位置置しし、、６６学学級級  

１１４４７７名名のの生生徒徒がが学学校校生生活活をを送送っってていいまますす。。  

昨昨年年度度にに続続いいててＮＮＩＩＥＥ実実践践校校のの指指定定をを受受

けけ、、授授業業等等ででのの新新聞聞記記事事のの活活用用やや新新聞聞複複数数紙紙

にによよるる閲閲覧覧ココーーナナーーのの充充実実をを継継続続ささせせるるここ

ととががででききままししたた。。  

今今回回のの実実践践報報告告でではは、、「「IICCTT をを活活用用ししたた『『かか

べべ新新聞聞』』『『ススククララッッププ』』のの制制作作」」ををテテーーママにに取取

りり組組んんだだ実実践践ににつついいてて紹紹介介ししまますす。。  

                     

２２．．実実践践のの内内容容  

①①『『かかべべ新新聞聞』』のの制制作作（（１１年年総総合合））  

  芽芽室室町町でではは郷郷土土学学習習のの一一環環ととししてて総総合合的的

なな学学習習のの時時間間でで「「めめむむろろ未未来来学学」」にに取取りり組組んん

ででいいまますす。。そそのの中中でで本本校校一一学学年年はは農農業業ににつついい

てて見見学学やや体体験験学学習習にに例例年年取取りり組組んんででききまましし

たた。。今今年年度度、、酪酪農農のの分分野野でではは「「チチーーズズ工工場場のの

見見学学」」、、畑畑作作のの分分野野でではは「「じじゃゃががいいもも選選果果場場・・

ええだだ豆豆加加工工場場のの見見学学」」「「長長いいもものの収収穫穫体体験験」」をを

企企業業・・団団体体・・農農家家ささんんのの協協力力をを得得てて行行ううこことと

ががででききままししたた。。ここううししたた「「めめむむろろ未未来来学学」」のの

学学びびをを中中心心にに、、かかべべ新新聞聞ににままととめめるる活活動動をを行行

いいままししたた。。  

ここれれままででののかかべべ新新聞聞制制作作はは「「時時間間ががかかかかるる」」

「「人人手手がが必必要要でで大大変変」」とといいううイイメメーージジをを強強くく

ももっってていいままししたたがが、、今今回回タタブブレレッットト端端末末ななどど

ののＩＩＣＣＴＴ機機器器をを活活用用しし、、生生徒徒のの役役割割分分担担をを明明

確確ににすするるここととでで「「時時間間」」とと「「人人手手」」をを最最小小限限

ににすするるここととががででききたたとと思思っってていいまますす。。（（最最後後

のの仕仕上上げげをを複複数数でで顔顔をを付付けけ合合わわせせてて完完成成ささ

せせるる場場面面はは昔昔もも今今もも変変わわららななかかっったたでですす。。））  

  

    

△△仲仲間間とと協協力力ししてて行行うう仕仕上上げげのの作作業業  

△△仲仲間間とと作作っったた作作品品ににはは達達成成感感をを感感じじまますす  

  

制制作作計計画画（（総総合合的的なな学学習習のの時時間間  全全６６時時間間））  

１１  レレイイアアウウトト・・記記事事のの内内容容・・題題字字・・分分担担をを決決めめるる  

２２  記記事事・・見見出出ししのの作作成成、、写写真真のの選選定定  

３３  記記事事・・見見出出しし・・題題字字のの作作成成・・印印刷刷、、写写真真のの印印刷刷  

４４  記記事事・・見見出出しし・・題題字字のの書書きき込込みみ、、写写真真のの貼貼付付  

５５  新新聞聞紙紙面面のの書書きき込込みみ＆＆色色塗塗りり、、写写真真のの貼貼付付  

６６  新新聞聞紙紙面面全全体体、、罫罫線線枠枠線線等等のの仕仕上上げげ・・完完成成  

 

使使っったたもものの①①（（IICCTT 機機器器））   

〇〇ククロローームムブブッックク：：一一人人一一台台端端末末  

〇〇ノノーートトＰＰＣＣ＆＆ププリリンンタターー：：ＰＰＣＣ室室をを使使用用  

使使っったたもものの②②（（以以前前使使っってていいてて教教材材室室にに保保管管））  

〇〇トトレレーースス机机  

印印刷刷ししたた文文字字等等をを写写しし書書ききででききるる。。  

〇〇多多様様ななペペンン・・色色鉛鉛筆筆  

記記事事やや色色塗塗りりもも分分担担ししてて作作業業ででききるる。。  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

IICCTT をを活活用用ししたた『『かかべべ新新聞聞』』『『ススククララッッププ』』のの制制作作  
      

                    芽芽室室町町立立芽芽室室西西中中学学校校  教教諭諭  掛掛水水  成成幸幸  
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〇〇過過去去のの作作品品  

完完成成品品をを参参考考にに制制作作すするるここととががででききるる。。  

△△見見本本にに使使っったた過過去去のの作作品品（（RR１１年年度度））  

  

かかべべ新新聞聞制制作作のの手手順順   

１１  実実際際のの用用紙紙やや過過去去のの作作品品をを使使いい、、レレイイ

アアウウトトをを決決めめるる。。  

２２  記記事事のの分分担担をを決決めめ、、タタブブレレッットト端端末末（（協協

働働作作業業がが可可能能））でで記記事事のの入入力力。。印印刷刷。。  

３３  トトレレーースス机机をを使使っってて文文字字等等をを写写すす。。  

４４  色色をを付付けけたたりり、、写写真真をを貼貼りりつつけけるる。。  

５５  罫罫線線やや枠枠線線ななどどをを書書いいてて仕仕上上げげるる。。  

  

②②『『新新聞聞ススククララッッププ』』のの制制作作（（11･･22 年年社社会会））  

今今回回はは十十勝勝毎毎日日新新聞聞社社デデジジタタルルメメデディィアア

局局様様のの協協力力をを得得てて、、勝勝毎毎電電子子版版をを利利用用ささせせてて

いいたただだききままししたた。。電電子子版版はは、、一一人人一一台台ののタタブブ

レレッットト端端末末をを使使いい、、画画面面上上でで新新聞聞記記事事をを読読むむ

ここととががででききまますす。。そそここでで、、生生徒徒一一人人一一人人がが興興

味味関関心心ををももっったた記記事事ををススククララッッププささせせたたいい

とと考考ええ、、冬冬休休みみのの課課題題ととししてて「「新新聞聞ススククララッッ

ププ」」にに取取りり組組みみままししたた。。  

  

△△勝勝毎毎電電子子版版のの画画面面  

電電子子版版新新聞聞ススククララッッププ制制作作のの手手順順   

１１  電電子子版版紙紙面面をを WWEEBB ビビュューーアアでで開開くく。。  

２２  紙紙面面かからら興興味味関関心心ががああるるももののをを選選ぶぶ。。  

３３  画画面面ををココピピーーしし、、ププレレゼゼンンテテーーシショョンン

ソソフフトトのの定定型型パパタターーンンにに貼貼りり付付けけるる。。  

４４  新新聞聞社社名名・・新新聞聞にに掲掲載載さされれたた日日付付・・記記

事事内内容容・・記記事事をを選選んんだだ理理由由をを入入力力すするる。。  

５５  記記事事にに色色でで囲囲うう、、記記事事にに関関連連すするるこことと

をを載載せせるるななどど、、工工夫夫ししててままととめめるる。。  

今今回回ののソソフフトトはは、、他他のの生生徒徒がが作作成成ししたたススクク

ララッッププををタタブブレレッットト上上でで確確認認ししああううここととがが

ででききるるののでで、、他他のの生生徒徒のの作作品品をを参参考考にに作作るるここ

ととももででききままししたた。。  

タタブブレレッットト上上にに提提出出

さされれたた作作品品はは、、冬冬休休みみ

明明けけにに印印刷刷・・帳帳合合いいしし、、

冊冊子子ににままととめめままししたた。。  

  

生生徒徒作作品品ををみみててのの驚驚ききとと発発見見   

イインンタターーネネッットト上上でで調調べべたたここととをを新新聞聞記記

事事とと合合わわせせてて載載せせるるななどど IICCTT 機機器器をを上上手手にに活活

用用ししててままととめめるる作作品品ななどどはは新新鮮鮮ででししたた。。ままたた、、

タタブブレレッットト上上でで文文字字入入力力すするるだだけけででははななくく、、

手手書書ききでで文文字字ややイイララスストトをを描描きき込込むむ作作品品もも

あありり、、アアナナロロググ的的なな要要素素をを盛盛りりここむむ工工夫夫ににはは

驚驚ききままししたた。。  

ククララススごごととのの冊冊子子をを見見るるとと、、ままととめめ方方やや工工

夫夫のの仕仕方方ににもも個個性性ががあありり、、新新ししいい面面白白味味をを感感

じじままししたた。。個個人人ででままととめめたた時時ににははななかかっったた

「「同同じじ記記事事」」ををままととめめたたもものの（（今今回回ででああれればば

大大谷谷翔翔平平選選手手にに関関すするるこことと、、地地震震・・航航空空機機炎炎

上上ななどど、、同同じじ記記事事をを多多数数のの生生徒徒がが取取りり上上げげてて

いいたた））ががあありり、、同同じじ記記事事ををああつつかかっっててもも、、そそ

れれぞぞれれのの生生徒徒ののととららええ方方ややままととめめ方方にに違違いい

（（出出来来事事をを多多角角的的ににととららええるるここととががででききるる））

ががあありりままししたた。。そそのの違違いいをを容容易易にに比比較較ででききるる

こことともも新新たたなな発発見見ででししたた。。  
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３３．．成成果果とと課課題題  

①①『『かかべべ新新聞聞』』ににつついいてて  

十十勝勝管管内内ででははココロロナナ等等のの影影響響ががあありり、、令令和和

元元年年度度をを最最後後にに中中学学生生にによよるるかかべべ新新聞聞ココンン

ククーールルへへのの出出品品ががあありりまませせんんででししたた。。今今回回４４

年年ぶぶりりにに出出品品しし入入賞賞すするるここととががででききままししたた。。  

大大変変だだっったたここととももああっったたよよううでですすがが達達成成

感感もも感感じじたたよよううでで、、「「来来年年ももややりりたたいい」」「「来来年年

ははここううししたたいい」」とといいっったた発発言言やや、、今今回回ははかかべべ

新新聞聞制制作作にに関関わわららななかかっったた生生徒徒かかららもも「「来来年年

ははややっっててみみたたいい」」「「イイララスストトをを描描いいててみみたたいい」」

とといいっったた声声もも聞聞くくここととががででききままししたた。。  

今今回回のの新新聞聞制制作作のの経経験験をを活活かかしし、、次次回回はは内内

容容的的ににももささららにに高高めめらられれるるとと思思いいまますす。。特特にに

記記事事のの内内容容ををそそののまままま見見出出ししににななっっててししまま

っってていいるるここととがが多多くく、、ココンンククーールルのの審審査査でではは

「「見見出出ししののつつけけかかたた」」ののアアドドババイイススををいいたただだ

ききままししたた。。次次年年度度はは今今回回のの経経験験をを活活かかししなながが

らら、、外外部部講講師師にによよるる指指導導ををももららいい、、よよりりよよいい

新新聞聞づづくくりりががででききたたららとと考考ええてていいまますす。。  

  

②②『『新新聞聞ススククララッッププ』』ににつついいてて  

新新聞聞ススククララッッププにに取取りり組組むむここととでで「「普普段段ああ

ままりり読読ままなないい新新聞聞記記事事ををじじっっくくりり読読むむこことと

はは大大事事だだとと感感じじたた」」「「地地域域やや世世のの中中ののいいろろいい

ろろななここととをを知知るるここととががででききてて楽楽ししかかっったた」」なな

どど前前向向ききななココメメンントトがが多多くくみみらられれままししたた。。  

本本校校ののアアンンケケーートト調調査査（（資資料料１１））かからら、、生生

徒徒自自身身がが「「新新聞聞ははたためめににななるる」」とと考考ええてていいるる

割割合合はは高高いい（（全全体体のの 7788％％））でですす。。そそのの反反面面、、

電電子子版版をを利利用用ででききるる状状況況ででああっっててもも新新聞聞（（電電

子子版版・・紙紙をを含含むむ））をを読読むむ回回数数はは多多くくははあありりまま

せせんん（（週週 11 回回未未満満のの生生徒徒のの割割合合 8811..33％％））ででしし

たた。。本本校校のの生生徒徒のの様様子子かからら、、新新聞聞ににつついいてて今今

はは「「読読めめるるののにに読読ももううととししなないい」」状状態態とと感感じじ

まますすがが、、ここれれかからら先先にに新新聞聞をを「「読読ままなないい」」「「読読

んんででもも理理解解ででききなないい」」状状態態ににななっっててししままわわなな

いいかか心心配配でですす。。たためめににななるる情情報報ががああっっててもも、、

そそのの情情報報をを知知るるここととががででききなないい、、情情報報をを知知ろろ

ううととししなないいここととははととててもも残残念念でですす。。たためめにになな

るる情情報報をを、、新新聞聞かかららよよりり多多くく取取りり入入れれ続続けけてて

ほほししいいとと思思ううののでで、、今今回回新新聞聞ススククララッッププでで、、

新新聞聞記記事事をを読読むむ経経験験はは良良かかっったたとと考考ええまますす。。  

  

資資料料１１   

【【西西中中アアンンケケーートト集集計計結結果果（（中中 11・・22 年年対対象象））】】  

電電子子版版をを活活用用ししたた 11 カカ月月ででししたたがが課課題題のの取取

りり組組みみ以以外外でで新新聞聞をを読読んんででいいなないいここととががわわ

かかりりまますす。。残残念念ななががらら週週のの半半数数以以上上読読むむ割割合合

ははととててもも低低いいでですす。。  

  新新聞聞ははたためめににななるるとと考考ええるる生生徒徒のの割割合合はは

非非常常にに高高いいでですす。。「「豊豊富富なな情情報報量量」」「「確確かかなな情情

報報」」とといいっったた新新聞聞のの特特性性をを生生徒徒もも感感じじてていいるる

とと思思わわれれまますす。。  

  意意外外ににもも「「紙紙」」のの新新聞聞をを選選ぶぶ生生徒徒がが多多くくみみ

らられれままししたた。。タタブブレレッットトでで読読むむ新新聞聞ににははままだだ

慣慣れれてていいなないい様様子子でですす。。  

１１カカ月月どどののくくららいい新新聞聞をを読読みみままししたたかか？？  

（（電電子子版版・・紙紙含含むむ））  

ほほぼぼ毎毎日日  11..33%%  

週週にに 33～～66 回回程程度度  44..00%%  

週週にに 11～～22 回回程程度度  1133..33%%  

２２週週にに 11 回回程程度度  88..00%%  

１１かか月月にに 11～～22 回回程程度度  7733..33%%  

新新聞聞ははああななたたののたためめににななりりまますすかか？？  

ととててももたためめににななるる  1133..44%%  

たためめににななるる  6644..66%%  

ああままりりたためめににななららなないい  77..33%%  

全全くくたためめににななららなないい  22..44%%  

どどちちららととももいいええなないい  1122..22%%  

「「電電子子版版」」とと「「紙紙」」どどちちららががよよいいでですすかか？？  

「「電電子子版版」」のの新新聞聞  3322..55%%  

「「紙紙」」のの新新聞聞  4444..66%%  

どどちちららととももいいええなないい  2222..99%%  
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資資料料２２   

タタブブレレッットトでで取取りり組組むむ新新聞聞ススククララッッププ  

  

電電子子版版をを開開くく  

  

  

  

  

wweebb ビビュューーアアをを開開くく  

  

  

  

  

紙紙面面をを選選ぶぶ  

  

  

  

  

紙紙面面かからら記記事事をを選選ぶぶ  

  

  

  

  

  

資資料料３３定定型型パパタターーンンとと見見本本  

ププレレゼゼンンテテーーシショョンンソソフフ

トトをを使使いい、、定定型型パパタターーンンをを

準準備備ししままししたた。。生生徒徒ははここのの

定定型型パパタターーンンにに記記事事をを貼貼りり

付付けけ、、記記事事のの内内容容やや選選んんだだ

理理由由をを入入力力ししままししたた。。  

見見本本もも提提示示ししままししたた。。説説

明明のの時時ににはは、、記記事事のの貼貼りり方方、、

新新聞聞にに掲掲載載さされれたた日日・・新新聞聞

社社名名をを入入力力すするるほほかか、、記記事事

をを色色でで囲囲ううここととやや関関連連すするる

ここととをを調調べべてて載載せせるるとといいっっ

たた工工夫夫をを紹紹介介ししままししたた。。  

  

資資料料４４工工夫夫ががみみらられれるる生生徒徒のの作作品品  

新新 聞聞 掲掲 載載 ささ れれ

たたラライイトトアアッッププ

ののハハルルニニレレととはは

別別にに、、同同じじ木木のの別別

のの写写真真とと豊豊頃頃町町

のの場場所所をを調調べべてて

載載せせてていいまますす。。ＩＩ

ＣＣＴＴ機機器器をを効効果果

的的にに活活用用ししてていい

まますす。。  

  

記記 事事 のの 見見 出出 しし

をを効効果果的的にに活活用用

ししてていいまますす。。空空いい

たたととこころろににイイララ

スストトとと自自分分のの考考

ええをを手手書書ききでで書書

きき込込むむななどど、、アアナナ

ロロググ的的なな要要素素をを

上上手手にに組組みみ合合わわ

せせてて仕仕上上げげてていい

まますす。。  
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  ２２００２２３３年年度度 NIE 実実践践報報告告 

  情情報報収収集集力力のの獲獲得得かからら、、情情報報編編集集力力、、 

  そそししてて情情報報発発信信力力にに広広げげるる新新聞聞活活用用のの実実践践 

浦浦幌幌町町立立上上浦浦幌幌中中学学校校    中中村村  宏宏喜喜    

＊＊ははじじめめにに＊＊ 

 本本校校でではは３３年年目目のの新新聞聞提提供供事事業業ととななりりまましし

たた。。ままたた、、ここのの取取組組をを町町教教委委もも後後押押ししししてて下下

ささりり、、今今年年度度かからら通通常常ででもも三三紙紙がが毎毎日日学学校校にに

届届くくよよううににななりり、、活活用用度度もも広広ががりりままししたた。。 

 「「新新聞聞はは生生ききたた教教材材」」をを合合言言葉葉にに、、様様々々なな

実実践践にに挑挑戦戦ししままししたた。。言言語語活活動動のの活活性性化化をを念念

頭頭にに、、教教科科ののみみななららずず横横断断的的なな学学習習ととししててもも、、

多多様様なな新新聞聞活活用用やや新新聞聞づづくくりりをを通通ししてて、、「「もも

のののの見見方方・・考考ええ方方をを広広げげるる」」授授業業づづくくりりにに結結

びびつつけけてて実実践践をを試試みみままししたた。。 

  今今年年度度はは、、学学年年のの発発達達段段階階をを考考ええたた国国語語科科

をを中中心心ととししたた取取組組をを報報告告ししまますす。。 

新新聞聞のの閲閲覧覧とと資資料料ととししててのの掲掲示示 

  今今年年度度はは、、提提供供事事業業ととはは別別にに４４月月かからら三三紙紙

をを学学校校でで購購入入ででききるる運運びびととななりりままししたた。。前前年年

度度ままででのの地地方方紙紙二二紙紙（（十十勝勝毎毎日日新新聞聞・・北北海海道道

新新聞聞））にに加加ええ、、中中央央紙紙（（朝朝日日新新聞聞））がが毎毎日日配配

達達さされれるるここととととななりりままししたた。。 

  新新聞聞提提供供事事業業はは体体育育大大会会のの終終わわっったた６６月月かか

らら開開始始。。そそれれままででににもも図図書書室室とと連連動動すするる多多目目

的的ススペペーーススにに学学校校購購入入三三紙紙をを設設置置ししてていいたたのの

でで、、一一年年生生もも毎毎日日

目目ににししてておおりり、、２２

・・３３年年生生でで先先ににスス

タターートトししたた新新聞聞活活

用用ににつついいててもも、、目目

のの当当たたりりににししてていい

ままししたた。。 

  ２２学学期期ににはは１１年年

生生でで「「新新聞聞広広告告」」をを活活用用ししたた授授業業をを展展開開すするる

予予定定だだっったたののでで、、少少ししずずつつ新新聞聞広広告告をを中中心心にに

中中学学生生がが興興味味をを示示すす紙紙面面をを張張りり出出ししてていいまましし

たた。。家家庭庭科科担担当当やや養養護護教教諭諭とともも連連携携をを取取りり、、

食食堂堂（（本本校校でではは「「全全校校給給食食」」をを行行っってていいまますす））

にに「「食食育育」」やや「「健健康康」」にに関関すするる広広告告をを掲掲示示しし、、

新新聞聞へへのの興興味味関関心心をを高高めめててみみままししたた。。 

 

新新聞聞でで思思考考・・判判断断・・表表現現力力をを育育ててるる 

～～国国語語科科をを中中心心ととししたた実実践践よよりり～～  

１１  新新聞聞活活用用 

  ((11))  新新聞聞記記事事のの発発表表（（全全学学年年）） 

  ２２年年生生はは昨昨年年度度のの積積

みみ上上げげももあありり、、４４月月よよ

りり国国語語のの授授業業のの最最初初のの

３３分分をを使使いい、、「「一一面面のの

記記事事のの紹紹介介」」とと教教科科担担

任任かかららのの質質問問にに一一つつ答答

ええるる形形ででススタターートト。。 

  ３３年年生生はは、、１１・・２２年年

生生よよりりもも週週時時数数がが１１時時

間間減減っったたたためめ、、朝朝のの会会

のの中中にに「「今今日日ののニニュューー

スス」」ののココーーナナーーをを設設けけ、、

大大ききめめのの付付箋箋にに要要約約ささ

れれたたニニュューーススをを発発表表すす

るるとといいうう形形ででススタターー

トト。。ここのの活活動動はは１１年年をを

通通ししてて継継続続しし、、高高校校入入試試のの面面接接試試験験ななどどででのの
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社社会会的的事事象象のの質質問問にに大大ききくく役役立立つつここととととななりり

ままししたた。。 

  １１年年生生はは、、新新聞聞提提供供事事業業ががススタターートトししたた６６

月月かからら２２年年生生とと同同じじ「「一一面面記記事事のの発発表表」」をを開開

始始ししままししたた。。  

  ２２学学期期かかららはは、、１１・・２２年年生生とともも自自分分のの発発表表

ししたた記記事事のの内内容容にに「「感感想想」」をを加加ええててのの発発表表とと

しし、、他他のの生生徒徒がが誰誰かか一一人人、、発発表表をを聞聞いいててのの感感

想想をを発発表表すするるここととをを加加ええままししたた。。  

  ままたた、、現現在在３３学学期期かかららはは、、題題名名をを必必ずず発発表表

のの中中にに入入れれるるこことと（（１１年年生生））、、ググララフフやや資資料料

ががああるる場場合合ははそそれれもも活活用用すするるこことと（（２２年年生生））、、

５５WW１１HH をを考考ええてて発発表表すするるこことと（（全全学学年年））ををププ

ララスス。。次次のの自自分分のの番番ままででにに記記事事をを選選びび、、下下線線

をを引引いいてて発発表表すするる生生徒徒もも出出ててききままししたた。。ここれれ

がが新新聞聞ススククララッッププににもも繋繋ががりりままししたた。。  

  以以上上ののよよううにに、、段段階階をを設設けけ少少ししずずつつ発発表表内内

容容をを向向上上ささせせててみみままししたた。。  

（（33))  新新聞聞ススククララッッププ（（全全学学年年）） 

 「「新新聞聞ススククララッッププ」」のの取取組組はは、、長長期期休休業業をを

活活用用しし実実施施ししままししたた。。「「読読解解のの力力」」だだけけででなな

くく｢｢書書くく力力」」やや表表現現力力育育成成にに結結びびつつけけままししたた。。  

  夏夏休休みみににはは、、学学年年ごごととににテテーーママをを提提示示（（11

年年：：浦浦幌幌町町、、２２年年：：十十勝勝、、３３年年：：北北海海道道～～日日

本本））、、そそのの中中でで小小テテーーママをを各各自自設設定定ししままししたた。。  

  ここのの経経験験をを生生かかししななががらら、、冬冬休休みみはは各各自自でで

テテーーママをを設設定定しし、、課課題題解解決決学学習習ととししままししたた。。

（（自自ららのの設設定定課課題題にに沿沿っってて、、１１００以以上上のの記記事事

ををチチョョイイスス。。））  

 ででききああががっったた夏夏のの作作品品はは文文化化祭祭ななどどでで全全てて

展展示示。。仲仲間間やや先先輩輩のの作作品品をを見見るるここととでで得得たたりり

考考ええたたりりししたたここととをを、、冬冬のの作作品品にに活活かかすす生生徒徒

ももいいままししたた。。ままたた、、ここれれららのの作作品品はは、、全全十十勝勝

ススククララッッププココンンククーールルににもも出出品品さされれ、、最最優優秀秀

賞賞ほほかか各各学学年年数数名名のの入入賞賞者者がが出出るるななどど、、管管内内

ででもも認認めめらられれるる取取組組ととななりりままししたた。。 

  ((22))  広広告告づづくくりり（（11 年年生生）） 

  新新聞聞のの活活用用はは、、記記事事だだけけででははあありりまませせんん。。

写写真真やや広広告告ななどど、、ああららゆゆるる部部分分がが活活用用可可能能でで

すす。。  

  11 年年生生でではは「「広広告告をを作作ろろうう」」のの授授業業 11 ヶヶ月月

前前かからら、、教教室室横横のの多多目目的的室室にに「「新新聞聞広広告告」」をを

貼貼りり出出ししままししたた。。キキャャッッチチココピピーーななどどもも重重視視

しし、、ででききるるだだけけ「「全全面面広広告告」」をを使使用用ししままししたた。。  

  ここれれららをを参参考考ししににししななががらら、、各各自自がが「「設設定定

さされれたた会会社社」」ののキキャャッッチチココピピーーをを考考ええ、、ＰＰＣＣ

をを活活用用ししななががらら広広告告作作りりにに挑挑戦戦ししままししたた。。  

  今今年年度度はは応応用用編編ととししてて、、『『保保健健室室のの広広告告』』

もも作作成成。。養養護護教教諭諭もも掲掲示示ととととももにに、、ココメメンントト

をを加加ええててくくれれままししたた。。 

２２  新新聞聞形形式式ででののままととめめ 

  ((11))  ははががきき新新聞聞（（全全学学年年国国語語）） 

  ｢｢書書くく力力」」をを養養ううたためめにに「「ははががきき新新聞聞」」のの取取

組組をを継継続続ししてて行行いいままししたた。。「「自自己己紹紹介介」」、、「「合合

同同運運動動会会をを終終ええてて」」、、「「文文化化祭祭をを終終ええてて」」なな

どどはは全全学学年年でで取取りり組組みみままししたた。。 

  ままたた、、｢｢投投稿稿原原稿稿をを書書ここうう」」（（２２年年生生））でではは、、

批批判判的的なな見見方方でで新新聞聞投投稿稿文文をを書書ききままししたた。。 

  作作品品はは文文化化祭祭ででのの教教科科展展示示ののみみななららずず、、｢｢全全

「
見見
出出
しし
発発
表表
↓↓
要要
約約
しし
たた
内内
容容
↓↓
感感

想想
やや
考考
ええ
」」
のの
順順
にに
発発
表表
しし
まま
すす
。。 
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国国中中学学校校総総合合文文化化祭祭｣｣ににもも北北海海道道をを代代表表ししてて

出出品品さされれ、、高高いい評評価価ををいいたただだききままししたた。。 

  ここううししたた作作品品はは、、製製作作後後にに各各学学年年のの廊廊下下にに

張張りり出出しし、、後後輩輩たたちちがが先先輩輩のの作作品品をを読読みみ更更にに

レレベベルルをを上上げげてていいくくここととににななりりままししたた。。 

  ままたた、、参参観観日日やや公公民民館館祭祭ななどどににもも張張りり出出しし、、

保保護護者者やや地地域域のの

方方々々ににもも今今のの中中

学学生生ののもものののの見見

方方やや地地域域をを動動かか

そそううととすするる力力なな

どど、、学学びびのの成成果果

過過程程をを見見てていいたた

だだききままししたた。。 

 

 

            

((22))  新新刊刊図図書書紹紹介介新新聞聞づづくくりり（（係係活活動動）） 

 学学習習委委員員会会でではは「「新新刊刊図図書書新新聞聞」」をを作作成成。。

新新刊刊図図書書のの「「帯帯」」ややそそのの内内容容をを活活かかしし、、壁壁新新

聞聞形形式式ででのの新新刊刊図図書書紹紹介介をを行行いいままししたた。。各各種種

ののままととめめをを実実践践ししててききたた２２・・３３年年生生がが先先導導しし

ななががらら、、１１年年生生もも広広告告

作作りりででのの学学びびもも活活かかしし 

たた作作品品ととななりり、、図図書書のの

貸貸しし出出しし部部数数もも昨昨年年よよ

りりかかななりり延延びびるるこことととと

ななりりままししたた。。 

  ささららにに、、「「新新入入生生説説

明明会会」」ででもも製製作作ししたた壁壁

新新聞聞をを活活用用しし、、委委員員会会のの活活動動のの様様子子をを紹紹介介しし

ままししたた。。 

((33))  学学級級新新聞聞づづくくりり 

  （（国国語語・・総総合合的的なな学学習習のの横横断断的的なな学学習習）） 

  新新聞聞ののレレイイアアウウトトやや見見出出ししのの付付けけ方方、、写写真真

のの効効果果的的なな活活用用ななどどをを  学学びびななががらら、、新新聞聞作作

りりにに挑挑戦戦ししままししたた。。 

  国国語語科科のの授授業業でで書書いいたた文文章章をを記記事事にに書書きき換換

ええたたりり、、総総合合的的なな学学習習ででののままととめめ（（１１年年生生はは

地地域域探探究究学学習習、、２２年年生生はは職職場場体体験験学学習習、、３３年年 

 

生生はは修修学学旅旅行行記記ととふふるるささとと納納税税へへのの提提言言なな

どど））ととももタタイイアアッッププししたたりりししてて、、半半年年間間のの学学

びびをを「「学学級級新新聞聞」」とといいうう作作品品ででままととめめままししたた。。 

    ((44))  学学校校新新聞聞づづくくりりへへのの挑挑戦戦 

      （（十十勝勝毎毎日日新新聞聞社社ＮＮＩＩＥＥ事事業業）） 

  十十勝勝毎毎日日新新聞聞社社ののＮＮＩＩＥＥ事事業業のの一一つつととしし

てて、、管管内内のの中中高高をを紹紹介介すするるココーーナナーーががあありりまま

すす。。ここののココーーナナーーでではは各各学学校校のの生生徒徒会会執執行行部部

やや新新聞聞局局ななどどがが紙紙面面作作りりをを行行いい、、新新聞聞社社のの担担

当当記記者者ががアアシシスストトししててくくだだささりり、、紙紙面面作作りりをを

通通ししてて大大ききなな学学びびをを経経験験ででききまますす。。今今年年度度はは

本本校校のの２２年年生生をを中中心心ととししたた執執行行部部４４名名がが編編集集 

２２・・３３年年生生ととももにに十十勝勝大大会会でで二二年年連連続続でで最最

優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。全全国国大大会会ににもも出出展展でですす！！ 

全全国国中中文文連連中中学学校校総総合合文文化化

祭祭ににもも全全員員がが出出展展ししままししたた。。 
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・・レレイイアアウウトトをを担担当当。。トトッッププ記記事事をを任任さされれたた

３３年年生生はは、、総総合合のの時時間間にに発発表表ししたた内内容容をを記記事事

にに編編集集しし直直ししままししたた。。 

 新新聞聞社社ででのの編編集集作作業業もも終終了了しし、、新新聞聞にに掲掲載載

さされれるるここととがが決決定定ししたたととききにに、、編編集集担担当当のの記記

者者ささんんよよりり次次ののよよううななおお手手紙紙ももいいたただだきき、、今今

ままででのの学学びびのの成成果果がが外外部部かかららもも評評価価さされれたた

瞬瞬間間ととななりりままししたた。。 

（（前前略略：：中中村村）） 記記事事ににつついいててでですすがが、、非非

常常にに完完成成度度がが高高くく、、驚驚ききままししたた。。すすべべててのの

記記事事にに通通じじてて、、地地域域やや学学校校のの特特色色をを生生徒徒のの

みみななささんんががよよくく理理解解さされれてていいるるののだだとと分分

かかるる内内容容ととななっってていいままししたた。。 

  ここののペペーージジでではは多多くくのの学学校校がが単単ななるる行行

事事のの紹紹介介にに終終始始ししががちちでですすがが、、みみななささんんがが

郷郷土土愛愛、、浦浦幌幌愛愛をを持持っってておおりり、、地地域域のの強強みみ

やや課課題題、、少少人人数数校校だだかかららここそそのの絆絆ななどどがが伝伝

わわっっててききまますす。。 

  記記事事のの技技術術的的なな面面ででもも、、過過剰剰なな表表現現やや、、

修修飾飾語語のの関関係係性性ののわわかかりりににくくささななどどももなな

くく、、編編集集局局校校閲閲部部かかららのの指指摘摘もも、、他他校校にに比比

べべてて半半分分以以下下でで、、何何度度もも手手直直ししししたたりり、、見見

直直ししがが行行わわれれてていいるるここととがが見見てて取取れれまましし

たた。。今今後後とともも、、生生徒徒、、先先生生ののみみななささんんのの活活

躍躍をを祈祈っってておおりりまますす。。（（後後略略：：中中村村）） 

  

  

((55))  そそのの他他 

    ニニュューーススパパーークク（（横横浜浜））ででのの学学びび 

 ３３年年生生はは修修学学旅旅行行ででのの学学びびのの一一環環ととししたた、、

横横浜浜のの「「ニニュューーススパパーークク」」をを訪訪れれままししたた。。 

  ここここでではは、、新新聞聞のの歴歴史史、、製製作作現現場場ななどどににつつ

いいてて学学びびやや、、震震災災時時ににおお

けけるる新新聞聞社社のの果果たたししてて

ききたた役役割割ななどどににつついいてて

もも資資料料ななどどをを見見ななががらら

学学ぶぶここととががででききままししたた。。

ままたた、、自自分分たたちちでで準準備備しし

たた原原稿稿ををパパソソココンンをを使使

っってて新新聞聞のの形形にに打打ちち込込みみ紙紙面面をを作作成成。。ででききああ

ががっったたそそれれぞぞれれのの紙紙面面をを使使っってて、、良良いい部部分分・・

改改善善すするる部部分分ななどど、、よよりり具具体体的的なな学学びびをを経経験験

すするるここととががででききままししたた。。       

＊＊ままととめめににかかええてて＊＊  

 情情報報教教育育のの一一環環ととししてて、、情情報報のの「「収収集集力力」」

→→「「編編集集力力」」→→｢｢発発信信力力」」へへととレレベベルルアアッッププ

ししてていいくくたためめにに新新聞聞をを活活用用しし、、｢｢読読みみ取取るる」」

・・「「ままととめめるる」」・・｢｢書書くく」」実実践践をを行行っっててききまま

ししたた。。３３年年間間続続けけたた３３年年生生はは着着実実にに国国語語のの力力

をを伸伸ばばししままししたた。。１１・・２２年年生生もも学学びびにに自自信信をを

持持ちち始始めめてていいまますす。。 

  新新聞聞のの提提供供にに感感謝謝ししななががらら、、今今後後ももよよりり多多

くくのの教教科科・・教教育育活活動動でで新新聞聞活活用用をを図図りりなながが

らら、、豊豊かかなな言言語語活活動動のの展展開開をを図図っってていいききまま

すす。。 

十勝毎日 2024.2.8 
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、「「小小樽樽市市立立北北山山中中学学校校」」「「小小樽樽市市立立

末末広広中中学学校校」」のの２２校校がが統統合合しし、、新新設設校校ととししてて

ススタターートトをを切切っっててかからら７７年年目目をを迎迎ええたた。。教教

育育目目標標をを「「小小樽樽のの未未来来ををつつくくるる北北陵陵生生のの育育

成成」」とと定定めめ、、「「深深くく学学びび、、考考ええ、、表表現現ででききるる

生生徒徒」」「「豊豊かかにに人人ととつつななががりり、、思思いいややりりののああ

るる生生徒徒」」「「たたくくままししくく心心身身をを鍛鍛ええ、、自自ららをを律律

すするる生生徒徒」」ととしし、、故故郷郷小小樽樽ののままちちづづくくりりのの担担

いい手手ととななるる生生徒徒のの育育成成にに努努めめてていいるる。。  

ししかかしし、、全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの結結果果かか

らら、、本本校校のの生生徒徒はは、、国国語語科科でではは「「書書くくこことと」」

「「読読むむこことと」」のの領領域域がが全全国国平平均均をを下下回回りり、、数数

学学科科ににおおいいててもも理理由由をを説説明明すするる問問題題でで無無解解

答答率率がが高高いいななどどのの課課題題がが明明ららかかににななっってていい

るる。。ままたた「「語語彙彙」」がが不不足足ししてていいたたりり、、言言葉葉をを

紡紡ぐぐ術術がが未未熟熟だだっったたりり、、物物事事のの発発想想のの基基とと

ななるる「「実実体体験験」」にに乏乏ししかかっったたりりとと多多くくのの課課題題

をを抱抱ええてていいるる。。  

ここれれららのの課課題題をを解解決決すするる一一つつのの方方法法ととしし

てて、、教教育育課課程程のの中中にに、、週週にに一一度度ののＮＮＩＩＥＥタタイイ

ムムをを設設定定しし、、「「書書くく活活動動」」「「読読みみ取取るる活活動動」」にに

取取りり組組みみ、、７７年年目目をを迎迎ええたた。。  

 

２２..  実実践践のの概概要要  

（（１１））教教育育課課程程へへのの位位置置づづけけ  

「「小小樽樽のの未未来来ををつつくくるる北北陵陵生生のの育育成成」」をを目目

指指しし、、本本校校生生徒徒のの「「書書くくこことと」」とと「「読読むむこことと」」

のの領領域域のの課課題題をを解解決決すするるたためめにに、、教教育育課課程程のの

中中にに「「ＮＮＩＩＥＥタタイイムム」」をを設設定定しし、、毎毎週週金金曜曜日日

にに４４種種類類ののワワーーククシシーートトにに取取りり組組んんででいいるる。。  

  

（（２２））「「１１２２ののススキキルル」」ととＮＮＩＩＥＥ活活動動  

前前年年度度ままでではは生生徒徒ににつつけけささせせたたいいススキキルル

をを「「３３３３ののススキキルル」」ととししてて提提示示ししてていいたたがが、、

今今年年度度かかららはは内内容容がが１１２２項項目目にに精精選選さされれ、、ここ

れれままででとと同同様様にに学学年年ごごととにに重重点点をを設設けけ、、教教育育

活活動動全全般般でで取取りり組組んんででいいるる。。そそのの中中ででももＮＮＩＩ

ＥＥ活活動動とと特特にに関関わわりりのの深深いい項項目目はは次次のの二二つつ

ででああるる。。  

「「主主体体的的にに学学ぶぶ力力をを育育てて、、高高めめるる」」とといいうう

柱柱でではは、、３３年年生生のの重重点点ととししてて、、「「人人のの意意見見をを聞聞

きき、、自自ららのの考考ええをを深深めめるるここととががででききるる」」こことと

をを挙挙げげてていいるる。。ここののススキキルルをを身身ににつつけけるるたためめ

にに、、ＮＮＩＩＥＥのの活活動動をを通通ししてて新新聞聞記記事事かからら意意見見

をを読読みみ取取りり、、そそれれににつついいてて自自分分自自身身のの考考ええをを

持持つつ練練習習がが大大ききくく役役立立っってていいるるとと考考ええらられれ

るる。。  

ままたた、、「「ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを向向上上ささ

せせ、、社社会会性性をを高高めめるる」」とといいうう柱柱でではは、、２２年年生生

のの重重点点項項目目ととししてて「「様様々々なな人人やや多多様様なな考考ええをを

受受けけ入入れれ、、関関わわりり合合ううここととががででききるる」」ここととをを

挙挙げげてていいるる。。ＮＮＩＩＥＥのの活活動動をを通通ししてて新新聞聞をを読読

むむここととでで、、多多様様なな考考ええにに触触れれるる機機会会をを得得るるここ

ととににつつななががっってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２３３年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

情報を読み取り、自ら考え、表現する力を培う 

                             

小樽市立北陵中学校 教諭 窪田 達大 
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（（３３））「「ＮＮＩＩＥＥタタイイムム」」でで使使用用すするる４４種種

類類ののワワーーククシシーートトととそそののねねららいい  

【【①①ののワワーーククシシーートト例例】】  

（（北北海海道道新新聞聞 22002233 年年 1122 月月 2299 日日））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【②②ののワワーーククシシーートト例例】】  

（（北北海海道道新新聞聞 22002233 年年 66 月月 2200 日日））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【③③ののワワーーククシシーートト例例】】  

（（朝朝日日中中高高生生新新聞聞 22002233 年年 1111 月月 55 日日））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ワワーーククシシーートトのの種種類類   ねねららいい   
①①   小小樽樽ににつついいててのの記記事事

をを読読んんでで考考ええるるワワーー

ククシシーートト  

自自分分たたちちののふふるるささ

ととででああるる小小樽樽ににつつ

いいてて知知るる。。  
②②   ささままざざままなな記記事事をを読読

みみ、、情情報報をを読読みみ取取るる

ワワーーククシシーートト  

幅幅広広いい社社会会のの動動きき

にに視視野野をを広広げげ、、情情報報

をを的的確確にに読読みみ取取るる

力力をを身身ににつつけけるる。。  

③③   新新聞聞ののココララムムをを読読んん

でで、、文文章章をを書書くくワワーー

ククシシーートト  

 

読読みみ取取っったたここととにに

つついいてて自自分分のの意意見見

をを持持ちち、、そそれれをを的的確確

にに表表現現すするる力力をを身身

ににつつけけるる。。  

④④   長長文文をを読読んんでで、、心心情情

をを読読みみ取取るるワワーーククシシ

ーートト  

 

文文章章かからら書書きき手手やや

登登場場人人物物等等のの心心情情

をを読読みみ取取るる力力をを身身

ににつつけけるる。。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＮＩＥタイム ワークシート R６.２.２発行  

年      組      番 氏名 ☆コラムを読もう 

2023 年１１月５日 
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北海道新聞 2023 年１２月２９日 
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は
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【【④④ののワワーーククシシーートト例例】】  

（（北北海海道道新新聞聞 22002233 年年 1122 月月 2266 日日））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（４４））日日常常的的にに新新聞聞をを目目ににすするる環環境境作作りり  

新新聞聞をを取取っってていいなないい家家庭庭がが年年々々増増ええてていい

くく中中、、生生徒徒がが新新聞聞にに触触れれるる機機会会ををななるるべべくく多多

くく持持つつここととががででききるるよよううにに、、図図書書室室ににだだけけでで

ははななくく、、２２階階階階段段前前掲掲示示板板やや３３年年生生教教室室のの横横

ななどどにに、、生生徒徒のの動動線線をを考考ええてて目目にに触触れれややすすいい

位位置置へへ新新聞聞をを設設置置ししてていいるる。。  

（（２２階階階階段段前前掲掲示示板板のの新新聞聞ココーーナナーー））  

  

（（33 年年生生教教室室横横にに設設置置さされれたた新新聞聞ココーーナナーー））  

  

ままたた、、廊廊下下やや教教室室ににもも生生徒徒のの生生活活にに関関わわるる

内内容容やや、、関関心心をを持持っっててほほししいい内内容容ななどどのの新新聞聞

記記事事のの切切りり抜抜ききをを掲掲示示ししてていいるる。。  

 

  

（（廊廊下下にに掲掲示示さされれたた新新聞聞のの切切りり抜抜きき））  

  

  

（（教教室室のの後後方方にに貼貼らられれたた新新聞聞のの切切りり抜抜きき））  

NIE 文学的文章を読み深めよう③ 
年     組     番  氏名                            
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○
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史
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分
の
身
分
や
能
力
な
ど
の
程
度

を
わ
き
ま
え
な
い
こ
と
。 

○
ま
し
ま
す…

い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

○
境
内
（
け
い
だ
い
）…

境
界
よ
り
内
側
。特
に
、神
社
や
寺

院
の
仕
切
り
の
内
側
。 
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（（５５））「「どどううししんん記記事事デデーータタベベーーススままなな

bbeellll」」のの活活用用  

  北北海海道道新新聞聞のの「「ままなな bbeellll」」でではは、、過過去去のの新新

聞聞記記事事ををキキーーワワーードド検検索索すするるここととががででききるる

たためめ、、課課題題にに応応じじたた情情報報収収集集やや、、生生徒徒のの興興味味

関関心心にに応応じじたた自自主主的的なな情情報報収収集集活活動動をを行行うう

ここととががででききてていいるる。。  

  国国語語科科でではは冬冬休休みみのの宿宿題題ととししてて、、タタブブレレッッ

トト端端末末をを利利用用ししてて、、興興味味・・関関心心をを持持っったた記記事事

ににつついいてて、、自自分分のの考考ええををままととめめてて作作文文をを書書くく

活活動動をを行行っったた。。作作文文作作成成やや作作文文提提出出ににつついいてて

もも、、「「ままなな bbeellll」」をを利利用用ししてて幅幅広広いい時時間間にに取取

りり組組むむここととががででききるるここととかからら、、能能登登半半島島のの地地

震震ににつついいててのの記記事事をを読読んんでで自自分分のの思思いいををまま

ととめめたた生生徒徒がが、、そそのの日日ののううちちにに作作文文をを送送信信しし

ててくくるるとといいっったた例例もも見見らられれたた。。生生徒徒にに示示ししたた

課課題題のの具具体体的的なな内内容容はは次次のの通通りりででああるる。。  

  

【【国国語語科科のの冬冬休休みみ課課題題内内容容】】  

○○『『ままなな bbeellll』』でで新新聞聞記記事事をを読読んんでで、、自自分分のの

考考ええををままととめめよようう。。  

手手順順   

①①『『ままなな bbeellll』』をを使使っってて、、自自分分がが興興味味・・関関心心

をを持持ててるる新新聞聞記記事事をを探探ししてて読読むむ。。  

②②  ①①のの新新聞聞記記事事ににつついいてて考考ええたたここととをを 335500

字字以以上上 440000 字字以以内内でで作作文文をを書書くく。。  

③③  ②②のの作作文文はは『『ままなな bbeellll』』内内のの「「作作文文をを書書

くく」」をを利利用用ししてて作作成成すするる。。  

④④作作成成ししたた作作文文はは「「先先生生にに送送るる」」のの機機能能をを使使

っってて提提出出すするる。。  

注注意意事事項項   

※※作作文文のの最最後後にに、、「「出出典典」」ととししてて、、「「新新聞聞記記事事

のの日日付付けけ（（年年月月日日））」」とと「「記記事事のの見見出出しし」」をを

書書いいてて下下ささいい。。  

※※作作文文のの中中でで新新聞聞記記事事をを引引用用すするるととききはは、、必必

ずず「「」」ををつつけけてて、、自自分分がが書書いいたた部部分分とと区区別別

ががつつくくよよううににししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（生生徒徒がが「「ままなな bbeellll」」でで提提出出ししたた作作文文））  

  

３３..  今今年年度度（（７７年年目目））のの成成果果  

ＮＮＩＩＥＥをを通通ししてて付付けけたたいい力力はは主主にに、、①①イインン

ププッットトすするる力力（（速速くく、、正正確確にに読読みみ取取るる力力））、、②②

ままととめめるる力力（（キキーーワワーードドをを基基ににイイメメーージジすするる

力力））、、③③アアウウトトププッットトすするる力力（（思思いいをを分分かかりりやや

すすくく伝伝ええるる力力））のの３３点点ででああるる。。  

①①ににつついいててはは、、年年度度初初めめののこころろはは読読むむだだけけ

でで時時間間ががかかかかるる生生徒徒たたちちもも、、毎毎週週のの取取組組をを経経

るるここととでで、、すすばばややくく読読めめるるよよううにに成成長長ししてていい

くく姿姿がが見見らられれるる。。  

②②ににつついいててはは、、文文章章のの内内容容がが自自分分たたちちににとと

っってて身身近近ででははなないい話話題題ののとときき等等はは要要点点をを掴掴

みみかかねねてていいるる生生徒徒がが見見らられれるるがが、、ここれれににつついい

ててもも回回数数をを重重ねねるるここととでで内内容容理理解解のの力力がが身身

ににつついいてていいくく姿姿がが見見らられれるる。。  

③③ににつついいててもも、、ななかかななかか自自分分のの思思いいやや考考ええ

をを持持ててななかかっったた生生徒徒達達もも、、新新聞聞記記事事をを通通ししてて

多多様様なな考考ええ方方にに触触れれるるここととでで、、自自分分ななりりのの根根

拠拠をを持持っってて考考ええをを書書くくここととががででききるるよよううにに

ななっってていいくく姿姿がが見見らられれるる。。  

いいずずれれににつついいててもも、、単単発発のの取取組組でですすぐぐにに力力

ががつつくくももののででははなないいたためめ、、次次年年度度ににもも複複数数のの

取取組組をを継継続続・・発発展展ささせせるるここととででささららななるるレレベベ

ルルアアッッププをを図図っってていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、札札幌幌市市中中央央区区ににああるる全全校校 1100 ククララ

ススのの小小規規模模校校ででああるる。。周周りりをを山山にに囲囲ままれれ、、校校

地地内内にに川川がが流流れれるる自自然然豊豊かかなな環環境境ににああるる。。まま

たた宮宮のの森森地地区区はは、、教教育育施施設設にに恵恵ままれれてておおりり、、

円円山山競競技技場場でではは「「陸陸上上競競技技大大会会」」、、大大倉倉山山ジジャャ

ンンププ競競技技場場ででのの社社会会科科「「地地形形学学習習」」、、円円山山動動物物

園園ででのの理理科科「「セセキキツツイイ動動物物学学習習」」、、本本郷郷新新記記念念

札札幌幌彫彫刻刻美美術術館館ででのの「「美美術術鑑鑑賞賞学学習習」」とと環環境境

をを生生かかししたた学学びびをを実実践践ししてていいるる。。そそししてて、、地地

域域ににおお住住ままいいのの方方のの手手をを借借りりたた「「オオーーロロララ学学

習習」」「「キキャャリリアア学学習習」」ななどど、、人人的的特特色色をを生生かかしし、、

ココミミュュニニテティィーーススククーールルととししててののあありりかかたた

もも模模索索ししてていいるる。。  

  教教育育目目標標ででああるる「「自自立立・・共共生生・・未未来来志志向向～～

自自らら立立ちち、、共共にに生生ききるるここととをを学学びび、、明明日日をを志志

すす生生徒徒」」をを実実践践すするる中中でで、、「「ユユニニッットト学学習習」」・・

「「異異学学年年交交流流」」もも本本校校ななららででははのの教教育育形形態態でで

ああるる。。  

  

 

 

２２..生生徒徒のの様様子子  

 本本校校はは、、穏穏ややかかでで真真面面目目なな生生徒徒がが多多いい。。今今

回回、、新新聞聞をを活活用用ししたた国国語語のの授授業業にに取取りり組組んんだだ

22 年年生生のの「「学学習習ななどどににつついいててののアアンンケケーートト」」

のの結結果果にによよるるとと、、「「自自分分ににはは良良いいととこころろががああ

るる」」とと思思っってていいるる生生徒徒がが 7799..22％％とと自自己己肯肯定定感感

もも高高いい傾傾向向ににああるる。。「「11 日日のの時時間間のの使使いい方方をを自自

分分でで考考ええ生生活活ししてていいるる」」6611..00％％「「自自分分でで計計画画

をを立立てて学学習習ししてていいるる」」6622..33％％とと過過半半数数ででははああ

るるがが、、残残りりのの生生徒徒にに関関ししててはは、、日日常常生生活活をを自自

主主的的にに過過ごごすすここととにに関関すするる課課題題がが残残るる。。「「毎毎

日日のの朝朝読読書書」」にに取取りり組組みみ、、教教科科でで課課ししてていいるる

「「ビビブブリリオオババトトルル」」ににもも積積極極的的にに取取りり組組んんでで

いいるる。。ままたた「「読読書書はは好好ききででああるる」」とと回回答答ししたた

生生徒徒はは 6666..22％％いいるるがが、、日日常常生生活活のの中中でで新新聞聞をを

読読むむここととははほほととんんどどななくく、、新新聞聞ににテテレレビビ欄欄がが

ああるるここととささええ知知ららなないい生生徒徒がが複複数数いいたた。。最最近近

のの傾傾向向でで新新聞聞をを取取っってていいなないい家家庭庭ももかかななりり

あありり、、情情報報はは動動画画でで得得るる傾傾向向がが強強いい。。  

  全全国国学学力力学学習習状状況況調調査査のの結結果果をを見見るるとと、、どど

のの項項目目もも全全国国平平均均をを上上回回っってていいるるがが、、「「情情報報

のの扱扱いい方方にに関関すするる事事項項」」でではは「「情情報報とと情情報報のの

関関係係ににつついいてて理理解解すするる」」ここととにに課課題題ががああるるとと

さされれ、、「「原原因因とと結結果果」」「「意意見見とと根根拠拠」」「「具具体体とと抽抽

象象」」ななどどのの基基本本的的なな情情報報とと情情報報ととのの関関係係をを理理

解解しし、、実実際際にに「「話話すす・・聞聞くく・・書書くく・・読読むむ」」のの

場場面面ででのの活活用用がが、、国国語語科科のの指指導導目目標標のの一一つつでで

ああるるとと確確信信ししたた。。  

  

  

  

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        情情報報文文をを読読みみ、、考考ええたたここととをを書書いいててみみるる  
      

                    札札幌幌市市立立宮宮のの森森中中学学校校  教教諭諭  松松尾尾  暁暁子子  
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３３．．実実践践のの内内容容  

上上記記のの学学力力調調査査のの課課題題をを踏踏ままええ、、新新聞聞をを活活

用用ししたた学学習習ととししてて、、以以前前取取りり組組んんだだ「「ままいいとと

ぴぴっっくくすす」」をを実実行行すするるここととににししたた。。「「ままいいととぴぴ

っっくくすす」」ととはは、、AA３３ののノノーートトにに注注目目ししたた新新聞聞記記

事事をを貼貼りり、、簡簡単単なな感感想想をを書書くくとといいううももののででああ

るる。。  

００，，オオリリエエンンテテーーシショョンン  

ままずず、、学学校校ににああっったた古古新新聞聞朝朝刊刊 11 日日分分をを全全

員員にに配配りり、、どどののよよううにに記記事事がが流流れれてていいるるかかとと

いいううよよううなな基基本本的的なな新新聞聞のの読読みみ方方やや「「見見出出しし」」

「「リリーードド」」とといいっったた構構成成にに関関すするる用用語語ななどどをを

教教ええたた。。次次にに、、「「ままいいととっっぴぴっっくくすす」」ののねねららいい  

アア、、  新新聞聞ななどどのの情情報報文文ににふふれれるる。。  

イイ、、  そそのの情情報報にに対対ししててのの自自分分ななりりのの意意見見

をを持持つつ。。  

ウウ、、  そそのの情情報報をを「「ユユニニッットト」」でで交交流流しし、、他他

者者かかららのの意意見見やや感感じじ方方をを共共有有すするる。。    

とといいうう３３点点をを伝伝ええたた。。そそのの後後、、AA３３ノノーートトととシシ

ーールルをを配配りり（（写写真真１１・・２２・・３３））、、週週にに１１回回決決めめ

らられれたた曜曜日日にに「「ままいいととぴぴっっくくすす」」をを提提出出すするる

こことととと、、そそれれままででにに新新聞聞をを読読みみ、、簡簡単単なな感感想想

をを書書いいてて提提出出すするるここととをを伝伝ええたた。。  

             （写真１） 

 

 

 

 

 

 

                

            (写真２） 

 

 

 

 

     

  

（写真３）  

  

  

  

  

ままたた、、配配らられれたた 11 日日分分のの新新聞聞のの中中かからら目目ににとと

ままっったた記記事事をを切切りり抜抜きき、、ノノーートトにに貼貼りり付付けけ、、

意意見見・・感感想想をを３３～～４４行行程程度度書書きき提提出出ささせせたた。。  

１１，，実実践践１１（（慣慣れれるる））  

１１学学期期はは、、「「ままいいととぴぴっっくくすす」」ののねねららいい「「アア・・

イイ」」ににししぼぼりり、、ままずずはは新新聞聞をを読読んんででみみるるこことと

をを第第一一ににししたた。。家家庭庭でで新新聞聞をを取取っってていいなないい生生

徒徒ののたためめにに、、学学校校でで購購読読ししてていいるる「「北北海海道道新新

聞聞」」をを用用意意しし、、教教室室前前のの廊廊下下にに置置いいたた（（写写真真

４４・・５５））。。家家庭庭にに新新聞聞ががああるる人人もも、、隙隙間間時時間間をを

利利用用しし廊廊下下のの新新聞聞をを利利用用すするるここととをを勧勧めめたた。。

当当初初はは、、１１週週間間図図書書館館にに置置いいたた後後ののももののかからら

３３ヶヶ月月前前のの遅遅れれたた新新聞聞をを利利用用ししたた。。遅遅れれたた情情

報報ででははああっったたがが、、新新聞聞ににふふれれ、、ああままたたああるる情情

報報のの中中かからら個個人人のの関関心心をを引引くくももののをを見見つつけけ

出出すすここととにに重重ききををおおきき、、教教員員対対生生徒徒ととのの交交換換

ノノーートトののよよううなな形形でで進進めめたた。。（（そそのの後後、、新新聞聞のの

不不足足がが顕顕著著ににななりり、、北北海海道道 NNIIEE 研研究究会会にに協協力力

ををいいたただだいいたた））  

  

  

  

  

    

  

  

                  （現在の廊下の様子４） 

 

２２，，実実践践２２（（自自分分のの意意見見ををももつつ））  

新新聞聞をを読読みみ慣慣れれててききたたととこころろでで、、夏夏休休みみのの

課課題題ととししてて、、北北海海道道 NNIIEE 研研究究会会のの先先生生がが公公務務

支支援援メメッッセセーージジにに UUPP ししててくくだだささっってていいるる新新

聞聞記記事事をを利利用用ささせせてていいたただだいいたた。。UUPP  ししてていい
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たただだいいたた中中かからら 1100 点点選選びび、、ココピピーーししたたもものの

をを冊冊子子ににししてて配配布布ししたた。。生生徒徒ははそそのの中中かからら 44

点点選選びび、、よよくく読読んんだだ後後、、自自分分のの意意見見をを 1100 行行程程

度度書書くくここととととししたた。。        

（写真５） 

 

 

 

 

 

ささららににそそのの中中かからら 11 点点選選びび、、原原稿稿用用紙紙 440000 字字

～～880000 字字でで簡簡単単なな意意見見文文をを書書くくここととととししたた。。

（（写写真真６６・・７７））  

（写真６） 

 

 

 

 

 

（写真７） 

            

 

 

 

 

３３，，実実践践３３（（自自分分のの意意見見をを構構築築すするるたためめにに他他

者者ととのの意意見見のの交交流流ををすするる））  

抵抵抗抗ななくく新新聞聞がが読読めめ、、自自分分のの意意見見もも書書くくここ

ととががででききるるよよううににななっっててききたたととこころろでで、、「「意意

見見文文をを書書くく」」ここととにに取取りり組組んんだだ。。自自分分のの意意見見

をを構構築築すするるたためめにに、、ママイイトトピピッッククススののねねららいい

「「ウウ」」のの「「ユユニニッットト」」をを使使っったた学学習習にに進進んんだだ。。  

                          （（写写真真８８～～1100））   

（写真８） 

 

 

 

 

（写真９） 

 

 

 

 

 

（写真 10） 

 

 

 

 

 

「「ユユニニッットト学学習習」」ととはは、、平平成成 1199 年年度度よよりり本本校校

にに導導入入さされれたた学学習習形形態態だだ。。現現在在もも「「令令和和のの宮宮

のの森森型型教教育育」」ににおおいいてて「「目目指指すす生生徒徒のの学学びびのの

姿姿」」のの一一つつ「「相相互互啓啓発発とと相相互互承承認認ののああるる学学びび」」

をを具具現現化化すするるたためめ、、授授業業中中ししばばししばば実実行行さされれ

るる形形態態ででああるる。。学学びび合合いいをを想想定定ししたた３３～～４４人人

ののググルルーーププをを学学級級担担任任ががつつくくりり、、座座席席をを指指定定

すするる。。そそののメメンンババーーでで意意見見をを交交流流ししななががらら

「「相相互互啓啓発発とと相相互互承承認認」」をを促促すすススタタイイルルででああ

るる。。  

  おお互互いいにに各各々々のの選選んんだだ記記事事とと各各々々のの意意見見

をを書書いいたた付付箋箋をを読読みみ合合いい、、そそのの後後、、記記事事やや他他

者者のの意意見見にに対対しし、、読読んんだだ感感想想・・意意見見をを付付箋箋にに

書書きき、、回回しし読読みみををすするる（（写写真真８８～～1100））。。中中学学生生

ででああるるたためめ、、深深みみをを持持っったた意意見見はは少少なないいがが、、

他他者者とと交交流流すするるここととでで「「そそうういいうう考考ええ方方ももああ

るるんんだだなな」」「「ここんんななこことと考考ええらられれるるななんんててすす

ごごいいなな」」とといいっったた「「相相互互啓啓発発とと相相互互承承認認ののああ

るる学学びび」」かからら、、自自分分のの意意見見をを構構築築すするる一一助助とと

ししたた。。  

 

 

 

 

 

         （写真 11） 
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              （写真 12） 

４４，，実実践践４４（（意意見見文文をを書書くく））  

中中学学生生同同士士のの意意見見でではは浅浅くく偏偏りりががちちででああ

るるたためめ、、道道新新のの「「ままなな bbeellll」」ややそそのの他他のの検検索索

エエンンジジンンをを使使いい、、関関連連のの記記事事やや情情報報をを読読まませせ

たた。。そそのの後後、、付付箋箋にに「「意意見見とと根根拠拠」」「「予予想想でできき

るる反反論論ととそそのの反反論論」」をを書書きき込込まませせ、、意意見見文文とと

ししててのの起起承承転転結結にに列列べべささせせたた（（書書写写 1111・・1122））。。

そそのの後後はは従従来来のの原原稿稿用用紙紙にに書書いいてていいくく作作文文

指指導導のの流流れれでで進進めめたた。。  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

  

（（１１））成成果果  

ここれれままでで新新聞聞をを目目ににすするるここととははああっっててもも、、

隅隅々々ままでで目目をを通通すすここととががななかかっったた生生徒徒がが多多

いいたためめ、、新新聞聞（（情情報報文文））ににふふれれるる良良いい機機会会とと

ななっったた。。新新聞聞ごごととにに同同日日のの記記事事ででああっっててもも、、

11 面面のの取取りり扱扱いいやや主主張張がが違違ううとといいうう「「気気づづきき」」

がが、、複複数数のの新新聞聞をを比比べべ読読みみすするる中中でで自自然然にに生生

ままれれたた。。ままたた、、ああるる程程度度のの生生徒徒がが「「感感想想とと意意

見見のの違違いい」」（（「「意意見見ににはは根根拠拠がが必必要要だだ」」））とといいうう

ここととをを認認識識ででききるるよよううににななっったた。。ささららにに、、比比

較較的的多多くくのの生生徒徒がが、、新新聞聞のの文文体体ををおお手手本本ににしし、、

整整っったた文文章章をを書書くくここととががででききるるよよううににななりり

つつつつああるる。。  

 

（（２２））課課題題  

 44 月月かからら 22 年年生生をを対対象象ににここのの取取りり組組みみをを始始

めめたたがが、、33 年年生生ににななっってて継継続続すするるここととはは時時間間

ののううええでで難難ししいい。。そそののたためめ、、単単年年度度のの取取りり組組

みみととななっっててししままうう。。ここのの取取りり組組みみのの成成果果はは、、

後後日日のの全全国国学学力力学学習習状状況況調調査査のの結結果果をを待待ちち

たたいいがが、、１１週週間間にに１１度度新新聞聞をを読読んんだだここととがが、、

成成果果ににつつななががっったたかかはは正正確確ににはは検検証証ででききなな

いい。。自自主主的的自自発発的的にに新新聞聞にに親親ししむむよよううににななっっ

ててほほししかかっったたがが、、働働ききかかけけななけけれればば新新聞聞をを読読

ままなないいとといいうう現現実実もも課課題題ななののかかももししれれなないい。。  

  

おおわわりりにに  

 期期限限をを過過ぎぎてていいたたににももかかかかわわららずず、、本本校校のの

生生徒徒ののたためめににごご尽尽力力くくだだささっったた方方々々にに深深くく

御御礼礼申申しし上上げげまますす。。ここれれままでで小小説説やや動動画画以以外外

ののももののをを目目ににすするるここととががななかかっったた生生徒徒がが、、積積

極極的的にに廊廊下下でで新新聞聞をを立立ちち読読みみししたたりり、、休休みみ時時

間間にに教教室室でで読読んんででいいたたりりししままししたた。。今今回回のの取取

りり組組みみがが、、彼彼ららのの生生ききるる力力ににつつななががっってていいくく

ここととをを願願っってていいまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

109



 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 

  本本校校はは、、北北海海道道札札幌幌市市のの東東区区にに位位置置ししてておおりり、、各各

学学級級１１学学年年、、全全校校児児童童１１００００名名のの小小規規模模特特認認校校ででああ

るる。。ままたた、、今今年年度度かからら札札幌幌市市初初のの義義務務教教育育学学校校「「札札

幌幌市市立立義義務務教教育育学学校校福福移移学学園園」」ととししてて新新たたななススタターー

トトをを切切っったた。。  

  

２.児童（生徒）の様子 

  本本校校はは、、小小中中一一貫貫のの小小規規模模特特認認校校ののたためめ、、ほほぼぼ変変

わわららぬぬメメンンババーーでで９９年年間間をを過過ごごすすここととににななるる。。環環境境

がが変変わわららなないいたためめ安安心心ししてて学学校校生生活活をを送送れれるる一一方方

でで、、ずずっっとと一一緒緒だだかかららここそそ集集団団ををよよりりよよくくししてていいここ

ううとといいうう意意識識やや社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識をを高高

めめてていいくくここととがが難難ししいい実実態態ががああっったた。。ままたた、、情情報報収収

集集＝＝イインンタターーネネッットトとといいうう意意識識がが強強くく、、全全ててイインンタタ

ーーネネッットトでで解解決決ししよよううととすするる姿姿もも見見らられれたた。。そそここでで、、

新新聞聞をを活活用用すするるここととでで社社会会をを知知りり、、社社会会にに目目をを向向けけ、、

社社会会にに参参画画ししよよううととすするる子子どどももたたちちにに、、ままたた、、様様々々

なな方方法法をを用用いいてて情情報報をを集集めめ、、集集めめたた情情報報をを取取捨捨選選択択

ししてて活活用用ででききるる子子どどももたたちちににななっっててももららいいたたいいとと

いいうう思思いいかからら、、昨昨年年度度よよりり NNIIEE教教育育実実践践指指定定校校ととしし

てて取取組組ををススタターートトししたた。。昨昨年年度度のの取取組組かからら新新聞聞をを日日

常常のの中中でで当当たたりり前前ののよよううにに活活用用ででききるるよよううににななっっ

ててききたたののでで、、今今年年度度はは学学級級ととししててででははななくく、、義義務務教教

育育学学校校ととししてて１１〜〜９９年年生生のの発発達達段段階階にに合合わわせせててどど

ののよよううにに活活用用ででききるるののかかをを探探るるここととににししたた。。  

 

３．実践の内容 

（１）日常の中での活用 

①①  新新聞聞ココーーナナーーのの設設置置  

  ままずずはは、、全全校校のの児児童童生生徒徒にに新新聞聞にに触触れれててほほししいいとと  

  

思思いい、、廊廊下下にに新新聞聞ココーーナナーーをを設設置置ししたた。。目目ににつつくくとと

こころろにに設設置置ししたたここととでで、、前前期期課課程程だだけけででははななくく後後期期

課課程程のの生生徒徒もも新新聞聞をを手手にに取取っってて読読むむ姿姿がが見見らられれるる

よよううににななっっててききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  朝朝のの会会でで紹紹介介ししたた新新聞聞記記事事をを図図書書室室にに掲掲示示  

昨昨年年度度かからら、、新新聞聞をを読読むむ機機会会をを学学級級全全員員にに作作るるたた

めめにに、、日日直直のの当当番番活活動動ととししてて朝朝のの新新聞聞記記事事紹紹介介をを行行

っってていいるる。。今今年年度度はは、、学学級級内内だだけけででななくく全全校校のの児児童童

生生徒徒ににもも興興味味ををももっっててももららううたためめ、、学学校校司司書書ささんんとと

連連携携しし、、教教室室ででのの紹紹介介後後はは図図書書室室にに掲掲示示すするるここととにに

ししたた。。図図書書室室にに本本をを読読みみににききたた帰帰りりにに新新聞聞記記事事をを読読

２２００２２３３年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

小小中中一一貫貫校校（（義義務務教教育育学学校校））ににおおけけるる新新聞聞活活用用  

〜〜全全校校でで新新聞聞にに親親ししみみ、、社社会会をを知知りり、、  

  社社会会にに参参画画ししよよううととすするる子子どどももたたちちにに〜〜    
                  札札幌幌市市立立義義務務教教育育学学校校福福移移学学園園  教教諭諭  福福本本  勇勇太太  
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むむ子子どどももたたちちのの姿姿がが見見らられれたた。。  

 

 

 

 

 

 

        

（（２２））学学習習のの中中ででのの活活用用            

①①  ４４年年生生国国語語科科「「新新聞聞をを作作ろろうう」」ででののオオリリエエンンテテ

ーーシショョンン  

昨昨年年度度はは５５年年生生ででオオリリエエンンテテーーシショョンンをを行行っったた

がが、、ももっっとと早早くく新新聞聞ののここととをを知知っってておおくくここととでで今今まま

でで以以上上にに新新聞聞をを活活用用ししてていいけけるるよよううににななるるとと思思いい、、

今今年年度度はは４４年年生生のの先先生生とと連連携携しし、、４４年年生生国国語語科科「「新新

聞聞をを作作ろろうう」」とと関関連連ささせせててオオリリエエンンテテーーシショョンンをを行行

っったた。。じじっっくくりりとと新新聞聞をを読読むむここととでで、、ななんんととななくくしし

かか知知ららななかかっったた新新聞聞ににつついいてて詳詳ししくく知知るるここととががでで

きき、、新新聞聞のの特特徴徴をを捉捉ええるるここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  ６６年年生生社社会会科科「「わわたたししたたちちののくくららししとと日日本本国国憲憲

法法」」ででのの３３社社読読みみ比比べべ  

６６年年生生はは、、昨昨年年度度かからら新新聞聞をを活活用用ししててききたたここととでで、、

新新聞聞ののよよささをを実実感感しし、、新新聞聞＝＝信信頼頼ででききるるメメデディィアアでで

ああるるとと考考ええるるよよううににななっったた。。そそここでで、、新新聞聞３３社社のの憲憲

法法記記念念日日のの新新聞聞をを用用意意しし、、読読みみ比比べべててみみたた。。そそううすす

るるとと、、「「ああれれ？？どどのの新新聞聞もも憲憲法法ののここととがが一一面面ににななっっ

てていいるるけけどど、、新新聞聞にによよっってて書書いいてていいるるここととがが違違うう。。」」

「「見見出出ししもも全全然然違違ううねね。。」」とと、、新新聞聞にによよっってて書書きき方方がが

異異ななっってていいるるここととにに気気付付いいたた。。信信頼頼ででききるるメメデディィアア

ででああるる新新聞聞ででああっっててもも、、新新聞聞社社にによよっってて書書きき方方やや内内

容容がが違違ううここととががああるるここととをを知知りり、、「「ややははりり複複数数のの方方

法法でで情情報報をを集集めめるるここととがが大大切切だだねね。。」」「「いいくくつつかか読読むむ

ここととででいいろろいいろろなな見見方方ががででききるるよよううににななるるねね。。」」とと、、

新新聞聞にに対対すするる見見方方がが広広ががっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

北北海海道道新新聞聞  ２２００２２３３年年５５月月３３日日  

読読売売新新聞聞    ２２００２２３３年年５５月月３３日日  

朝朝日日新新聞聞    ２２００２２３３年年５５月月３３日日  

（（３３））「「ままなな BBeellll」」のの活活用用（（６６年年生生のの実実践践））  

①①  朝朝のの NNIIEEタタイイムムででデデジジタタルルにに慣慣れれるる  

  週週にに一一度度「「NNIIEE タタイイムム」」とといいううののをを朝朝のの１１５５分分間間

でで行行っってていいるる。。ここのの時時間間でではは、、ままなな BBeellllをを開開きき、、今今

日日のの一一面面をを読読んんででかからら自自分分がが「「ななるるほほどど」」とと思思うう記記

事事をを見見つつけけてて読読むむよよううににししてていいるる。。すすぐぐにに使使いい方方をを

覚覚ええ、、様様々々なな場場面面でで活活用用すするるよよううににななっっててききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  
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②

 

②②  学学習習ののままととめめででデデジジタタルル新新聞聞をを作作成成  

 社社会会科科「「世世界界にに歩歩みみ出出ししたた日日本本」」のの学学習習ののままととめめ

ととししてて、、ままなな BBeellll のの新新聞聞作作成成機機能能をを使使っっててデデジジタタ

ルル新新聞聞をを作作成成ししたた。。何何度度もも書書きき直直ししたたりり、、自自分分でで資資

料料をを選選んんでで挿挿入入ししたたりりとと、、手手書書ききのの新新聞聞ででははででききなな

かかっったた資資料料のの活活用用のの仕仕方方やや修修正正ししななががらら新新聞聞をを作作

るるとといいううここととががででききるるよよううににななりり、、今今ままでで以以上上にに学学

習習をを振振りり返返りりななががらら作作るるここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①①  他他学学年年へへのの広広ががりり  

  ６６年年生生をを中中心心にに新新聞聞のの取取組組をを続続けけ、、発発信信ししててききたた

ここととでで、、「「自自分分のの学学年年ででももややっっててみみたたいい」」とと言言っっててくく

れれるる先先生生がが増増ええ、、国国語語、、社社会会、、理理科科、、総総合合ななどどとと関関

連連ささせせてていいくくつつかかのの学学年年でで取取りり組組むむここととががででききたた。。

ままたた、、今今年年度度はは２２、、３３、、４４、、５５、、６６年年生生がが「「小小学学生生

新新聞聞ググラランンププリリ」」にに応応募募ししたた。。前前期期課課程程全全体体のの６６

００％％以以上上がが参参加加しし、、学学校校賞賞ををいいたただだくくここととががででききたた。。

教教員員間間ででのの情情報報共共有有、、カカリリキキュュララムムにに位位置置付付けけたた取取

組組にによよりり、、新新聞聞のの活活用用がが少少ししずずつつ学学校校全全体体にに広広ががっっ

ててききたたよよううにに感感じじるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  他他のの活活動動へへのの広広ががりり  

  新新聞聞のの取取組組はは、、係係活活動動やや家家庭庭学学習習ににもも広広ががっったた。。

ままなな BBeellll をを活活用用ししててききたたここととでで、、子子どどももたたちちかからら

「「係係活活動動ででももデデジジタタルルでで学学級級新新聞聞をを作作っっててみみたたいい。。」」

とといいうう声声がが聞聞かかれれるるよよううににななりり、、「「新新聞聞係係」」がが係係活活動動

のの中中ででままなな BBeellll をを活活用用しし始始めめたた。。タタブブレレッットト端端末末

ででみみんんななににアアンンケケーートトをを取取っったたりり、、イインンタタビビュューーをを

ししたたりりししてて、、月月にに２２回回程程度度デデジジタタルルのの新新聞聞をを発発行行しし

てていいるる。。新新聞聞がが「「学学級級ををよよりり楽楽ししくく豊豊かかににすするる」」ここ

ととにに繋繋ががっったた。。  

  ままたた、、家家庭庭学学習習ででももままなな BBeellllをを活活用用しし、、新新聞聞をを読読

んんでで要要約約やや感感想想をを書書いいたたりり、、学学習習ののままととめめととししててデデ

ジジタタルル新新聞聞をを書書いいたたりりすするる子子どどももたたちちがが出出ててききたた。。

新新聞聞がが「「学学習習ををよよりりよよくくすするる」」ここととにに繋繋ががっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

③③  後後期期課課程程へへのの広広ががりり  

  ２２年年間間のの実実践践をを通通ししてて、、前前期期課課程程のの中中だだけけででははなな

くく、、後後期期課課程程ににもも少少ししずずつつ新新聞聞のの取取組組がが広広ががっっててきき
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たた。。朝朝のの時時間間にに新新聞聞をを読読んんだだりり、、部部活活動動にに行行くく前前にに

新新聞聞をを読読んんだだりりすするる生生徒徒のの姿姿がが見見らられれるるよよううにになな

りり、、新新聞聞ががよよりり身身近近ななももののににななっっててききたたよよううにに感感じじ

るる。。ままたた、、新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業ををししよよううととししたたとときき、、

後後期期課課程程のの社社会会科科のの先先生生かかららいいろろいいろろとと教教ええてていい

たただだきき、、実実践践にに生生かかすすここととががででききたた。。児児童童生生徒徒間間だだ

けけででははななくく、、教教員員間間ででもも新新聞聞のの活活用用にに関関ししてて情情報報共共

有有すするるここととのの大大切切ささをを感感じじたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④  社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識のの高高ままりり  

  新新聞聞をを通通ししてて社社会会にに興興味味ををももちち、、社社会会をを知知りり、、社社

会会ににつついいてて考考ええるる機機会会がが増増ええたたここととでで、、子子どどももたたちち

のの視視野野はは学学校校かからら社社会会全全体体へへとと広広ががりり、、自自らら社社会会にに

参参画画ししよよううととすするる意意識識がが高高ままっっててききたた。。６６年年生生社社会会

科科「「札札幌幌市市民民のの願願いいをを実実現現すするる政政治治」」でではは、、札札幌幌のの

除除排排雪雪ををここれれかかららもも持持続続可可能能ななももののににししてていいくくたた

めめにに、、市市民民ももででききるるここととををししてていいくく必必要要ががああるるとといい

うう思思いいかからら、、札札幌幌市市雪雪対対策策室室のの方方にに来来てていいたただだきき、、

自自分分たたちちのの考考ええををププレレゼゼンンテテーーシショョンンすするるここととがが

ででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（２２））課課題題  

①①  各各教教科科ににおおけけるる新新聞聞のの活活用用  

  昨昨年年度度よよりりもも学学習習のの中中でで新新聞聞をを活活用用すするる場場面面をを

増増ややすすここととははででききたたがが、、新新聞聞をを通通ししててどどののよよううなな資資

質質・・能能力力をを育育みみたたいいののかかをを全全校校でで共共有有すするるままででににはは

至至ららななかかっったた。。そそののたためめ、、どどのの教教科科ののどどのの場場面面でで活活

用用すするるととよよりり効効果果的的かかとといいううととこころろままでではは考考ええるる

ここととががででききずず、、課課題題がが残残っったた。。全全校校でで新新聞聞をを活活用用しし

てていいくくたためめにに、、新新聞聞をを通通ししてて育育ててたたいい資資質質・・能能力力をを

教教員員間間でで共共有有しし、、そそれれををももととにに各各教教科科ににおおいいててどどのの

よよううにに活活用用ししてていいくくののかかをを考考ええてていいききたたいい。。  

  

②②  義義務務教教育育学学校校ととししててのの取取組組へへ  

  ２２年年間間取取りり組組んんででききたたここととでで、、少少ししずずつつ新新聞聞をを活活

用用すするる取取組組がが広広ががっっててききたた。。ししかかしし、、ままだだ学学校校全全体体

のの取取組組ににははななっってていいなないい。。本本校校はは、、今今年年度度かからら「「義義

務務教教育育学学校校」」ととししてて新新たたななススタターートトをを切切っったた。。小小中中

一一貫貫校校、、小小規規模模特特認認校校とといいうう学学校校のの特特徴徴をを生生かかしし、、

後後期期課課程程（（７７年年生生〜〜９９年年生生））もも含含めめ、、１１年年生生〜〜９９年年

生生のの全全ててのの学学年年でで取取りり組組んんででいいけけるるよよううににししたたいい。。

そそののたためめにに、、ままずずはは新新聞聞をを活活用用すするるここととののよよささやや新新

聞聞をを通通ししてて育育ててたたいい資資質質・・能能力力ななどどをを教教員員間間でで共共有有

しし、、１１〜〜９９年年生生のの発発達達段段階階にに合合わわせせてて、、どどののよよううにに

新新聞聞をを活活用用ししてていいけけそそううかか考考ええてていいききたたいい。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

２２年年間間のの取取組組をを通通ししてて、、全全校校でで新新聞聞にに親親ししむむこことと

ががでできき、、新新聞聞がが身身近近ななももののににななっっててききたた。。新新聞聞はは、、

単単ななるる情情報報収収集集のの手手段段のの一一つつででははななくく、、効効果果的的にに活活

用用すするるここととでで子子どどももたたちちのの情情報報活活用用能能力力、、読読解解力力、、 

社社会会参参画画意意識識をを高高めめるるここととががでできき、、ささららににはは学学習習やや 

生生活活そそののももののををよよりりよよくくすするるここととががででききるるツツーールル

ででああるるここととをを実実感感ししたた。。ここれれかかららもも、、１１〜〜９９年年生生がが

同同じじ校校舎舎でで学学校校生生活活をを送送るる義義務務教教育育学学校校だだかかららここ

そそででききるるここととにに取取りり組組みみ、、子子どどももたたちちがが新新聞聞をを通通しし

てて様様々々なな力力をを身身にに付付けけ、、社社会会をを知知りり、、社社会会ににつついいてて

考考ええ、、社社会会にに参参画画ししよよううととすするる学学校校をを目目指指しし、、尽尽力力

ししてていいききたたいい。。   
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１．はじめに 

 本本校校はは、、富富良良野野市市のの南南東東部部にに位位置置すするる、、広広大大なな自自

然然林林をを有有すするる東東京京大大学学北北海海道道演演習習林林にに隣隣接接すするる東東

山山地地区区にに開開設設さされれたた義義務務教教育育学学校校ででああるる。。令令和和４４年年

４４月月にに「「樹樹海海小小学学校校」」とと「「樹樹海海中中学学校校」」がが統統合合さされれ

義義務務教教育育学学校校ととししてて開開校校ししたた。。ＮＮＩＩＥＥ活活動動ににおおいいてて

はは、、旧旧樹樹海海中中学学校校ででのの実実践践をを基基本本にに５５年年生生かからら９９年年

生生でで実実施施しし、、今今年年度度はは２２年年目目のの取取組組ととななるる。。新新聞聞をを

活活用用ししてて、、情情報報ににじじっっくくりり向向きき合合いい主主体体的的にに読読みみ解解

くく力力のの向向上上をを目目指指すすこことと、、ままたた、、社社会会にに興興味味ををももちち、、

そそれれををよよりりよよくくししてていいここううととすするる課課題題意意識識やや学学習習

意意欲欲をを高高めめるる活活動動にに努努めめたた。。  

  

２.児童・生徒の様子 

  本本校校はは、、前前期期課課程程２２２２名名、、後後期期課課程程１１１１名名、、ああわわ

せせてて３３３３名名のの小小規規模模校校ででああるる。。義義務務教教育育学学校校ででああるる

ここととかからら１１年年生生かからら９９年年生生がが同同じじ学学びび舎舎でで生生活活をを

ととももににしし、、行行事事やや総総合合的的なな学学習習のの時時間間等等でではは全全校校児児

童童生生徒徒でで活活動動すするる機機会会がが多多いいここととがが本本校校のの特特色色でで

ももああるる。。少少人人数数ででああるるここととでで、、一一人人一一人人のの学学習習活活動動

がが充充分分にに確確保保さされれ、、授授業業ででのの発発言言やや発発表表すするる機機会会がが

多多いいたためめ、、堂堂々々とと発発表表ででききるる力力がが身身ににつついいてていいるる。。  

  一一方方、、学学習習課課題題ととししてて、、今今年年度度のの全全国国学学力力・・学学習習

状状況況調調査査ににおおいいててのの分分析析結結果果かからら以以下下のの 22点点ににつついい

てて、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動をを通通ししてて改改善善をを図図りりたたいいとと考考ええ実実践践

ししたた。。  

 

 

 

ここれれららのの課課題題解解決決にに対対ししてて、、次次ののよよううなな対対応応策策をを

考考ええたた。。  

一一つつ目目のの「「書書くくこことと」」にに関関ししててはは、、昨昨年年度度かかららのの

改改善善がが見見らられれたたたためめ、、新新たたなな課課題題ととししてて挙挙げげらられれたた

「「読読むむこことと」」とと併併せせてて、、ここれれままででのの取取組組をを継継続続ししてて

いいくくここととととししたた。。国国語語のの授授業業だだけけででははななくく、、全全教教科科

でで課課題題意意識識ををももっってて取取りり組組みみ、、自自ららのの考考ええをを適適切切にに

表表現現ででききるるよようう指指導導すするる。。ささららにに、、朝朝学学習習ととししてて取取

りり組組んんででいいるる「「朝朝読読書書」」「「ＮＮＩＩＥＥ活活動動」」ををささららにに充充

実実ささせせ、、表表現現力力やや読読解解力力のの育育成成をを進進めめたた。。  

二二つつ目目のの「「情情報報のの扱扱いい方方にに関関すするる事事項項」」にに関関ししてて

はは、、参参考考資資料料ととななるる図図書書やや新新聞聞、、ままたたウウェェブブササイイトト

かからら必必要要なな情情報報をを引引用用しし、、よよりり相相手手にに自自分分のの考考ええがが

伝伝わわるるよよううなな文文章章をを作作成成すするる力力をを養養うう。。そそののたためめ、、

各各教教科科やや総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる調調べべ学学習習にに

おおいいてて、、自自分分のの考考ええのの根根拠拠をを明明確確ににででききるるよようう指指導導

ししたた。。ささららにに、、朝朝学学習習ととししてて取取りり組組んんででいいるる「「ＮＮＩＩ

ＥＥ活活動動」」ををささららにに充充実実ささせせ、、自自分分のの考考ええがが伝伝わわるる文文

章章ににななるるよよううにに、、根根拠拠をを明明確確ににししてて書書くくよようう指指導導しし

たた。。  

  

以以上上、、次次年年度度ににおおいいててももＮＮＩＩＥＥ活活動動をを継継続続ししてて取取

りり組組むむここととでで、、本本校校児児童童生生徒徒のの学学習習課課題題解解決決にに結結びび

つつけけるる実実践践をを進進めめたたいい。。  

 

 

 

２２００２２３３年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

        義義務務教教育育学学校校２２年年目目ののＮＮＩＩＥＥ活活動動  
      

                          富富良良野野市市立立樹樹海海学学校校  齋齋藤藤  文文玲玲  

 

〇〇「「書書くくこことと」」にに関関ししててはは、、前前期期課課程程・・後後期期課課程程

共共にに、、昨昨年年度度にに比比べべてて正正答答率率のの改改善善がが見見らられれたた。。  

〇〇「「読読むむこことと」」「「情情報報のの扱扱いい方方にに関関すするる事事項項」」にに関関

ししててはは、、特特にに後後期期課課程程ににおおいいてて全全国国・・全全道道のの正正

答答率率をを大大ききくく下下回回るる結結果果ととななっったた。。  
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３．実践の内容 

①①  取取りり組組むむ時時間間とと場場所所をを明明確確にに設設定定すするる。。  

 

 

 

 

 

１１．．

   

２２．．

  

３３．．

  

  

４４．．

  

  

  

  

  

  

  

５５．．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指指導導案案】 

１１．．ねねららいい    ・新聞を読むことを通じて、時事への関心を高めるとともに、情報を取捨選択する力を伸ば

し子どもの思考力や読解力を養う。  
２２．．対対象象学学年年  ・中等部（5～7 年）、高等部（８～９年）  
３３．．活活動動日日時時  ・毎週火曜日の朝の学習時（８：０５～８：２０）に実施  
４４．．活活動動内内容容  ・新聞記事から興味ある内容についての感想や意見をまとめる。（隔週Ａ）  
        ワークシート「朝の新聞」にまとめる。→ｉＰａｄで撮影する。 
       ・前週まとめた「朝の新聞」について発表し、意見を交流する。（隔週Ｂ） 
        発表時間は 30 秒程度→児童生徒数、発達段階によって変更可。発表後ワークシート掲示。 
５５．．活活動動ののななががれれ  

 児童生徒の活動 教師の活動 備考 

 
 
隔

週

Ａ 

①①図図書書室室にに新新聞聞をを取取りりにに行行くく  
 ・図書室の新聞棚か 
  ら新聞の選び教室へ 
 
②②興興味味ののああるる記記事事をを選選びび、、感感想想やや意意

見見ををままととめめるる。。  
 ・ワークシート「朝の新聞」に記

入する。 
③③発発表表準準備備・・片片付付けけ  
 ・発表内容を考える。 
 ・ワークシートと新聞をｉＰａｄ

で撮影する。 
 ・新聞を返却する。 

①①・図書室の新聞棚前が、密集し

ないよう指導する。 
 ・一面や、気になる紙面を参考

に選ぶよう指導する。 
②②・学年の発達段階や、個人の興

味に合わせて、記事選びや記

入方法についてアドバイスす

る。 
③③・発表原稿などのアドバイスを

する。 
 ・返却時の私語等への指導 

①①新聞 1 人 1 部持ってい

く。 
 
 
②②ワークシートの枠内に

収まるように記入する。 
 
 
③③発表練習時間の設定無

し。各自で準備する。 

 
 
隔

週

Ｂ 

①①発発表表会会  
 ・発表する。→質問に答える。 
 ・発表を聞く。→質問する。 
②②担担任任のの話話をを聞聞くく。。  
 
 
③③ワワーーククシシーートトをを掲掲示示すするる。。  

①①発表会 
 ・質問は、学級の実態に応じて 
  実施する。 
②②発表会の講評 
 ・話し方や取り組み方などもつ

いて評価する。 
③③まとめ  
・きれいに掲示されているか確

認、指導する。 

①①発表することをねらい

とするため、質問は児童生

徒の実態に応じて実施 
②②担任以外も可能 
 
 
③③個人用にファイリング

できるようにする。 
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本本校校でではは、、「「学学力力向向上上・・目目標標達達成成にに向向けけたたロローードドママ

ッッププ」」をを作作成成しし、、学学力力向向上上にに向向けけててのの実実施施計計画画をを立立

てててていいるる。。そそここでではは、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動をを学学力力向向上上のの軸軸にに

据据ええ、、年年間間をを通通ししてて実実施施ししてていいるる。。  

取取組組のの推推進進はは本本校校のの組組織織「「学学力力・・体体力力向向上上ププロロジジ

ェェククトト委委員員会会」」がが担担いい、、児児童童生生徒徒のの現現状状をを踏踏ままええなな

ががらら、、具具体体的的なな方方策策をを立立てててていいるる。。毎毎朝朝、、登登校校後後、、

朝朝のの会会ままででのの１１５５分分間間をを「「朝朝活活動動」」とと位位置置付付けけ、、「「学学

力力・・体体力力向向上上」」のの基基礎礎ととななるる「「朝朝読読書書」」「「朝朝運運動動」」そそ

ししてて「「ＮＮＩＩＥＥ活活動動」」をを設設定定しし、、活活動動ししてていいるる。。  

【学学力力向向上上・・目目標標達達成成にに向向けけたたロローードドママッッププ】 

②②  新新聞聞のの選選定定  

ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、前前記記のの通通りり毎毎週週火火曜曜日日にに実実施施ししてて

いいるる。。取取りり組組むむ時時間間にに限限りりががあありり、、活活動動をを円円滑滑ににすす

るるたためめにに、、児児童童生生徒徒がが手手にに取取りりややすすいい図図書書室室前前にに新新

聞聞棚棚をを設設置置しし、、新新聞聞をを身身近近にに感感じじるる環環境境をを整整ええたた。。  

新新聞聞会会社社別別にに発発行行日日順順にに

並並べべるるここととでで、、一一面面記記事事のの取取

りり上上げげ方方のの違違いいやや、、時時事事情情報報

等等をを一一目目でで比比較較ししややすすくくしし、、

児児童童生生徒徒がが興興味味ののああるる新新聞聞

をを選選べべるるよよううににししたた。。  
➂➂  ままととめめ作作業業  

  ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、新新聞聞記記事事かからら興興味味ああるる内内容容ににつついい

ててのの感感想想やや意意見見ををままととめめ、、ままととめめたた感感想想をを発発表表しし意意

見見をを交交換換ししたた。。本本校校ののＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、11 年年をを通通ししてて

実実施施すするるたためめ、、継継続続ででききるるよようう無無理理ののなないい取取りり組組みみ

ににすするるここととをを目目標標にに掲掲げげてていいるる。。そそののたためめ感感想想用用紙紙

ははででききるる限限りり簡簡素素ななももののとと

しし、、二二種種類類のの感感想想用用紙紙かからら選選

択択ししてて記記述述量量をを調調整整ででききるるよよ

ううににししたた。。      

 

 

 

 

 

 

 

 

④④  発発表表  

発発表表はは、、学学年年のの実実態態にに応応じじてて、、柔柔軟軟にに行行っってていいるる。。  

読読んんだだ新新聞聞ををモモニニタターーにに映映しし出出すすここととでで、、記記事事のの

内内容容をを共共有有ししななががらら発発表表すするる学学級級ももああっったた。。  

ままたた、、本本校校はは小小規規模模校校ののたためめ、、人人数数のの少少なないい学学級級

でではは、、他他学学年年とと合合同同でで実実施施すするるななどど、、多多様様なな意意見見がが

交交流流ででききるるよようう工工夫夫ししてて進進めめてていいるる。。  

発発表表後後はは、、発発表表内内容容ににつついいててのの質質問問・・意意見見交交換換をを

行行いい、、担担任任のの補補足足をを加加ええ、、よよりり深深いい理理解解・・学学びびににつつ

ななげげてていいるる。。  

➄ 掲掲示示・・記記録録  

発発表表後後はは、、他他のの学学年年ののままととめめもも交交流流ででききるるよようう、、

廊廊下下にに「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」をを設設置置ししてて掲掲示示ししてていいるる。。

ままたた、、過過去去のの自自分分のの記記事事をを読読みみ返返せせるるよよううにに、、フファァ

イイリリンンググししててままととめめ、、次次年年度度にに引引きき継継げげるるよよううににしし

てていいるる。。  
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⑥⑥  朝朝学学習習以以外外ででのの新新聞聞のの活活用用  

  朝朝学学習習ででのの取取組組だだけけででななくく、、国国語語科科のの授授業業やや、、他他

教教科科のの調調べべ学学習習等等ででもも新新聞聞をを活活用用ででききるるよよううにに、、資資

料料のの整整備備をを行行っってていいるる。。特特にに本本校校でではは、、学学校校司司書書がが

精精力力的的にに環環境境整整備備やや指指導導にに関関わわっっててくくれれてていいるるたた

めめ、、ススムムーーズズなな取取組組をを進進めめるるここととががででききたた。。  

国国語語科科のの授授業業でではは、、学学年年にに応応じじたた新新聞聞のの読読みみ方方やや、、

活活用用のの仕仕方方ににつついいてて指指導導をを行行っったた。。社社説説やや投投書書ななどど、、

必必要要なな情情報報ををピピッッククアアッッププししてて提提供供ししたたりり、、自自分分たた

ちちでで新新聞聞をを作作成成すするる際際のの資資料料ととししてて、、新新聞聞のの構構成成にに

つついいててままととめめたたりりししたたここととでで、、気気軽軽にに新新聞聞をを活活用用しし

たた授授業業をを進進めめるるここととががででききたた。。  

他他教教科科ににおおいいててもも、、テテーーママにに沿沿っったた記記事事をを選選ぶぶアア

ドドババイイススやや、、過過去去のの新新聞聞記記事事ををススククララッッププ資資料料ににまま

ととめめ提提供供すするるななどど、、学学校校司司書書とと連連携携ししななががらら児児童童生生

徒徒のの興興味味にに合合わわせせたた新新聞聞のの活活用用ををすするるここととががでできき

たた。。  

ままたた、、地地域域にに根根ざざししたた記記事事をを切切りり取取っってて掲掲示示すするる

ここととにによよりり、、児児童童生生徒徒ははよよりり関関心心ををももっってて新新聞聞をを手手

にに取取るるよよううににななっったた。。学学校校司司書書とと連連携携ししてて進進めめたたここ

ととでで、、普普段段のの生生活活でで新新聞聞をを読読むむここととががほほととんんどどなないい

児児童童生生徒徒ににもも、、新新聞聞をを身身近近にに感感じじささせせるるここととががでできき

たた。。  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

  本本校校でではは、、昨昨年年度度かかららのの継継続続ととししてて、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動

にに取取りり組組んんだだ。。ここれれままででのの実実践践でで得得らられれたた成成果果かからら、、

今今年年度度はは、、今今ままででのの実実践践内内容容をを継継承承ししつつつつ、、児児童童生生

徒徒やや担担任任のの負負担担ををななくくせせるる工工夫夫をを模模索索ししたた。。  

①①  継継続続ししてて取取りり組組んんだだ成成果果  

  令令和和元元年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥ活活動動にに取取りり組組みみ、、本本校校のの研研

究究主主題題ででああるる「「自自ららのの考考ええをを表表現現しし、、共共にに深深めめ合合いい

高高めめ合合うう児児童童生生徒徒のの育育成成」」にに大大ききなな成成果果がが得得らられれてて

いいるる。。特特にに、、自自ららのの考考ええをを発発表表すするる力力、、意意見見交交換換かか

ららよよりり理理解解すするる力力のの向向上上がが見見らられれたた。。ままたた、、現現在在のの

社社会会情情勢勢へへのの関関心心のの高高ままりりかからら、、他他のの学学習習ででのの相相乗乗

効効果果やや進進路路選選択択のの一一助助ととななっったた。。  

②②  新新たたなな取取りり組組みみにによよるる成成果果  

  実実施施回回数数をを週週１１回回にに減減ららししたた分分、、記記事事をを画画面面でで共共

有有すするるここととでで新新鮮鮮なな気気持持ちちでで発発表表にに臨臨めめるるよよううにに

ししたた。。ままたた、、朝朝活活動動以以外外のの時時間間ににもも積積極極的的にに新新聞聞をを

活活用用しし、、よよりりＮＮＩＩＥＥ活活動動へへのの意意欲欲をを喚喚起起すするるここととがが

ででききたた。。学学校校司司書書とと連連携携すするるここととでで、、新新聞聞にに対対すするる

理理解解をを深深めめ、、充充実実ししたた活活動動をを進進めめるるここととががででききたた。。  

（（２２））課課題題  

  新新聞聞をを読読むむ時時間間がが限限らられれてていいるるたためめ、、朝朝学学習習のの時時

間間だだけけでではは、、比比較較読読みみををすするる機機会会をを確確保保ででききなないい。。

情情報報をを取取捨捨選選択択、、整整理理しし、、批批評評的的にに読読みみ取取るる「「情情報報

リリテテララシシーー」」をを身身ににつつけけるるたためめににはは、、国国語語ををははじじめめ

ととししたた各各教教科科のの指指導導計計画画のの中中でで、、新新聞聞をを活活用用すするる場場

面面をを位位置置づづけけるる必必要要ががああるる。。  

  ままたた、、学学年年のの実実態態にに開開ききががああるるたためめ、、５５・・６６年年生生

ののＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、学学級級担担任任ののササポポーートトがが必必須須だだっったた。。

新新聞聞のの読読みみ方方、、漢漢字字のの読読みみ、、語語句句のの意意味味ななどど記記事事のの

内内容容をを理理解解すするるののがが困困難難ななたためめ、、段段階階にに応応じじたた丁丁寧寧

なな指指導導やや、、小小学学生生新新聞聞のの活活用用ななどど個個にに応応じじたた記記事事のの

選選定定がが必必要要だだっったた。。  

５５．．おおわわりりにに  

  本本校校ののＮＮＩＩＥＥ活活動動もも、、２２年年目目（（旧旧樹樹海海中中学学校校かからら

のの取取組組もも含含めめ５５年年目目））ととななっったた。。ここのの活活動動をを通通ししてて、、

児児童童生生徒徒はは大大ききなな成成長長をを遂遂げげたた。。社社会会のの出出来来事事へへのの

関関心心、、気気ににななっったた出出来来事事ををささららにに詳詳ししくく調調べべるるななどど

「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ意意欲欲とと学学習習習習慣慣のの確確立立」」

がが見見らられれたた。。今今後後はは、、今今ままででのの「「継継続続ででききるるよようう無無

理理ののなないい取取りり組組みみ」」かからら発発展展的的なな活活動動をを計計画画すするる必必

要要ががああるる。。現現在在、、朝朝のの１１５５分分間間だだけけでで実実施施ししてていいるる

活活動動をを、、各各教教科科のの中中でで計計画画的的にに取取りり入入れれ、、よよりり深深くく

探探究究ででききるる機機会会をを設設定定すするる必必要要ががああるる。。今今後後もも、、９９

年年間間をを見見通通ししたたＮＮＩＩＥＥ活活動動をを検検証証しし、、ささららななるる児児童童

生生徒徒のの成成長長をを促促ししてていいききたたいいとと考考ええてていいるる。。  
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１．はじめに 

 

  本本報報告告はは、、単単元元のの目目標標ででああるる「「話話題題やや題題材材にに応応じじ  

てて情情報報をを収収集集しし、、自自分分のの考考ええををままととめめるる」」をを達達成成すす  

るるたためめにに、、新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業にに進進路路指指導導のの中中のの面面  

接接指指導導ををリリンンククささせせたたももののででああるる。。生生徒徒はは、、11年年次次  

よよりり総総合合的的なな探探究究のの時時間間ににおおけけるる「「地地域域探探究究学学習習」」  

をを行行っってておおりり、、22年年次次のの見見学学旅旅行行でではは、、新新聞聞をを活活用用  

ししてて行行っったた「「地地域域ＰＰＲＲ」」をを実実践践しし、、ここののここととはは前前  

年年度度のの NNIIEE実実践践報報告告でで報報告告ししたた。。（（「「新新聞聞記記事事をを活活  

用用ししたた地地域域探探究究学学習習のの取取組組））  

本本報報告告はは、、今今回回のの実実践践をを説説明明すするるととととももにに、、本本  

校校生生徒徒がが新新聞聞活活用用授授業業にによよっっててどどののよよううにに変変容容しし  

たたかかににつついいててもも考考察察すするる。。  

  

２.今回の新聞活用授業について 

 

  今今回回のの取取組組はは、、夏夏休休みみ前前のの学学校校祭祭準準備備期期間間をを始始

期期（（６６月月下下旬旬））ととししてて行行っったた。。就就職職希希望望のの生生徒徒はは

出出願願ししたた後後、、早早いい場場合合ににはは、、1100月月ににはは就就職職試試験験がが

ススタターートトすするるここととをを念念頭頭にに置置いいたた。。進進学学希希望望のの生生

徒徒もも、、多多くくはは面面接接試試験験がが課課さされれてておおりり、、そそのの重重要要

性性はは就就職職希希望望のの生生徒徒とと同同様様にに認認識識さされれてていいたたとと思思

わわれれるる。。  

生生徒徒ににはは、、来来るる面面接接試試験験にに向向けけ、、自自分分のの専専門門やや

得得意意分分野野のの知知識識をを新新聞聞にによよりりスストトッッククしし、、自自分分のの

考考ええをを構構築築すするるここととでで面面接接がが有有利利にに展展開開すするるこことと

をを説説きき、、モモチチベベーーシショョンンをを持持たたせせたた。。  

【【単単元元ととススケケジジュューールル等等】】  

国国語語表表現現（（三三学学年年選選択択  2277名名））    

単単元元名名:: 話話題題やや題題材材にに応応じじてて情情報報をを収収集集しし、、自自分分

のの考考ええををままととめめるる。。  

①①オオリリエエンンテテーーシショョンン（（１１時時間間））  

  

②②新新聞聞をを読読みみ、、取取りり上上げげるる記記事事をを選選ぶぶ。。（（２２時時間間））  

③③取取りり上上げげたた記記事事ををワワーーククシシーートトににままととめめるる。。  

（（２２時時間間））  

④④ワワーーククシシーートトをを用用いいてて班班内内でで発発表表。。（（２２時時間間））  

⑤⑤ここのの取取組組ののふふりりかかええりり（（11時時間間））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈取組の様子①〉 

３．本校生徒について 

 

本本校校のの今今年年度度のの生生徒徒数数はは１１学学年年 8800名名（（男男 4422・・女女  

3388））、、２２学学年年 8844名名（（男男 2255、、女女 5599））、、３３学学年年 8899名名（（男男

3377・・女女 5522））でで、、全全校校でではは 225533 名名（（男男 110044、、女女 114499））

ででああるる。。伝伝統統的的にに女女子子のの多多いい高高校校ででああるる。。近近年年のの進進

路路先先はは、、就就職職がが３３～～４４割割程程度度、、進進学学がが６６～～７７割割程程度度

ででああるる。。  

  

４．実践の内容 

  

今今回回のの実実践践ののポポイインントトをを以以下下にに示示すす。。 

 (1)自己の希望進路を明確にする。 

  ここのの取取組組をを行行うう上上でで、、重重要要ななポポイインントトででああるる。。生生

徒徒ががここのの時時点点でで、、希希望望進進路路がが明明確確ににななっってていいれればば、、

自自分分ががそそのの分分野野ににつついいてて精精通通ししてていいななけけれればばなならら

なないいここととににななりり、、自自ずずとと新新聞聞記記事事のの選選定定がが容容易易にになな

りり、、ススムムーーズズにに学学習習ででききるる。。ししかかししななががらら、、実実際際にに

２２００２２３３年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

      進進路路指指導導をを絡絡めめたた新新聞聞活活用用授授業業  
                                        北北海海道道釧釧路路東東高高等等学学校校  教教諭諭  山山本本  憲憲一一  
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ははそそううででなないい生生徒徒もも一一定定数数おおりり、、新新聞聞記記事事のの選選定定にに

二二のの足足をを踏踏むむ場場合合ももああっったた。。ままたた、、希希望望進進路路がが明明確確

ででああるる生生徒徒ももそそのの分分野野ににつついいてて、、周周辺辺知知識識ががなないいここ

ととをを痛痛感感しし、、思思いいをを新新たたににししたた生生徒徒ももいいたた。。  

 

(2)新聞の提示 

  生生徒徒にに提提示示ししたた新新聞聞はは、、NNIIEE かからら提提供供さされれてていい

るる「「北北海海道道新新聞聞」」「「釧釧路路新新聞聞」」「「朝朝日日新新聞聞」」「「毎毎日日新新

聞聞」」「「読読売売新新聞聞」」「「日日本本経経済済新新聞聞」」ででああっったた。。自自分分

のの希希望望進進路路がが地地元元やや道道内内ででああるる場場合合はは、、「「北北海海道道」」

「「釧釧路路」」をを、、ままたた、、そそううででなないい場場合合ににはは、、そそれれ以以

外外のの新新聞聞ににもも目目をを向向けけるるべべききだだととアアナナウウンンススしし

たた。。本本校校生生徒徒はは、、前前者者のの場場合合がが大大勢勢をを占占めめたた。。  

 

 (3)新聞記事の選定、要約 

生生徒徒はは、、ワワーーククシシーートトににももととづづきき、、自自分分のの取取りり組組

むむ記記事事をを選選定定しし、、記記事事のの絞絞りり込込みみ等等をを行行っったた。。授授業業

者者はは、、生生徒徒にに対対しし希希望望進進路路にに沿沿っったた記記事事をを選選ぶぶ場場合合、、

そそののイイメメーージジをを膨膨ららまませせるるここととのの大大切切ささににつついいてて

念念押押ししししたた。。例例ええばば、、幼幼稚稚園園のの先先生生やや保保育育士士志志望望のの

場場合合、、「「少少子子化化」」やや「「育育児児」」「「教教育育」」等等、、子子どどももににかか

かかわわるる記記事事にに目目をを向向けけささせせたた。。ここののここととはは、、至至極極、、

当当たたりり前前ののよよううででははああるるがが、、自自分分のの希希望望進進路路先先がが他他

のの領領域域ととかかかかわわりりががああるるににももかかかかわわららずず、、矮矮小小化化しし

てていいるる生生徒徒もも数数多多くくいいるるとと感感じじたたたためめででああるる。。  

そそのの後後要要約約作作業業をを行行いい、、自自分分のの中中でで知知識識をを身身ににつつ

けけ、、目目前前にに迫迫っったた「「面面接接」」のの武武器器ににすするるここととをを志志向向

ささせせたた。。希希望望進進路路がが明明確確なな生生徒徒はは、、ここううししたた作作業業がが

ススムムーーズズにに行行ええ、、記記事事のの要要約約のの数数もも複複数数にに及及んんだだ。。  

一一方方ででそそううででなないい生生徒徒はは、、新新聞聞のの選選定定ににおおぼぼつつかか

ずず、、不不本本意意ででははああるるがが、、授授業業者者のの方方でで、、そそのの生生徒徒がが

好好みみそそううなな記記事事をを選選定定、、提提供供しし、、ここれれにに取取りり組組まませせ

たた。。  

(4)本取組の効果等 

本本取取組組はは、、66月月下下旬旬～～77月月上上旬旬にに行行いい、、生生徒徒はは夏夏休休

みみをを経経てて、、そそれれぞぞれれでで対対策策をを講講じじ、、希希望望進進路路にに向向けけ、、

挑挑戦戦ししたた。。そそのの結結果果ににつついいてて、、ここのの取取組組ががどどれれ程程のの

効効果果ををももたたららししたたかかににつついいてて、、確確かかななももののはは分分かかりり

かかねねるるがが、、ここのの後後、、そそれれににつついいてて、、生生徒徒のの事事後後アアンン

ケケーートトにに基基づづきき考考察察ししててみみたたいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

〈取組の様子②〉 

  

５.生徒の実践 

 

今今回回のの取取組組ににつついいてて、、生生徒徒ののワワーーククシシーートトをを一一部部

紹紹介介すするる。。  

【【生生徒徒ＡＡ】】  

①①新新聞聞記記事事のの要要約約等等  

  ○○○○ババススはは、、運運転転手手不不足足やや働働きき方方改改革革ににおおけけるる

「「22002244年年問問題題」」ななどどにに対対応応すするるたためめ、、一一部部路路線線のの廃廃

止止やや減減便便をを行行うう。。約約 114400人人のの運運転転手手ががいいるるがが平平均均年年

齢齢はは 5533歳歳９９ヵヵ月月。。（（以以下下略略））  

②②感感想想・・意意見見等等  

車車がが運運転転ででききなないいおお年年寄寄りりのの方方やや通通勤勤通通学学でで利利

用用すするる人人がが多多いいババススがが減減便便ししててししままううののはは生生活活がが

大大変変ににななるる人人がが増増ええててししままうう。。運運転転手手がが減減っっててししまま

っったたりり、、利利用用者者がが減減っっててししままっったたりりししてていいるるののはは事事

実実でですすがが、、絶絶対対ににななくくななっっててははいいけけなないい乗乗りり物物でですす。。  

  よよりり若若いい人人たたちちががババススのの運運転転手手ににななっっててももららええ

るるよようう、、給給与与面面のの改改善善等等、、見見直直ししををすすすすめめててほほししいい。。  

【【生生徒徒ＢＢ】】  

①①新新聞聞記記事事のの要要約約等等  

  性性犯犯罪罪歴歴ががああるる人人がが、、子子どどももとと関関わわるる職職業業にに就就かか

なないいよよううににすするるたためめ、、日日本本版版ＤＤＢＢＳＳのの義義務務化化のの対対象象

をを子子どどももにに関関わわるる全全ててのの仕仕事事ととすするる声声がが高高ままっってて

いいるる。。認認定定制制度度がが浸浸透透ししてていいくくかかどどううかかがが注注目目さされれ

るる。。  
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②②感感想想・・意意見見等等  

性性犯犯罪罪歴歴ががああるる人人がが子子どどももにに近近づづけけなないいよよううにに

すするるたためめにに、、採採用用時時のの確確認認がが大大切切だだとと思思うう。。国国やや政政

府府ががここのの制制度度ににももっっとと協協力力すすべべききだだ。。  

【【生生徒徒ＣＣ】】  

①①新新聞聞記記事事のの要要約約等等  

  道道内内のの社社協協のの訪訪問問介介護護数数がが前前年年比比 1133％％減減。。  

働働くく人人のの高高齢齢化化、、人人手手不不足足がが深深刻刻化化。。  

②②感感想想・・意意見見等等  

介介護護すするる人人もも 4400、、5500代代がが多多くくななっってていいてて、、逆逆にに若若

いい人人がが少少なないい。。確確かかにに、、大大変変なな仕仕事事ででははああるるがが絶絶対対

ににななくくせせなないい仕仕事事。。給給与与面面をを見見直直しし、、介介護護職職にに就就くく

人人をを増増ややささななけけれればばななららなないいとと思思うう。。  

  

３３名名のの生生徒徒ののワワーーククシシーートトをを紹紹介介ししたた。。生生徒徒ＡＡはは  

将将来来、、小小学学校校教教員員をを希希望望ししてていいるる。。今今回回のの取取組組でで新新

聞聞のの有有用用性性にに気気づづいいたた生生徒徒ででああるる。。  

  ＢＢ、、ＣＣははそそれれぞぞれれ将将来来、、保保育育士士、、介介護護士士をを志志望望しし

てておおりり、、いいずずれれももそそれれららにに関関連連ししたた記記事事をを扱扱っったた。。  

ここののよよううなな生生徒徒はは、、取取組組状状況況ももよよくく、、授授業業へへのの満満足足

度度もも高高いい。。進進路路指指導導とと絡絡めめてて授授業業をを行行ううここととがが有有効効

ななももののででああるるとと再再認認識識ででききたた。。  

  

〈取組の様子③〉 

６．成果と課題（おわりに） 

 

（１）成果（アンケートを元に） 

本本取取組組のの成成果果ににつついいてて、、生生徒徒かかららののアアンンケケーートト  

（（別別紙紙参参照照））をを元元にに考考察察ししたたいい。。  

アアンンケケーートトのの「「11」」「「22」」かからら、、生生徒徒のの本本取取組組のの満満足足

度度ははままずずままずずででああっったたとといいええるる。。新新聞聞をを扱扱っったた授授業業

がが、、良良くくもも悪悪くくもも「「新新鮮鮮」」ででああっったたこことととと、、目目前前にに

迫迫っったた「「面面接接対対策策」」ががモモチチベベーーシショョンンににななっったたとと考考

ええるる。。  

「「33」」「「44」」かかららはは、、生生徒徒のの新新聞聞離離れれ、、活活字字離離れれのの実実

態態ががううかかががええるる。。ここううししたた現現象象はは、、若若年年層層にに限限っったた

ここととででははなないいとと思思ううがが、、国国語語のの指指導導者者ととししててはは、、「「逆逆

風風」」にに立立たたさされれたた思思いいががすするる。。  

ししかかししななががらら、、今今回回のの取取組組ににおおいいてて、、新新聞聞のの有有用用

性性ややおおももししろろささににふふれれたた生生徒徒もも少少ななかかららずずいいるるここ

ととがが分分かかっったた。。ニニュューーススをを手手にに入入れれるるツツーールルととししてて

新新聞聞をを再再評評価価ししてていいかかななけけれればばななららなないい。。  

「「55」」でではは、、今今回回のの授授業業にによよっってて生生徒徒のの変変容容のの様様子子

をを調調査査ししたたももののででああるるがが、、簡簡単単ににはは生生徒徒はは変変ええらられれ

なないいとと再再認認識識ししたた。。新新聞聞のの「「堅堅苦苦ししいい」」とといいううイイメメ

ーージジをを軽軽減減ささせせ、、情情報報入入手手のの有有効効なな手手段段ででああるるこことと

をを今今後後もも生生徒徒にに伝伝ええてていいききたたいい。。  

（２）課題 

本本取取組組ををととおおししてて、、生生徒徒がが予予想想以以上上にに新新聞聞かからら疎疎

遠遠ににななっってていいるるここととをを感感じじたた。。昨昨今今はは情情報報過過多多のの時時

代代でであありり、、ささままざざままななツツーールルかからら手手軽軽にに情情報報をを入入れれ

るるここととががででききるる。。そそううししたた環環境境のの中中でで、、生生活活ししててきき

たた生生徒徒はは、、新新聞聞をを「「骨骨董董品品」」ののよよううにに見見てていいるるかかもも

ししれれなないい。。  

ししかかしし、、今今回回のの取取組組ににおおいいてて、、新新聞聞にに対対すするる見見方方

をを変変ええたた生生徒徒もも少少ななかかららずずいいたた。。新新聞聞のの良良ささはは、、紙紙

面面にに記記事事がが併併記記さされれ、、読読者者そそれれぞぞれれのの主主体体的的なな情情報報

がが入入手手ででききるるここととににああるるののででははなないいかか。。ままたた。。複複数数

のの新新聞聞をを比比べべ読読みみすするるここととでで、、ああるる特特定定のの考考ええにに傾傾

斜斜すするるここととななくく、、ババラランンススののととれれたた見見方方がが培培わわれれるる

可可能能性性ががああるる。。  

本本取取組組はは、、２２年年次次のの新新聞聞をを活活用用ししたた「「地地域域探探究究学学

習習」」をを継継承承すするるももののででああっったたがが、、依依然然ととししてて、、生生徒徒

のの「「新新聞聞」」「「活活字字」」へへのの抵抵抗抗感感はは少少ななかかららずずああるる。。先先

にに述述べべたた「「新新聞聞のの良良ささ」」をを念念頭頭ににおおきき、、生生徒徒ののモモチチ

ベベーーシショョンンをを高高めめるるここととをを忘忘れれずず、、今今後後もも実実践践をを重重

ねねてていいききたたいい。。  
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2023年度「新聞を活用した授業」アンケート集約
1.　今回の授業はいかかでしたか。

とてもためになる ふつう ぜんぜんために
ならない

評価 5 4 3 2 1 平均4.4
人数 17 4 6 0 0

（コメント等）

2.　今回の授業は面接等の進路指導で役に立ちましたか。
とても役に立った ふつう ぜんぜん役に立た

なかった

評価 5 4 3 2 1 平均4.4
人数 17 4 6 0 0

（コメント等）

3.　ふだん新聞をよく読みますか。
とてもよく読む ふつう ぜんぜん読まない

評価 5 4 3 2 1 平均1.9
人数 3 1 4 1 18

（コメント等）

4.　新聞を読むのは好きですか。
とても好き ふつう ぜんぜん好きでは

ない

評価 5 4 3 2 1 平均2.9
人数 5 2 12 1 7

（コメント等）

5.　今回の授業で新聞に対する見方は変わりましたか。
変わった 5
変わらない 22

（コメント等）

・ふだん知らないようなことを知れた。・ネットで十分。新聞を読むいい機会だった。　・
普段の授業よりたのしかった。・最近の日本の政治について知れたから。・新聞をみる機会
がつくれたのはうれしい。・ふだん新聞を読まないから新鮮だった。・新聞の見方がわから
なかった。・地域の問題に関心が持てた。・小論文試験に役立った。・語彙力が上がった。

・面接のネタにはできた。・就職先の情報が手に入った。・新聞を読むことでニュースに関
心を持ち、自分の気になるニュースを見つけることができた。・気になるニュースについて
面接で訊かれた。・面接で参考になった。

・ふだん知らないようなことを知れた。・ネットで十分。・スマホの記事の方が読む。　・
電子版で読む方が好き。・家でとっていない。・テレビ等でニュースを見る。

・そもそも読まない。・字が多いので好きではない。・つまらない。・文字が多くて嫌。・自
分の好きな記事しか読まないが好き。

・新聞を読むことが増えた。・これからは少し新聞を読んでみようと思った。・知識が増え
た。・これからも新聞の授業をやってほしい。・難しいと思い敬遠していたが、読んでみたら
たのしいものだった。
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、全全校校生生徒徒数数がが３３６６２２名名（（１１年年次次３３

学学級級、、２２・・３３年年次次各各４４学学級級））のの創創立立９９８８年年目目

をを迎迎ええるる全全日日制制普普通通科科単単位位制制高高校校ででああるる。。令令

和和７７年年度度にに、、富富良良野野緑緑峰峰高高校校とと統統合合すするるこことと

ににななっってておおりり、、普普通通科科３３学学級級、、園園芸芸観観光光デデザザ

イインン科科１１学学級級、、電電気気情情報報シシスステテムム科科１１学学級級のの

合合計計５５学学級級ととななるる。。  

  今今年年度度、、NNIIEE 実実践践３３年年目目ととななりり、、１１年年目目かか

ららののテテーーママ「「新新聞聞をを読読むむ、、活活かかすす」」をを継継続続、、

発発展展ささせせ、、新新たたなな取取組組をを実実践践ししたた。。  

  以以下下、、今今年年度度のの主主なな取取組組ででああるる。。  

◯◯各各教教科科（（国国語語、、英英語語、、地地歴歴公公民民））  

◯◯朝朝学学習習（（小小論論文文対対策策、、時時事事問問題題対対策策））  

◯◯進進路路実実現現にに向向けけたた取取組組（（ＬＬＨＨＲＲ、、総総合合的的

なな探探究究のの時時間間））  

ままたた、、今今年年度度もも新新聞聞をを活活用用すするるココンンククーールル

等等にに応応募募ししたた。。  

☆☆日日本本新新聞聞協協会会主主催催「「第第１１４４回回いいっっししょょにに

読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」応応募募（（１１～～３３

年年次次））  ※※取取組組４４年年目目  

☆☆「「北北海海道道新新聞聞  新新聞聞切切りり抜抜きき作作品品ココンンテテ

スストト」」応応募募（（３３年年次次））  ※※取取組組５５年年目目  

☆☆北北海海道道新新聞聞富富良良野野版版連連載載「「ふふららのの百百景景」」

応応募募（（３３年年次次））  

    

今今回回はは、、ここのの中中かからら各各教教科科のの新新たたなな取取組組をを

主主にに紹紹介介すするる。。  

  

  

２２．．実実践践のの内内容容  

（（１１））国国語語科科ににおおけけるる NNIIEE 実実践践  

「「新新聞聞をを読読みみ比比べべてて新新聞聞社社のの特特徴徴やや考考ええ

方方ををままととめめよようう」」  

◯◯実実践践者者：：小小森森  猛猛  

◯◯対対象象年年次次：：３３年年次次  

①①単単元元のの目目標標  

《《高高等等学学校校学学習習指指導導要要領領国国語語科科》》  

《《思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力等等  ＢＢ（（１１））エエ》》  

文文章章のの構構成成やや論論理理のの展展開開、、表表現現のの仕仕方方にに

つついいてて、、書書きき手手のの意意図図ととのの関関係係ににおおいいてて多多

面面的的・・多多角角的的なな視視点点かからら評評価価すするるここととががでで

ききるる。。  

②②活活動動内内容容  

１１時時間間目目  単単元元のの説説明明、、新新聞聞のの概概要要説説明明、、  

テテーーママのの決決定定  

２２時時間間目目  ２２紙紙のの記記事事集集めめ  

３３時時間間目目  集集めめたた記記事事をを読読みみ、、気気づづいいたたここ

ととをを付付箋箋にに書書きき出出すす  

４４時時間間目目   ベベンン図図をを使使っってて付付箋箋をを整整理理すす  

るる  

５５時時間間目目   ２２紙紙そそれれぞぞれれのの考考ええ方方やや特特徴徴

ををままととめめるる  

６６時時間間目目  発発表表準準備備  

７７時時間間目目  発発表表、、アアンンケケーートト  

③③授授業業のの実実際際  

    ３３年年次次「「現現代代文文ＢＢ」」のの授授業業ににおおいいてて、、北北

海海道道新新聞聞及及びび全全国国紙紙３３紙紙（（朝朝日日、、日日経経、、毎毎

日日））をを活活用用ししてて、、各各紙紙をを読読みみ比比べべてて記記事事のの

２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        新新聞聞をを読読むむ、、活活かかすす（（３３年年目目のの取取組組））  
      

北北海海道道富富良良野野高高等等学学校校  教教諭諭  北北村村  智智裕裕（（地地理理歴歴史史・・公公民民科科））  

                        教教諭諭  小小森森    猛猛（（国国語語科科））  

                        教教諭諭  渡渡辺辺  勇勇嗣嗣（（英英語語科科））                  
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表表現現等等のの特特徴徴やや考考ええ方方ををままととめめ、、自自分分のの考考

ええをを深深めめるるとといいうう実実践践をを行行っったた。。  

    学学習習のの形形態態はは、、生生徒徒同同士士がが協協力力ししななががらら

進進めめらられれるるとといいううこことととと新新聞聞のの冊冊数数をを考考

ええてて、、ググルルーーププ学学習習ととししたた。。おおよよそそ２２かか月月

分分のの新新聞聞をを取取りり置置きき、、そそれれをを生生徒徒にに自自由由にに

読読まませせててテテーーママをを決決めめててももららっったた。。同同一一のの

テテーーママでで比比較較すするる新新聞聞はは、、北北海海道道新新聞聞ととララ

ンンダダムムにに割割りり当当ててたた全全国国紙紙ととししたた。。北北海海道道

新新聞聞をを固固定定ししたた理理由由はは、、２２部部あありり使使いい勝勝手手

がが良良かかっったたかかららででああるる。。  

    具具体体的的なな授授業業のの進進めめ方方はは、、①①新新聞聞ににおおいい

ててそそのの出出来来事事のの取取りり扱扱いいのの軽軽重重ががわわかかるる

部部分分をを全全体体でで共共有有ししたた。。②②記記事事をを読読みみ始始

めめ、、気気づづいいたたここととをを付付箋箋にに書書きき出出すす。。③③テテ

ーーママにによよっっててはは記記事事ががななかかななかか集集ままららなな

いい新新聞聞社社ももああるるここととがが想想像像ででききたたののでで、、記記

事事だだけけにに囚囚わわれれずずにに新新聞聞全全体体をを見見ななががらら

進進めめてていいくく。。④④ベベンン図図をを用用いいてて各各新新聞聞社社にに

おおけけるる記記事事のの表表現現等等のの特特徴徴とと考考ええ方方ををまま

ととめめ、、整整理理すするるここととをを目目標標にに発発表表ささせせるる活活

動動をを採採りり入入れれたた。。  

④④授授業業後後アアンンケケーートト  n=97  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤⑤授授業業後後のの生生徒徒のの感感想想  

・・新新聞聞をを読読ももううとと今今ままでで思思っってていいななかかっっ

たたののでで、、ここのの機機会会にに新新聞聞をを読読めめたたしし、、そそ

れれぞぞれれのの会会社社のの特特徴徴やや思思いいがが何何ととななくく

ででもも読読みみ取取れれたたののでで良良かかっったた。。（（意意見見多多

数数））  

・・新新聞聞にに対対ししてて興興味味がが薄薄くくななっってていいるる時時

代代にに、、ししっっかかりりとと様様々々なな新新聞聞をを読読むむここ

ととががででききてて良良かかっったたしし、、ととててももいいいい機機

会会だだとと思思っったた。。（（意意見見多多数数））  

・・各各新新聞聞社社がが差差別別化化をを図図りり、、読読者者をを増増ややすす

工工夫夫ががああるるここととがが分分っったた。。ままたた、、同同じじ話話

題題ででもも新新聞聞社社にによよっってて考考ええ方方がが違違ううのの

ががよよくくわわかかりり、、非非常常にに面面白白かかっったた。。（（意意

見見多多数数））  

・・普普段段読読ままなないい新新聞聞をを詳詳ししくく読読んんでで気気付付

けけたたととこころろははああっったたがが、、そそれれをを新新聞聞社社

ごごととのの考考ええ方方ままででももっってていいくくののがが難難しし

かかっったた。。（（意意見見多多数数））  

・・新新聞聞ごごととにに書書きき方方のの工工夫夫ややレレイイアアウウトト

ととかかがが違違ううここととをを発発見見でできき面面白白かかっっ

たた。。（（意意見見多多数数））  
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・・普普段段新新聞聞ををししっっかかりり読読むむここととががなないいのの

でで、、ととててもも新新鮮鮮だだっったた。。ここののよよううなな機機会会

でで時時事事系系のの情情報報をを知知るるここととがが出出来来てて良良

かかっったた。。（（意意見見多多数数））  

⑥⑥今今後後のの課課題題  

  ・・取取りり扱扱いいのの軽軽重重をを考考ええるる際際ににレレイイアアウウトト

ににばばかかりり目目ががいいくくググルルーーププがが多多かかっったた

ここととかからら、、記記事事をを読読みみ込込まませせるる工工夫夫ををすす

るる必必要要ががああっったた。。  

・・「「考考ええ方方」」とといいううざざっっくくりりととししたた言言いい方方

ににななっったたここととかからら、、タターーゲゲッットトととすするる読読

者者層層やや、、全全国国紙紙とと地地方方紙紙のの違違いいをを考考ええたた

りりすするる程程度度にに止止ままっっててししままっったた。。  

・・授授業業者者ととししてて授授業業のの目目標標ととししてていいたた「「新新

聞聞社社ががどどののよよううなな思思想想ををももっってていいるるのの

かか」」とといいうう視視点点でで考考察察ささせせるるたためめににはは、、

ももうう少少しし段段階階をを追追っってて丁丁寧寧にに指指導導ししてて

いいくく必必要要ががああるる。。  

 

（（２２））英英語語科科ににおおけけるる NNIIEE 実実践践  

◯◯実実践践者者：：渡渡辺辺  勇勇嗣嗣  

◯◯対対象象年年次次：：３３年年次次  

①①取取組組  

日日本本語語のの新新聞聞をを読読みみ、、気気ににななるる社社会会問問題題

をを選選びび、、そそれれににつついいてて英英語語ででププレレゼゼンンテテーー

シショョンンをを行行ううとといいうう活活動動をを「「ココミミュュニニケケーー

シショョンン英英語語ⅢⅢ」」ににおおいいてて、、年年度度末末にに実実施施しし

たた。。  

②②活活動動内内容容  

ａａ  ３３～～６６名名のの班班単単位位でで、、日日本本語語のの新新聞聞をを

読読みみ、、気気ににななるる社社会会問問題題をを選選ぶぶ  

ｂｂ   英英語語ででププレレゼゼンンテテーーシショョンン原原稿稿をを作作

成成すするる  

ｃｃ  デデーータタ、、写写真真、、イイララスストトななどどのの視視覚覚教教

材材をを作作成成すするる  

ｄｄ  リリハハーーササルル  

ｅｅ  各各班班 77 分分程程度度ででププレレゼゼンンテテーーシショョンンをを

行行いい、、AALLTT かかららのの質質問問にに答答ええるる  

③③ままととめめ  

高高校校 33 年年間間のの集集大大成成ととししてて位位置置付付けけてて行行

っったた。。卒卒業業後後、、すすぐぐにに社社会会人人ととななるる生生徒徒もも

多多くく、、社社会会問問題題にに向向きき合合いい英英語語ででププレレゼゼンン

テテーーシショョンンをを行行ううののはは、、難難ししいいななががららももやや

りりががいいののああるる活活動動ととななっったたとと思思わわれれるる。。 

 

 

（（３３））地地歴歴公公民民科科ににおおけけるる NNIIEE 実実践践  

◯◯実実践践者者：：北北村村  智智裕裕  

◯◯対対象象年年次次：：３３年年次次  

①①取取組組  

    ３３年年次次のの学学校校設設定定科科目目「「北北海海道道学学」」のの今今

年年度度のの新新たたなな取取組組ととししてて、、北北海海道道新新聞聞富富良良

野野版版でで連連載載さされれてていいるる「「ふふららのの百百景景」」をを活活

用用ししたた授授業業をを実実践践ししたた。。  

    「「ふふららのの百百景景」」ににおおいいてて、、富富良良野野市市博博物物

館館がが、、市市内内在在住住のの「「半半農農半半画画家家」」ののイイママイイ

カカツツミミささんん（（本本校校のの美美術術時時間間講講師師））とと展展開開

すするる「「ふふららのの百百景景」」ププロロジジェェククトトとと連連動動しし、、

歴歴史史のの跡跡やや人人々々のの営営みみをを水水彩彩画画でで紹紹介介しし

てていいるる。。ままたた、、１１９９００３３年年（（明明治治３３６６年年））

にに富富良良野野村村かからら分分離離しし、、後後のの富富良良野野町町、、富富

良良野野市市ととななるる下下富富良良野野村村にに初初めめてて役役場場がが

設設けけらられれてて昨昨年年がが１１２２００年年ににななるるののにに合合

わわせせ、、市市民民がが考考ええるる名名所所「「ふふららのの百百景景」」をを

募募集集ししてていいたた。。（（※※下下線線部部、、２２００２２３３年年８８月月

１１３３日日北北海海道道新新聞聞富富良良野野版版かからら引引用用））  
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②②活活動動内内容容  

ここのの科科目目のの目目標標はは、、「「北北海海道道（（富富良良野野））にに

生生活活すするる者者ととししてて、、歴歴史史やや文文化化、、自自然然やや環環

境境等等のの知知識識やや技技術術をを学学びび理理解解すするる。。ままたた、、

北北海海道道（（富富良良野野））のの抱抱ええるる問問題題をを理理解解ししなな

ががらら、、そそのの課課題題をを探探っってていいくく」」ででああるる。。  

以以上上ののここととかからら、、次次ののよよううにに授授業業をを展展開開

ししたた。。  

１１時時間間目目  新新聞聞連連載載（（３３回回分分））をを読読みみ、、歴歴

史史やや文文化化、、自自然然やや環環境境等等をを理理解解すす

るる。。  

２２時時間間目目  各各自自のの「「ふふららのの百百景景」」（（思思いい出出

のの場場所所））をを選選びび、、歴歴史史やや文文化化、、自自

然然やや環環境境等等をを調調べべるる。。  

ここのの授授業業後後にに、、富富良良野野市市博博物物館館

にに応応募募ししたた。。  

３３時時間間目目  新新聞聞連連載載記記事事をを参参考考にに、、新新聞聞記記

事事風風ににレレポポーートトをを作作成成。。  

生生徒徒がが応応募募ししたた「「ふふららのの百百景景」」

のの中中かかららいいくくつつかかがが採採用用さされれ、、

「「ふふららのの百百景景  冬冬特特別別編編」」ととししてて

３３回回連連載載さされれたた。。  

↓↓北北海海道道新新聞聞２２００２２４４年年１１月月１１００日日  

「「 富富 良良 野野 スス キキ

ーー 場場 北北 のの 峰峰 ゾゾ

ーーンン」」をを取取りり上上

げげたた記記事事。。４４名名

のの生生徒徒がが「「推推しし」」

ととししてて応応募募しし、、

採採用用さされれたた。。 

 

←←生生徒徒がが作作成成ししたた「「ふふらら

のの百百景景」」ふふららのの五五条条大大橋橋 

 富富良良野野高高校校のの教教室室かからら

見見ええるる、、富富良良野野市市ののシシンン

ボボルル的的なな橋橋。。歴歴史史やや文文化化、、

自自然然やや環環境境等等もも丁丁寧寧にに調調

べべ、、ままととめめらられれてていいるる。。  

③③ままととめめ  

    「「北北海海道道学学」」のの履履修修者者はは、、公公務務員員やや就就職職、、

専専門門学学校校進進学学ななどどでで多多くくのの生生徒徒がが北北海海道道

（（富富良良野野））にに残残るる生生徒徒ででああるる。。そそのの生生徒徒たた

ちちがが北北海海道道（（富富良良野野））をを知知るるここととでで、、将将来来

そそのの先先ににああるる地地域域のの諸諸課課題題をを解解決決ししてていい

くくききっっかかけけににななっったたとと考考ええるる。。  

 

３３．．おおわわりりにに  

 今今年年度度、、全全年年次次（（１１，，２２年年次次はは全全員員、、３３年年

次次はは一一部部生生徒徒））でで取取りり組組んんだだ日日本本新新聞聞協協会会主主

催催「「第第１１４４回回いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンクク

ーールル」」でではは、、２２年年次次生生のの１１名名「「テテーーママ：：十十代代

女女性性にに心心のの手手当当」」がが「「北北海海道道 NNIIEE 推推進進協協議議会会

会会長長賞賞」」をを受受賞賞ししたた。。ままたた、、本本校校はは昨昨年年度度まま

でで３３年年連連続続でで学学校校奨奨励励賞賞にに選選ばばれれてていいたたがが、、

今今年年度度はは優優秀秀学学校校賞賞にに選選ばばれれたた。。  

  ささららにに、、３３年年次次のの「「北北海海道道学学」」でで取取りり組組んん

だだ「「北北海海道道新新聞聞  新新聞聞切切りり抜抜きき作作品品ココンンテテスス

トト」」でではは、、優優秀秀賞賞１１名名「「テテーーママ：：切切りり花花のの需需

要要」」、、佳佳作作１１名名「「教教師師ととＡＡＩＩ」」がが選選出出さされれたた。。

そそれれぞぞれれ「「地地域域にに関関すするる時時事事問問題題」」やや「「自自分分

のの進進路路」」にに関関すするる新新聞聞記記事事をを集集めめ、、作作品品ににしし

たた。。  

生生徒徒ににはは、、高高校校在在学学中中にに「「地地域域やや社社会会にに目目

をを向向けけ、、そそここかからら様様々々なな課課題題をを見見つつけけ、、そそれれ

をを解解決決すするるたためめにに行行動動ををすするる力力」」をを育育んんででもも

ららいいたたいい。。そそののたためめににもも新新聞聞はは有有効効なな一一つつのの

ツツーールルだだとと考考ええるる。。  

３３年年目目ととななっったた NNIIEE 実実践践はは、、国国語語科科、、英英語語

科科、、地地歴歴公公民民科科をを担担当当すするる４４名名のの教教員員がが継継続続

ししてて取取りり組組みみ、、今今年年度度新新たたにに国国語語科科、、英英語語科科

のの２２名名のの教教員員がが新新聞聞をを用用いいたた授授業業をを行行っったた。。  

次次年年度度はは、、ここれれままででのの３３教教科科ののほほかか、、多多くく

のの教教科科及及びび総総合合的的なな探探究究のの時時間間等等でで NNIIEE 実実践践

をを広広げげてていいききたたいい。。  

「「新新聞聞をを読読むむ、、活活かかすす」」。。次次年年度度もも継継続続、、発発

展展ししてていいききまますす。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは系系列列にに北北海海道道科科学学大大学学（（工工学学部部・・保保健健

医医療療学学部部・・薬薬学学部部・・未未来来デデザザイインン学学部部））をを有有すす

るる私私立立高高校校ででああるる。。22002233年年44月月かからら大大学学所所在在地地

ででああるる手手稲稲前前田田キキャャンンパパススへへ移移転転しし、、大大学学とと同同

じじキキャャンンパパススのの強強みみをを活活かかしし、、日日常常的的にに大大学学教教

育育やや大大学学生生にに出出会会ううここととががででききるる「「高高大大一一体体教教

育育」」ががススタターートトししたた。。  

今今年年度度ははNNIIEE実実践践校校44年年目目ととななりり、、昨昨年年度度にに

引引きき続続きき 22・・33 年年生生のの朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞

活活用用をを実実践践ししたた。。ままたた、、22 年年生生のの高高大大連連携携探探究究

活活動動ににおおいいてて「「新新聞聞かからら社社会会問問題題をを発発見見しし、、解解

決決策策をを考考ええるる」」ににつついいてて、、新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた

ググルルーーププにによよるる探探究究活活動動をを実実践践ししたた。。今今回回のの報報

告告でではは22年年生生のの朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞活活用用のの

実実践践とと高高大大連連携携探探究究活活動動ででのの実実践践をを紹紹介介すするる。。  

  

２２．．22年年生生ににおおけけるる朝朝ののＳＳＨＨＲＲ実実践践    

※※生生徒徒はは全全員員、、学学校校指指定定iiPPaadd保保有有  

（（１１））内内  容容  

朝朝のの授授業業前前のの時時間間（（88：：3300～～88：：4455））にに教教員員がが

選選んんだだ新新聞聞記記事事をを生生徒徒にに配配信信ししてていいるる。。朝朝ののスス

タターートトにに際際しし、、落落ちち着着いいたた雰雰囲囲気気でで11時時間間目目にに

臨臨むむここととがが主主目目的的ででああるるがが、、本本校校でではは 22年年次次にに

11 年年間間をを通通ししたた探探究究活活動動をを行行っってておおりり、、そそのの探探

究究テテーーママののヒヒンントトやや手手助助けけににななるる記記事事ももセセレレ

ククトトししてていいるる。。  

                                          

（（２２））目目  的的    

主主なな目目的的はは①①読読むむ力力のの向向上上  ②②新新聞聞をを通通しし世世  

  

のの中中のの動動ききににつついいてて知知りり、、様様々々なな立立場場かかららのの物物  

のの見見方方ににつついいてて考考ええるる。。③③11 年年間間をを通通ししてて行行っっ

てていいるる探探究究活活動動ののヒヒンントトをを見見つつけけるる。。ここのの33点点

をを主主にに考考ええてていいるる。。ままたた、、生生徒徒にによよっっててはは、、何何

気気なないい記記事事ををききっっかかけけにに、、更更ににそそのの記記事事をを掘掘りり

下下げげてて、、探探究究活活動動にに還還元元ししたたりり、、進進路路選選択択ののきき

っっかかけけににななっったた記記事事にに出出会会っったたりりとといいうう様様々々

なな有有形形無無形形のの影影響響がが見見らられれてていいるる。。  

        

（（３３））生生徒徒のの様様子子・・効効果果ななどど  

入入学学後後かからら継継続続的的ににここのの取取りり組組みみをを始始めめてて

いいるるがが「「新新聞聞をを読読むむ」」ここととにに多多くくのの生生徒徒がが慣慣れれ、、

学学校校でで新新聞聞記記事事をを読読むむここととががああたたりり前前ととななっっ

てていいるる生生徒徒がが増増ええてていいるる。。ままたた、、（（２２））ででもも触触れれ

てていいるるがが、、記記事事ををききっっかかけけにに単単純純にに「「知知ららなないい

ここととをを知知るるここととががででききたた」」かからら一一歩歩踏踏みみ込込みみ、、

「「ここののニニュューーススのの背背景景をを知知りりたたいい」」「「ここのの出出来来

事事のの将将来来へへのの影影響響をを考考ええたたいい」」とといいううレレベベルルでで

新新聞聞記記事事をを読読むむここととががででききるる生生徒徒もも出出ててききてて

いいるる。。学学校校がが読読むむここととをを押押しし付付けけるるののででははななくく、、

新新聞聞記記事事にに触触れれるる「「時時間間」」やや「「場場」」をを提提供供すするる

ここととにによよりり、、自自然然とと読読むむここととががああたたりり前前ににななりり、、

ここのの場場だだけけのの機機会会にに限限ららずず、、自自宅宅等等ででもも興興味味をを

持持っってて新新聞聞記記事事にに注注目目ししててほほししいいとと考考ええてていい

るる。。今今後後もも、、情情報報をを入入手手すするる媒媒体体ととししてて、、真真偽偽

不不明明ななイインンタターーネネッットトややSSNNSSかかららのの情情報報だだけけにに

頼頼るるののででははななくく、、新新聞聞をを含含めめたた様様々々なな媒媒体体かからら

情情報報をを入入手手しし、、正正ししくく知知りり、、正正ししいい判判断断ににつつなな

げげてていいくくここととがが重重要要だだとと考考ええるる。。  

 

    

２２００２２３３年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

新聞を活用した学びの実践 
～朝のＳＨＲでの新聞記事の活用と高大連携探究活動における取組み～ 

 

北海道科学大学高等学校 教頭 山下 卓 
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朝朝新新聞聞一一例例））  

以以下下ののよよううなな新新聞聞切切りり抜抜ききをを担担当当者者がが毎毎日日 44～～

55枚枚程程度度配配信信ししてていいるる。。  

  

生生徒徒ののiiPPaaddにに毎毎朝朝配配信信  

  

  

北北海海道道新新聞聞  22002233年年88月月2244日日  

((配配信信切切りり抜抜きき一一部部抜抜粋粋))  

  
  

  

  

３３．．22年年生生のの高高大大連連携携探探究究活活動動ににおおけけるる実実践践  

「「新新聞聞かからら社社会会問問題題をを発発見見しし解解決決策策をを提提案案すす

るる」」～～SSDDGGｓｓととのの関関連連性性をを考考ええるる  

22 年年生生はは系系列列大大学学ででああるる北北海海道道科科学学大大学学とと協協

力力ししたた取取りり組組みみととししてて、、全全員員対対象象のの探探究究活活動動をを

前前期期にに行行っってていいるる。。ままたた、、本本校校でではは22年年次次かからら

年年間間をを通通しし、、外外部部のの様様々々なな分分野野でで活活躍躍ししてていいるる

方方（（大大学学教教員員・・企企業業経経営営者者・・芸芸術術家家ななどど））ののササ

ポポーートトをを受受けけ、、「「探探究究活活動動」」をを行行っってておおりり、、問問いい

のの立立てて方方やや探探究究活活動動のの進進めめ方方ににつついいててはは理理解解

ししてていいるる前前提提でで活活動動をを行行っったた。。今今年年度度はは77月月にに

大大学学教教職職員員、、大大学学生生、、高高校校教教員員、、高高校校生生がが協協力力

ししてて行行うう探探究究活活動動をを企企画画ししたた。。ししかかしし、、イインンフフ

ルルエエンンザザのの流流行行にによよるる学学校校閉閉鎖鎖ののたためめ延延期期とと

ななりり、、99月月1133日日にに７７時時間間のの時時間間をを設設定定しし、、１１・・

22 時時間間目目でで新新聞聞記記事事かからら社社会会問問題題をを個個人人・・ググルル

ーーププでで見見つつけけ出出しし共共有有ししたた。。33 時時間間目目はは体体育育館館

でで「「よよりり良良いい発発表表ににすするるににはは」」とと題題しし、、大大学学院院

生生にによよるる資資料料作作成成ややププレレゼゼンンテテーーシショョンンににつつ

いいててのの講講義義をを行行っったた。。44・・55時時間間目目でで新新聞聞をを活活用用

ししたた探探究究活活動動ととププレレゼゼンン資資料料のの作作成成をを行行いい、、66・・

77 時時間間目目をを発発表表・・振振りり返返りりのの時時間間にに設設定定ししたた。。

ググルルーーププ活活動動ににおおいいててはは GGooooggllee ススラライイドドをを活活

用用しし、、個個人人活活動動ににおおいいててははワワーーククシシーートトをを準準備備

しし、、一一目目でで俯俯瞰瞰ででききるる紙紙媒媒体体のの良良ささもも活活用用ししたた。。

発発表表のの場場面面ででははルルーーブブリリッックク評評価価表表をを用用いいてて

自自己己・・他他者者評評価価をを行行いい、、振振りり返返りりをを行行っったた。。  

  

【【目目  的的】】及及びび【【目目  標標】】  

・・大大学学生生活活及及びび社社会会生生活活ににおおいいてて不不可可欠欠なな「「課課

題題発発見見能能力力」」「「ププレレゼゼンン能能力力」」「「協協働働能能力力」」なな

どどをを育育成成すするる。。  

・・SSDDGGssのの視視点点でで新新聞聞記記事事かからら社社会会問問題題をを取取りり上上

げげ、、高高校校生生ななりりのの自自由由なな発発想想でで解解決決方方法法をを模模

索索すするる。。  

・・社社会会のの諸諸問問題題ににつついいてて興興味味関関心心をを持持ちち、、主主体体

的的にに関関わわりり、、行行動動ししよよううととすするる意意識識のの向向上上をを

図図るる。。  
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【【99//1133のの実実施施内内容容】】  

１１～～22時時間間目目  ガガイイダダンンスス（（各各ＨＨＲＲ））  

（（１１））趣趣旨旨・・実実施施方方法法説説明明  

（（２２））GGoooogglleeススラライイドドのの設設定定等等  

（（３３））新新聞聞かからら社社会会問問題題をを発発見見すするる。。  

    （（個個人人→→ググルルーーププ））※※ググルルーーププ 33・・44人人  

33時時間間目目  講講義義（（体体育育館館））  

（（１１））資資料料作作成成ににつついいてて  

（（２２））ププレレゼゼンンテテーーシショョンンににつついいてて  

44～～55時時間間目目  発発表表資資料料づづくくりり（（各各ＨＨＲＲ））  

（（１１））個個人人のの視視点点ををググルルーーププでで共共有有しし、、社社会会問問  

題題解解決決ののアアイイデデアアをを出出しし合合うう。。  

（（２２））iiPPaaddをを用用いいてて GGoooogglleeススラライイドドのの共共同同編編

集集機機能能をを活活用用しし、、発発表表のの準準備備をを行行うう。。  

66・・77時時間間目目  発発表表及及びび相相互互評評価価  

（（１１））発発表表はは11ググルルーーププ55分分  

（（２２））ロロイイロロノノーートトをを使使用用しし、、評評価価をを行行いい、、個個

人人ととししててワワーーククシシーートトににままととめめてて提提出出すするる。。  

  

11～～22時時間間目目  新新聞聞かからら課課題題をを発発見見  

  

  

33時時間間目目  ププレレゼゼンンにに向向けけててのの講講義義  

  

  

44～～55時時間間目目  発発表表資資料料づづくくりり  
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66・・77時時間間目目  

発発表表・・相相互互評評価価  

ルルーーブブリリッックク評評価価表表・・ロロイイロロノノーートトをを活活用用  

  

  

  

参参観観者者かかららのの意意見見よよりり  

【【良良かかっったた点点】】    ※※複複数数意意見見をを抜抜粋粋  

・・ワワーーククシシーートトがが工工夫夫さされれてておおりり、、生生徒徒ががやや

るるべべききここととがが明明確確ででああっったた。。そそののたためめ、、生生徒徒

のの話話しし合合いいやや資資料料作作りり等等のの準準備備ががススムムーーズズにに

進進んんででいいたた。。  

・・大大学学生生のの講講義義をを活活かかしし、、図図表表やや写写真真をを効効果果

的的にに活活用用ししてていいたたググルルーーププがが多多かかっったた。。  

・・仲仲間間のの意意見見をを聴聴くく姿姿勢勢、、ググルルーーププワワーーククにに

皆皆でで取取りり組組むむ姿姿勢勢がが素素晴晴ららししかかっったた。。  

・・iiPPaaddややアアププリリのの使使用用にに慣慣れれてておおりり、、日日常常のの

授授業業かからら使使いいここななししてていいるるとといいうう印印象象をを受受けけ

たた。。  

【【改改善善をを要要すするる点点】】※※複複数数意意見見ののみみ抜抜粋粋。。  

・・発発表表時時のの時時間間配配分分やや質質問問対対応応にに課課題題ののああるる

ググルルーーププがが見見受受けけらられれたた。。  

・・声声のの大大ききささやや iiPPaadd にに頼頼りりききりりののたためめ、、相相手手

にに伝伝わわるるププレレゼゼンンをを心心ががけけるる必必要要ががああるる。。  

  

探探究究活活動動実実施施後後のの生生徒徒のの声声よよりり  

※※複複数数意意見見をを抜抜粋粋  

・・ススママホホかからら情情報報をを得得てていいたたがが、、新新聞聞のの記記事事はは

わわかかりりややすすかかっったた。。ここれれかかららもも読読んんででみみよよううとと

思思っったた。。  

・・意意外外とと時時間間がが経経つつののががああっっとといいうう間間だだっったた。。

話話しし合合いいがが盛盛りり上上ががりり、、様様々々なな仲仲間間のの意意見見をを聴聴

くくここととががでできき、、満満足足ででききるる発発表表をを行行ううここととががでで

ききたた。。  

  

４４  終終わわりりにに  

  本本校校でではは主主体体的的なな学学びびにに積積極極的的にに取取りり組組んん

ででおおりり、、IICCTT やや新新聞聞ななどど様様々々ななツツーールルをを活活用用すす

るるここととにによよりり、、様様々々なな学学びびのの可可能能性性ががああるるこことと

をを感感じじるるここととががででききたた。。今今後後もも学学校校ととししてて、、生生

徒徒のの主主体体的的なな学学びびをを促促すす探探究究活活動動のの場場づづくくりり

をを行行いい、、互互いいのの多多様様なな考考ええをを認認めめああうう学学びびをを継継

続続的的・・計計画画的的にに行行っってていいききたたいい。。ままたた、、真真偽偽不不

明明なな様様々々なな情情報報がが溢溢れれるる現現代代ににおおいいてて、、社社会会人人

ととししてて巣巣立立つつ高高校校生生ににおおいいててはは、、正正ししいい情情報報かか

らら正正ししいい行行動動ににつつななげげるる入入りり口口ととししてて「「新新聞聞」」

はは欠欠かかせせなないいももののででああるるここととをを実実感感ししたた。。今今後後

もも生生徒徒のの成成長長をを促促すす大大切切ななツツーールルととししてて、、新新聞聞

をを活活用用ししたた教教育育活活動動をを模模索索ししてていいききたたいい。。  
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２２００２２３３年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

「「日日常常的的・・継継続続的的」」なな新新聞聞活活用用のの取取組組のの実実践践  
北北海海道道札札幌幌手手稲稲高高等等学学校校  教教諭諭  嶋嶋崎崎俊俊樹樹（（櫻櫻井井智智行行、、倉倉部部英英利利子子）） 

 
１１  ははじじめめにに  

本本校校はは１１・・２２年年次次８８学学級級、、３３年年次次７７学学級級（（計計

２２３３学学級級））、、全全校校生生徒徒９９００５５名名のの全全日日制制普普通通科科

単単位位制制高高校校ででああるる。。本本校校ののほほととんんどどのの生生徒徒はは大大

学学進進学学をを目目指指すす。。そそののたためめ、、進進路路実実現現ののたためめのの

講講習習がが充充実実ししてていいるるだだけけででははななくく、、１１年年次次ののイイ

ンンタターーンンシシッッププやや２２年年次次でではは大大学学かからら講講師師をを

招招くく「「学学びび探探究究ゼゼミミ」」ななどどキキャャリリアア教教育育のの実実践践

ににもも力力をを入入れれてていいるる。。部部活活動動加加入入率率もも高高くく、、ここ

れれままででにに全全国国大大会会へへのの出出場場のの経経験験ののああるる部部活活

動動もも数数多多くくああるる。。  
来来年年度度、、節節目目ととななるる創創立立５５００年年目目をを迎迎ええ、、生生

徒徒たたちちはは校校訓訓のの「「継継

続続はは力力ななりり」」のの伝伝統統

をを受受けけ継継ぎぎ、、「「文文武武両両

道道」」のの学学校校生生活活をを送送

っってていいるる。。  
 
２２  実実践践のの経経緯緯  

 本本校校はは９９年年前前かかららＮＮＩＩＥＥのの実実践践指指定定をを受受けけ、、

当当初初はは「「情情報報」」担担当当のの教教諭諭がが単単独独でで新新聞聞をを活活用用

ししたた授授業業実実践践をを行行っってていいたた。。実実践践指指定定２２年年目目かか

ららはは公公民民科科（（本本校校でではは地地理理歴歴史史科科とと公公民民科科はは社社

会会科科ととししてて協協力力ししてて教教科科をを運運営営））もも加加わわりり、、公公

民民科科（（社社会会科科））でではは８８年年目目のの取取組組ととななるる。。  
新新聞聞をを活活用用すするるねねららいいととししててはは、、①①新新聞聞にに触触

れれるる機機会会をを提提供供ししてて社社会会のの出出来来事事へへのの関関心心をを

高高めめ、、漠漠然然ととででもも世世のの中中ののイイメメーージジをを持持たたせせるる

こことと、、②②新新聞聞記記事事をを題題材材ととししたた言言語語活活動動をを通通しし

てて、、資資料料活活用用のの技技能能やや思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力

をを身身ににつつけけささせせるるここととででああるる。。ここれれららをを教教科科のの

共共通通認認識識ととししててここれれままでで新新聞聞をを使使っったた教教育育活活

動動をを長長期期ににわわたたりり実実践践ししててききたたののはは、、世世のの中中のの

出出来来事事をを知知るるここととはは、、授授業業ででのの理理解解ををススムムーーズズ

ににささせせ、、社社会会にに対対すするる興興味味関関心心をを広広げげるるだだけけでで

ははななくく、、生生徒徒がが過過去去とと現現在在ををつつななぐぐ自自ららのの存存在在

をを認認識識しし、、社社会会にに参参画画しし未未来来をを構構築築ししよよううととすす

るる意意識識をを高高めめるるここととににななるるここととをを、、担担当当教教員員もも

感感じじてていいるるかかららででああるる。。  
  ここののねねららいいをを実実現現すするる上上でで最最もも心心ががけけてていい

るるここととはは、、今今回回のの実実践践報報告告のの表表題題ににももななっってていい

るる「「日日常常的的・・継継続続的的」」なな新新聞聞活活用用とといいうう視視点点でで

ああるる。。本本校校ででははここれれをを可可能能ととすするるたためめにに、、日日ごご

ろろかかららででききるるだだけけ時時間間やや労労力力ををかかけけずずにに、、無無理理

せせずず実実施施ででききるる形形式式でで実実践践をを行行っってていいるる。。従従っっ

てて、、報報告告すするる実実践践のの内内容容はは例例年年ととほほぼぼ同同じじ内内

容容でであありり、、取取組組ととししててはは不不十十分分なな点点ももああろろうう

かかとと思思ううがが、、小小ささなな変変化化ももああるるたためめ、、そそのの点点をを

中中心心にに記記載載ししたたいい。。  
 
３３  実実践践のの概概要要  

（（１１））「「３３分分間間ススピピーーチチ」」  

 本本校校のの新新聞聞活活用用ののメメイインンはは「「３３分分間間ススピピーーチチ」」

ででああるるとと言言ええるる。。生生徒徒はは各各自自、、自自分分がが気気ににななっっ

たた新新聞聞記記事事をを一一つつ選選びび、、ククララススメメーートトのの前前でで発発

表表すするる。。ああららかかじじめめ生生徒徒全全員員ににワワーーククシシーートトをを

配配布布ししてておおきき、、各各項項目目にに記記入入すするる形形ででままととめめささ

せせ、、ワワーーククシシーートトののウウララ面面ににはは選選んんだだ新新聞聞記記事事

をを切切りり抜抜いいてて貼貼ららせせてていいるる。。記記入入すするる内内容容はは①①

「「新新聞聞記記事事ののテテーーママ（（見見出出しし））」」②②「「記記事事のの要要

約約」」③③「「読読んんでで理理解解ででききたたこことと」」④④「「読読んんででわわ

かかららなないい言言葉葉」」（（調調べべたた結結果果をを書書きき込込むむ））⑤⑤「「自自

分分のの意意見見、、感感想想」」でであありり、、生生徒徒はは①①～～⑤⑤のの順順番番

でで、、読読みみ上上げげるる形形でで発発表表すするる。。  
取取りり上上げげるる記記事事はは政政治治、、経経済済、、社社会会問問題題かからら
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選選ぶぶよよううにに伝伝ええ、、芸芸能能ややススポポーーツツのの記記事事はは避避けけ

るるここととととししてていいるる。。最最近近はは新新聞聞をを購購読読ししてていいなな

いい家家庭庭がが多多くく、、そそののよよううなな場場合合ににははココンンビビニニエエ

ンンスススストトアアななどどでで買買ううかか、、担担当当教教師師のの下下、、学学校校

でで購購読読ししてていいるる新新聞聞をを利利用用すするる、、ああるるいいははイインン

タターーネネッットトでで配配信信さされれるる記記事事ななどどをを利利用用すするる

ここととととししてていいるるがが、、イインンタターーネネッットトのの記記事事をを利利

用用すするる場場合合はは新新聞聞社社やや通通信信社社でで信信用用度度のの高高いい

ももののをを利利用用すするるよようう指指導導ししてていいるる。。  
授授業業のの最最初初のの数数分分をを使使いい発発表表すするる。。発発表表がが終終

わわるるとと、、授授業業者者がが簡簡単単なな解解説説ややココメメンントトをを加加ええ

るる。。授授業業者者ののココメメンントトをを合合わわせせてて７７～～８８分分程程度度

をを使使いい、、そそのの後後、、教教科科書書のの内内容容にに入入っってていいくく。。  
ここれれままでで、、本本校校のの教教育育課課程程でではは、、１１年年次次にに「「現現

代代社社会会」」のの授授業業がが設設定定さされれてておおりり、、そそのの授授業業のの

時時間間内内でで実実践践ししててききたたがが、、新新教教育育課課程程でではは１１年年

次次ににおおいいてて公公民民科科のの授授業業がが無無くくななっったた。。そそののたた

めめ、、当当初初はは１１年年次次のの地地理理歴歴史史科科科科目目ででのの実実施施をを

検検討討ししたたがが、、今今年年度度はは２２年年次次でで新新たたにに設設けけらられれ

たた公公民民科科のの必必履履修修科科目目「「公公共共」」ににおおいいてて実実践践すす  

 
 
るるここととににななっったた。。  

（（２２））「「新新聞聞ココンンククーールル」」へへのの応応募募  
  １１年年次次にに失失わわれれたた新新聞聞活活用用機機会会をを補補ううののがが、、

日日本本新新聞聞協協会会主主催催のの「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞

ココンンククーールル」」へへのの応応募募ででああるる。。地地理理歴歴史史科科のの授授

業業のの中中でで、、今今年年度度もも第第 1144回回のの新新聞聞ココンンククーールル

にに１１年年次次のの夏夏休休みみのの宿宿題題ととししてて参参加加ささせせたた。。１１

年年次次生生徒徒全全員員にによよるる応応募募がが３３年年目目ととななりり、、結結果果、、

今今年年はは日日本本新新聞聞協協会会かからら１１名名のの生生徒徒がが奨奨励励賞賞、、

北北海海道道ＮＮＩＩＥＥ推推進進協協議議会会かからら札札幌幌市市教教育育委委員員

会会教教育育長長賞賞とと北北海海道道地地区区奨奨励励賞賞をを受受賞賞しし、、本本校校

もも昨昨年年度度にに引引きき続続きき学学校校奨奨励励賞賞ををいいたただだいいたた。。  

「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」のの特特

徴徴はは、、家家族族やや友友達達にに記記事事のの意意見見をを聞聞いいてて記記入入すす

るる欄欄ががああるるここととででああるる。。そそれれはは、、家家族族やや友友人人とと

対対話話すするる場場面面やや、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを増増ややすすここ

ととががででききるるだだけけででななくく、、自自分分のの感感想想だだけけででははなな

くく他他者者のの感感想想をを聞聞くくここととでで多多様様なな意意見見をを知知りり、、

自自分分のの考考ええがが妥妥当当ででああるるののかか、、客客観観的的ででああるるのの

かか、、ああるるいいはは持持っってていいるる知知識識がが正正ししいいももののななのの

かかななどど、、思思考考をを多多面面的的にに広広げげるる機機会会ををももたたららしし

てていいるる。。家家族族やや友友達達とといいうう話話ししををししややすすいい相相手手

がが議議論論ををすするる相相手手でであありり、、記記載載すするる文文章章量量ももささ

ほほどど多多くくなないいここととかからら、、生生徒徒ににととっってて取取りり組組みみ

ややすすいい企企画画ととししてて、、ここれれかかららもも長長くく参参加加ささせせたた

いいとと思思うう。。  
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（（３３））「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」    
新新聞聞そそののももののにに触触れれるる機機会会をを日日常常的的にに提提供供

すするるたためめ、、例例年年どどおおりり１１年年次次のの階階のの水水飲飲みみ場場にに

「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」とと題題ししてて配配達達さされれたた新新聞聞のの

閲閲覧覧ススペペーーススをを設設けけたた。。毎毎日日、、複複数数紙紙のの記記事事をを

比比較較ででききるるよよううにに、、必必ずず月月２２紙紙購購読読しし、、掲掲示示にに

もも「「○○○○新新聞聞とと□□□□新新聞聞  二二紙紙読読みみ比比べべ」」とといい

うう言言葉葉をを入入れれてて情情報報をを比比較較検検討討すするるリリテテララシシ

ーーをを意意識識ささせせてていいるる。。  
  今今年年度度もも昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、入入学学式式当当日日のの新新

聞聞をを特特別別にに展展示示ししたた。。高高校校生生活活をを始始めめたた人人生生のの

節節目目のの日日のの新新聞聞をを置置くくここととでで、、ままももななくく成成人人とと

ななるる高高校校生生ととししてて、、新新聞聞をを通通ししてて社社会会にに関関心心をを

持持っっててももららいいたたいいとといいうう願願いいかかららででああるる。。  
  ままたた、、昨昨年年度度にに引引きき続続きき憲憲法法記記念念日日のの社社説説をを

比比較較すするる特特別別展展示示もも実実施施ししたた。。今今年年はは「「朝朝日日」」

「「読読売売」」のの社社説説をを比比較較ででききるるよようう掲掲示示ししたたがが、、

加加ええてて当当日日のの新新聞聞１１面面もも掲掲示示ししたた。。憲憲法法記記念念日日

ははそそれれぞぞれれのの新新聞聞社社がが世世論論調調査査をを実実施施しし掲掲載載

ししてていいるる。。１１面面のの大大見見出出ししととととももにに、、社社説説だだけけ

ででははななくく世世論論調調査査のの結結果果もも各各社社違違ううここととにに気気

ががつつくくよよううにに工工夫夫ししたた。。ささららにに今今年年はは、、終終戦戦のの

日日のの特特集集もも行行っったた。。ここのの日日にに向向けけてて各各社社様様々々なな

角角度度かからら特特集集をを連連載載ししてておおりり、、出出来来れればばそそのの特特

集集をを読読みみ切切っっててももららいいたたいいとと願願ううののだだがが、、ままずず

はは、、記記事事のの存存在在をを知知っっててももららううよよううにに心心ががけけてて

掲掲示示ししたた。。  
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４４  そそのの他他のの新新聞聞のの活活用用  

 各各年年次次のの国国語語科科がが朝朝学学習習のの一一環環ととししてて行行っっ

てていいるる取取組組ととししてて、、社社説説ややココララムムををＡＡ４４用用紙紙両両

面面にに印印刷刷ししたたププリリンントトをを作作成成しし、、生生徒徒にに配配布布しし

てていいるる。。新新たたなな学学習習指指導導要要領領にによよれればば読読解解力力がが

一一層層重重視視さされれてていいるる。。そそれれにに伴伴いい、、大大学学受受験験にに

おおいいててももそそのの力力がが試試さされれるるここととがが多多くくななっったた。。

ここれれららのの観観点点かかららもも、、教教科科のの指指導導のの一一部部にに新新聞聞

をを利利用用すするる場場面面がが見見らられれてていいるる。。  
 
５５  成成果果とと課課題題  

（（１１））日日常常的的・・継継続続的的なな活活動動  

本本校校公公民民科科ででののＮＮＩＩＥＥのの実実践践はは、、年年間間をを通通しし

てて無無理理ななくく取取りり組組めめるる内内容容ののももののをを意意識識ししてて

実実施施ししててききたた。。結結果果的的ににはは、、ここれれままででとと大大差差なな

いい取取りり組組みみででああっったたがが、、今今年年度度はは昨昨年年度度実実施施でで

ききななかかっったた「「３３分分間間ススピピーーチチ」」をを２２年年次次でで実実施施

すするるここととがが出出来来たた。。担担当当者者のの感感想想ととししててはは、、学学

年年がが進進みみ成成長長がが伴伴ううににつつれれ、、社社会会的的なな関関心心事事もも

よよりり高高度度ににななるるののかか、、ここれれままでで１１年年次次でで実実施施しし

たた時時よよりりももよよいい記記事事をを選選びび、、質質のの高高いい発発表表ををしし

てていいるるよよううにに思思ええたた。。ままたた、、対対面面でで発発表表ををすするる

ここととにに慣慣れれてていいななくく、、緊緊張張をを強強いいらられれたた生生徒徒もも

多多くく見見らられれたたがが、、むむししろろ真真面面目目なな取取りり組組みみとと発発

表表ををももたたららしし、、全全体体にに緊緊張張感感ののああるるよよいい雰雰囲囲気気

のの時時間間ととななっったた。。  
「「新新聞聞ココンンククーールル」」はは１１年年次次全全員員をを対対象象ととすす

るるももののととししてて、、今今年年でで３３年年目目ににななっったた。。前前述述のの

通通りり、、比比較較的的生生徒徒がが取取りり組組みみややすすいい企企画画でであありり、、

無無理理ななくく参参加加ででききるるたためめ継継続続ししてて実実施施すするるここ

ととががででききたた。。幸幸いいににもも賞賞ををいいたただだきき、、校校内内ででもも

表表彰彰のの機機会会をを設設けけるるここととががででききたた。。夏夏休休みみのの宿宿

題題とといいええどどもも授授業業のの一一環環のの取取りり組組みみがが名名誉誉なな

機機会会ととななるるここととがが生生徒徒のの励励みみににななりり、、学学習習にに意意

欲欲的的にに臨臨むむききっっかかけけととななっってていいるる。。  
（（２２））課課題題  

①①授授業業展展開開へへのの組組みみ入入れれ  

  生生徒徒のの受受験験等等をを意意識識ししたた場場合合、、どどううししててもも教教  
 

科科書書にに即即ししたた授授業業進進度度をを意意識識せせざざるるをを得得なないい。。

そそののたためめ「「３３分分間間ススピピーーチチ」」ののみみにに多多くくのの時時間間

をを割割くくここととががででききなないい。。生生徒徒間間のの議議論論やや、、探探究究

的的なな授授業業展展開開とと連連動動ささせせるるここととががででききれればば、、よよ

りり深深いい授授業業ととななるるののだだがが、、授授業業者者がが発発表表にに対対しし

ててココメメンントトををすするるだだけけにに留留ままっってていいるるののがが現現

状状ででああるる。。  
②②新新聞聞をを読読まませせるる一一層層のの工工夫夫  

  「「３３分分間間ススピピーーチチ」」やや「「新新聞聞ココンンククーールル」」なな

どど、、新新聞聞をを使使いい、、新新聞聞にに触触れれ読読まませせるる機機会会をを設設

定定ししてていいるるがが、、実実際際ににはは自自分分のの順順番番やや、、宿宿題題でで

ああるるたためめ新新聞聞をを手手ににししたたののででああっってて、、そそれれはは一一

時時的的なな機機会会にに過過ぎぎなないい。。「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」にに

毎毎日日そそのの日日のの新新聞聞をを並並べべてていいるるがが、、開開かかれれたた形形

跡跡ののなないい日日もも多多いい。。新新聞聞をを読読むむ生生徒徒がが増増ええるるよよ

ううにに閲閲覧覧のの方方法法にに工工夫夫のの余余地地ははああるるかかももししれれ

なないい。。今今年年度度はは残残念念ななががらら「「ププリリンントト二二週週間間のの

出出来来事事」」をを配配布布すするるここととががででききななかかっったた。。新新聞聞

ににととららわわれれずずとともも、、ニニュューーススをを手手ににししてて日日常常的的

にに習習慣慣ととししてて社社会会情情勢勢をを知知ろろううととすするる姿姿勢勢をを

身身ににつつけけささせせるるここととがが必必要要ででああろろうう。。  
  
６６  おおわわりりにに  

  本本校校ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥのの実実践践はは、、日日常常的的・・継継続続

的的なな取取組組ととししてて定定式式化化ししてていいるる。。「「３３分分間間ススピピ

ーーチチ」」をを中中心心ととししてて、、課課題題をを改改善善ししてて現現状状をを固固

定定化化せせずず工工夫夫をを続続けけてていいききたたいい。。たただだしし、、そそのの

際際ににもも本本校校教教員員やや生生徒徒のの現現状状ををよよくく理理解解ししてて、、

どどのの教教員員やや生生徒徒ににととっっててもも無無理理ななくく継継続続でできき

るる実実践践ででああるるここととがが重重要要だだとと考考ええるる。。今今年年度度はは

主主ととななるる担担当当者者がが交交代代ししたたがが、、今今ののととこころろ、、業業

務務をを引引きき継継いいでで実実施施すするるここととががででききてていいるる。。現現

状状でではは継継続続とといいうう点点でで丁丁度度良良いい実実践践ででああるるとと

考考ええるる。。  
  新新聞聞活活用用ののねねららいいやや目目的的をを振振りり返返りり、、持持続続可可

能能でで生生徒徒ににもも有有効効なな活活用用方方法法をを今今後後もも探探っってて

いいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、広広域域通通信信制制、、単単位位制制のの普普通通科科   
高高等等学学校校でであありり、、帯帯広広学学習習セセンンタターーはは全全   
国国３３００かか所所のの学学習習拠拠点点のの１１つつととししてて２２００   
１１００年年にに帯帯広広経経済済セセンンタターービビルル内内にに開開設設、、   
２２００１１６６年年にに現現在在地地にに移移転転ししたた。。   

今今年年度度、、選選択択授授業業のの科科学学（（１１、、２２、、３３   
年年生生混混成成））のの時時間間でで「「新新聞聞記記事事をを利利用用しし   
たた学学習習」」にに取取りり組組んんだだ。。   
 

２２..生生徒徒のの様様子子  

生生徒徒はは、、帯帯広広市市内内ははももととよよりり十十勝勝管管内内町町村村

やや釧釧路路、、根根室室地地域域、、埼埼玉玉県県、、長長野野県県かかららもも入入

学学しし、、約約３３００００名名がが在在籍籍ししてていいるる。。   
登登校校型型のの通通信信制制ととししてて「「街街全全体体がが学学びびのの場場」」

をを掲掲げげてて、、生生徒徒たたちちはは帯帯広広神神社社祭祭やや重重要要文文化化

財財施施設設のの活活用用、、街街おおここしし活活動動、、各各種種イイベベンントト

ななどど、、地地域域ののささままざざままなな場場面面ににそそれれぞぞれれのの関関

心心やや特特技技をを活活かかししてて参参加加ししてていいるる。。  

 

３３．．実実践践のの内内容容  

（（１１））学学習習ののテテーーママ  大大麻麻、、大大麻麻草草をを知知ろろうう。。  
（（２２））学学習習ののねねららいい  新新聞聞記記事事をを手手ががかかりりにに、、

大大麻麻ににつついいてて理理解解しし、、薬薬物物乱乱用用のの防防止止をを図図るる。。  
（（３３））学学習習時時間間  ５５００分分、、２２ココママ   
１１時時限限目目  ①①新新聞聞記記事事をを読読んんでで若若者者とと大大麻麻、、

大大麻麻取取締締法法改改正正ににつついいてて考考ええるる。。   
２２時時限限目目  ①①大大麻麻にに関関すするるままととめめ、、②②大大麻麻成成

分分のの化化学学。。   
（（４４））学学習習展展開開  ①①大大学学運運動動部部員員やや芸芸能能人人のの

大大麻麻所所持持事事件件がが報報道道さされれてていいるるがが、、若若者者のの大大

麻麻取取締締法法違違反反はは増増加加ししてていいるる。。ここれれはは北北海海道道

もも例例外外ででははなないい。。ここれれだだけけ話話題題ににななりりななががらら、、

ななぜぜ若若者者はは大大麻麻をを所所持持、、使使用用すするるののかか、、考考ええ

るる。。   

  
大麻取締

止対策な

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 朝朝日日新新聞聞  22002233 年年 88 月月 33 日日   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    北北海海道道新新聞聞  22002233 年年 1100 月月 22 日日   

２２００２２３３年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  
  

新新聞聞記記事事をを利利用用ししたた授授業業づづくくりり  
  

星星槎槎国国際際高高等等学学校校帯帯広広学学習習セセンンタターー  教教諭諭  高高橋橋知知行行  
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  日日本本経経済済新新聞聞電電子子版版  22002233 年年 88 月月 2222 日日  

  
②②大大麻麻取取締締法法のの改改正正がが検検討討さされれてていいるる。。「「大大

麻麻解解禁禁」」とともも称称さされれてていいるるがが、、どどののよよううなな内内

容容ななののかか、、記記事事をを手手ががかかりりにに調調べべててみみるる。。   
③③大大麻麻のの危危険険性性ににつついいててどどののよよううにに報報道道ささ

れれてていいるるかか、、記記事事をを読読みみ、、既既習習のの「「脳脳ののははたた

ららきき」」とと結結びびつつけけてて考考ええるる。。   
④④北北海海道道でではは各各地地でで大大麻麻草草がが自自生生ししてていいるる。。

野野生生大大麻麻をを減減ららすすたためめにに身身近近なな市市町町村村ははどど

ののよよううなな取取りり組組みみををししてていいるるかか、、小小ささなな記記事事

ででははああるるがが毎毎年年ののよよううにに掲掲載載さされれてていいるるここ

ととをを考考ええるる。。   
⑤⑤大大麻麻のの成成分分をを化化学学的的にに知知るる。。乱乱用用薬薬物物にに関関

すするる規規制制やや大大麻麻取取締締法法のの改改正正とと麻麻薬薬取取締締法法

ととのの関関係係をを知知るる。。   
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

    朝朝日日新新聞聞電電子子版版  22002233 年年 99 月月 88 日日  

  

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    朝朝日日新新聞聞電電子子版版  22002233 年年 1100 月月 1111 日日  
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   十十勝勝毎毎日日新新聞聞  

      22002233 年年 77 月月 3300 日日  

 
十十勝勝毎毎日日新新聞聞  22002222 年年 77 月月 2222 日日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎毎日日新新聞聞電電子子版版  22002233 年年 55 月月 2277 日日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  大大麻麻、、大大麻麻草草、、そそのの他他のの規規制制薬薬

物物にに対対すするる理理解解をを深深めめらられれたた。。ととくくにに北北海海道道

はは野野生生大大麻麻がが手手にに入入りりややすすいい環環境境ににああるるここ

とと、、未未規規制制でで流流通通ししてていいるる大大麻麻成成分分関関連連物物質質

をを含含むむ製製品品にによよるる事事故故ななどどににもも触触れれるるこことと

ががででききたた。。  

生生徒徒のの感感想想：：  

・・同同世世代代のの人人たたちちががたたくくささんん大大麻麻ななどどをを使使っっ

てていいるるここととははシショョッッククだだっったた。。  

・・ネネッットトでで簡簡単単にに手手にに入入れれてていいるるよよううななののでで

ネネッットト対対策策がが必必要要ででははなないいかか。。  

・・医医療療用用はは必必要要だだとと思思ううがが大大麻麻にに対対すするる緊緊張張  

 

 

 

感感がが緩緩むむかか心心配配だだ。。  

・・身身近近ななととこころろにに野野生生大大麻麻ががああるるののはは知知ららなな

かかっったた、、気気ををつつけけるる。。  

（（２２））課課題題  大大麻麻取取締締法法改改正正がが具具体体的的ににななっっ

たた機機会会にに新新聞聞記記事事ををベベーーススににししてて薬薬物物乱乱用用

防防止止にに向向けけたた学学習習をを試試みみたた。。１１年年生生かからら３３年年

生生がが混混在在すするるたためめ薬薬物物とと脳脳のの関関係係ににつついいてて

ははああままりり深深くく扱扱わわずず、、記記事事のの範範囲囲でで平平易易にに説説

明明ししたたののでで、、生生物物基基礎礎、、化化学学基基礎礎、、保保健健をを履履

修修済済みみのの３３年年生生ににはは少少しし物物足足りりななかかっったたかか

ももししれれなないい。。  

  新新聞聞をを購購読読ししてていいなないい家家庭庭ももああるるここととかか

らら、、紙紙面面版版のの記記事事にに加加ええ電電子子版版記記事事もも利利用用しし

たた。。電電子子版版はは閲閲覧覧制制限限ももああるるがが、、署署名名記記事事やや

調調査査記記事事ななどど情情報報源源ととししてて信信頼頼度度のの高高いいもも

ののをを通通じじてて新新聞聞のの活活用用をを図図りりたたいい。。  

  今今後後ははススポポーーツツココーーススのの生生徒徒をを対対象象ににしし

たたドドーーピピンンググ防防止止にに関関すするる学学習習もも必必要要にになな

るるとと考考ええらられれるるののでで対対応応ででききるるよよううににししてて

いいききたたいい。。  

  

５５．．ままととめめ  

  必必修修授授業業時時間間のの少少なないい通通信信制制高高校校でで幅幅広広

いい学学びびをを進進めめるるたためめ、、新新聞聞記記事事をを元元にに理理科科、、

保保健健、、公公民民ななどど教教科科をを横横断断すするる授授業業展展開開をを試試

みみたた。。  
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【【授授業業進進行行ススラライイドド】】   
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22002233年年度度    札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校①①  NNIIEE実実践践報報告告  

  

時時事事問問題題とと漢漢字字をを結結びびつつけけるる  
  

札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校  教教諭諭  櫻櫻庭庭  彩彩寧寧  

１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは札札幌幌市市南南区区ににああるる私私立立学学校校。。

現現在在、、全全校校生生徒徒はは772200名名でで、、３３年年生生はは

「「進進学学」」「「総総合合」」「「探探究究」」ののココーースス別別

学学年年制制ととななっってていいるる。。ままたた、、昨昨年年度度かか

ららはは学学年年のの区区分分ががなないい単単位位制制にに移移行行

しし、、ここれれままででののココーーススのの良良ささをを生生かかしし

たた「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導入入ししたた。。そそれれ

ぞぞれれのの教教育育課課程程でで、、学学習習内内容容・・生生徒徒のの

雰雰囲囲気気はは異異ななっってておおりり、、ココーーススややココンン

パパススごごととのの「「色色」」がが出出てて多多様様なな学学習習のの

場場ととななっってていいるる。。  

  22003300ビビジジョョンン「「人人物物多多様様性性」」をを掲掲

げげ、、多多様様なな生生徒徒一一人人ひひととりりにに合合っったた

「「学学びび方方」」をを選選択択ででききるるよよううににななっっ

たた。。  

  
２２．．ココンンパパススににつついいてて  

  22002222年年44月月かからら単単位位制制はは始始ままりり、、自自身身

のの学学びび方方をを示示すす「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導

入入ししたた。。「「アアカカデデミミアア（（アアドドババンンスス//ジジ

ェェネネリリッックク））：：大大学学のの授授業業やや研研究究ななどど

でで高高度度なな専専門門性性のの高高いい学学習習にに必必要要なな能能

力力がが身身にに付付くく学学びび方方  ※※アアドドババンンススががよよ

りり高高度度」」「「ククエエスストト：：探探究究的的なな活活動動をを

通通ししてて新新ししいい価価値値をを創創造造すするる力力がが身身にに

付付くく学学びび方方」」「「パパイイオオニニアア：：基基礎礎学学力力

のの定定着着をを目目指指すすととととももにに自自分分のの得得意意分分

野野がが見見つつかかるる学学びび方方」」のの３３つつののココンンパパ

ススをを設設定定。。  

  本本校校入入学学時時にに決決めめたたココンンパパススでで11年年間間

学学びび、、22年年次次以以降降はは自自身身でで自自由由にに時時間間割割

をを設設計計すするるここととがが可可能能ととななっってていいるる。。  

  今今回回のの授授業業実実践践はは。。「「パパイイオオニニアア」」

ココンンパパススでで行行っったた。。  

  

３３．．実実践践のの背背景景  

  生生徒徒のの多多くくははネネッットトのの情情報報にに依依存存しし

てていいるる現現状状ががああるる。。正正確確なな情情報報をを「「選選

択択すするる力力」」がが求求めめらられれてていいるる今今、、情情報報

をを読読みみ取取るる力力やや判判断断すするる力力をを身身ににつつけけ

るる必必要要ががああるる。。今今回回のの実実践践をを通通ししてて、、

「「漢漢字字」」やや日日常常のの話話題題をを手手ががかかりりにに、、

身身のの回回りりでで起起ききてていいるるここととにに目目をを向向けけ

てて、、情情報報をを得得るる手手段段ととししてて新新聞聞をを提提示示

ししたた。。ままたた、、ググルルーーププワワーーククをを通通じじてて

他他者者とと意意見見をを交交わわすすここととでで読読みみ取取っったた

情情報報をを自自分分のの「「知知識識」」へへとと昇昇華華ささせせるる

ここととををねねららいいととししたた。。  

  
４４．．実実践践ににつついいてて  

  今今回回のの実実践践はは11年年次次「「言言語語文文化化」」のの授授

業業のの中中でで行行うう。。  

  日日本本漢漢字字技技能能能能力力検検定定協協会会がが主主催催すす

るる「「今今年年のの漢漢字字®®」」にに応応募募すするるここととをを動動

機機づづけけととしし、、今今年年11年年間間ででどどののよよううなな出出

来来事事ががああっったたののかかををWWEEBBニニュューーススやや新新聞聞

をを用用いいてて振振りり返返るる。。そそのの際際にに、、自自身身のの

思思うう「「今今年年のの漢漢字字」」をを選選びび、、応応募募しし

たた。。  

  「「今今年年のの漢漢字字」」がが発発表表さされれたた1122月月中中

旬旬以以降降にに続続ききのの授授業業をを展展開開。。ノノミミネネーー

トトさされれたた漢漢字字ををヒヒンントトにに記記事事をを探探しし、、

そそのの出出来来事事にに関関すするる紹紹介介ポポススタターーをを制制

作作ししたた。。  
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  作作成成ししたた記記事事ポポススタターーをを班班員員でで回回しし

ななががらら互互いいにに共共有有しし、、自自身身でで言言語語化化をを

すするるここととでで知知識識ととささせせ、、ままたた他他者者ととのの

協協働働をを通通ししてて「「学学びび合合いい」」をを起起ここししたた

いい。。  

  

【【対対象象生生徒徒】】  

  単単位位制制  11年年次次（（パパイイオオニニアア））3377名名  

  

【【  全全33回回((66時時間間))  】】  

  第第11回回目目  1111月月2211日日（（22時時間間））今今年年のの

漢漢字字をを自自身身でで設設定定〜〜新新聞聞ややニニュューーススササ

イイトトかからら１１年年をを振振りり返返るる〜〜        

  第第22回回目目  1122月月1199日日（（22時時間間））  今今年年

のの漢漢字字記記事事紹紹介介ポポススタターーのの作作成成  

  第第33回回目目  11月月1177日日（（22時時間間））  記記事事ポポ

ススタターー完完成成。。発発表表・・情情報報交交換換会会  

  

  
５５．．最最後後にに  

  普普段段ははイインンタターーネネッットト（（授授業業時時ははCChhrr

oommeebbooookkをを使使用用））をを用用いいてて、、情情報報のの収収集集

ややレレポポーートトのの作作成成をを行行っってていいるる生生徒徒たた

ちちだだがが、、今今回回のの学学習習でで異異ななるる学学習習ススタタ

イイルルをを経経験験すするるここととががででききたた。。実実際際にに

手手にに触触れれてて「「経経験験」」「「表表現現」」ををすするるここ

ととでで、、ネネッットトにに依依存存ししなないい選選択択肢肢もも広広

げげらられれたたとと感感じじるる。。ままたた、、協協働働学学習習のの

一一環環ととししてて新新聞聞をを活活用用ししたたここととでで、、新新

聞聞のの読読みみ方方すすらら知知ららなないい生生徒徒がが、、他他のの

生生徒徒にに読読みみ方方をを教教ええててももららうう、、ままたた見見

つつけけたた記記事事をを共共有有ししてて、、既既知知のの情情報報とと

結結びびつつけけるる力力もも同同時時にに養養わわせせるるここととがが

ででききたた。。  

  今今回回、、漢漢字字ををヒヒンントトににニニュューースス記記事事

をを探探すすここととでで、、生生徒徒たたちちににはは新新聞聞をを読読

みみななががらら、、内内容容をを把把握握すするるだだけけででなな

くく、、関関連連ささせせらられれるるももののががなないいかか、、考考

ええをを「「広広げげるる」」ここととががででききたたとと考考ええ

るる。。集集めめたた情情報報をを「「魅魅せせるる」」たためめののポポ

イインントト等等ををレレククチチャャーーすするるここととでで、、表表

現現のの仕仕方方ももよよりり向向上上すするるとと感感じじたた。。  

  

    
    

  

  
  

  

▲▲生生徒徒がが作作成成ししたた記記事事紹紹介介ポポススタターーのの一一例例  

日経新聞 2023.12.13 

日経新聞 2023.12.15 

産経新聞 2023.12.12 

毎日新聞2023.12.14 

朝日新聞 2023.10.27 

朝日新聞 2023.11.2 
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは札札幌幌市市南南区区ににああるる私私立立学学校校。。

現現在在、、全全校校生生徒徒はは772200名名でで、、３３年年生生はは

「「進進学学」」「「総総合合」」「「探探究究」」ののココーースス別別

学学年年制制ととななっってていいるる。。ままたた、、昨昨年年度度かか

ららはは学学年年のの区区分分ががなないい単単位位制制にに移移行行

しし、、ここれれままででののココーーススのの良良ささをを生生かかしし

たた「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導入入ししたた。。そそれれ

ぞぞれれのの教教育育課課程程でで、、学学習習内内容容・・生生徒徒のの

雰雰囲囲気気はは異異ななっってておおりり、、ココーーススややココンン

パパススごごととのの「「色色」」がが出出てて多多様様なな学学習習のの

場場ととななっってていいるる。。  

  22003300ビビジジョョンン「「人人物物多多様様性性」」をを掲掲

げげ、、多多様様なな生生徒徒一一人人ひひととりりにに合合っったた

「「学学びび方方」」をを選選択択ででききるるよよううににななっっ

たた。。  

２２．．ココンンパパススににつついいてて  

  22002222年年44月月かからら単単位位制制はは始始ままりり、、自自身身

のの学学びび方方をを示示すす「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導

入入ししたた。。「「アアカカデデミミアア（（アアドドババンンスス//ジジ

ェェネネリリッックク））：：大大学学のの授授業業やや研研究究ななどど

でで高高度度なな専専門門性性のの高高いい学学習習にに必必要要なな能能

力力がが身身にに付付くく学学びび方方  ※※アアドドババンンススががよよ

りり高高度度」」「「ククエエスストト：：探探究究的的なな活活動動をを

通通ししてて新新ししいい価価値値をを創創造造すするる力力がが身身にに

付付くく学学びび方方」」「「パパイイオオニニアア：：基基礎礎学学力力

のの定定着着をを目目指指すすととととももにに自自分分のの得得意意分分

野野がが見見つつかかるる学学びび方方」」のの３３つつののココンンパパ

ススをを設設定定。。  

  生生徒徒たたちちはは、、本本校校入入学学時時にに決決めめたたココ

ンンパパススでで11年年間間学学びび、、22年年次次以以降降はは自自身身

でで自自由由にに時時間間割割をを設設計計すするるここととがが可可能能

ととななっってていいるる。。  

  ３３．．実実践践のの背背景景  

  論論理理国国語語のの授授業業内内でで、、文文章章読読解解をを行行

うう際際にに「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」をを取取りり扱扱っっ

たた。。例例題題ととししてて教教科科書書のの問問題題をを実実施施すす

るるもも、、演演習習量量ははどどううししててもも不不足足ししててしし

ままうう。。そそここででNNIIEEをを活活用用しし、、複複数数のの新新聞聞

社社のの記記事事かからら文文量量がが適適量量のの記記事事をを抽抽出出

しし、、要要約約問問題題をを作作成成。。授授業業のの中中ででのの活活

用用ははももちちろろんん、、継継続続ししてて指指導導をを行行ううたた

めめにに授授業業のの冒冒頭頭でで解解くくミミニニドドリリルルととしし

てて展展開開ささせせてていいききたたいいとと考考ええたた。。  

  「「書書くく」」たためめのの語語彙彙のの定定着着率率をを向向上上

ささせせたたいいののははももちちろろんんででああるるがが、、世世のの

中中へへのの関関心心のの低低ささへへ課課題題をを感感じじるる。。まま

たた、、生生徒徒たたちちのの捉捉ええるる「「世世界界」」がが限限定定

的的でであありり、、身身近近なな事事象象にに大大ききくく左左右右ささ

れれるる。。そそんんなな彼彼ららもも数数年年後後ににはは社社会会をを

担担うう大大人人ととししてて立立ちち居居振振るるままうう必必要要にに

迫迫らられれるる。。今今かかららででもも「「世世界界」」をを拡拡張張

しし、、視視野野をを広広げげ、、見見聞聞をを深深めめささせせるるきき

っっかかけけととししたたいいとと考考ええたた。。  

４４．．実実践践ににつついいてて  

  今今回回のの実実践践はは、、22年年次次「「論論理理国国語語」」選選

択択者者をを対対象象にに行行わわれれたた。。単単元元「「構構成成をを

吟吟味味しし説説得得力力をを高高めめるるたためめにに」」ののななかか

でで文文章章やや論論理理のの構構成成をを捉捉ええるるたためめにに、、

「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」、、要要約約をを取取りり扱扱

うう。。意意見見文文のの作作成成にに向向けけてて、、「「書書くく」」

ここととへへのの抵抵抗抗感感をを減減ららすすたためめ、、要要約約のの

際際ににププリリンントト本本文文のの不不要要部部分分にに線線をを入入

れれななががらら取取りり組組まませせるる。。ここのの際際「「具具

体体」」をを削削りり、、要要所所ととななるる「「抽抽象象」」をを意意

識識ささせせるる。。  

22002233年年度度    札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校②②  NNIIEE実実践践報報告告  
  

新新聞聞記記事事をを要要約約のの文文章章ととししてて活活用用  
  

札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校  教教諭諭  櫻櫻庭庭  彩彩寧寧、、間間島島  誠誠司司、、大大野野  壮壮啓啓  
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  何何度度もも演演習習すするるたためめにに、、複複数数のの550000文文

字字程程度度のの記記事事をを抜抜粋粋しし、、ププリリンントト化化。。

初初めめはは文文字字をを読読むむここととへへのの抵抵抗抗もも幾幾分分

かかああっったたがが、、「「文文章章をを読読めめるる」」感感覚覚をを

身身ににつつけけ始始めめててかかららはは、、手手がが動動くくよようう

ににななるる。。削削らられれたた文文章章ををももととにに、、要要約約

文文のの完完成成をを何何度度かか経経験験すするるここととでで、、

「「書書くくこことと」」へへのの抵抵抗抗感感はは薄薄ままっったた。。  

  今今後後、、冬冬休休みみ明明けけ（（※※））かかららはは受受験験

生生ととししてて気気持持ちちをを切切りり替替ええるる彼彼ららにに対対

しし、、適適切切なな難難易易度度のの課課題題をを与与ええなながが

らら、、社社会会をを担担うう大大人人ととししてて立立ちち居居振振ええ

るるよよううなな素素養養をを身身ににつつけけらられれるるよようう、、

今今後後もも指指導導をを進進めめてていいくく。。  

（（※※原原稿稿執執筆筆時時1122月月末末））  

【【対対象象生生徒徒】】  

  単単位位制制  22年年次次「「論論理理国国語語」」選選択択者者  

※※本本校校はは22年年次次でで科科目目選選択択をを行行うう。。全全生生

徒徒がが「「文文学学国国語語」」「「論論理理国国語語」」ののどどちち

ららかか一一方方をを選選択択ししてていいるる。。  

５５．．最最後後にに  

  世世のの中中でで起起ききてていいるる事事象象にに関関心心のの低低

いい生生徒徒たたちちにに対対ししてて、、世世のの中中へへ半半強強制制

的的にに踏踏みみ込込まませせるるここととががででききるる課課題題でで

ああるるここととをを認認識識ししたた。。  

  文文字字やや紙紙面面をを通通ししてて、、世世のの中中のの動動きき

をを認認識識すするる（（情情報報をを得得るる））こことともも、、情情

報報収収集集のの一一つつででああるるここととがが、、わわずずかかでで

もも生生徒徒ららにに伝伝わわっったたとと考考ええてていいるる。。  

  今今後後進進路路活活動動等等でで志志望望動動機機のの作作成成

やや、、面面接接練練習習、、小小論論文文対対策策をを生生徒徒たたちち

はは取取りり組組んんででいいくく。。３３年年生生ににななっっててかか

ららのの対対策策ででははななくく、、３３カカ年年でで計計画画的的にに

指指導導ををししてていいくくここととがが必必要要ででああるるがが、、

効効率率がが良良いいととさされれててききたた一一斉斉にに指指導導すす

るる中中でではは一一部部溢溢れれててししままうう生生徒徒ははどどうう

ししててもも生生ままれれててししままうう。。「「個個別別最最適適

化化」」とと呼呼ばばれれるる中中でで一一人人ひひととりりのの「「書書

くく力力」」をを育育成成しし、、適適切切にに対対応応すするるたためめ

ににもも早早くくかからら、、「「小小ささなな」」指指導導のの積積みみ

重重ねねをを行行ううここととがが効効果果的的ででああるるとと改改めめ

てて感感じじたた。。  

  

  

  
▲▲ワワーーククのの一一例例
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22002233年年度度    札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校③③  NNIIEE実実践践報報告告  
  

身身近近なな科科学学のの事事象象にに関関すするる  
  

札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校  教教諭諭  宮宮田田  華華奈奈  

 
１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは札札幌幌市市南南区区ににああるる私私立立学学校校。。現現

在在、、全全校校生生徒徒はは772200名名でで、、３３年年生生はは「「進進学学」」

「「総総合合」」「「探探究究」」ののココーースス別別学学年年制制ととななっっ

てていいるる。。ままたた、、昨昨年年度度かかららはは学学年年のの区区分分がが

なないい単単位位制制にに移移行行しし、、ここれれままででののココーーススのの

良良ささをを生生かかししたた「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導入入しし

たた。。そそれれぞぞれれのの教教育育課課程程でで、、学学習習内内容容・・生生

徒徒のの雰雰囲囲気気はは異異ななっってておおりり、、ココーーススややココンン

パパススごごととのの「「色色」」がが出出てて多多様様なな学学習習のの場場とと

ななっってていいるる。。  

  22003300ビビジジョョンン「「人人物物多多様様性性」」をを掲掲げげ、、多多

様様なな生生徒徒一一人人ひひととりりにに合合っったた「「学学びび方方」」をを

選選択択ででききるるよよううににななっったた。。  

  

２２．．ココンンパパススににつついいてて  

  22002222年年44月月かからら単単位位制制はは始始ままりり、、自自身身のの学学

びび方方をを示示すす「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導入入ししたた。。

「「アアカカデデミミアア（（アアドドババンンスス//ジジェェネネリリッッ

クク））：：大大学学のの授授業業やや研研究究ななどどでで高高度度なな専専門門

性性のの高高いい学学習習にに必必要要なな能能力力がが身身にに付付くく学学びび

方方  ※※アアドドババンンススががよよりり高高度度」」「「ククエエスストト：：

探探究究的的なな活活動動をを通通ししてて新新ししいい価価値値をを創創造造すす

るる力力がが身身にに付付くく学学びび方方」」「「パパイイオオニニアア：：基基

礎礎学学力力のの定定着着をを目目指指すすととととももにに自自分分のの得得意意

分分野野がが見見つつかかるる学学びび方方」」のの３３つつののココンンパパスス

をを設設定定。。  

  本本校校入入学学時時にに決決めめたたココンンパパススでで11年年間間学学

びび、、22年年次次以以降降はは自自身身でで自自由由にに時時間間割割をを設設計計

すするるここととがが可可能能ととななっってていいるる。。  

  今今回回のの授授業業実実践践はは、、理理科科「「科科学学とと人人間間生生

活活」」ののアアカカデデミミアアココンンパパススでで行行っったた。。  

  

３３．．実実践践のの背背景景  

  近近年年、、生生活活のの中中ででニニュューーススにに触触れれるる機機会会

がが少少ななくくななっってていいるる。。テテレレビビ離離れれがが進進んんだだ

こことともも一一因因ででああるる。。ままたた、、SSNNSS等等でで閲閲覧覧でできき

るるニニュューーススはは、、ユユーーザザーーがが興興味味ををももつつニニュュ

ーーススををAAIIがが分分析析ししてて提提示示ししてておおりり、、多多様様なな

出出来来事事にに幅幅広広くく接接すするる機機会会がが減減っっててききてていい

るる。。  

  授授業業のの目目標標はは以以下下のの通通りりででああるる。。  

  自自然然のの事事物物‧‧現現象象にに関関わわりり、、理理科科のの見見方方‧‧

考考ええ方方をを働働かかせせ、、見見通通ししををももっってて観観察察,,実実験験

をを行行ううここととななどどをを通通ししてて、、自自然然のの事事物物‧‧現現象象

をを科科学学的的にに探探究究すするるたためめにに必必要要なな資資質質‧‧能能力力

をを次次ののととおおりり育育成成すするるここととをを目目指指すす。。((11))自自

然然とと人人間間生生活活ととのの関関わわりり及及びび科科学学技技術術とと人人

間間生生活活ととのの関関わわりりににつついいててのの理理解解をを深深めめ、、

科科学学的的にに探探究究すするるたためめにに必必要要なな観観察察、、実実験験

ななどどにに関関すするる技技能能をを身身にに付付けけるるよよううににすす

るる。。((22))観観察察・・実実験験ななどどをを行行いい、、人人間間生生活活とと

関関連連付付けけてて科科学学的的にに探探究究すするる力力をを養養うう。。((33))

自自然然のの事事物物‧‧現現象象にに進進んんでで関関わわりり、、科科学学的的にに

探探究究ししよよううととすするる態態度度をを養養ううととととももにに、、科科

学学にに対対すするる興興味味‧‧関関心心をを高高めめるる。。  

  身身近近なな科科学学ににつついいてて考考ええるる上上でで、、授授業業内内

ででニニュューーススにに触触れれるるととととももにに、、他他者者とと議議論論

すするる機機会会をを設設けけたた。。  

  

４４．．実実践践ににつついいてて  

【【対対象象生生徒徒】】  

  単単位位制制  11年年次次（（アアカカデデミミアア））2277名名  

【【  毎毎時時  冒冒頭頭3300分分程程度度  】】  

新新聞聞をを含含めめたた多多様様ななメメデディィアアかからら１１つつののニニ

ュューーススをを選選択択しし、、自自分分のの考考ええををままととめめるる。。44

人人ググルルーーププでで、、選選択択ししたたニニュューーススににつついいてて

デディィススカカッッシショョンンをを行行っったた。。内内容容のの要要約約・・

関関連連ししたた事事項項ををGGooooggllee  CCllaassssrroooommにに配配信信しし

たたドドキキュュメメンントトにに記記載載ささせせたた。。ルルーーブブリリッッ

ククををももととにに、、教教員員がが口口頭頭ままたたははココメメンントトでで

記記載載内内容容ににつついいててフフィィーードドババッッククししたた。。  

  新新聞聞をを読読ままなないい生生徒徒はは多多いい。。授授業業にによよっっ

ててはは全全員員新新聞聞かかららニニュューーススをを選選択択ししたたりり、、
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個個人人にに新新聞聞かからら選選択択すするるよよううにに促促ししたたりりしし

たた。。デディィススカカッッシショョンンににおおいいてて、、ググルルーーププ

でで多多様様ななニニュューーススににつついいてて考考ええらられれるるよようう

にに、、ままたた、、同同じじニニュューーススににおおいいててもも媒媒体体にに

よよるる違違いいががああるるかか比比較較ででききるるよよううにに、、教教員員

がが巡巡回回ししてて指指導導をを行行っったた。。  

５５．．最最後後にに  

  本本授授業業実実践践ににおおいいてて、、生生徒徒がが興興味味ががああるる

情情報報をを収収集集しし、、自自身身のの考考ええをを言言語語化化すするるここ

ととでで、、「「再再現現性性」」「「実実証証性性」」「「客客観観性性」」のの

観観点点ののももととでで科科学学的的にに思思考考すするる習習慣慣がが身身にに

つついいててききたたとと考考ええるる。。ままたた見見つつけけたた記記事事をを

共共有有ししててデディィススカカッッシショョンンすするるここととでで、、多多

様様なな分分野野のの情情報報ををイインンププッットトすするるここととががでで

ききたた。。  

  SSNNSSのの利利用用法法ににつついいててはは、、発発信信すするる・・さされれ

るる情情報報がが信信用用ででききるるももののででああるるかか、、判判断断すす

るる能能力力がが必必須須ででああるる。。誤誤情情報報をを故故意意にに発発信信

ししたたりり、、善善意意でで拡拡散散ししたたりりすするるここととがが生生じじ

るるたためめ、、判判断断すするるたためめのの知知識識のの修修得得をを同同時時

にに行行ううここととがが求求めめらられれるる。。生生徒徒自自身身がが情情報報

のの信信憑憑性性のの判判断断をを常常にに行行っってて情情報報のの取取捨捨選選

択択をを行行ええるるよようう、、引引きき続続ききイインンププッットトややデデ

ィィススカカッッシショョンンのの時時間間にに教教員員がが机机間間指指導導・・

支支援援をを重重ねねてていいくく  

  

  
↑↑個個人人ワワーークク「「自自分分のの考考ええををままととめめるる」」  

  
↑↑デディィススカカッッシショョンンのの様様子子  

  

  

  
↑↑実実践践内内容容ををままととめめるるドドキキュュメメンントト  

  （（生生徒徒ににココピピーーをを配配布布））  
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２２００２２３３年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

聴聴覚覚特特別別支支援援学学校校ににおおけけるる新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業実実践践  
  北北海海道道旭旭川川聾聾学学校校  教教諭諭  脇脇  渕渕  昭昭  平平    

教教諭諭  大大田田原原  義義  幸幸

 

１ 本校について 

本本校校はは幼幼稚稚部部、、小小学学部部、、中中学学部部がが併併設設さされれ  

たた聴聴覚覚特特別別支支援援学学校校でであありり、、昨昨年年度度にに創創立立

110000 周周年年をを迎迎ええたた。。校校区区はは道道北北ののほほぼぼ全全域域とと

道道東東のの一一部部でであありり、、遠遠方方出出身身のの幼幼児児児児童童生生徒徒

はは併併設設ししてていいるる寄寄宿宿舎舎かからら通通学学ししてていいるる。。  

現現在在、、幼幼児児児児童童生生徒徒はは 1188 名名在在籍籍ししてておおりり、、

聴聴覚覚にに配配慮慮ししつつつつ、、多多様様ななココミミュュニニケケーーシショョ

ンン方方法法をを用用いいたた指指導導ををととおおししてて、、聴聴覚覚にに障障がが

いいののああるる子子どどもものの自自立立とと社社会会参参加加にに必必要要なな

資資質質とと能能力力をを育育むむよようう努努めめてていいるる。。  

ままたた、、北北海海道道聴聴覚覚障障害害乳乳幼幼児児療療育育事事業業ととしし  

てて、、乳乳幼幼児児療療育育機機関関のの役役割割をを担担っってておおりり、、００

歳歳～～３３歳歳のの乳乳幼幼児児もも親親子子でで通通室室しし、、健健ややかかなな

心心身身のの発発達達をを支支ええるるたためめのの支支援援をを行行っってていい

るる他他、、パパーートトナナーーテティィーーチチャャーー派派遣遣制制度度でで、、

地地域域ののろろうう・・難難聴聴児児へへのの継継続続的的なな支支援援やや就就

学学・・進進路路ににつついいててのの相相談談、、補補聴聴機機器器やや福福祉祉制制

度度ななどどにに関関わわるる情情報報提提供供、、研研修修会会へへのの講講師師のの

派派遣遣ななどどをを行行っってていいるる。。  

 

２ 難聴児に対する新聞活用の意義 

本本校校はは重重複複障障ががいい学学級級をを除除きき、、小小・・中中学学校校  

にに準準じじたた教教育育をを行行っってていいるる。。毎毎年年、、日日本本語語理理  

解解力力やや読読字字力力、、語語彙彙力力、、文文法法力力、、読読解解力力にに関関

すするる検検査査をを実実施施ししてておおりり、、そそれれららのの結結果果かからら

学学年年相相応応のの日日本本語語力力がが不不足足ししてていいるるとといいうう

課課題題がが明明ららかかととななっってていいるる。。そそれれゆゆええ、、「「文文はは

読読めめるるがが正正確確なな意意味味をを読読みみ取取るるここととがが難難しし

いい」」、、「「自自分分のの考考ええやや感感想想をを構構文文ししたたりり、、表表現現

ししたたりりすするるここととがが苦苦手手ででああるる」」とといいっったた児児童童  

 

生生徒徒がが多多くくいいるる。。ここれれららはは教教科科学学習習をを進進めめてて

いいくく上上でで、、学学習習目目標標にに迫迫るる前前段段階階ででののつつままずず

ききがが多多くく、、学学習習進進度度のの遅遅れれやや学学習習内内容容のの未未定定

着着等等とといいっったた課課題題ににつつななががっってていいるる。。  

ここれれららのの課課題題をを受受けけ、、新新聞聞はは精精査査さされれたた情情

報報がが簡簡潔潔かかつつ整整っったた日日本本語語でで掲掲載載さされれてていい

るるたためめ読読みみ取取りりややすすくく、、文文章章力力・・構構文文力力・・表表

現現力力等等のの望望ままししいい日日本本語語力力のの獲獲得得やや語語彙彙のの

拡拡充充ににととっってて有有効効なな教教材材ででああるるとと考考ええ、、教教材材

ととししてて活活用用すするるここととととししたた。。  

ままたた、、聴聴覚覚障障ががいいををももつつ児児童童生生徒徒がが優優位位とと  

すするるののはは視視覚覚情情報報でであありり、、テテレレビビややイインンタターー

ネネッットトのの動動画画ニニュューーススはは次次々々とと情情報報がが流流れれ

てていいきき耳耳にに残残りりににくくくく、、情情報報をを漏漏ららししててししまま

っったたりり聞聞きき間間違違っっててししままっったたりりすするるここととがが

想想定定さされれるる。。  

一一方方、、新新聞聞のの情情報報はは視視覚覚的的にに残残りり、、内内容容がが  

文文字字化化さされれてていいるるここととでで情情報報をを漏漏ららすすこことと

ななくく得得るるここととががででききるる。。ままたた、、記記事事のの内内容容をを

読読みみ取取るるここととがが難難ししいい実実態態ででああっっててもも、、記記事事

にに関関連連すするる写写真真がが載載っってていいるるここととかからら興興味味

ををももちちややすすくく、、内内容容をを推推測測ししななががらら主主体体的的にに

学学習習にに取取りり組組むむここととががででききるるとと考考ええたた。。  

  

３ 実践内容について 

（１）新聞閲覧コーナーの移設 

ここれれままでで図図書書室室内内にに新新聞聞をを掲掲示示ししてていいたた

がが、、図図書書室室をを活活用用すするる児児童童生生徒徒がが少少ななかかっったた

たためめ、、新新聞聞をを目目ににすするる機機会会ががほほぼぼなないい状状態態でで

ああっったた。。  そそここでで、、休休みみ時時間間やや登登下下校校のの際際にに

通通るる図図書書室室前前廊廊下下にに新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーーをを移移
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設しし、、提提供供いいたただだいいたた「「北北海海道道新新聞聞」」「「毎毎日日新新

聞聞」」「「朝朝日日小小学学生生新新聞聞」」「「読読売売中中高高生生新新聞聞」」のの

４４社社のの新新聞聞をを配配置置ししたた。。  

新新聞聞をを目目ににすするる機機会会はは増増ええたたがが、、手手にに取取るる  

様様子子はは見見らられれななかかっったたたためめ、、教教師師がが新新聞聞をを読読

んんででいいるる姿姿をを見見せせたたりり、、一一緒緒にに読読むむ機機会会をを作作

っったたりりすするるここととでで、、徐徐々々にに新新聞聞をを読読むむ児児童童生生

徒徒がが増増ええてていいっったた。。  

  

（２）NIE コーナーの設置 

図図書書室室前前のの掲掲示示板板をを NNIIEE ココーーナナーーととししてて活活

用用しし、、以以下下のの２２つつのの掲掲示示をを行行っったた。。  

ア 児童生徒の出身地に関する記事の掲示 

本本校校はは旭旭川川市市外外出出身身のの児児童童生生徒徒もも在在籍籍

ししてていいるるたためめ自自身身のの出出身身地地にに関関すするる記記事事

をを掲掲示示すするるここととにによよりり、、ささららにに新新聞聞にに対対すす

るる興興味味・・関関心心ににつつななががりり、、読読むむ意意欲欲のの向向上上

ににつつななががるるとと考考ええ、、北北海海道道新新聞聞デデジジタタルル版版

よよりり該該当当地地域域をを選選択択しし、、記記事事をを選選定定・・掲掲示示

ししたた。。  

ここれれままでで掲掲示示ししてていいたた新新聞聞ににはは興興味味をを

示示ささななかかっったた児児童童生生徒徒もも、、NNIIEE ココーーナナーー前前

にに足足をを止止めめるる児児童童生生徒徒がが増増ええ、、居居住住地地にに関関

すするる記記事事にに対対ししててはは関関心心をを向向けけるる様様子子がが

見見らられれたた。。ままたた、、記記事事のの内内容容がが難難ししかかっったた

りり、、漢漢字字がが読読めめななかかっったたりりししたた場場合合ににはは周周

囲囲のの教教師師にに質質問問しし、、自自らら記記事事のの内内容容をを知知ろろ

ううすするる姿姿がが見見らられれたた。。そそししてて、、ここれれららのの記記

事事をを共共通通のの話話題題ととしし、、対対教教師師やや友友達達ととのの間間

でで会会話話がが生生ままれれ、、自自分分のの出出身身地地だだけけででななくく、、

友友達達のの出出身身地地のの出出来来事事ににもも目目をを向向けけるる姿姿

もも見見らられれたた。。  

本本校校ののよよううにに、、複複数数のの地地域域かからら幼幼児児児児童童

生生徒徒がが集集ままるる学学校校ににととりり、、地地方方版版をを検検索索及及

びび閲閲覧覧ででききるるササーービビススはは教教材材ととししてて有有効効

かかつつ活活用用ししややすすいいももののででああっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 新聞クイズの作成 

新新聞聞記記事事のの内内容容をを読読みみ取取るる第第一一歩歩ととしし

てて、、「「朝朝日日小小学学生生新新聞聞」」とと「「読読売売中中高高生生新新聞聞」」

をを活活用用ししてて記記事事にに関関すするるククイイズズをを出出題題・・掲掲

示示ししたた。。NNIIEE 推推進進担担当当者者がが記記事事をを読読んんだだ上上

でで内内容容にに関関わわるるククイイズズをを作作成成しし、、月月にに１１度度

出出題題ししたた。。回回答答方方法法はは、、児児童童生生徒徒のの中中ににはは

生生活活経経験験がが少少ななくく、、実実際際にに書書くく機機会会もも少少なな

いいここととかかららははががききををポポスストトにに投投函函ししてて応応

募募すするる方方法法とと、、タタブブレレッットト端端末末のの活活用用にに慣慣

れれるるここととをを兼兼ねねてて GGooooggllee  FFoorrmmss をを活活用用しし

たた WWeebb 上上ででのの応応募募のの２２通通りり用用意意ししたた。。小小学学

生生はは主主にに言言葉葉のの抜抜きき出出しし、、中中学学生生はは簡簡単単なな

要要約約ななどど、、生生活活年年齢齢にによよっってて難難易易度度をを変変ええ

てて出出題題ししたた。。  

自自立立活活動動のの時時間間等等のの学学習習やや休休みみ時時間間をを

使使いい取取りり組組むむ様様子子がが見見らられれたた。。情情報報量量がが多多

くく、、どどのの記記事事をを見見たたららよよいいかか分分かかららなないい場場

合合はは、、手手掛掛かかりりととししてて質質問問にに対対応応すするる部部分分

をを色色分分けけししてて表表示示すするるここととでで、、自自力力でで回回答答

すするる様様子子がが見見らられれるるよよううににななっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【北海道新聞地方版の掲示】 

【クイズに回答する児童】 
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（３）授業での活用（小学部） 「相手に分かりやすく伝えよう」 

学習 

活動 

学 習 内 容 （△教師の発問 ▲期待する児童の発言 ◎配慮事項） ◇評価場面 

○使用教材 児童の活動 教師のはたらきかけ 

導
入 

・指名された児童は挨拶をする。 

▲新聞記事の特徴 

▲５W１H が書かれている 

▲読む人にとって分かりやすい記事

にするため 

・本時の課題を知る 

 

 

 

・課題を読み、確認する。 

▲新聞にも５W１H があるから、紹介

するときも５W１H があると分かり

やすい 

▲記事をそのまま伝えると長くなる

から、短く伝えると良い 

・挨拶をする児童を指名する。 

△前の学習では何を調べましたか 

△どのような特徴がありましたか 

△なぜ、そのような特徴があるのです 

 か 

〇本時の課題の提示 

 

 

▲課題を読みましょう 

△分かりやすく紹介するための工夫

として、どのようなことが考えられ 

ますか 

〇TV 

〇AppleTV 

〇教師用

iPad 

〇児童用

iPad 

 

展
開 

〇記事を読もう 

・記事を選択し、音読する。 

 

 

 

 

・意味を知らない単語は iPad で調べ

てワークシートに書き留める。 

 

 

・紹介する記事を選び、音読するよう

指示する。 

◎文章量や記事の内容が異なる記事

をあらかじめ用意し、興味に合わせ

て選択できるようにする。 

・意味調べは重要語句のみとする。 

◎漢字の読みが分からない場合は指

文字で伝え、ルビを振るよう促す。 

◎単語の意味が分からない場合は、前

後の文脈より意味を推測させる。そ

れでも分からない場合は iPad で調

べるよう指示する。 

〇記事（A3） 

〇ワークシ

ート 

◇１（教師

や友達に自

ら質問する

姿を見取る） 

 

 

〇記事から５W１H を探そう 

・５W１H を記事から探し、ワークシ

ートに記入する。 

・５W１H の全てが必ず入っているわけ

ではないことを伝える。 

・見つけられない場合は文の範囲を指

定したり、前後の助詞に注目したり

するよう促す。 

 

〇記事を短くまとめよう 

・５W１H を使い、適切な助詞を用いて

構文し、ワークシートに記入する。 

・発表の練習をする。 

◎手話表現が分からない箇所がある

場合は伝える。 

 

 

〇発表活動 

・ワークシートに沿い、手話と音声を

併せて発表する。 

▲短くまとめた文を発表しましょう 

▲話を聞いて分かったこと、発表の良

かったところを伝えましょう 

 

◇２ 

ま
と
め 

 

・ワークシートに自己評価を記入す

る。 

 

・要約した文章を音読する 

・指名された児童は挨拶をする。 

〇本時のまとめ 

▲ワークシートに自己評価を記入し

ましょう 

〇本時の振り返りと次時の確認 

▲要約した文章を音読しましょう。 

・挨拶する児童を指名する。 

 

 

 

 

 

課題  記事の内容を、相手に分かりやすく伝えよう  
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（４）授業での活用（中学部） 「聴覚障がいについての知識を広げる」 

 

学習 
活動 

学 習 内 容 （△教師の発問 ▲期待する生徒の発言 ◎配慮事項） ◇評価場面 
○使用教材 生徒の活動 教師のはたらきかけ 

導
入 

▲耳の仕組み 
▲難聴の種類 
 
・題材の目標と活動内容を知る。 
 

△聴覚障がいの理解について、自立活動
の中で今まで行なってきたことはな
んだろう。（T1） 

〇題材の目標の提示（T1） 
聴覚障がいについての知識を広げる 

・新聞記事から、聴覚障がいに関する記
事を調べ、自分の考えをまとめること
を伝える。 

〇TV 
〇AppleTV 
〇教師用
iPad 
〇生徒用
iPad 
 

展
開 

 
 
 
 
・「まな bell」のアクセス方法、記

事の検索の仕方について知る。 
 
 
 
▲調べたい言葉を複数入力する 
▲期間を絞る 
▲地域を絞る 
・「まな bell」にアクセスし、聴覚
障がいをキーワードに記事を検
索する。 

・Google ドライブで共有されてい
るワークシート（Google ドキュ
メント）を複製し、自分の名前を
付ける。 

・選択した記事の切り抜きを iPad
を使用しワークシート（Googleド
キュメント）に貼り付ける。 

 
 
 
・記事の中でわからない言葉につ
いて意味を調べ、ワークシート
（google ドキュメント）に記載
する。 

▲誰が、何を、どうした 
▲５W１H 
・重要な文を抜き出し、ワークシー
ト（Google ドキュメント）に記載
する。 

・抜き出した文を元に文を要約す
る。（200 字程度） 

 

 
〇課題の提示（T1） 
・「まな bell」のアクセス方法、記事の

検索の仕方を説明する。（Google クラ
スルームでリンクを共有） 

◎「障害」「障がい」の用語の扱いについ
て 

△記事を絞り込むためにどのような方
法があるでしょうか。（T1） 

 
・キーワード、and or による記事の絞り
込みについても触れる。 

・ワークシートの使用について説明す
る。 

◎操作につまずきがある生徒に助言す
る。（T1・T2） 

 
 
 
〇課題の提示（T1） 
 

 
・わからない言葉を調べるように指示す

る。文脈から意味を予測できない語句
についてはテキストデータをもとに
検索することを伝える。 

△要約するために、どんな文を抜き出せ
ばよいだろう（T1） 

・重要な文（５W１H ）を抜き出すよう
に指示する。（T1） 

・抜き出した文を元に文章を再構成する
ように伝える（２００字程度）。 

・文の抜き出しと要約について支援す
る。（T1・T2） 

◎ローマ字入力が苦手な生徒はテキス
トデータからの引用をサポートする。 

 
 
「まな bell」 
 
〇Google ク

ラスルー
ム 

 
 
 
 
 
 
◇（主） 
〇ワークシー

ト 
（Google ドキ

ュメント） 
〇ドキュメン

ト 作 成 ア プ
リ （Google ド
キュメント） 

〇 Google ド 
ライブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇（知・技） 
 
 

ま
と
め 

・ Google ドライブに保存されてい
る他の人のワークシートを参照
する。 

 
 
・次時に記事に対する自分の考え

をまとめることを知る。 

・それぞれが選択した記事の概要と要約
を Google ドライブに保存されている
ワークシートを参照し交流するよう
に伝える。（T1） 

〇次時の確認（T1） 
・次時に記事に対する自分の考えをまと

めることを確認する。 

 

課題  「まな bell」を使って記事を検索しよう  

課題  選択した記事を要約しよう  
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２２００２２３３年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞をを生生かかしし様様々々なな学学力力にに結結びびつつけけるる実実践践  

北北海海道道函函館館高高等等支支援援学学校校  教教諭諭  山山本本  正正彦彦      

１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、平平成成 3311年年４４月月、、道道南南地地区区でではは初初めめてて普普通通

科科とと職職業業学学科科をを併併置置すするる高高等等支支援援学学校校ととししてて開開校校しし

ままししたた。。  令令和和５５年年度度はは、、「「普普通通科科」」「「生生産産技技術術科科」」「「食食

品品デデザザイインン科科」」「「福福祉祉デデザザイインン科科」」のの４４学学科科にに計計 7733名名

（（定定員員 9966名名））のの生生徒徒がが在在籍籍ししてていいまますす。。本本校校はは教教育育

理理念念にに「「自自己己とと社社会会ををつつななぎぎ、、共共生生社社会会をを創創造造すするる

教教育育のの追追求求」」、、教教育育目目標標にに「「共共生生社社会会のの一一員員ととししてて、、

自自らら社社会会にに貢貢献献すするる人人間間のの育育成成」」をを掲掲げげ、、「「探探究究」」「「協協

働働」」「「健健全全」」のの校校訓訓のの下下、、知知徳徳体体のの調調和和ののととれれたた人人間間

形形成成をを目目指指ししてていいまますす。。  

教教育育活活動動のの特特色色のの一一つつででああるる「「教教科科横横断断的的なな学学習習

のの充充実実」」でではは、、「「新新聞聞教教育育」」「「主主権権者者教教育育」」「「防防災災・・安安

全全教教育育」」「「IICCTT  教教育育」」「「消消費費者者教教育育」」「「社社会会貢貢献献・・ボボララ

ンンテティィアア活活動動」」ななどどをを、、主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの

実実現現をを通通ししてて、、豊豊かかなな生生ききるる力力をを育育んんででいいまますす。。  

ＮＮＩＩＥＥのの実実践践指指定定校校のの指指定定ををいいたただだいいててかからら今今年年

でで 22 年年目目ににななりり、、昨昨年年にに引引きき続続きき提提供供さされれたた新新聞聞をを

授授業業のの中中でで使使用用ししたたりり、、記記事事ををピピッッククアアッッププししてて掲掲

示示ししたたりりすするるななどど、、少少ししででもも新新聞聞とと触触れれらられれるるよようう

ににししてていいまますす。。  

 

２２．．実実践践のの内内容容  

⑴ 道新出前講座 

毎毎年年１１学学年年をを対対象象にに「「道道新新出出前前講講座座」」をを実実施施ししてて

いいまますす。。  

今今年年度度はは、、「「新新聞聞のの読読みみ方方をを知知るる」」「「新新聞聞をを通通じじてて、、

興興味味・・関関心心をを高高めめてていいくく」」ここととををテテーーママにに北北海海道道新新

聞聞社社のの方方にに来来校校ししてていいたただだきき「「回回しし読読みみ新新聞聞」」をを行行

いいままししたた。。  

 

 

 

 

流れ 

①①  切切りり抜抜ききタタイイムム  

⑴⑴  各各自自新新聞聞をを読読むむ。。  

⑵⑵  「「気気ににななるる」」「「面面白白いい！！」」「「ここれれ何何だだ？？」」とと思思っっ

たた記記事事をを切切りり抜抜くく  

⑶⑶  広広告告やや写写真真、、挿挿絵絵ななどど新新聞聞にに載載っってていいれればば何何でで

もも切切りり抜抜いいててもも良良いい。。  

⑷⑷  時時間間内内にに５５枚枚以以上上切切りり抜抜くく。。  

②②  ププレレゼゼンンタタイイムム  

  ⑴⑴  発発表表すするる人人はは切切りり抜抜いいたた記記事事、、写写真真のの中中かからら１１

枚枚だだけけををググルルーーププのの真真んん中中にに置置くく。。  

  ⑵⑵  「「どどののよよううなな記記事事かか（（＝＝概概要要説説明明））」」、、「「選選んんだだ

理理由由（（＝＝興興味味・・ポポイインントト））」」をを発発表表すするる。。  

  ⑶⑶  発発表表者者のの右右隣隣２２人人がが共共感感やや補補足足ななどどココメメンントト

ををすするる。。※※ルルーールル：：相相手手のの意意見見をを否否定定ししなないい。。  

  ⑷⑷  時時計計回回りりでで順順にに発発表表しし２２周周すするる。。紹紹介介ししたた記記事事

はは真真んん中中にに積積みみ上上げげてていいくく。。（（早早くく終終わわっったた場場

合合はは３３周周目目））  

③③  新新聞聞作作りりタタイイムム  

  ⑴⑴  トトッッププ記記事事をを決決めめるる。。  

⑵⑵  全全体体ののレレイイアアウウトトをを決決めめるる。。    

新聞記事を選んでいる様子⤴ 
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⑶⑶  線線やや絵絵ななどどをを入入れれ、、読読みみややすすいい新新聞聞ににすするる。。  

⑷⑷  貼貼りり付付けけたた記記事事・・写写真真ににココメメンントトをを入入れれるる。。  

家家庭庭でで新新聞聞をを購購読読ししてていいなないい生生徒徒もも多多くく、、新新聞聞  

ににははどどののよよううななここととがが書書かかれれてていいるるののかかとと興興

味味深深げげにに見見入入るる姿姿もも見見らられれままししたた。。 

 
    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵⑵  防防災災掲掲示示板板  

生生徒徒玄玄関関前前にに、、北北海海道道にに関関すするる震震災災やや函函館館近近辺辺でで

起起ここっったた震震災災のの情情報報ををピピッッククアアッッププししてて掲掲示示ししてていい

まますす。。興興味味ををももっっててももららええるるよよううにに絵絵やや図図ななどど視視覚覚

的的にに分分かかりりややすすいいよよううににししたたりり、、漢漢字字ににルルビビをを振振っっ

たたりり、、目目ににつつききややすすいいよよううにに文文字字のの大大ききささをを大大ききめめ

ににししたたりりすするるななどど工工夫夫をを施施ししてていいまますす。。本本校校でではは、、

防防災災教教育育ににもも力力をを入入れれてておおりり、、11日日防防災災訓訓練練をを行行いい、、

防防災災にに必必要要なな知知識識ををククイイズズややかかるるたたをを通通じじてて学学んんだだ

りり、、防防災災ママッッププのの見見方方をを学学びび、、自自分分のの家家かからら近近いい避避

難難所所をを調調べべたたりり、、段段ボボーールルベベッットト作作りりをを実実際際にに体体験験

ししたたりりすするるななどど行行っってていいまますす。。  

ままたた、、生生徒徒会会活活動動のの中中でで、、防防災災ササミミッットトにに参参加加しし、、

他他校校のの人人たたちちとと意意見見をを交交わわしし、、防防災災ににつついいてて考考ええをを

深深めめるるここととががででききままししたた。。  

新新聞聞教教育育をを通通じじてて、、防防災災教教育育のの一一環環ととししてて防防災災にに

もも触触れれるる機機会会をを設設けけてていいまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気になる記事にマーカーしている様子⤴ 
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⑶⑶３３学学年年ののああるるククララススのの取取りり組組みみ  

  気気ににななるる記記事事をを見見付付けけ、、55WW11HHをを意意識識ししてて、、説説明明文文

をを書書くくとといいうう取取りり組組みみををししてていいるるククララススももあありりまますす。。

書書いいたた文文章章をを朝朝のの会会ななどどでで発発表表ををしし、、説説明明力力のの強強化化

ににつつななががっってていいまますす。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３３．．評評価価ににつついいてて  

ここのの講講座座はは、、新新聞聞のの読読みみ方方をを知知るる学学習習でであありり、、そそ

のの活活動動のの中中でで、、生生徒徒自自ららががももっってていいるる感感受受性性をを働働かか

せせ、、新新聞聞へへのの興興味味をを高高めめてていいくくここととはは、、今今後後のの生生活活

のの潤潤いいににななるるとと考考ええらられれまますす。。  

自自分分がが興興味味ののああるる記記事事だだけけででななくく、、他他のの人人がが選選んん

だだももののににもも関関心心をを寄寄せせるるここととががででききたたかか、、積積極極的的にに

掲掲示示物物をを作作っってていいるるかかをを重重点点的的にに評評価価ししままししたた。。  

ささららにに、、記記事事のの選選択択にに主主体体的的にに取取りり組組むむここととががでで

ききてていいるるかか、、ここれれままででのの経経験験とと関関連連付付けけてて考考ええよようう

ととししてていいるるかか、、授授業業内内のの発発言言やや感感想想をを書書くくこことともも評評

価価のの観観点点にに加加ええままししたた。。  

防防災災掲掲示示板板ににつついいててはは、、北北海海道道やや道道南南ににままつつわわるる

災災害害ににつついいててままととめめたた掲掲示示板板ががあありりまますす。。掲掲示示ししてて

いいるる新新聞聞記記事事やや資資料料ににはは工工夫夫をを施施ししてておおりり、、振振りり仮仮

名名をを振振るるここととやや文文字字のの大大ききささをを大大ききくくににすするるここととでで、、

目目をを通通ししややすすくくししたたりり、、カカララーー印印刷刷でで視視覚覚的的にに分分かか

るるよよううににししたたりりししてて、、説説明明のの部部分分はは平平易易なな言言葉葉にに置置

きき換換ええてて、、理理解解ししややすすいい工工夫夫をを施施ししてていいまますす。。掲掲示示

板板のの狙狙いいととししてて「「生生徒徒にに分分かかりりややすすくく、、興興味味ををももっっ

ててももららうう」」ここととをを目目指指ししてておおりり、、記記事事やや資資料料にに興興味味

ををももっってて読読むむ生生徒徒がが増増ええるるよよううににななりりままししたた。。  

 

４４．．成成果果とと課課題題  

⑴⑴  成成果果  

新新聞聞ををああままりり見見なないい生生徒徒がが多多いいたためめ、、実実際際にに新新聞聞

にに触触れれるるここととにによよりり、、「「どどんんななここととがが書書かかれれてていいるるのの

かか」」「「どどののよよううなな事事件件がが起起ききてていいるるののかか」」「「ススポポーーツツ

のの記記事事はは○○○○ペペーージジ」」とといいうう基基礎礎的的なな知知識識をを習習得得すす

るるここととががででききたたとと感感じじままししたた。。  

文文字字をを読読むむここととがが苦苦手手なな生生徒徒がが多多いいたためめ、、文文量量をを

少少ななめめににしし、、絵絵やや図図ななどどをを示示しし、、視視覚覚的的にに興興味味ををもも

っっててももららええるるよよううにに工工夫夫をを施施ししたたここととでで、、自自分分たたちち

がが住住んんででいいるる地地域域ののここととやや事事件件ののここととににつついいてて興興味味

ををももつつここととがが増増ええたたよよううにに感感じじるるここととががででききままししたた。。  

新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが増増ええたたたためめ、、興興味味ををももっってて新新

聞聞にに触触れれよよううととすするる生生徒徒がが増増ええままししたた。。  

 

北海道新聞 2023.12.19 

北海道新聞 2023.12.14 
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⑵⑵  課課題題  

「「新新聞聞がが身身近近にになないい」」「「形形式式ばばっったた文文章章をを読読んんでで理理  

てて主主体体的的にに文文字字にに親親ししむむ力力をを付付けけてていいけけれればばとと考考ええ  

てていいまますす。。そそののたためめにに、、普普段段かからら新新聞聞にに触触れれるる機機会会

をを作作っってていいきき、、親親ししみみををももたたせせらられれるるよよううににししてていい

ききたたいいとと感感じじてていいまますす。。  

 

５５．．おおわわりりにに  

NNIIEE 実実践践指指定定校校ををささせせてていいたただだいいててかからら今今年年度度でで

22 年年目目ににななりりまますすがが、、改改めめてて新新聞聞教教育育のの大大切切ささをを感感

じじるるここととががででききままししたた。。  

新新聞聞のの正正ししいい読読みみ方方にに加加ええ、、社社会会科科等等とと連連携携ししてて

社社会会人人ととししてて最最小小限限必必要要だだとと思思わわれれるる政政治治やや経経済済、、

国国際際情情勢勢ななどどのの情情報報収収集集のの仕仕方方ななどどもも取取りり入入れれてていい

くく必必要要ががああるるとと思思いいままししたた。。  

ままたた、、自自分分のの住住んんででいいるる町町のの情情報報をを知知るるこことともも重重

要要ででああるるとと感感じじてていいまますす。。  

地地方方紙紙をを活活用用しし、、地地元元ののニニュューーススにに目目をを向向けけるるここ

ととでで、、自自分分のの町町ででどどののよよううななここととがが起起ききてていいるるののかか、、

今今どどののよよううななももののがが注注目目さされれてていいるるののかかななどどをを知知るる

ききっっかかけけににななれればば良良いいとと考考ええてていいまますす。。  

今今年年度度よよりり子子どどもも新新聞聞もも購購読読ししてていいまますす。。優優ししいい

文文体体でで絵絵やや図図がが多多いいたためめ興興味味ををももっってて読読むむ生生徒徒がが多多

くくいいままししたた。。一一般般のの新新聞聞とと子子どどもも新新聞聞もも併併用用しし、、新新

聞聞のの楽楽ししささやや面面白白ささをを味味わわええるるよよううなな授授業業づづくくりりをを

今今後後もも展展開開ししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。今今後後もも様様々々なな

方方法法をを取取りり入入れれななががらら、、自自発発的的にに  新新聞聞ややニニュューースス  

にに関関わわっってていいけけるるよよううなな基基礎礎作作りりををササポポーートトししてていい

ききたたいいとと思思いいまますす。。  

 

５５年年前前のの出出前前講講座座でではは、、タタブブレレッットトをを使使用用ししまましし

たた。。北北海海道道新新聞聞ののネネッットトかからら記記事事をを探探すす作作業業ががあありり

ままししたた。。気気ににななっったた記記事事をを選選びび、、「「いいつつ・・どどここでで・・だだ

れれがが・・ななににをを・・どどううししたた」」をを意意識識ししななががららままととめめ、、発発

表表ををししままししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～本校最初の出前講座の様子～ 
解解すするるここととがが難難ししいい」」「「読読むむとといいううここととにに苦苦手手意意識識

ををももっってていいるる」」生生徒徒がが多多いいたためめ、、身身近近なな新新聞聞をを利利用用
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                          編編集集をを終終ええてて  

  

  英英語語にによよるる元元気気なな始始業業のの挨挨拶拶。。生生徒徒はは、、社社会会的的なな課課題題ににつついいてて、、AAII、、新新聞聞、、ネネッットト、、友友だだ

ちち、、教教師師ななどどのの多多様様ななツツーールルかからら自自分分のの必必要要なな情情報報をを取取捨捨選選択択しし、、考考ええ感感じじたたここととをを英英語語やや

日日本本語語でで表表現現ししてていいききまますす。。22002233 年年 77 月月、、小小樽樽市市立立菁菁園園中中学学校校でで NNIIEE ととししててはは、、初初めめててのの

英英語語科科のの公公開開授授業業がが行行わわれれままししたた。。英英語語科科でではは、、臨臨場場感感ををももっったた会会話話練練習習やや文文章章作作成成ののたためめ

にに、、具具体体的的なな場場面面設設定定ををししたた活活動動をを行行いいまますすがが、、本本時時でではは、、新新聞聞記記事事をを場場面面設設定定やや問問題題提提起起、、

概概念念、、トトピピッックク等等ととししてて用用いいるるここととでで、、英英語語科科のの中中ででのの新新聞聞活活用用をを可可能能ににししてていいままししたた。。特特

定定のの教教科科やや分分野野にに偏偏りりががちちなな新新聞聞活活用用のの場場面面をを広広げげるる素素晴晴ららししいい授授業業提提案案でであありりままししたた。。  

  22002233 年年度度はは、、ココロロナナ５５類類移移行行にに伴伴いい、、各各学学校校でではは、、多多様様なな教教育育活活動動がが戻戻っっててききままししたた。。

子子どどももたたちちのの思思考考力力、、判判断断力力、、表表現現力力をを育育ててるるたためめにに、、各各校校種種のの探探究究的的なな活活動動等等のの中中でで、、発発

達達段段階階にに合合わわせせたた、、地地域域課課題題にに向向きき合合うう活活動動事事例例がが教教育育課課程程にに取取りり入入れれらられれるるよよううににななりり

ままししたた。。新新聞聞かからら地地域域課課題題をを調調べべるる。。ささららにに、、課課題題調調べべでで終終わわるるののででははななくく、、自自分分ななりりのの考考

ええををももちち、、自自分分のの考考ええをを友友だだちちやや地地域域ににププレレゼゼンンテテーーシショョンンすするるここととでで、、子子どどももたたちちがが意意欲欲

的的にに課課題題解解決決にに向向かかおおううととすするる姿姿がが多多くく見見らられれまますす。。ここのの学学習習過過程程でではは、、信信頼頼ああるる新新聞聞のの情情

報報がが大大切切でであありり、、新新聞聞のの紙紙ややデデジジタタルルのの情情報報をを、、子子どどももたたちちががどどののよよううにに獲獲得得ししてていいくくののかか

がが重重要要ににななるるとと考考ええまますす。。  

  ささてて、、22002233 年年度度ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告書書でではは、、紙紙のの新新聞聞のの活活用用だだけけででははななくく、、IICCTT 活活用用にによよるる記記

事事デデーータタベベーーススのの活活用用事事例例がが多多くく紹紹介介さされれてていいまますす。。ままたた、、聴聴覚覚特特別別支支援援学学校校ででああるる、、聾聾学学

校校ににおおけけるる実実践践やや最最近近各各地地にに設設立立さされれてていいるる、、義義務務教教育育学学校校ににおおけけるる実実践践等等もも掲掲載載さされれてて

いいまますす。。いいずずれれもも小小中中連連携携ににおおけけるる実実践践でであありり、、校校種種間間連連携携のの意意味味かかららもも大大変変参参考考ににななるる実実

践践記記録録ととななっってていいまますす。。  

  本本編編がが有有効効活活用用さされれ、、皆皆様様方方のの学学校校ででねねららうう子子どどもものの姿姿のの育育成成にに、、ここのの実実践践がが活活かかさされれるる

ここととをを願願っってておおりりまますす。。  
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